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　悪あく魔まも堕だ天てん使しもドラゴンも──人間の敵だ。常識じゃないか。


　そしてキミは──悪魔でドラゴンだ。人間にとって脅きよう威いでしかない。




　Life.0







「イッセーくん……を、ください……」


　修学旅行を目前にしたある日の夜。


　俺はベッドの上で髪かみをおろした朱あけ乃のさんに迫せまられていた！


　薄うすい生地の浴衣ゆかた姿だけど、着き崩くずれて肩かたから白いお肌はだがお見えしている。というか、お、おっぱいあたりまではだけてて……。


　ごくり。


　ついつい生なま唾つばを飲み込みながら、崩れた浴衣からチラチラと見みえ隠かくれしているピンク色の物体に視線が釘くぎ付づけになっていた。艶つやのある表情の朱乃さんは四よつん這ばいのポーズでじりじりと俺に近づいてきた！


　動くたびに乳ちちがぶらりぶらりと大きく揺ゆれていて、涙なみだが出るほどの光景だ！


「……もうすぐイッセーくんは私を置いて京都へ行ってしまうのですね……」


　悲しそうな声こわ音ねを発しながら、朱乃さんは俺の首に手を回し、そのままピッタリとやわらかスベスベボディをくっつけてくるぅぅぅぅっ！


「そ、そんな、朱乃さん、三泊ぱく四日なんですからすぐに会えますよ」


　上ずった声で俺は返すが、正直、朱乃さんの体の感かん触しよくに脳みそがぶっ飛びつつあった。


　浴衣なんてもうほとんどはだけていて、全ぜん裸らに近い状態じゃないか！


　鼻血がとめどなく流れ出る……。


　あ、朱乃さんのつやつやの黒くろ髪かみから甘い香かおりが……。体温もほんのり温かいから、お風ふ呂ろからあがったばかりなのかもしれない。


　朱乃さんは俺の胸のなかで涙なみだ声ごえでつぶやく。


「……丸二日、あなたのいない日があるのですよ……？　私、寂さびしくて死んでしまうかもしれない……」


　……どうしたものか。ロキ戦以降、朱乃さんは二人きりになると甘あまえん坊ぼうの傾けい向こうを強めていた。リビングでテレビを見ていると、隣となりにピッタリ寄より添そうように座って肩に頭を乗せてきたり、一いつ緒しよに買い物に行こうと誘さそわれたとき「いまちょっと用事が……」と返すと頰ほおを膨ふくらませてかわいく機き嫌げんの悪い顔をするんだ。そのあと俺が折れて「行きます」と言うと、一転して萌もえ死ぬほどかわいらしい笑顔を見せてくれる。


　もう、同い年か、年下にしか思えないほど、声も態度もかわいい女の子だ。


　かわいいお姉さま度は部長よりも高いことが少なくない。学校じゃ変わらずのお姉さまなのに、俺の前では……。


　部長と朱乃さんは俺だけを萌え殺す術すべを隠し持もっていたに違ちがいない！


　朱乃さんは俺の指に自分の指が絡からむように重ねてくる。


「だから、三泊四日分のあなたをいま補ほ充じゆうしようと思うの」


「ほ、補充……？」


　脳みそが沸ふつ騰とうしそうな状態で俺はなんとか聞き返す。このかわいい朱乃さんに迫られるなら今日死んでもいい……。


「そう、補充。イッセーくんの肌に触ふれて、イッセーくんに触れられて、私はあなたの男を感じて、私は女であることを体験するのよ」


　刺し激げき的すぎる言葉に俺は鼻血が噴ふき出てしまった！　いかんいかん！　相手は尊敬すべき先せん輩ぱいなんだ！　かわいくても年下に見えても敬意を忘れてはいかん！


「そ、そんな俺、後こう輩はいですし……」


「……こうしているときぐらい敬語なんてやめて……」


　俺が言い切る前に朱乃さんが首を横に振ふる。その瞳ひとみは「どうしてなの？」という疑問の色になっていた。


「で、ですが、朱乃さんは先輩ですし……」


　朱乃さんはシーツをつかみながら言う。


「ベッドの上で先輩も後輩もありませんわ。男と女でしょ？　それだけで十分なの」


「お、男と女……」


　ゴクリ……。と、生唾を飲み込んでしまいました！　お、男！　お、女！　な、なんですか、そのあまりにも破は壊かい力バツグンなエロエロワードは!?


　朱乃さんの顔が近づいてきて、俺の唇くちびるを──。って、こういう状じよう況きようだと、高い確率であのお方が登場したり──。


「朱乃？　何をしているのかしら……？」


　──っ。


　……言い知れない鬼き気きを感じて、首をギギギと動かすと、紅べに髪がみのお姉さまがオーラを全身から迸ほとばしらせていた！　やっぱり！　ですよねぇぇぇっ！


　あまりの迫はく力りよくに長い紅髪がざわざわっとうごめいていた！　今度こそ殺されるぅぅ！


　朱乃さんは「うふふ」と妖よう艶えんに笑えみながら、自身の黒髪をさらっと手でなでる。


「あらあら、こわーいお姉さんが私とイッセーを睨にらんでいますわ。きっと、私たちがあまりにも熱々だから嫉しつ妬としているんですわね。うふふ」


「私がちょっとお風呂に行っている間にイッセーを誘ゆう惑わくするだなんて随ずい分ぶんと大だい胆たんになったわね？」


「私はいつだって大胆ですわよ？　ほーら、こんなふうに……」


　ピッタリ、スーリスーリ。


　朱乃さんがやわらかモチモチボディ全体で擦こするように俺の体を刺激してくるぅぅぅぅっ！　ほっぺたが！　おっぱいが！　二にの腕うでが！　太ももがぁぁぁっ！　女性特有のやわらかな感触と弾だん力りよくがむにゅっむにゅっと俺のすべてを完全に機能停止させようとしていた！


　朱乃さんの体はどうしてそんなにモチモチなんですか!?　吸いつくように張りつくように俺の体にフィットしてきやがるぜ！


「……そうです。朱乃さんばかりずるいです」


　──っ！　突とつ然ぜんの第三者の声！　気づけば俺の頭部を抱だきかかえるようにする誰だれかがいた。見れば──。


「小こ猫ねこちゃん!?　い、いつの間に……！」


　そう、小猫ちゃんだった！　気配を感じさせずに部屋に入ってきたのか？　薄い生地の白装束を着て、猫耳と尻尾しつぽを生やしながら俺の頭をちっこい体で抱きかかえてくれていた！


　うぅぅむ！　小猫ちゃんの小さな体もスッベスベでやわらかいし、甘い匂においがするんだよな……。


「……私だって先輩と離はなれるのは……。先輩、仙せん術じゆつの治ち療りようを一気に数日分おこないます……」


　小猫ちゃんが寂さびしげな表情でそう言うと、俺の背中にピッタリと体を寄せる！


　うおおおっ！　ロリっ子にうしろから抱だきつかれるとこんなにもすんばらしい感触を得えるんですか!?　さりげなく俺の腕を白い尻尾で巻き巻きしてくれていた。あ、小猫ちゃんの尻尾の毛っていい触さわり心ごこ地ちだ……。


　つーか、小猫ちゃん！　こういう大胆な行動は二人きりのときだけだったのに、ついに誰かが見ていてもこうするようになってしまったんですか!?


　それとも俺が修学旅行に行くから、朱乃さんみたいな状況に!?


「こ、小猫まで……。イッセーは私のなのに……私の愛しいイッセーなのに……ひどいわ、皆みんなっ！」


　よくはわからないが、目の前で部長がぷるぷると体を震ふるわせて、頰を膨らませ、涙目なのは確かだ！　お姉さま！　やっぱり、かわいいですよ、その顔！


　バタン。


　さらに扉とびらを開ける音。現れたのはアーシアだった。


　この光景を見た瞬しゆん間かん、叫さけぶ。


「はぅぅっ！　そ、そんな……リアスお姉さまだけじゃなく、朱乃さん、小猫ちゃんまで！　うぅぅ、私だけ仲間はずれなんですね……？　でもでも、そうはいかないんです！　私だって！　えーい！」


　アーシアがベッドに飛びこんできた！　俺の足を捕つかまえると誰にも渡わたすまいとしがみついてくる！


「イッセーさんは渡しません！　今日も一緒に寝ねるんです！」


　とんでもないことになってきた！　朱乃さん、小猫ちゃん、アーシアまでもが俺の体にしがみついてきて……。何これ、幸せな状況でいいの？　若じやつ干かん、違うよね？　俺、うれしいけど、どうしたらいいかわからないし、全員お互たがいをけん制しあっているよ!?


　最高のシチュエーションなのにここは空気が物もの凄すごく薄いんだよぉぉぉっ！


　部長がたまらずに叫んだ。


「もう！　あなたたち！　どうして主あるじの私の言うことが聞けないの！」
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　部長の主発言。しかし、他の女子も黙だまっていない。


「「「だって、私の──」」」


「イッセーさんです！」「……先輩です！」「イッセーくんよ！」


「違うの！　私のなのぉぉぉぉっ！」


　涙目の部長の声が家中にこだました。


　修学旅行を目の前に控ひかえ、俺は寝ね床どこで幸せのようで困こん惑わくするような大変な目に遭あっていた。


　……修学旅行、無事に行けるのかな？




　Life.1　そうさ、京都に行こう！







「将来的にはグレモリー領に北ほく欧おう魔ま術じゆつの学まなび舎やを設立したり、悪あく魔まの女性からヴァルキリーを輩はい出しゆつしたりと新しい事業をしてみたいと思っております」


　ロスヴァイセさんが自身で思おもい描えがいている未来のビジョンを語り、


「天使の私が上級悪魔のお屋や敷しきにお邪じや魔まできるなんて光栄の限りです！　これも主しゆと……魔ま王おうさまのおかげですね！」


　イリナも楽しそうな様子だった。


　修学旅行間近、俺たちグレモリー眷けん属ぞく＋イリナは部長のご両親と共にグレモリー家のダイニングルームでお茶会をしていた。


　部長の眷属が揃そろったので、記念として改めて部長のご両親に紹しよう介かいすることになったんだ。


　優ゆう雅がに紅茶を楽しみながらの世間話。これもセレブにとって嗜たしなみのひとつか。使用人の方々に囲まれてのお茶会は経験もないせいか、戸と惑まどうことも多い。


「ハハハ、ロスヴァイセさんは産業に関心をお持ちのようで、グレモリーの当主としては期待が膨ふくらむばかりだ」


　部長のお父さんが朗ほがらかに笑われていた。相変わらずダンディなご様子で。


　お茶を口にしていた部長のお母さんがカップを置くと話題を切きり替かえる。


「そういえば、一いつ誠せいさんたち二年生の皆みなさんは修学旅行間近でしたわね。日本の京都だったかしら？」


「は、はい。もうすぐ京都に行く予定です」


　と、俺が答える。部長のお母さんって、礼れい儀ぎに厳しい方だから会話ひとつでもとても緊きん張ちようするぜ。


「去年、リアスがお土産みやげで買ってくれた京野菜のお漬つけ物ものがとても美お味いしかったわね」


　部長のお母さんって、漬け物食べるんだな。いや、部長も俺の家でよく漬け物食べてるけどね。それでもちょっと意外だと思ってしまった。気品溢あふれるグレモリー家の奥さまと漬け物がどうしてもイメージ的に繫つながらないからかな。


「俺……自分が旅行先で購こう入にゆうしてきます」


「あら……そういうつもりで言ったのではなかったのだけれど……。ごめんなさいね、気を遣つかわなくてもよろしいのよ？」


　俺の言葉を聞いて部長のお母さんが口元を手で隠かくしながら頰ほおを赤く染めていた。反応がちょっとかわいいと感じてしまった！


　そのあとも他た愛あいもない会話を続け、眷属勢せい揃ぞろいの記念お茶会は無事終えていく。








　お茶会を終え、俺たちは転移用魔ま方ほう陣じんで家に帰ろうとしていた。


　けど、その前にグレモリーのお城にサーゼクスさまが戻もどられているというので、帰り際ぎわにあいさつだけでもということになった。


「僕も一いつ緒しよに行きます！」


　ミリキャスさまもお父さんに会いたいということで俺たちに同どう伴はんすることに。


　サーゼクスさまがお戻りになったときに使われている移住区の通路でサーゼクスさまと──黒くろ髪かみのお客さんらしき人と鉢はち合あわせする。


　って、そのお客さんをよく見たら、貴族服を着たサイラオーグさんだった！


「お邪魔をしている。元気そうだな、リアス、赤せき龍りゆう帝てい」


　こうした普ふ通つうの状態でも覇は気きが全身からにじみ出ているように感じる。紫むらさき色いろの双そう眸ぼうはギラギラした闘とう志しに満ちていた。


「ええ、来ていたのなら一言言ってくれても良かったのに。けれど、そちらも元気そうで何よりだわ。──と、あいさつが遅れました。お兄さま、ごきげんよう。こちらにお帰りになられているとうかがったものですからごあいさつだけでもと思いまして」


「気を遣わなくても良かったのだが、すまないね。ありがとう」


　サーゼクスさまがミリキャスさまを抱きかかえながら俺たちに微笑ほほえまれる。


　お戻りになっている理由はサイラオーグさん関連？　となると、今度おこなわれるゲームについてだろうか。


　そんなふうに疑問に感じていたら、部長がサーゼクスさまに訊きかれる。


「お兄さま、サイラオーグがここに来ていたのは……？」


「うむ。バアル領の特産である果くだ物ものなどをわざわざ持ってきてくれたのだよ。従い兄と弟こに気を遣わせてしまって悪いと思っていたところだ。今度ぜひともリアスをバアル家のお屋敷に向かわせようと話していたのだよ」


　と、サーゼクスさまはおっしゃられる。そっか、サーゼクスさまから見てもサイラオーグさんは母方の従兄弟だもんな。そう考えるとサイラオーグさんの立ち位置もすごいぜ。


「今度のゲームについていくつか話してね。リアス、彼はフィールドを用いたルールはともかく、バトルに関しては複雑なルールを一切除外してほしいとのことだ」


「──っ」


　サーゼクスさまの言葉を聞き、部長は驚おどろき、そして目元を厳しくした。


「サイラオーグ、それはつまり、こちらの不確定要素もすべて受け入れる、ということかしら？」


　部長の真しん剣けんな問いにサイラオーグさんは不敵に笑む。


「ああ、そういうことだ。時間を止めるヴァンパイアも、女の服を弾はじき飛とばし、心の内を読む赤龍帝の技も、俺は全部許容したい。──おまえたちの全力を受け止めずに大王家の次期当主を名乗れるはずがないからな」


『──っ！』


　サイラオーグさんの告白に俺を含ふくめ眷属全員が息を呑のんだ。


　……すげえ気き迫はくと覚かく悟ごだ。この人は俺たちの全力を望んでいるということか。


　サイラオーグさんの眼力高い視線が部長を捉とらえ、そして俺に移る。


　……全身が冷え込むほど、凄すさまじい威い圧あつだ。悪意はない。邪じや悪あくなものも一切感じない。


　感じるのは──純じゆん粋すいなまでの戦意だ。この人はヴァーリのように戦いを好むタイプでありながら、邪じや気きをまるで感じさせないものがあると思う。


「……怖こわいですぅ。ぼ、僕の力を前向きに受け止める方がいるなんて……逆に怖いですよぉぉっ」


　俺のうしろでガクガクしているのはギャスパー。確かにな。こいつの強力な時間停止を受け入れるなんてさ。


　お、俺の技もＯＫだなんて……。ありがとうございます！　いちおうお礼を言いたい。


　にらみ合う俺たちを隣となりで見ていたサーゼクスさまが提案を口にされる。


「うむ、ちょうどいい。サイラオーグ、赤龍帝──イッセーくんと少し拳こぶしを交えたいと言っていたね？」


「ええ、確かに以前そう申し上げましたが……」


「軽くやってみたらいい。天てん龍りゆうの拳、その身で味わいたいのではないかな？」


　…………。


　俺はいきなりのことで頭のなかが真っ白になったが……。一いつ拍ぱくあけて理解する。


　な、な、なぁぁああああにぃぃぃぃいいいいいっ!?


　俺とサイラオーグさんがここで戦う!?　マジっスか！　いやいや、急にそんなことを言われましても……！


　驚いて目をパチクリしている俺なぞ無視して、サーゼクスさまは部長に問われる。


「リアス、どうだろうか？」


　部長はしばし考え込み、意を決したように答えた。


「……お兄さま……いえ、魔王さまがそうおっしゃるのでしたら、断る理由がありませんわ。イッセー、やれるわね？」


　──っ！


　なんてこった！　マジですか！　俺にやれと？……うぬぬぬ、部長に言われたら、断れないし……。アーシアや朱あけ乃のさんたち女子が見ている前で格好悪い姿は見せられない。


「……は、はい！　俺で良かったら！」


　俺は一歩前に出て、そう宣言した！　こうなったらやってやろうじゃありませんか！


　……若手最強のサイラオーグさんの攻こう撃げき、遅おそかれ早はやかれ受け止めないといけないんだ。


　なら、いま受けてゲームへの攻こう略りやく法にさせてもらいましょう！　俺とサイラオーグさんとの戦いを見て眷属が得るものもあるだろうしね。


　俺とサイラオーグさんが視線を交わすなか、サーゼクスさまがうなずかれる。


「では、私の前で若手ナンバーワンの拳と赤龍帝の拳、見せてくれ」


　それを受けてサイラオーグさんは──、


「これは良い機会をいただきました。存分にお見せしましょう、我が拳を……ッ！」


　気き迫はく溢あふれる笑みを浮うかべていた。








　グレモリーのお城の地下に駒く王おう学がく園えんのグラウンドがすっぽり入りそうなほどに広いトレーニングルームがある。


　俺たちグレモリーの者とサイラオーグさんはそこに場所を移していた。ミリキャスさまはグレイフィアさんに連れられて他の場所で待機。


　眼前でサイラオーグさんは貴族服を脱ぬぎ、グレーのアンダーウェア姿になっている。


　……アンダーウェアの上からでもわかる、見事な肉体……。すっげえ筋肉だ。上じよう腕わんも太けりゃ、拳もデカい。肩かたや背中なんて筋肉で盛り上がってるぞ……。


　その上、イケメンなんだよな。さすが部長のお母さんの家系だ。


「ドライグ、いくぞ」


『任せろ』


　俺は籠こ手てを出現させると素早く禁手バランス・ブレイカーのカウントを始めた。


　余計なことをしないで過ごすのなら、長い時間鎧よろい姿でいられるようにはなっているが、バトルとなると一転して時間制限が厳しくなる。


　カウントの間、サイラオーグさんは特に何もしてこない。


　……余よ裕ゆうってわけじゃないな。単に俺の全力が見たいから、余計なことをしたくないんだろう。そのことはここにいる全員が理解していた。


　眷属の皆みんな、部長が見ている前で無様な姿は見せられない。勝てないまでもいい線まではいきたいところだけどね……。──さて、カウントが終わる！


『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　音声と共に赤い閃せん光こうが籠手から発生し、俺の体を包み込む。赤いオーラが鎧を形作っていく。


　──赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイル！


　バッ！　背中のドラゴンの翼つばさを大きく広げ、攻撃の構えを取る。サイラオーグさんも流れるようなモーションで構えを取っていた。


　……グラシャラボラス家のヤンキーとの試合ビデオを見たことがあるけど、サイラオーグさんは足も相当速い。神速の木き場ばも脅きよう威いに感じていたほどだ。おそらく、俺より速いだろうな。……こうやって出方を見ていても仕方ない。


　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでとりあえずの初しよ手てを繰くりだす！


　ゴォォォォオオオオッ！


　背中のブーストを最大に噴ふかし、俺は前方に飛びだした！


　右ストレートを放つ構えで、突とつ貫かん！　そして一気に拳を──っ！


　……なんで避よけない!?　真っ正面から俺が猛もう撃げきしようとしているなか、逃にげる素そ振ぶりすら見せないサイラオーグさん！


　クソ！　避けるまでもないってか！　なら、俺の一いち撃げき、正面から食らいやがれッ！


　ゴンッ！


　盛大な打突音を鳴なり響ひびかせて、俺の右ストレートがサイラオーグさんの顔面に食い込んだ！


　──ッ！　ほ、本当に避けなかった！　それどころか、完かん璧ぺきにクリーンヒット！


　ぞく……。


　当てた瞬しゆん間かん、言い知れない不気味な寒気を感じて、俺は素早く後方に下がった。


　距きよ離りを取って改めて攻撃の態勢になる。……サイラオーグさんは傷ひとつなかった。


　……ちょっと待て。かなり力を込めてストレートを放ったんだぞ……。いくら増大した一撃ではなくても、防ぼう御ぎよ術式もなしで無傷だなんて……。


　サイラオーグさんは殴なぐられた部分を指でさすると笑みを見せる。


「いい拳だ。真まっ直すぐで、強い想いが込められた純粋な拳打。並の悪あく魔まならこれで終わる。だが──」


　フッ。


　眼前のサイラオーグさんが消え──。


「──俺は別だ」


　次に聞こえたのは俺の背後からだった！


　ドッ！　ガギャンッ！


　サイラオーグさんのパンチが俺に放たれる！


　──っ！　いつの間に背後にッ！　クソ！　両りよう腕うでで受けたのに、拳の一撃が驚くほどに重いッ！


　腕うでをクロスして攻撃を受け止めたが……籠手がッ！　鎧の籠手部分が、いまのパンチでぶっ壊こわされたッ!?


　体勢を完全に崩くずされた俺は、背中のブーストを噴かして急いで距離を取る！


　……速ぇぇぇっ！　目で追えなかった！　てか、消えたぞ！　木場とのトレーニングでだいぶ速さに目が慣れたと思っていたのに！


　油断？　それもあった。だが、それだけではないと思う。つーか、両腕が痺しびれて感覚がねぇ！　両腕の籠手を破は壊かいされたときの衝しよう撃げきで腕が……。


　いや、指は動く。──まだいける！　骨まではいってない！


　ドライグ、籠手の再形成を頼たのむ。


『ああ、わかった』


　赤いオーラが両腕を包み、再び籠手を形作る。


　サイラオーグさんが感心するように笑んだ。


「ほう。吹ふっ飛びはしなかったか。まあ、あいさつ代わりの打拳にすぎないものな」


　……あいさつ代わり!?　それで俺の鎧を壊せる！　じょ、冗じよう談だんじゃない！


　ただのパンチで、素手で赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルを破壊できる奴やつなんて初めてだぞ!?


「俺の武器は三つだ。頑がん丈じような体、動ける足、体術。──いくぞッ！」


　スッ！


　また目の前から消えた！　横!?　瞬しゆん時じに横から現れた相手！　俺は身をひねってサイラオーグさんのボディブローを避けるが──。


　ブゥゥゥンッ！


　風を殴り切る音！　なんて拳圧だ！


　ミシッ……。


　鈍にぶい音と共に鎧の腹部に亀き裂れつが生まれる！　ウソだろ！　かすめただけでヒビが入るのかよ!?


「クソ！」


　俺は毒づきながら、拳を打ちだす。


　ゴッ！　サイラオーグさんはまた避けずに顔面で受ける！


　──目立ったダメージなし！


　ゴォッ！


　カウンターが来ると感じて、俺は刹せつ那なにブーストを噴かしてうしろに飛とび退のいた。


　ズァァァァアアッ！


　サイラオーグさんの蹴りが空から振ぶりするが……。空振りした蹴りの威い力りよくはこのトレーニングルームの中央から端はしまで大きな亀裂を生みだすほどだった！


　あれが当たっていたら……。


　冷たいものが背中を駆かけ抜ぬけていく。──少しのやり取りだけで息が上がっていた。


　ちょっと手合わせしただけでわかった。


　──強い。とんでもなく。本当に部長やディオドラ・アスタロトと同じ世代の悪魔なのかよ!?　ディオドラを遥はるかに超ちよう越えつしてやがるぞ！


『ああ、こいつは驚おどろいた。このバアル家の男はパワーを極限にまで高めたようだ。レーティングゲームのタイプでいえば、攻撃力を伸のばしに伸ばしたパワータイプだな。これはおもしろい。単純な破壊力を腕わん力りよくに求めた男。あまりに極きよく端たんすぎて興味が湧わくぞ』


　ドライグが魔ま王おうやドラゴン以外で興味を持つなんてね。そうだよな。この人、あのディオドラなんて相手にならないぐらい強いよ。


　おそらく、部長の何倍、ううん、十倍以上は強いかも。


　滅ほろびの魔ま力りよくを持って生まれなかった大王家の悪魔。残されたのは体のみ。それをただひたすらに鍛きたえて次期当主となった。


　俺と同じ、才能を持たないで生いき抜いてきた悪魔。


　──半はん端ぱな鍛え方じゃない。


　この人が部長と同世代の若手か。


　……部長、嫌いやな人と同時期に争うことになりましたね。


　サイラオーグさんは絶対に部長の夢の大きな壁かべになる。それに俺の夢にとっても遥かに高い壁だ。


「すごいです」


　俺は自然と口に出していた。少しのやり取りだけでこの人に畏い敬けいの念を強く感じてしまったからだ。


「その強さになるまで、全部、鍛えたんですか？」


　俺の問いにサイラオーグさんは言う。


「──己おのれの身体からだを信じてきただけだ」


　やっぱり、すごい人だ。その一言だけで俺では想像もできない体験をくぐり抜けてきたと実感してしまう。


　だからこそ、俺もどこまで戦えるか試したくなる。


　俺だって、負けていられない！


　……いい機会だ。ベルゼブブさまにいただいたアドバイスをちょいと試してみるか。


　俺のなかの駒こまを調整してもらったあと、個人的にアドバイスをいただいたんだ。


　俺と駒について──。


「『戦車ルーク』にプロモーションッ！」


　俺は宣言し、『戦車ルーク』にプロモーションした。そう、『戦車ルーク』だ。『女王クイーン』じゃない。


　俺の体に力が流れ込む。これで攻こう撃げき力と防御力が上がったはずだ！


「『戦車ルーク』だと？」


　俺の昇しよう格かくに怪け訝げんな表情のサイラオーグさん。きっと『女王クイーン』になるものだと思っていたのだろう。


　サイラオーグさんの姿が瞬時に消える！──くるっ！　俺は足に力を入れて、床ゆかに根を張るように踏ふん張ばった！　奥歯を嚙かみしめ、オーラを体にまとう！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　増加したドラゴンのパワーを防御に回す！


　んでもって、右の拳こぶしに力を込める──。


　ゴッ！


　真っ正面に現れたサイラオーグさんが、俺の腹部にブローを一発放ってきた。


　──物もの凄すごい衝撃だっ！　拳圧が背中まで貫つらぬくような一撃！


　……ごふっ。


　全身のすべてをごっそり持っていかれるような感覚と共に激痛が俺のなかを駆け巡めぐっていく！　足にまで衝撃がきて、ガクガクと震ふるえるが……どっしり構えたせいか、なんとか立っていられた。脳みそが一いつ瞬しゆん意識を飛ばしかけたが、どうにか繫つなぎ止めた！　歯を食いしばっていなかったら、意識が耐たえきれなかった！


　腹部の鎧よろいは……破損部分が出ているが、完全に打うち砕くだかれたわけじゃない！


　俺はサイラオーグさんが拳を引く瞬間を狙ねらって、サイラオーグさんの顔面に右ストレートを鋭するどく打ち込むッ！


　ガンッ！


　ぶ厚い巨きよ岩がんに拳を打ち込んだような感かん触しよくを得るけど──小さく打ち砕く感覚も手に生まれていた。


　ブッ！


　サイラオーグさんの鼻から血が噴ふき出た。同時に──、


「ガハッ！」


　俺は兜かぶとのマスクから血を噴き出させていた。腹から血が上がってきて、口から吐はいちまったぜ……。


　……腹部への一撃でどれぐらいダメージを受けた……？　肋ろつ骨こつにヒビが入ったか、もしくは折れたか。息をするだけで鋭い痛みが全身に響いてしょうがない。


　けど、耐えたぜ……！　俺も俺の鎧も！


　最近、相対する相手が俺の鎧を難なく破壊できる方々ばかりだったから、一度防御にのみ集中してみたいと思っていた。まあ、俺より上の存在と戦ってばかりだから、そう感じてしまうんだろう。


　だが、防御に力を回してみたのはおもしろい試みだった。すげえ痛いけど、超ちようパワータイプの直ちよく撃げきを食らっても防御に神器セイクリツド・ギアの力を回せば耐えられることがよくわかったぜ。


　攻撃を食らうとき、防御に徹てつするのも反はん撃げきへ繫がる大事な一手ってことだ。


　見ろ、サイラオーグさんが鼻血を出してる。……カウンター気味に一発やってやった。


　通用しないかもしれないと思っていた俺のすべて。『戦車ルーク』に昇格して引き上がった攻撃と防ぼう御ぎよは確実に通じた！


　──やれる！


　戦えるぞ、この人と！　それを認識できただけでも俺のなかで信じられないほどの活力が生まれてきていた。


　まあ、こちらのほうがどう見てもダメージが大きいけど、決して届かないわけじゃないさ。負けたとしても腕の一本は折ることができるかもしれない。


　現時点で勝てないとしても、それぐらいはさせてくださいよッ！


　サイラオーグさんは鼻の血を指で拭ぬぐう。──心底うれしそうに笑った。


「……『戦車ルーク』への昇格か、誤った判断でもなさそうだ。こちらも力を込めて拳を放ったのだがな。おまえの『戦車ルーク』としての攻撃と防御は見事だった。やることとやれることが多くなる『女王クイーン』よりも攻こう守しゆのみが高まる『戦車ルーク』のほうがパワータイプのおまえには似合っているのかもしれないな。…………どうした？　体から疑問が見られる。俺が相手では問題か？」


「いえ、なんていうか……。上級悪あく魔まの方で、俺のことを……その、バカにする人が多かったので……。サイラオーグさんは最初からマジできているから驚いているんです」


　この人、最初から俺を高く評価してくれているような気がしてならない。いままでライザー、ディオドラと上級悪魔にバカにされてばかりだったから、すごく新しん鮮せんで気き恥はずかしくなってしまったんだ。


　サイラオーグさんは俺の言葉を聞いて、息をひとつ吐いた。


「そうか。おまえは、いままで過小評価を受けてきたのか。安心しろ。俺はおまえを過小評価などしないッ！　旧魔王派の幹部、そして北ほく欧おうの悪あく神しんロキと真っ正面から戦い、生き残ったおまえをどうして過小評価などできようか」


　その一言は……全身が震えるほどにうれしいものだった。サイラオーグさんが不敵に笑む。


「俺はおまえと戦うのが楽しいぞ。いい拳を放ってくれるからな。鼻血を流したのは久しぶりだ。何より同じタイプと相あい対たいした喜びは大きい。その拳、鍛え込んでいるのだろう？　一発食らえばわかる。──遠えん慮りよするな。俺を全力で殴なぐり倒たおしに来い。そのためにこの場に立っているのだろう？」


　サイラオーグさんが浮うかべる男気溢あふれる笑みに俺は引き込まれていた。


　──っ。


　俺を認めてくれている。……クソ。倒さないといけない相手なのに……。


　ゲームが終わったら、絶対に話してみたい相手ですよ、あなたは！


　俺は拳を突つきだし、構えた！　鎧の腹部も修復が済んでいる！　さっき腕うでの一本と思ったけど、前ぜん言げん撤てつ回かいします！


　──負けたとしても両腕はへし折る！


　それがこの場であなたに応えられる精せい一いつ杯ぱいだ！


「来い！　兵ひよう藤どう一いつ誠せい！　俺を打だ倒とうすることだけ考えろッ！　赤龍帝の力を俺に見せてみろッッ！」


「ええ、いきますよッ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　俺は真っ正面から突とつ貫かんしてくるサイラオーグさんに向けて、ドラゴンショットを撃うちだした！


　バシュッ！　ドォオオンッ！


　ドラゴンショットはサイラオーグさんの横よこ薙なぎの拳打に弾はじき飛ばされ、トレーニングルームの壁にぶち当たった。


　ダメか！　『僧侶ビシヨツプ』じゃないから、魔力の底上げが不十分すぎるんだ！


　いまの俺は『戦車ルーク』だ！　打だ撃げき合戦に徹するしかないか！　今一度カウンターで！


　拳を前に構え、サイラオーグさんに立ち向かう！


「──ッ！　俺と打ち合う気かッ！　おもしろい！　打ち込んでみせろッ！」


　叫さけぶサイラオーグさんに向かって俺は飛びだして──。


「イッセーさん！」


　突とつ然ぜん、アーシアが叫んだ。何事？　俺が視線を送ると、アーシアが続ける。


「パ、パワーアップです！　お、お、お、お、おっぱいを触さわればイッセーさんはもっと強くなるんです！」


　…………へ？


　アーシアの叫びに全員が間の抜ぬけた顔になっていた。しかし、ゼノヴィアがハッと気づいてアーシアに続く。


「そ、そうか！　イッセーはおっぱいドラゴンだ！　私たちの胸を触れば力が増す！　部長！　どうか、ここでスイッチ姫ひめのお役目を披ひ露ろうしていただきたい！」


「リアスお姉さま！　わ、私でもかまいません！　どうか、イッセーさんにお、お、おっぱいの力を！　このままでは負けちゃいます！」


　ゼノヴィアが、アーシアが部長に懇こん願がんしていた。


　部長も二人の突然の申し出に困こん惑わくしている様子だった。


　……アーシア！　ゼノヴィア！　俺に負けて欲しくない気持ちはわかるけど、ここでそんな大声でおっぱいおっぱいだなんて！


　けど、二人とも真しん剣けんだった。アーシアに至っては涙なみだすら浮かべている。


「そ、そうですぅぅっ！　先せん輩ぱいは部長のおっぱいでいくらでも強くなれるんですから！」


　ギャスパーまで！　まったく、かわいい後こう輩はいは俺のことをそんな目で見ていたんだね！


「そうね！　イッセーくんの性せい欲よくはパワーの源だわ！」


　イリナまで！


　……しかしさ、皆みんな、俺のこと、そこまで心配してくれたのか。俺が負ける姿なんて見たくなかったのかもしれない。複雑だけどうれしいよ。


「……乳を触ると本当に強くなるのか？　噂うわさばかりだと思っていたのだが」


　サイラオーグさんにまでそんなこと訊きかれちゃった!?


「……本当です」


　小こ猫ねこちゃんがきっぱり肯こう定てい！　ゴメンね、スケベで！　乳ちち龍りゆう帝ていで！


「うふふ、それでどうするの？　リアス？」


　朱乃さんがおかしそうに笑いながら部長に訊く。


「……さ、触る……の？　あ、あなたが強くなりたいなら、わ、私は……」


　お姉さまがお顔真っ赤で俺に問うてきた！


　部長ぉぉぉおおおおおっ！　いいんですか!?　従い兄と弟この前でそれでＯＫなんですか!?　俺はＯＫなら存分に触って強くなりたいところですが！


「毎度こういうノリなのですか？　うーん、アースガルドにはない文化だわ」


　ロスヴァイセさんも呆あきれつつ、何かを壮そう絶ぜつに勘かん違ちがいされている！


　木場も苦笑し、やれやれといったような感じだ！


「ふ。ふはははははははははっ！」


　サイラオーグさんが豪ごう快かいに笑う。とても愉ゆ快かいそうだった。


「なるほど、リアスの胸で強くなれるのか。ふふふ、それは覚えておこう。──赤龍帝、ここまでにしようか」


　と、サイラオーグさんは提案してきた。


「俺はまだ戦えます！」


　乳をつつけばやれますさ！　スケベ根性もプラスされていまならいけるかも！


　しかし、サイラオーグさんは首を横に振ふる。


「いい覇は気きを放ってくれる。だろうな。俺もまだまだ戦える。──だが、これ以上やると、俺の歯止めが利きかなくなる。最後の一いち撃げきまで味わってしまう。それではあまりにもったいない。おまえはいま何かに目覚めようとしている最中なのだろう？」


　──っ。


　戦いのなかで俺が自分の可能性を模も索さくしていたことに気づいたのか？


　サイラオーグさんは貴族服を拾い、俺に歩み寄って、肩かたに手を置いた。


「ならばそれを得てからだ。最高の状態で殴り合う。それこそが、俺の求める赤龍帝との戦せん闘とうだ。俺たちの勝負は、後日のレーティングゲームで決めるべきだ。上うわ役やくの方々と大衆の前で拳こぶしを交わしてこそ、俺とおまえの評価が決まる。──俺にもおまえにも夢があるのだから、そこで再び見えよう。リアス、リアスの眷けん属ぞくたち、次に出会うのは夢に繫つなげるための舞ぶ台たいでだ。──来い。俺は全力でおまえたちを打うち倒す」


　サイラオーグさんはそれだけ言い残し、サーゼクスさまにあいさつをしたあと、この場を去っていった。


　戦いの緊きん張ちよう感かんがすっかり解けて、俺は鎧よろいを解除する。


　サーゼクスさまが俺に近づき、訊いてきた。


「どうだったかな？　彼の一撃は？」


「……似てました。俺の拳にそっくりで驚おどろきました」


　サーゼクスさまはうなずき微笑ほほえまれる。


「うむ、キミと同じだよ。足りないものを補おうと必死で練り上げられたものだ。それゆえに力強い。すべてがストレートな攻こう撃げき。それは悪魔にないものだ」


　本当、俺と似てましたよ、サーゼクスさま。愚ぐ直ちよくなまでの突貫。タイプそのものが似ていた。それだからこそ、わかるものがある。


　──それしかないんだ。攻撃が。相手を倒す方法が。


　だから、あの人はそれをひたすら鍛きたえたんだろうな。


「ちなみに彼は両手両足に負荷のかかる封ふう印いんを施ほどこして先ほど戦っていた」


　……サーゼクスさまの告白に衝しよう撃げきを受ける俺だが、逆に思ってしまった。


　──俺がまだまだ強くなっても、あの人は前方にいてくれるんだ。


　目標があるのは最高だよ。やりがいがあるし。


　サーゼクスさまは続ける。


「彼はもうプロの『王キング』と比べてもなんら遜そん色しよくはない。『禍の団カオス・ブリゲード』のテロも何度か防止し、悪魔側に勝利をもたらしている。しかし、イッセーくん。大したものだよ。あのサイラオーグと拳を交えてなおも戦闘意識を失わないとは。彼と相対した者のなかには軽い手合わせでも戦意を喪そう失しつした者が出たほどだ。自じ慢まんの魔ま力りよくが通じず、肉体のみで圧あつ倒とうされれば、高い魔力こそがステータスの悪魔では心が折れてしまう。上級──位が高い家の者ほどプライドが高く、一度折れたら再起が難しい」


「俺は……もう負けたくないだけです。レーティングゲームで負けたくない。俺、ゲームではまともに勝てたことありませんし」


　ディオドラ戦はカウントできない。あいつをぶん殴ったけど、あれは正式なゲームじゃない。ライザー戦、ソーナ会長戦、俺はこの両方で黒星だ。


「だから、次こそは──」


　バアル家とのゲーム、俺は絶対に最後まで残って勝利をものにしたい。


　サイラオーグさん、俺は必ずあなたを倒して超こえてみせます。


　いまはまだ前で待っていてください。


　俺は悔くやしさを押し込みながら、決意を新たにした。








「イッセー兄さま、リアス姉さまが高校を卒業しても『ぶちょう』って呼ぶのですか？」


　俺が家に帰ろうとしたとき、別れ際、かわいく首を傾かしげながらミリキャスさまがそうおっしゃった。


　……それは……確かに、部長が学園を卒業したら……。


　俺、そのときに部長をなんて呼べばいいんだろう。ていうか、三年生のお二人は近い将来オカ研をやめてしまう。そうしたら、新しい部長が誕生するわけで。


　……そっか、俺、もうすぐ部長を部長って呼べなくなってしまうのか……。


　そのとき、俺は部長をなんて呼べばいい？　リアスお姉さま？　『マスター』が一番適しているのだろうか？


　……でも、俺は一番呼びたい呼び方がある。


　──リアス、って。


　一いつ緒しよに住む家族だから、大好きな人だから。一度でもいい、そう呼んでみたいよ。





　　　　─○●○─





　そして修学旅行当日。


　もう、昨夜から楽しみで楽しみでなかなか眠ねむれなかった。それが部長にバレて、部長に抱だきしめてもらいながら眠りにつけた。


　おっぱいに顔を埋うずめながら横になれば、修学旅行のことをしばしの間でも忘れられて眠れるだろうとのことだったが、逆に興奮して少しの間、寝ねつけなかったよ！　部長の乳ちち枕まくらは最強だった！


　てなわけでところ変わって東京駅の新幹線のホームです。ホームの隅すみでできるだけ人目を避さけて俺たちは集まっていた。


　居残り組では部長だけが見送りに来てくれていた。朱乃さんや小猫ちゃん、ギャスパーも来たがっていたけど、今日一年生と三年生は通常授業だ。学業をおろそかにしてはならないとして部長のみが駅に赴おもむいていた。ていうか、学園祭の準備に向けて、三年生と一年生は俺たちが抜けた分を補わないといけないもんな。学園祭でのオカルト研究部の出し物はまだ秘密だぜ。


「はい、これ人数分の認証よ」


　部長が旅に出る二年生にカードらしきものを渡わたしてくれた。全員手に取り、確認する。


「これが噂の？」


　木場が訊くと部長がうなずく。


「ええ、これが、悪あく魔まが京都旅行を楽しむときに必要な、いわゆる『フリーパス券』よ」


　京都の名所は寺が多い。さらに言うなら京都にはパワースポットが多いらしく、通常、悪魔が歩き回るには不都合なことが目立つ。普ふ通つうなら悪魔にとって寺は近づくべき場所じゃないからね。


　そこでこのフリーパス券。京都の裏事情を牛ぎゆう耳じる存在（陰おん陽みよう師じだとか妖よう怪かいだとか）が俺たち悪魔にこれを発行してくれる。むろん、正規の理由があることが大前提だが。


「私たちのときもそうだったけれど、きちんとした形式のある悪魔にならこのパスを渡してくれるの。グレモリー眷属、シトリー眷属、天界関係者、あなたたちは後うしろ盾だてがあって幸せ者なのよ？」


　部長がウインクをくれる。俺は歓かん喜きの声をあげた。


「はい！　グレモリーばんざいっス！　じゃあ、これを持っていれば清きよ水みず寺でらも金きん閣かく寺じ、銀ぎん閣かく寺じも余よ裕ゆうと？」


「そうよ。スカートか、制服の裏ポケットとかに入れておけば問題なく名所に入れるわ。──バンバン見て回ってきなさい」


「「「「「「はい！」」」」」」


　返事をしてすぐに裏ポケットにカードを入れる。これでＯＫ。


　アーシアのケータイが鳴った。


「もしもし。桐生きりゆうさんですか？　はい。ゼノヴィアさんとイリナさんも一緒です」


　桐生からの呼びだしみたいだ。アーシアは電話を済ませると、部長に一礼する。


「では、リアスお姉さま。私たち、行ってまいります！」


「行ってきます」


「行ってきまーす！」


「ええ、行ってらっしゃい」


　アーシア、ゼノヴィア、イリナが部長に別れのあいさつをしてこの場をあとにする。出る前の確認かな？　俺もハンカチ、ティッシュ、替かえの下着は持ってきたと思うんだが、あとでもう一度確認しよう。


「では、僕もこれで。お土産みやげ、買ってきます」


　木場も一礼して、自分のクラスが集まっているほうへ去っていった。


　残るは俺と部長のみ。部長は俺の襟えり元もとに手をやる。


「襟元。きちんとなさい。京都でも駒王学園の生徒であることを忘れてはダメよ？」


「は、はい！」


　俺の襟を直すと、部長は俺の肩に顔を寄せる。


「部長？」


「……強がってみたけれど、私も朱乃と同じなのよ。あなたがいない間、寂さびしいわ。これでも随ずい分ぶんマシになったのよ？　一学期の頃ころはあなたがそばにいないと本当にダメだったけれど、いまは少しだけあなたの顔が見られなくても耐たえられるようになったわ」


　部長……。俺のことを猫ねこかわいがりしているせいか、俺と離はなれるのがやはり嫌いやなのか。


　最近はそれ以上に俺のことを本当の家族のように接してくれる。普ふ段だんでは見られない顔や行動も普通に見せてくれていた。


　俺は部長の手を握にぎりながら、笑顔で言う。


「大げさですよ。俺がいなくても小猫ちゃんやギャスパーがいるんですから」


「わかっているわ。けれど……あなたは自分の魅み力りよくに気づいてないのね。でも、そこも愛いとしいところだわ」


　そう苦笑する部長は俺に顔を近づけてきて──お互たがいの唇くちびるが重なった。


「──っ」


　…………。思考が一いつ瞬しゆんでぶっ飛び、俺は顔面真っ赤になって微び動どうだにできなかった！


　だって！　だって……！　いきなりのキスなんだもんっ！


「ぶ、ぶ、部長っ」


　しどろもどろな俺に部長はかわいい笑顔で舌をペロリと出した。


「いってらっしゃいのキスよ。もう何を驚いているの。私とのキスなんて今いま更さらでしょう？　むしろ、あなたのほうからキスしてくれてもいいのに」


「そ、そんなこと言われましても……！　やっぱり、ビックリしますって！」


　俺がそう言うと、少しだけ残念そうな笑みを残して、部長は言う。


「私はこれで十分。あなたが京都に行っても寂しさに耐えられるわ。いってらっしゃい、イッセー」


「はい！　行ってきます！」


　部長のキス！　最高だった！　ああ、俺、チョーかわいがられているなぁ……。


　なんだか、さい先いいぞ！　いい旅になりそうだ！


　こうして俺の修学旅行は始まりを迎むかえた！




　Life.2　京都、到とう着ちやくです







　新幹線が東京駅を出発してから十分ぐらい経たった頃、


「俺、実は新幹線初めてなんだよなー」


　ウキウキした表情で松まつ田だが前の席でつぶやいていた。


　俺は新幹線に一度乗った記き憶おくがある。と言っても物心ついたかどうかの頃だったはずだから、いまいち実感は薄うすいんだが……。


　俺は車両の一番うしろの席だった。しかも一人。隣となりは空いてる。前は松田と元もと浜はま。通路を挟はさんだあちら側にはゼノヴィアとイリナが座る。


　窓から眺ながめる風景は車体が高速で動いているせいか、瞬しゆん時じに移り変わった。隣でゼノヴィアとイリナが窓から外を眺めて談笑している。


　新幹線も新しん鮮せんだと思うけど、冥めい界かい行きの列車に乗ったときのほうがインパクトは強いかな。何せ、異界へ転移するのを目まの当たりにしたわけだから、別次元の感覚だった。


　と、ゼノヴィアがこちらに近づき、空いている席に座った。開口一番に言う。


「イッセー、先に言っておきたいことがあるんだ」


「なんだよ、ゼノヴィア」


「いま、私はデュランダルを持っていない。──丸まる腰ごしだ」


　おおっと。いきなり、すごい告白来たな。マジか。


「デュランダルないのか。なんで？」


「うん。なんでも正せい教きよう会かいに属している錬れん金きん術じゆつ師がデュランダルの攻こう撃げき的なオーラを抑おさえる術を見つけたらしくてね。天界経由であちらに送ったんだ」


　正教会。確かキリスト教会の派は閥ばつのひとつだったかな。例のエクスカリバー強ごう奪だつ事件のときにあまり協力してくれなかったみたいだけど……。


　ゼノヴィアは皮肉げに笑む。


「あの正教会が協力的になってくれたとはね。おそらくミカエルさまを始めセラフの方々の口くち添ぞえがあったのだとは思うが、それでもあそこの錬金術師に鍛きたえ直してもらえるのならば、これほどの機会もないと感じたんだ」


　例の協力態勢から、キリスト教の派閥間も狭せばまったのかな？


　ゼノヴィアは続ける。


「聖せい剣けんの能力を下げずに攻撃的なオーラだけを抑える術。実に興味深いところだね。……まあ、持ち主である私がいまだに抑えられないという不ふ甲が斐いなさが際きわ立だつわけだが……。これで『騎士ナイト』とはなんとも情けない……。私は死んだほうがマシか……？　ああ、主よ」


　あー、自じ虐ぎやく的になってる。まったく、こいつはすぐにこうなるな。


「了りよう解かい。何かあったら、アスカロン貸せってわけね？」


「うん。すまない。いつもあの剣を借りてしまって」


「いいよ。俺もあれに頼たよっているけど、場面によっちゃ、おまえに貸したほうが効率良いもんな」


「だが、イッセーも剣けん術じゆつを鍛えておいたほうがいい。宝の持もち腐ぐされは良くない」


「あいよ。おまえか木き場ばに相手してもらいながら剣術も覚えますさ」


「うん」


　それだけやり取りをすると、ゼノヴィアは元の席に戻もどっていった。


　それからしばらく外を眺めていたら、前の席から軽く黄色い声が上がった。視線を送れば──木場が前の車両から来ていたようだった。俺を確認するなり、こちらへ歩を進めてくる。


「え……？　ひょ、兵ひよう藤どうのところに？」


「そ、そんな……木場きゅんがエロの領域に……」


「兵藤×木場きゅんは鉄板なのね！」


　女子の悲鳴に近い声！　俺の席は隔かく離り場所ですか!?　ちくしょう！　俺にイケメンの友人がいて何が悪い！


　俺の扱あつかいの酷ひどさに一時期木場を恨うらみもしたが、いまは大事な友人で仲間だ。奴やつを恨む理由は……無ないわけでもない！　イケメンはやっぱり、若干許しがたい！


「隣、座るよ？」


　そうこうしているうちに隣の空いている席に木場が座った。


「……どうした？」


　窓まど枠わくに頰ほお杖づえをつきながら、俺は半眼で問う。


「あちらに着いたときの行動を聞きたくてね。いちおう有事の際を想定してさ」


「あー、別クラスだもんな。おまえ、明日あしたどこから行くんだっけ？」


「三さん十じゆう三さん間げん堂どうから行くつもり。そちらは？」


「清水寺からかな。そのあと、銀閣寺と金閣寺。三か所比べると距きよ離りあるけど、一番有名な名所を一気に回るハードな二日めだ。で、三日めは天てん龍りゆう寺じからゆっくり攻せめる」


「天龍寺か。僕の班も三日めにそこへ行くよ。時間があえば渡と月げつ橋きようあたりで会えるかもね。最終日は？」


「京都駅周辺を探たん索さくしながらお土産買って終しゆう了りようだ。イリナが京都タワー登りたいって言ってたな、そういえば」


　班ごとのスケジュールは事前に立てて、先生に報告済みだ。班ごとの専用しおりまで作らされたもんな。


　そのあと、木場とお互いのスケジュール情報を交こう換かんし、話題は別の事こと柄がらになった。


「イッセーくんは魔ま王おうさま方のお相手をしたんだっけ？」


「ああ、冥界へのイメージが塗ぬり替えられたイベントだったよ」


　先日、部長と共にグレモリー家の謎なぞの儀ぎ式しきに参加させられた俺。そのあとのパーティで部長のご両親が大変喜んでいて、俺のことをすごい褒ほめてくれていた。


　パーティの垂れ幕みたいなのも『お嬢じようさま、若わかさま、おめでとうございます！』って書かれていたんだが……。


　……俺の知らないところで何かが確実に進んでいるように思える。ま、まあ、俺にとって悪いことではないだろうから、特に心配はしてないんだけどね。


「実は全部終わったあと、ベルゼブブさまに個人的なアドバイスをいただいたんだよ」


　と、話題を変えて木場に話す。


「アドバイス？」


「ああ、『兵士ポーン』の特性と赤せき龍りゆう帝ていの力、俺が使った場合の相性だな。どうにも赤龍帝の力を使うとき、俺は『女王クイーン』を扱いきれてないんだ」


『女王クイーン』にプロモーションすることで力が底上げされるのは確かなんだが、赤龍帝のパワーも含ふくめるとどうやら現時点での俺のキャパシティを超ちよう過かするようで逆にドラゴンの力を使いこなせないのではないかとアドバイスを受けたんだ。


　ようするにいきなりやることが増えたので、力の流れをうまく調整できていないと苦言を突つきつけられたんだ。サイラオーグさんも少し手を合わせただけで俺の事情を知ったみたいだし。


　確かにその通りだった。力が大きく増して、速度も上がり、ドラゴンショットの威い力りよくも上がる。けれど、それらすべてをきちんと使いこなせているかというとそうでもない。


『戦車ルーク』はともかく、『騎士ナイト』と『僧侶ビシヨツプ』の力は使いこなせていない。速度や魔ま力りよくが上がっても、勢いに任せている部分も多くていまだ情けない場面もある。


　といっても、『兵士ポーン』の大きな特とく徴ちようはプロモーションなわけで、昇しよう格かくはすべきことだ。


「──赤龍帝の力を最大限活用したいのなら、まずは『騎士ナイト』や『戦車ルーク』を使いこなしてみろって言われたんだ。パワー、スピード、それらの特化型に赤龍帝の力を注つぎ込んだほうが力の流れとやるべきことがわかりやすくなるんじゃないかって」


「そうか、それでサイラオーグさんとの戦いで『戦車ルーク』に？」


「ああ、『女王クイーン』になったときよりもわかりやすかった。力の流れが攻撃と防ぼう御ぎよのみに伝わっていくのが強く認識できた。──俺、まずは各種の駒こまの特性で赤龍帝の力を使いこなしてみようと思う」


　俺の言葉を聞いて木場は笑む。


「サイラオーグさんとの手合わせでいきなり試すのがキミらしいね。またイッセーくんは強くなりそうだ。本当、自分の力についてよく探求しているよ」


「強大なパワーを持っていても使いこなさないとサイラオーグさんやヴァーリに勝てそうにないからさ。で、俺とサイラオーグさんの試合を見ておまえの感想は？」


　俺の問いに木場はあごに手をやりながら言う。


「率直な感想としては、部長と同世代の悪あく魔までキミとまともなパワー勝負をやって、圧あつ倒とうしてくるなんて脅きよう威いとしか思えなかったね。しかも素手だ。素手でキミの鎧よろいを壊こわせるのは若手──いや、上級悪魔のなかでもあの人だけだろうね。正直、僕の防御力はあの人の攻撃力にとってみれば紙も同然。足も速い。あれがトップスピードじゃないのはすぐにわかる。正面から打ち合って直ちよく撃げきをもらったら、僕だけじゃなく眷けん属ぞくのほぼ全員が致ち命めい傷しようを受けるよ」


　相変わらず正直な感想を漏もらす奴だ。だからこそ信しん頼らいがおけるんだけどね。


「旅行から帰ったら対サイラオーグさんのトレーニングを改めて再開だな」


「そうだね。さて、お土産みやげを買うときになったら連れん絡らくをくれないかな」


「どうして？」


「中身が被かぶったらおもしろくないと思うからね」


「あ、なるほど。わかった、最終日に連絡する」


　その確認を済ませると、木場は席を立って、自分のクラスの車両へ戻っていった。


　さて、ゼノヴィア、木場との話もひと段落した。アーシアたちは楽しく談笑してる。


　松田と元浜の野や郎ろう二人は……『……ＺＺＺＺＺ……』と寝ねてやがる。


　俺は背せ伸のびしたあと、瞑めい目もくした。


　……京都に着くまで時間がある。神器セイクリツド・ギアのなかに潜もぐろうと思うんだ。これで通算何回めだろうか。かなり潜ってる。悪あく魔ま稼か業ぎようを終えて、風ふ呂ろに入ったあと、寝る前に必ず一度はやっているし、土日も潜っていた。


　すべきことはただひとつ。──歴代の先せん輩ぱいたちと話す！


　目を閉じて、ドライグに意識を任せることで神器セイクリツド・ギアのなかに入り込んでいく。








　…………。


　……暗い場所を抜ぬけていくとそこには白い空間が出現する。広くて、ただ白い空間だ。


　テーブル席が置かれ、そこには歴代の先輩たちが座り、うつろな表情でうなだれている。


『どーも。俺でーす。また来ましたー』


　などと明るく話しかけてみても返事などあるはずもなく……。


　俺と年ねん齢れいと体型が似ている先輩に話しかけても……反応なし。


　ドライグの声が上から聞こえてくる。


『そいつは歴代のなかでおまえと同い年ぐらいの赤龍帝だった。才能に恵めぐまれていてな。「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」に目覚めるのも早かった。──が、力に溺おぼれ、油断したところを他の神滅具ロンギヌス所有者に屠ほふられた』


『白はく龍りゆう皇こうじゃなくてか？』


『ああ、力に溺れれば相手が白龍皇でなくとも暴れる。あちらにも同様の所有者が過去にいただろう。「覇」の力はその者を一時の間、覇王にするが……。いつの時代も覇王は栄えない。長く続かないものだ。それが世の常だな』


　ドライグの声音はまるで自分自身を語るような言い方だった。こいつも過去に力に溺れきったんだろう。


『それでも大切なものはあったんだよな？』


　先輩は何も言わないが、きっとあったと思う。それでも力に流された。俺も……大切なものを失ったと感じたとき、力を求めた。そして『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を発動させた。


『……我、目覚めるは覇の理ことわりを神より奪うばいし二に天てん龍りゆうなり、か』


『相棒』


『全部唱えないよ。怖こわいし。ただ、わからないことがあるんだよな。無限ってなんだ？　夢む幻げんもわからん。なんで嗤わらって、憂うれうんだろうか』


　そんなふうに覇龍ジヤガーノート・ドライブ発動の呪じゆ文もんに関して疑問を口にしていたときだった。


『無限はオーフィス。夢幻はグレートレッドを意味するの。オーフィスを嗤い、同じ赤いドラゴンであるグレートレッドを憂ういたって感じかしら。この呪文、誰だれが作ったかまでは謎なのよね。やっぱり、神さまかしら？』


　──っ！　第三者の声!?　そちらへ顔を向ければ──若い女性が立っていた。ウェーブのかかった長い金きん髪ぱつ。スレンダーな体。スリットの入ったドレスを着た美人のお姉さんだった！


　……表情がある！　他の歴代の先輩たちと明らかに違ちがう！　笑みを浮うかべたまま俺のことを見てる。


『エルシャか』


『はーい、ドライグ。久しぶりね』


　随ずい分ぶん軽いあいさつを交わす女性だな。


『相棒、彼女はエルシャ。歴代のなかでも一、二を争うほど強かった赤龍帝だ。女性の赤龍帝では最強だな』


　女性最強の赤龍帝!?　そのような先輩もいらっしゃったのですか！　てか、いままで見たことないぞ！　どこにいたんだ？


『不思議そうな顔ね、ボク？　所有者の残留思念のなかでも例外が二人いるのよ。私はその一人。ま、神器セイクリツド・ギアのなかでも奥に引っ込んでるから普ふ段だんはここまで出てこないんだけどね』


『……ベルザードと共にもう二度と出てこないと思っていたのだが』


『そんなこと言わないでよ、ドライグ。私とベルザードは奥でひっそりあなたのことを応おう援えんしていたんだから。かつての相棒同士じゃない？　ま、彼はもう意識を失いつつあるけどさ……』


　お姉さんは少しだけ寂さみしげな表情を浮かべていた。


『ベルザードがね、いまの赤龍帝くんに興味を持ったらしくて、私を寄よ越こしたのよ』


『ちなみにベルザードさんとは？』


　俺が訊きくとドライグが答える。


『そこのエルシャと共に歴代最強の赤龍帝だ。男のな。本当に強かった。白龍皇を二度も倒たおした男だからな』


『二度も!?　そりゃすげぇぇぇっ！』


　そういうこともあるんだな。生きているうちに二度も会っちゃったのか！


　エルシャさんが改めて言う。


『それでね、これを渡わたしてくれって』


　彼女が取りだしたのは──鍵かぎ穴あなのついた箱だった。


『あなた、現ベルゼブブに「鍵」をもらったんでしょ？』


『ええ』


　パァ……。突とつ然ぜん、手元が光り、小さな鍵が現れた。意識したわけじゃないけど、鍵が出てきやがったよ。これがベルゼブブさまからいただいた「鍵」か。


　エルシャさんが笑む。


『「鍵」ってそのもののことをさしていたわけじゃないけれど、手っ取り早く「鍵」も箱もそれらしいもので表現できたみたいね。この箱は赤龍帝のデリケートで、可能性に満ちた部分が入っているのよ。本来開けちゃいけないイタズラできない部分。けれど、ベルザードがね、あなたなら案外やれるんじゃないかって言うのよ。もちろん、「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を得たあなただからこそできることだと思うけどね』


　突然、エルシャさんが「ふふふふふ！」と笑い出す。


『おっぱいドラゴン！　乳ちち龍りゆう帝てい！　ベルザードと一いつ緒しよに見てたわ。ここに来て、初めて私も彼も大笑いしたわよ』


　と、カラカラと笑っていた。……恥はずかしい！　先輩に見られていたなんて！


『恥ずかしがらないで。ドライグも落ち込んでないで、楽しみなさいよ。こんなにおもしろい赤龍帝は初めてだわ。──「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」の不気味で呪のろわれた呪文。あれを吹ふき飛ばすぐらい、「おっぱいドラゴンの歌」は私とベルザードの心を楽しませてくれた。私も彼もまともな最さい期ごじゃなかったから……』


　エルシャさんが箱をこちらへ差しだしてくる。


『だからこそ、私も彼も決心がついた。あなたを信じてみるわ』


　俺は箱を受け取り、「鍵」を鍵穴に近づけてみた。……ちょうどのサイズだ。きっと合うんだろう。


『あなたと今回の白龍皇はいままでと別物ね。お互たがいを求めているわりに、目標が別にある。なんだろうなぁ。私たちがガチってたのが馬ば鹿からしくなるわ。──お開けなさい。ただし、開けたら最後まで責任を持つこと。半はん端ぱはダメ。何が起こってもそれを受け止めて一歩を踏ふみ込むの』


　俺はエルシャさんにそう言われながら、鍵穴に鍵を入れ──カチリと箱を開けたのだった。


　──その瞬しゆん間かん、まばゆい光に包まれ──。








　……目を開けたら、新幹線のなかだった。


　……あれは夢？　ドライグ？


『いや、おまえはエルシャから箱を受け取り、開けたぞ』


　……そっか。じゃあ、箱の中身は？


『わからん』


　おいおいおい！　う、うーん！　特別変わったことは体に起きてないな。


　神器セイクリツド・ギアのほうはどうだ？


『そちらのほうも変化なしだ。……ただ、箱の中身は外に飛びだしていった気がするのだが……』


　……な、な、な、なぁぁぁぁああんだとぉぉぉぉぉぉっ!?


　俺は急いで辺りをキョロキョロと見み渡わたすが──何も見つからない！


　マジか！　俺の可能性が飛びだしていってしまいましたか！　このまま消失なんてシャレにならん！　エルシャさんだけじゃなく、アザゼル先生やベルゼブブさまに会わせる顔がなくなるぞ！　せっかくここまで協力をいただいたのによ！


『慌あわてるな。あれはおまえのものだ。必ずおまえのもとに帰ってくる。そういう因果を持っているのだからな』


　とは言ってもよ……。


　ため息をついて困こん惑わくする俺の耳に──。


「う、うおおおおっ！　おっぱい！」


「うわっ！　松田！　何をする！　俺の！　男の乳をもんで何が楽しい！」


　……前の席で松田と元浜がじゃれていた。クソ！　野郎の乳ちち繰くりあいなんて興味ねーよ！　それどころじゃねぇんだ！


「はっ！　俺はいったい何を……。急に乳を求めだして……それで……」


「松田、おまえ、そこまでおっぱい欠けつ乏ぼう症しようにかかって……。よし、今夜ホテルの部屋でエロＤＶＤ観賞会をしよう！　機材はすべて荷物に積んである！」


「マジか！」


　ついつい俺もそれを聞いて前の席に身を乗り出してしまった！　なんてことだ！　ホテルでエロエロＤＶＤが見られるのですか！


「おおっ、イッセー！　それでこそだ！　よーし！　この日のために入手した『桃もも色いろ爆ばく乳にゆう景げ色しき・金閣寺』と『肌はだ色いろ巨きよ乳にゆう模も様よう・銀閣寺』を見ようぜ！」


『おおっ！』


　俺と松田は元浜の言葉に大いに返事をした！　いやー、箱の中身はいずれ俺のもとに帰ってくるというし、それならまずはおっぱいだよな！


「死ねエロ三人組！」「新幹線のなかでまでキモい！」などというクラス女子の声は無視した。





　　　　─○●○─





　新幹線内でアーシア特製の昆こん布ぶおにぎりを食べ終えた頃ころ、


『間もなく京都に到とう着ちやく致いたします』


　アナウンスが流れた。おおっ！　ついに到着か！　新幹線が駅のホームに停車し、俺たちは荷物を持って、そのまま外へ出た。


「京都だぜ！」


　憧あこがれの古都に第一歩！　見知らぬ駅の風景に目を奪われながらも桐生きりゆう先導のもと、改札口まで移動して潜くぐっていく。


「おおっ！　広いなー！」


　京都駅の天てん井じようは広いアトリウム！　駅のなか、エスカレーターがたくさんある気がする！


　すっげぇ広い駅だなぁ！　東京に負けてないよ！　そりゃ、観光地で古都だもんな、駅をここまで大きくする必要あるよね。人が大勢行き交ってるぜ！


「見ろ、アーシア！　伊い○丹たんだ！」


「は、はい、ゼノヴィアさん！　伊○丹です！」


　興奮気味のゼノヴィアとアーシア。あれこれと指をさしていちいち反応しあってる。マジ楽しそうだ。


「天界にもこんな素敵な駅が欲しいわ！」


　イリナは違う方向で興きよう味み津しん々しんらしい。


「集合場所はホテル一階ホールだったわね。ほーら、男子ぃ、あとアーシア、ゼノヴィアっち、イリナさんも駅に夢中になるのもいいけど、さっさと集まらないと午後の自由時間なくなるわよー」


　班のまとめ役である桐生が俺たち三人組とアーシアたちに声をかけてくる。


　全員まとまると、桐生がしおりを出して、位置を確認していた。


「えーと、ホテルは駅周辺なのよね……。いま出てきたのが西改札口だから……バス停方面に出て、右方向に動きながら……」


「とりあえず、外出ようぜぇ。いつまでも駅んなかじゃ前に進めねぇし」


　松田がそう言うと、桐生がキリッとメガネを光らせる。


「松田、知らない土地で迷ったら大変なのよ。一人の判断ミスで容易に戦死者が出るわ」


「ここは戦場かよ！」


「いや、松田。桐生の意見は正しい。チームワークは大切だ。ここはボスの桐生に任せよう。京都はすでに私たちに牙きばをむいているかもしれない」


　ゼノヴィアの説得力のある凄すごみに圧おされ、松田も「わかりましたよ……」とうなだれるだけだった。


「きゃー！　痴ち漢かん！」


　などと駅内で女性の悲鳴が聞こえてくる。


「お、おっぱいを……！」


　男性が手をわしゃわしゃさせながら、痴漢行こう為いに励はげんでいたが、周りにいた男性たちに取り押さえられていた。


「京都も物ぶつ騒そうだな」


　元浜の感想。その通りだ。どこにでも変態はいるもんだねー。


「よし、把は握あく！　いざゆかん！」


　桐生の先導のもと、俺たちは京都駅を出て、古都へと歩み出した。


「あ、京都タワーだ！」


　松田の一言に全員視線を向ける。おおっ！　駅を出てすぐ前方にタワー発見！　へー、あれが京都タワーか。最終日に皆みんなで登る予定なんだよな。松田め、さっそくカメラで撮さつ影えいしてやがるぜ。


　……って、数分歩いてホテル発見したけどね。同じ冬服の学生服を着た奴やつらがいる方向に進めばそりゃ簡単に見つかるさ。








　京都駅から数分歩いたところに大きな高級ホテルが姿を現す。その名も「京都サーゼクスホテル」！……我らが魔ま王おうさまのお名前は古都でも影えい響きよう力があるらしい。


　ちなみに少し離はなれたところには「京都セラフォルーホテル」が建っている。どれだけ京都駅周辺を占せん拠きよしているの、魔王さま方！


　このホテル、確かグレモリーが裏で運営している場所なんだよな。だから、格安で部屋が用意できた、と。


　入り口に立つボーイさんに学生証を見せると、ホールのほうまで丁てい寧ねいに説明してくれた。


　きらびやかで豪ごう華か絢けん爛らんな造りのロビーを見て、松田、元浜、桐生が圧あつ倒とうされていた。


「すっげぇ……。俺たちの高校、こんなホテルに二年生全員泊とまらせて代金とかだいじょうぶなのか……？」


　松田のもっともな意見だが、そこはそこ、グレモリー家のパワーはすごいものがあるのですよ。


　しかし、ゼノヴィアの反応は薄うすい。


「うーむ、すごいと思うが部長のお宅に比べると若干見み劣おとりするか」


　それはそうだ。あそこは正しよう真しん正しよう銘めいのお城だぞ。俺だって、ホテルの豪ごう華かさに驚おどろくほどじゃないのは部長のお家うちを見ているからだ。上級悪あく魔ま、マジでパないです。


　ロビーから少し進んだ先にホールの入り口が見える。入ると、広いホールにすでにかなりの数の駒王学園の生徒が集まっていた。


　時間が来ると各クラス、班ごとに点呼が始まり、いない人の確認などが始まった。


　全員ホールの床ゆかに座り、先生たちの注意事じ項こうに耳を傾かたむけていた。


　アザゼル先生とロスヴァイセさんは何やら二人で話し込んでいるようだが……。


　あ、ロスヴァイセさんの番になって、生徒たちの前に立った。何の注意事項だろうか？


「百円均一のショップは京都駅の地下ショッピングセンターにあります。何か足りないものがあったら、そこで済ませるように。お小こ遣づかいは計画的に使わないとダメです。学生のうちから豪ごう快かいなお金の使い方をしてもろくでもない大人になるだけですよ。お金は天下の回り物。あれやこれやと使っていたらすぐになくなります。だからこそ百円で済ませなさい。──百均は日本の宝です」


　百円均一のお話ですか!?　すげえ熱く語ってるし！　百均ショップの場所まで調べたんですか!?


　ロスヴァイセさん、日本に来てから百均で買い物を済ませてばかりだけど、そこまでハマッていらっしゃるなんて！　元ヴァルキリーの心を捕とらえるものが百均に数多くあるようです。確かに便利だけどね。


　ああ、アザゼル先生も額ひたいに手をやってまいっている様子だった。ロスヴァイセさんとの会話とか大変そうだ……。


　ロスヴァイセさんのお話はそこそこで終わり、他の先生にバトンタッチした。その先生の最終確認が始まる。


　ロスヴァイセさんは就任してすぐに生徒からの人気を得た。美人で真ま面じ目めなのにどこか抜ぬけているから、そこが男子にも女子にもクリーンヒット。さらに生徒と歳が近いため、「ロスヴァイセちゃん」って親しみを込めて呼ばれていたりもする。


「──と、以上に気をつけてください。それでは部屋に荷物を置いたら、午後五時半まで自由行動をしていいですが、遠出は控ひかえてください。範はん囲いは京都駅周辺までとします。五時半までには部屋に戻もどるように」


　前に立つ教師の最終確認を聞いたあと、


『はーい』


　二年生全員の返事でホールでの点呼及およびホテル内での注意諸もろ々もろ、午後の行動についての説明が終しゆう了りようした。


　各々荷物を持って、ホール出入り口でホテルの従業員から部屋のキーを受け取る。洋室の二人部屋なんだっけ。俺だけ一人で余ったから、部屋を一人で使える！　けっこううれしいかも。ほ、ほら、いくら旅行でも多感な時期の男子としては日々溜たまるものがありまして……。などと思っていると、俺たちがキーを受け取る番となる。


「イッセー、おまえはこれだ」


　松田たちもキーを受け取るが……俺だけはアザゼル先生からだった。


　にやにやといやらしい笑みの先生を怪け訝げんに思う俺だったが、その理由はこのあとすぐにわかった。








　駒王学園の生徒が泊まるホテルの部屋は広い洋室の二人部屋だ。なかに通されると大きなベッドがふたつと京都駅周辺を窓から一望できる風景を目の当たりにする。


「すっげぇぇぇぇえっ！」


「駒王学園に入学してよかったと改めて思うな」


　はしゃぐ松田と静かに感動している元浜。


　この部屋は松田と元浜の部屋だ。さてさて、一人余った俺の部屋はどうなのかな……。


　俺の部屋だけ、この階じゃないんだよね……。いやな予感がするんだが……。


　男子が泊まる階から上にふたつ上がり、隅すみに一部屋だけ明らかに他と違ちがう和風な引き戸が現れる。


　──開けると。


「……こ、ここが俺の部屋……？」


　俺は八畳じよう一間の和室に案内され、目元をひくつかせていた。古ぼけたテレビ、丸テーブルなど最低限のものしかない！　しかも置かれているものすべてが古い！


「あはははははは！　マジかよ！　この部屋だけ和室じゃん！　しかも八畳ぐらいか？　いやー、イッセー専用だな！」


「ベッドではなく、敷しき布ぶ団とんか。しかも一人だけ。これは……旅行資金のやりくりがこんなところに影響を及ぼしたのか？」


　爆ばく笑しようする松田と、笑いを堪こらえながら冷静に分ぶん析せきする元浜！


　ちくしょう！　なんで俺だけ！


　あれか？　このホテルより部長の家のほうが豪華だって思ったから、その罰ばつですか!?


　トイレと風ふ呂ろは……いちおうついてるか。でも、洋室ほど華はなやかな造りじゃないぞ！


　涙なみだ目めになりそうな俺！　すると、扉とびらがノックされる。


「イッセーくん？　ここに来てます？」


　ロスヴァイセさんだった。すでにジャージ姿だった。着き替がえたのか。


　俺はロスヴァイセさんに近づき、耳打ちする。


（ロスヴァイセさん！　いくらなんでも俺だけこの部屋ってのは……）


（我が慢まんしてください。いちおうこの部屋は私たちが話し合うときに使うようリアスさんが用意してくれた場所でもあります）


（ここで話し合い？　あー、悪魔的な？）


（まあ、そういうことですね。京都で何かあったときに話し合いができるところは確保しておいて損なしです。その部屋がたまたま一人余っていたイッセーくんの部屋に割り当てられたのですよ）


　悪魔な俺たちが京都で話し合うときの部屋。


　そういう意味合いがあって、この部屋だけ隔かく離りしたような和室なのか。でもよりによって、俺専用の部屋にすることないじゃん……。俺だって、修学旅行先のホテルぐらいは皆と同じ豪華な洋室が良かったよ！


　まあ、京都で何も起こって欲しくないから、この部屋が機能しないほうがいいんだろうけどね。


（我慢してくださいね、イッセーくん）


　諭さとすようにロスヴァイセさんが俺の肩かたに手を置くと改めて言う。


「というわけで、私は教師の会合があるのであとは任せます。午後は自由行動ができるといってもハメを外さないように。……京都の皆みなさんに迷めい惑わくをかけてはダメですよ？」


『はーい』


　俺たち三人は元気よく返事をする。


「さて、まずはアザゼル教きよう諭ゆを捜さがすところから始めないと。あの人……ホールでの確認を終えて早々に姿をくらまして……。これだからグリゴリの総そう督とくは……」


　と、文句をつぶやきながらロスヴァイセさんは部屋をあとにした。アザゼル先生、さっそく消えたのか。旅行行く前から、「舞まい妓こだ！　まずは舞妓だ！　次に京料理をたらふく食うぜ！」と大人な楽しみ方を口にしていた。もう動きだすなんてさすが先生です！


　クソ、俺も舞妓さんと遊びたい！


　悔くやしがる俺に元浜が京都の地図を出しながら言う。


「なあ、イッセー。午後の自由時間、本来の予定にはないけど伏ふし見み稲荷いなりに行かないか？」


「伏見稲荷？　あー、確か、鳥居がすげー並んでるところか？」


　俺の脳のう裏りにテレビで見たことのある風景が思いだされた。赤い鳥居がたくさん並んでいるんだよな。


「そうそう。京都駅から一駅で行けるんだとさ。さっき、他の先生に訊きいたらＯＫが出たんだ」


「へぇ、先生の了りよう承しよう得てるなら行って損ないかもな」


　俺の意見に松田もカメラのレンズを拭ふきながら言う。


「行けるところは行けるときに行かないと京都の名所を見て回れないぜ？」


「じゃあ、アーシアたちも誘さそって行くか！」


　俺の提案に二人が応じる。


「「おーっ！」」


　てなわけで、午後は稲荷さまのところに行くぜ！　俺たちの京都旅行が本格的にスタートだ！





　　　　─○●○─





　京都駅から一駅進んだところに「稲荷いなり駅」があり、そこから下車することで伏ふし見み稲荷への参道に入ることができる。


　俺たちは電車に数分揺ゆられて稲荷駅へと到とう着ちやくした。


「おーっ、見ろ、アーシア、イリナ。珍めずらしいものがたくさん店頭に並んでいるぞ」


「わー、かわいい狐きつねばかりですね」


「ここでお土産みやげちょこっと買ってもお小遣い足りるかしら？」


　着いて早々教会トリオはさっそく京都の空気を堪たん能のうしていた。こうしてキャッキャしているところを見るとアーシアたちは普ふ通つうの女学生と何ら変わらない。


「美少女トリオの京都風景。まずは一枚め！」


　隣となりで松田がアーシアたちをパシャリと撮さつ影えいしていた。


「ちょっと、私は撮とらないの？」


　桐生が半眼で物申していた。


　一番鳥居を抜け、大きな門が出てきた。両りよう脇わきに狛こま犬いぬのような狐きつねの像が立っている。


「……魔ま除よけの像だな。本来なら、私たち魔なる存在を寄せ付けない力があるのだが、例のパスのおかげで騒さわぎは起きないようだ」


　と、ゼノヴィアが狛こま犬いぬもどきの狐を見ながら言う。


「やっぱ、何か見られてる？」


　俺は駅に降りてから感じていた違い和わ感かんを口にしていた。そう、誰だれかに監かん視しされているような気配があるんだよね。


「ま、当然だろう。私たちは悪あく魔まと天使だ。ここを司るものにとってみれば外部からの異質的存在だ。事前に話は行っているだろうが、それでもいちおうの監視はするのだろう」


　まあ、考えてみりゃそうか。京都は日本のいろんな超ちよう常じよう的存在が集まっているって聞いてたし、彼らにしてみれば俺たちが部外者なのは確かだ。


　ちょいと気にしつつも無事に門も抜けられた。進むと本ほん殿でん。さらに歩くと稲荷山に登れる階段が見えてくる。俺たちは写真やらを撮りながら進んでいたが、ついに千せん本ぼん鳥居を見ながら山登りという挑ちよう戦せんをすることになる。








　歩き始めて数十分。


「……ぜーはー……ま、待ってくれ……。ど、どうしておまえたちはそんなに動けるんだ……？」


　元浜はすでに息があがっていた。松田が嘆たん息そくしながら階段の上から言う。


「おいおい、元浜。情けないぞ。アーシアちゃんたちだってまだ元気だってのに」


　松田は運動神経バツグンだから、これぐらいでは根をあげない。


　ま、まあ、俺たち悪魔だから基き礎そ能力は人間より上がってるからね。それに俺たちは訓練もしているから、これぐらいならまだ平気だ。俺に至っては夏休みに山ごもりしたもんだから、この程度じゃ息も乱れない。


　……タンニーンのおっさん、俺、このぐらいの山じゃ疲つかれもしないよ。俺は冥めい界かいの元龍りゆう王おうに感謝の念を送った。


　途と中ちゆう、休きゆう憩けい所のお店を見ながらも伏見山への挑戦は続く。元浜はすでに息ぎれ状態だった。


「おー、絶景というやつかな」


「はい、素晴らしいです！」


「じゃあ、写真に収めておきましょうか。そういや、この山って地元の学校の走り込みコースでもあるそうよ？　今日は走ってないみたいだけどさ」


　ゼノヴィアとアーシアが伏見稲荷の山風景に感動し、桐生が豆知識を語りながらカメラで風景を収めていた。


　しっかし、本当に進めど進めど赤い鳥居ばかりだな。しかも鳥居には会社やお店の名前が記されている。伏見稲荷に願いを込めてお供えしたものだろうか。


　なんだか、山を見ると頂上が見たくなる。これも山での修行で得てしまったものだ。


　山に登ったら、頂いただきを見よ！　ってね。


「わりぃ、俺、ちょいとお先にてっぺんまで行ってみるわ」


　俺は皆みんなに断りを入れてから、階段を勢いよく駆かけ上がった。


　いやー、人間だった頃ころなら、この山登りで死にかけただろうけど、悪魔になってから修行漬づけだったんで余よ裕ゆう余よ裕ゆう！


　他の観光客の邪じや魔まにならぬよう、階段を上っていく。そして、頂上らしき場所に出る。


　…………。そこにあったのは古ぼけたお社やしろだ。


　うーん、ここが頂上？　正直言うと、途中、他に行く道とかもあって、適当に走ってきたようなものだった。他にも観光できる場所があっただろうな。


　辺りは木々でうっそうとしていて、まだ日が出ているというのに薄うす暗ぐらい。


　ザァァァァ……。


　風で木々がざわめく。人ひと気けもないしな。俺以外誰もいないや。さて、どうしたものか。


　このお社に手を合わせて下山しようかな。皆もそこそこ上がってきているだろうし。


　お社でパンパンと手を合わせ、


『おっぱいをたくさん見て触さわれますように！　彼女ができますように！　部長や朱あけ乃のさんとエッチできますように！』


　と、卑ひわいで正直な願いを念じて、その場をあとにしようと──。


「……京の者ではないな？」


　──っ。


　突とつ然ぜんの声。周囲に気を配らせると……。


　あらら、なんか、俺、囲まれてる？　明らかに人間じゃない気配が複数存在する。


　……強大ってほどでもないけど、数がけっこういそう。って、俺、このぐらいは感じられるようになったんですよ！　ま、まあ、囲まれるまで気づかなかったけど……。


　少し身構える俺のもとに現れたのは──巫み女こ装束を着た小さなかわいらしい女の子だった。


「……女の子？」


　キラキラ光る金きん髪ぱつに、金色の双そう眸ぼう。小学校低学年ほどの容姿だ。


　だが、頭部に生えるものを見て人ではないと理解する。


　──獣けものの耳。


　小こ猫ねこちゃんみたいに頭部に耳が生えてる。感じからすると猫ねこ又またではないな。お尻しりからはもふもふしてそうな尻尾しつぽが！　犬の妖よう怪かい？　いや、伏見稲荷ってぐらいだから、狐か？


　つーか、なんでお狐さまが俺のもとに？　悪魔だから？　でもパスがあるしな……。


　さっきから感じていた監視の目はこいつらか？


　ハッ！　まさか、おっぱいな願い事は御ご法はつ度と!?　などと思っているうちに獣耳の少女は俺を激しく睨にらみ、吐はき捨すてるように叫さけぶ。


「余よ所そ者ものめ！　よくも……ッ！　かかれっ！」


　少女の掛かけ声ごえと共に林から山やま伏ぶしの格好の黒い翼つばさを生やした頭部が鳥の連中と、神かん主ぬしの格好をして狐のお面を被かぶった奴やつらが大量に出現する！


「おおっと！　なんだなんだ！　か、カラスの、て、天てん狗ぐ……？　狐？」


　初めての相手に驚おどろく俺だが、少女は容よう赦しやなく指を俺に向ける。


「母上を返してもらうぞ！」


　天狗と狐神主が同時に襲おそいかかってくる！


　俺は瞬しゆん時じに籠こ手てを出現させ、そいつらの攻こう撃げきを躱かわしていく！　こ、このぐらいならまだなんとかやりすごせるけど！


「は、母上？　何を言ってんだ！　俺はおまえの母ちゃんなんて知らないぞ！」


　俺は少女にそう叫んだ。マジ知らないって！　こいつの母ちゃんのことなんて京都に来たばかりの俺が知るわけないだろ！


　しかし、少女は問答無用のご様子だ！


「ウソをつくな！　私の目は誤ご魔ま化かしきれんのじゃ！」


　誤魔化してございませんよ！　ったく、京都について早々運がねぇ！


　とりあえず、逃にげの一手だが、天狗の錫しやく杖じようが俺に降りかかる。一いち撃げき食らうか!?


　覚かく悟ごをしたそのとき──。


　ギンッ！


　俺の代わりに相手の錫杖を受けてくれる人ひと影かげが──。


「どうした、イッセー」


「何々？　妖怪さんよね？」


　ゼノヴィアとイリナが加勢しに来てくれた！


　二人はお土産屋で買ったと思われる木刀を手にしていた。少し遅おくれてアーシアも駆けつける。


　俺たち四人が集まったことで、少女一行さまは驚き、怒いかりを一層深めた様子だった。


「……そうか、おまえたちが母上を……もはや許すことはできん！　不ふ浄じようなる魔まの存在め！　神聖な場所を穢けがしおって！　絶対に許さん！」


　……話し合いはできそうにない！　一方的にやられててすごい不快だけどさ！


　こうなったら、とりあえずこの場を凌しのぐぐらいはやらせてもらおう。


「アーシア！　部長から例のものを受け取っているな？」


「はい！」


　俺の問いにアーシアがスカートのポケットからグレモリーの紋もん章しよう入りカードを取りだした。


　あれは京都で有事の際にその場にいない部長の代わりに俺のプロモーションを承認できる代理認証カード。アーシアは修学旅行の間、それを部長から預かったんだ。


　アーシアが持っている理由は、俺と常に一いつ緒しよにいるであろう者にこのカードを持たせたほうがいいからだった。確かに俺とアーシアは修学旅行中、常に一緒だ！


「行くぜ！　え、えーと……」


『女王クイーン』！　といきたいところだが、実戦でも他の駒こまに慣れておかないとな！　この伏ふし見み稲荷いなりという名所で戦うには破は壊かい力のある駒ではダメだ。


　部長にも「いいイッセー？　京都を壊こわしてはダメよ？　他の勢力にも怒おこられるし、悪魔業界にも迷めい惑わくをかけるわ。何より私の好きな京都を大切にしてね」と念を押された！


　部長の好きな場所は壊せん！


「よっしゃ、『騎士ナイト』でプロモーション！」


　体に力が流れ込み、体が軽くなった感覚を得る！　走り込みで翻ほん弄ろうするだけなら、稲荷大社も傷つけないだろう！


　いちおう、ブーステッド・ギアを三十秒だけ溜ためてから力を増加させる！


『Explosion!!エクスプロージヨン』


　神器セイクリツド・ギアの力を発動！　これでよし！


　ゼノヴィアとイリナは木刀だ。あいつら、木刀でも物を破壊できそうだから、いちおうの注意をしておかないと。


「ゼノヴィア、イリナ、よくわからんけどここは京都だ。理り不ふ尽じんなことになってるけど、相手と周辺を傷つけるのはマズい。できるだけ追い返す程度に留とどめよう」


「「了りよう解かい」」


　俺の意見に二人とも応じてくれた。


　バッ！


　一いつ斉せいに少女の一味が襲いかかってきた！


　ゼノヴィアとイリナは木刀でそいつらをいなし、相手の得え物ものを破壊しながら圧あつ倒とうしていた。俺もアーシアを守りながら敵の攻撃を素早く避さけ、蹴けり飛ばすぐらいに留める。


　よし！　俺もゼノヴィア、イリナも相手より上だ！　へへへ！　修行のかいがあるってもんだ！　俺の動き、こいつらより速いぜ！


　実戦のなかで『騎士ナイト』の動きを覚えてみせる！　日々鍛たん錬れんなり！


　俺たちのほうが上うわ手てだと感じた奴らは、後方に退ひいていった。


　少女は俺たちを憎にく々にくしげに睨んだあと、手をあげる。


「……撤てつ退たいじゃ。いまの戦力ではこやつらに勝てぬ。おのれ、邪じや悪あくな存在め。必ず母上を返してもらうぞ！」


　少女がそれだけ言い残すと、一いち迅じんの風と共に連中は消えていった。


　……ったく、なんだってんだよ！


　俺たちは構えを解いて、意味不明で理不尽な襲しゆう来らいに困こん惑わくを残してしまった。


　──京都。


　起こって欲しくなかった何かが起こりそうな予感がした。





　　　　─○●○─





　──初日の夜。


『ごちそうさまでしたー』


　俺たちはホテルでの夕食を終えていた。豪ごう華かな京料理ばかりでした。湯ゆ豆どう腐ふ、マジうまかった！　湯ゆ葉ばってあんなに繊せん細さいでやわらかな食感なんだな……。京野菜も珍めずらしくておいしかったぜ。


　──やっと一息つけた。


　襲しゆう撃げきを受けたあと、俺たちは素早く松田たちと合流し、警けい戒かいをしながらも伏見稲荷での観光を終えた。ピリピリしてる俺たちに松田たちも訝いぶかしげな様子だった。


　帰ってから、アザゼル先生とロスヴァイセさんに事を報告。二人とも困惑していた。


「なぜ京都で襲撃を受ける？」──と。


　事前に俺たち悪あく魔まが京都を旅行することは、ここを統すべる者たちに伝えてあるはずだった。


　先生はもう一度確認を取ると言っていた。部長に報告すべきか迷ったんだけど、先生が「まだ何が起こったかわからない。余計な心配をあいつに与あたえるな」と言われて、踏ふみとどまったんだ。


　確かに部長に報告するには情報が足りなさすぎる。


　……つーか、飛びだしていった俺の可能性はいずこに……。


　いちおう、先生にも報告したんだけど、


「いつかおまえのもとに帰ってくるなら、待つのもひとつの手だ。旅行中は待ってみたらどうだ？　まあ、ここに来ている俺の配下の者にそれらしいものが見つかったら報告するよう言っておく」


　と返されてしまった。


　うーん、京都について早々いろいろ起こってるな……。で、これらの件については上役に一任致いたしました。


　食事を終え、ロビーのテーブルで明日あしたの確認をスケベ二人と女子たちと話し合ったあと、松田と元浜の部屋で少し遊んだ。


　そのあと、部屋に戻もどり、敷しかれた布団の上でくつろぐこと十数分。


　──頃ころ合あいだろう。


　俺はその場で立ち上がり、部屋の扉とびらを静かに開ける。左右確認。誰だれもいない。


　よしよし。俺はそろりと部屋を抜ぬけだすと、非常階段の扉を開けた。


　……この時間帯、大浴場でお風ふ呂ろタイムだ！　覗のぞくしかない！　いつもは俺をバカにしているクラスの女子ども！　くくくくく！　この俺がその全ぜん裸らを舐なめるように見てしんぜよう！


　自然とこぼれる笑み。湧わき上がる性せい衝しよう動どうに駆かられながら俺は階段を下りていく。


　そのとき、女風呂に続く非常階段の踊おどり場ばに人影がひとつ──。


　見ればロスヴァイセさんだった。ジャージ姿で俺を待ち構えていたようだ。


　ふっ……。俺は皮肉な笑みをこぼした。


　やはり、悟さとられていたか。──俺の覗きを。


「あなたがお風呂場に行くことなんて最初からわかりきっていることですから」


　ロスヴァイセさんが構える。


「教師として女生徒の裸はだかを死守します！」


　俺は階段をゆっくり下りながら淡たん々たんと話す。


「ロスヴァイセさん……。いくら仲間でもこれだけは譲ゆずれません。──俺は女風呂を覗きます」


　お互たがいの攻こう撃げき範はん囲い直前で足を止め、しばしにらみ合う。そして──。


「とおっ！」


　ババッ！


　俺とロスヴァイセさんは非常階段で戦いの火ひ蓋ぶたを切って落とした！


　ここはホテルのため、派手な攻撃ができない。やれても小さな魔ま力りよく攻撃と打だ撃げき合戦が関の山だろう。


　禁手バランス・ブレイカー状態ではない俺では、まともにやってロスヴァイセさんには勝てない。だが、ホテル内で強い魔ま術じゆつが使えないロスヴァイセさん相手なら話は別だ。


　俺は籠手を出現させると、手から小さなドラゴンショット・ミニを複数放ち、ロスヴァイセさんの氷魔術をやり過ごしていた。


　ふふふ、ここでは炎ほのおや爆ばく発はつ系の魔術は使えまい！


　ドラゴンショットを突とつ破ぱしてきても、腹のなかで作った火種の熱を口から吐はいて氷の矢を瞬時に溶とかせる！　いちおうドラゴンなんでこのぐらいの熱波攻撃は生みだせるのですよ！


「くっ！　いつもよりも攻撃が鋭するどいですね！　性的なものが絡からむとここまで力が引き上がるなんて……！　あまりに非常識極まりないです！」


「クラス女子の裸を見られるなら、俺は今日ここであなたと差し違ちがえてもいい！」


「なんたるスケベ根性！　あなたね！　リアスさんや朱乃さんの裸ら体たいを毎日のように拝んで、なおかつ触さわったりもしているのだから、それで十分でしょう！」


「それはそれです！　これはこれなのですよ！」


「んまー！　この女ったらしドラゴンはダメダメですね！」


　そうかな？　俺、女ったらしか？　終始、家で女子に手玉に取られている気がするんだが……。


「ちなみにですが、私を突破してもシトリー眷けん属ぞくの二年女子の方々があなたを見張ってます。最終手段ですが、匙さじくんが龍王に覚かく醒せいしてイッセーくんを止めることも可能なのです。──あなたはどちらにしろ、お風呂を覗くことなんてできないのですよ」


　なんと！　すでに防ぼう御ぎよの陣じん形けいは整っていますか！　俺が風呂を覗くことなんて最初から把は握あくされていたのね！　さすがロスヴァイセさんとシトリー眷属だぜ！


　つーか、覗きの阻そ止しで匙が龍王に変身ってどんだけ俺を危険視してますか!?　赤龍帝の覗きを止めるには龍王でも連れてこいとかそういうのかよ！


「少しは見み逃のがしてください！　そのぐらい寛かん容ようでないと、彼氏なんていつまで経ってもできませんよ！」


　俺がそう言うと、ロスヴァイセさんは突とつ然ぜん狼ろう狽ばいし始める。


「かかかかかかかかかかか、彼氏のことはいま関係ないじゃないですか！　ど、ど、どうせ私なんて処女の元ヴァルキリーですよ！　私だって将来有望でカッコイイ彼氏とエッチなことしたいのにぃぃぃぃぃっ！」


　絶ぜつ叫きようと共にロスヴァイセさんが全身から魔ま力りよくを放ち始めた！


　バチッ！　バチッ！


　非常階段を大きく揺ゆらすほどの迫はく力りよく！


　まずい！　いまのでロスヴァイセさんからのプレッシャーが膨ふくれあがった。涙なみだ目めだし、変なスイッチを入れてしまったようだ！　このままじゃこの階段自体が破は壊かいされる！　てか、俺も死んじゃうよ！


　こうなったら一か八か！　あれでロスヴァイセさんを止めるしかない！


「もう許しませんからね！」


　ロスヴァイセさんの手元から放たれた電でん撃げきが非常階段を縦じゆう横おう無む尽じんに走る！


　俺はロスヴァイセさんの魔ま術じゆつ攻こう撃げきをかいくぐり、どうにか距きよ離りを縮めていく。多少の電気ビリビリは我が慢まん我が慢まん！


　その間、俺はイメージを最大にまで膨らませて、脳に魔力を送り込んだ。


　……よし！　イメージを妄もう想そうできたぜ！　さらに溜めていた神器セイクリツド・ギアの力を解放！


『Explosion!!エクスプロージヨン』


　準備万ばん端たんだ！　俺はジャージの上着を脱ぬぎ、それを前方に放る！　一時的な目くらまし！　これで俺の動きが一いつ瞬しゆんわからなくなるはずだ！


「この程度で！」


　ロスヴァイセさんが風の魔術でジャージを吹ふき飛ばすが──そこに隙すきが少しだけ生まれた！　俺の性せい欲よくに関する行動を舐めるなよッ！　反応してすぐに対応しようとするロスヴァイセさんだが、俺は細かな動きにフェイントを織り交ぜて、ついに──服に触ふれた！


「バラバラになれェェッ！　『洋服崩壊ドレス・ブレイク』ッ！」


　俺がロスヴァイセさんの服に魔力を送り込むと──ビリビリッと豪ごう快かいに彼女のジャージが弾はじけ飛とんだ！
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　ドレス・ブレイク成功！　って、ついにロスヴァイセさんにまでかましちまった！


　おおっ！　ナイスプロポーション！　思えばロスヴァイセさんの全裸を見るのは初めてだ！　美び麗れいなおっぱいに感動する！　すげえええっ！　部長のおっぱいも相当な美乳だと思ったが、ロスヴァイセさんのは形から先せん端たんまで右も左も見事だった！　美び脚きやくにくびれた腰こしと、スレンダーな体つきだから芸術品のように思えてしまう！


　涙を流すロスヴァイセさん。こ、これは……やりすぎた……。


「う、うぅ……」


「ゴメンなさい。つい」


　謝る俺にロスヴァイセさんは泣きながら激げき怒どする。


「ついで済ませるつもりですか!?　あ、あのジャージは特売のときに九百八十円で買ってきたものなんです！　い、いまだと三倍以上するかもしれないのに！　ブラジャーやパンツだって、安いときに買ってきたんだからーっ！」


　そっちで怒おこってるの!?　裸見られたことよりも服のほうですか!?　さ、さすがお金にうるさい元ヴァルキリーさんだぜ！


「ハッ！　やだ！　お、お嫁よめにいけなくなっちゃいます！」


　ようやっと気づいたかのように裸体を手で隠かくすロスヴァイセさん！　順序が逆の反応で俺は戸と惑まどう！


「今いま頃ごろですか!?」


「今頃ってなんですか！　衣類をバラバラにするのがどれだけもったいないことか！　あなたのドレス・ブレイクは環かん境きように優しくありません！　その上、あなたは性せい欲よくが旺おう盛せいすぎる！　き、きっとティッシュもすごいことになっているんじゃないんですか!?　先生、そういうのは許しませんよ！　資源は尊いんですから！」


　ドレス・ブレイクで破壊されたものの尊さを語られた！　こ、こんなの、は、初めてだ！


　しかも性欲に絡んでティッシュの使用量まで注意されたぞ！　た、確かに性欲旺盛な男子高校生なんでティッシュは……。


　ロスヴァイセさんは本当にケチ──いやいや、環境を大事にされている人なんだな！


　百均ヴァルキリー、少々残念な気がしてならないお姉さんです。


「俺、そういうことで説教受けたの初めてですよ！　いえ、ゴメンなさい！　謝ります！」


　もはや、女風ぶ呂ろどころじゃなくなった俺のもとに近づく影かげ。見れば──。


「あー、楽しんでいるところすまない」


　アザゼル先生だった。半眼で呆あきれるように頭をポリポリかいていた。


「アザゼル先生！　ど、どうしてここに？」


「ああ、俺とおまえたちに呼びだしがかかった。近くの料りよう亭ていに来ているそうだ」


　呼びだし？　何事だ？　近くの料亭に来ている？


「誰がですか？」


　俺が訊きくと先生は口元を笑えました。


「魔ま王おう少女さまだよ」





　　　　─○●○─





　俺たちグレモリー眷属とイリナは、夜、ホテルを抜け出て先生先導のもと、街の一角にある料亭の前に立っていた。


「……料亭の『大だい楽らく』、ここにレヴィアタンさまがいらっしゃるのか」


　そう、どうやらセラフォルー・レヴィアタンさまが京都入りしているようなんだ。


　俺たちと先生はレヴィアタンさまからお誘さそいを受けた。


　なかに通され、和の雰ふん囲い気き漂ただよう通路を抜ぬけると個室が現れる。


　戸を開けると──着物姿のセラフォルーさまが座っていた。


「ハーロー！　赤龍帝ちゃん、リアスちゃんの眷属の皆みんな、この間以来ね☆」


　いつもながらテンションの高いあいさつをくださるレヴィアタンさま。


　着物、似合ってるなぁ。長い髪かみも今日は和服に合うように結ってある。


「お、兵ひよう藤どうたちか」


　匙とシトリー眷属の二年生女子たちだ。先に来てたのか。


「よう、匙。京都はどうだ？　午後どこか行ったか？」


「こちとら生徒会だ。今日の午後は先生方の手伝いで終わったよ」


　ため息まじりの匙。そりゃ、大変なこって。生徒会メンバーだから仕方ないのか。


　しかし、『騎士ナイト』の巡めぐりさん、『戦車ルーク』の由ゆ良らさん、『僧侶ビシヨツプ』の花はな戒かいさんと草くさ下かさん、あちらの二年生女子悪あく魔まもキレイな子が多いよな……。生徒会で一人だけ男子の匙がうらやましいところだ。


「ここのお料理、とてもおいしいの。特に鶏とり料理は絶品なのよ☆　赤龍帝ちゃんたちも匙くんたちもたくさん食べてね♪」


　俺たちが席に着くやいなやレヴィアタンさまがお料理をどんどん追加してくれる。俺たち、夕食を取ったばかりだからな……。


　あ、でも、口に入れてみるとおいしくてついついいけちゃう。見れば、皆もそのような様子だった。


「それでレヴィアタンさまはどうしてここにいらっしゃったんですか？」


　俺の問いにレヴィアタンさまは横チェキで答えられる。


「京都の妖よう怪かいさんたちと協力態勢を得るために来ました☆」


　さすが外交面担当。きちんとお仕事はされていたんですね。そっか、妖怪との協力態勢か。


　しかし、レヴィアタンさまは箸はしを置き、かわいい顔を少々陰かげらせる。


「けれどね……。どうにも大変なことになっているみたいなのよ」


「大変なこと？」


　俺の問いにレヴィアタンさまが答えてくださる。


「京都に住む妖怪の報告では、この地の妖怪を束ねていた九きゆう尾びの御おん大たい将しようが先日から行方ゆくえ不明なの」


　俺はその一言を聞いて、昼間の出来事がフラッシュバックした。


　──母上を返せ！


　あの少女の言葉が脳裏に鮮せん明めいに蘇よみがえる。九尾って、有名な九尾の狐きつねのことだよな？　俺もそれぐらいの伝記は知ってる。漫まん画がとかでもよく出てくるしさ。


「──っ。それって……」


　俺が言いたいことがわかったのか、レヴィアタンさまがうなずかれた。


「ええ、アザゼルちゃんから、あなたたちの報告を耳にしたのよ。おそらくそういうことよね」


　先生が杯さかずきの酒を呷あおると言う。


「ここのドンである妖怪がさらわれたってことだ。関かん与よしたのは──」


「十中八九、『禍の団カオス・ブリゲード』よね」


　と、レヴィアタンさまが真しん剣けんな面おも持もちで言った。


　…………。


　ここに来てまでテロリスト集団ですか。


　あの獣耳の少女──九尾の娘むすめさんの母上が奴やつらにさらわれた。それで俺たちをさらった連中と勘かん違ちがいして襲しゆう撃げきしてきたのかな。


「お、おまえら、また厄やつ介かいなことに首突つっ込こんでるのか？」


　目元をひくつかせている匙。どうにもうちの眷けん属ぞくはトラブルに巻き込まれることが多くて申し訳ない！


「ったく、こちとら修学旅行で学生の面めん倒どう見るだけで精せい一いつ杯ぱいだってのにな。やってくれるぜ、テロリストどもが」


　先生が忌いま々いましそうに吐はき捨すてる。えっと、舞まい妓こと遊ぶとか言ってませんでしたか……？


　レヴィアタンさまが先生の杯に酒をつぎながら言う。


「どちらにしてもまだ公おおやけにすることはできないわね。なんとか私たちだけで事を収束しなければならないの。私はこのまま協力してくださる妖怪の方々と連れん携けいして事に当たるつもりなのよ」


「了りよう解かい。俺も独自に動こう。ったく、京都に来てまでやってくれるぜ、やっこさんどももよ」


　酒を再び呷あおりながら先生は毒づいていた。やはり、舞妓さんと遊べなくなるかもしれないのが許せないに違ちがいないんだ。


　旅行の初日早々から大変なことになっているけど……。俺たちはどうしたらいいのだろうか？　正直、旅行どころじゃないような……。いや、貴重な高校生活の修学旅行だから、できれば無事に観光を楽しみたいところなんだけどさ。


　けど、グレモリー眷属で、悪あく魔まな以上、何かをやらないといけない衝しよう動どうに駆かられる。


「あ、あの、俺たちは……？」


　俺が恐おそる恐る訊くと、先生が息を吐きながら苦笑した。


「とりあえず、旅行を楽しめ」


「え、でも……」


　遠えん慮りよがちの俺の頭を先生が手でわしゃわしゃしてきた。


「何かあったら、呼ぶ。でも、おまえらガキにとっちゃ貴重な修学旅行だろ？　俺たち大人ができるだけなんとかするから、いまは京都を楽しめよ」


　……先生。先生の一言にグッときてしまった。


　ずるいよ。普ふ段だんおちゃらけた総そう督とくなのに、こういうときだけ良いこと言うんだもんな。


「そうよ、赤龍帝ちゃん、ソーナちゃんの眷属ちゃんたちも。いまは京都を楽しんでね。私も楽しんじゃう！」


　レヴィアタンさまもそうおっしゃってくれた。案外、この方が一番京都を楽しもうとしているかも。


　この方々に余計な心配をかけたくないから、俺たちはこのまま観光を継けい続ぞくすることとなった。


　部長にもまだ報告はできない。……でも、有事の際は俺も動こう。


　部長の好きな京都を俺は守りたい。




　Life.3　英えい雄ゆうさまご一行です







「よし！　次！」


「はい！」


　早朝。旅行二日めの朝。空が白け始めた頃ころ、俺はアーシアとホテルの屋上を借りてトレーニングをしていた。


　とにかく、基本的な動きから徹てつ底ていしてトレーニングしていた。アーシアはダッシュのタイムを取ってくれたり、条件反射の練習をするため至し近きん距きよ離りで魔ま力りよくを放ってくれる。俺は至近距離からの攻こう撃げきを瞬しゆん時じに反応して避よける練習を繰くり返かえしていた。


　基き礎そ訓練に加え、これらをゲームが始まるまでに朝夕毎日おこなう！　何はともあれ、練習だ。それこそ、サイラオーグさんやヴァーリとの差を埋うめる第一だと思う。


　──強くなる！


　一歩ずつでもいい。それでも確実に前に進むため、トレーニングをする！


「悪いなアーシア。修学旅行にまでこういうの付き合わせちゃって」


　俺は息をあげながら、そう言った。アーシアは首を横に振ふる。


「いいんです。イッセーさんと朝の京都は楽しいですよ」


　満面の笑みでそう言ってくれる。ああ、なんていい子なんだろうか！　もうアーシアちゃんは俺の大事な大事な自じ慢まんのアーシアちゃんでございますよ！


「相手がいたほうが効率がいいんじゃないかな？」


　木き場ばの声。見れば木場だけじゃなく、ゼノヴィアまでいた。


「せっかく木刀を買ったんだ。ここを壊こわさない程度に励はげもうじゃないか。あの大王家の次期当主とのゲームも近いしな」


　ゼノヴィア……。うれしいけど、木刀を持って観光する気かな？　観光地を破は壊かいしないで敵の攻撃に備えるには仕方ないのかな。


　そう思っていると、木場が手元に短刀を創りだした。


「ゼノヴィア、有事の際はこれで戦うといいよ」


「ほう、聖なる短たん剣けんか。これなら鞄かばんに忍しのばせておけるな。ありがたい」


　木場から短剣を受け取り、ゼノヴィアは手で器用にくるくる回していた。木場は禁手バランス・ブレイカーとなったことで魔ま剣けんだけじゃなく、ちょっとした聖せい剣けんも創りだせるようになったんだったな。本場の伝説の聖剣に比べると全然力が足りないようだが……。


　──しかし、敵か。


　自分でも先ほどそう思ってゲンナリした。


　ここでも戦いがあるかもしれないのか。俺のドラゴンの力が引き込んでいる？……それだけは嫌いやだな。


　俺は顔を手でパンと叩たたいて気合を入れた。気を取り直さないと。


「よっしゃ！　朝の点呼前までに一勝負しようか！」


　こうして朝のトレーニングを再開したのだった。





　　　　─○●○─





「──じゃあ、野や郎ろうども！　行くわよ！」


「「「おおーっ！」」」


　桐生きりゆうがメガネをキラリと光らせながらバス停を指さし、俺たち男子が雄お叫たけびをあげた！


　大変なこともあった初日だったけど、先生たちのお言葉に甘えて観光できるうちに観光しておこうと思った。匙さじたちも今日は各所回るって言ってたしな。


　二日めは京都駅前のバス停から清水寺行きのバスに乗ることから始まる。俺たちは京都駅でバスの一日乗車券を買うと他の生徒たちと共に並びながらバスを待った。


　乗車したあとは清水寺までバスで移動だ。見知らぬ街の風景を眺ながめながら下車する予定のバス停に到とう着ちやく。


　周辺を軽く探たん索さくし、坂を上って清水寺を目指す。おおっ、趣おもむきのある日本家屋のお店が両りよう脇わきに建ち並んでる。


「ここ三年坂って言って、転ぶと三年以内に死ぬらしいわよ？」


　と、桐生が言う。


「はぅぅぅっ！　それは怖こわいです！」


　アーシアがマジで怖がり、俺の腕うでにつかまった。ま、まあ、ただの言い伝えだろうけど、アーシアはドジっ子だから転びそうで怖いのは確かだ。俺につかまっていたほうが安全だな。


　──と、ゼノヴィアも俺の空いている腕につかまってきた。


「ど、どうした、ゼノヴィア？」


　俺が怪け訝げんに思って訊きくと、表情は変えずとも若干震ふるえて言う。


「……日本は恐ろしい術式を坂に仕込むのだな」


　信じてる!?　ゼノヴィアさん、たまに壮そう大だいな勘違いをなさるね！　でも、そこがかわいいところだと思う。


　こうして俺は二人の美少女を両脇にしながら、坂を上ることとなった。その間、野郎二人からの恨うらめしい視線を感じたが……。ふふふ、適度な嫉しつ妬とが心地よいぜ。


　坂を上り切ると大きな門が現れる！　ここが清水寺か！


　門──仁王門を潜くぐり、寺へ！


「見ろ、アーシア！　異教徒の文化の粋すいを集めた寺だ！」


「は、はい！　歴史を感じる佇たたずまいです！」


「異教徒バンザイね！」


　教会トリオは興奮気味に失礼なことを言い合っていた！　キ、キミたち、いちおうここにも神さま仏さまがいるんだからさ。見ていると思うし、あまり失礼のないように、ね？


　テレビで見ていた清水の舞ぶ台たい！　下を眺めると……うん、高いけど、いまの俺なら落ちても平気な具合かな？　などと思ってしまう。いかんいかん。俺、戦せん闘とう的なものが身にしみすぎてるよ！


「ここから落ちても助かるケースが多いらしいわよ」


　桐生がそんな説明をくれる。へー、人間でも平気なのか。つーか、落ちる人いるの？


　境けい内だいに安全と合格の祈き願がんや恋れん愛あい成就を願う小さなお社などがあった。


　いちおう、賽さい銭せん箱ばこに小銭を入れて願っておく。俺も学生だしね。でも悪あく魔まだから、どこまで仏さまが叶かなえてくれるかわかったもんじゃないか。けど、俺も大学は出たい。


「兵ひよう藤どう、アーシアと恋愛のくじやってみたら？」


　桐生に促うながされ、俺とアーシアは恋愛のくじを引く。……相性はどれどれ。


「大だい吉きちだって。将来安あん泰たい。俺たち、お似合いだってよ、アーシア」


　俺がかいつまんでくじの内容をアーシアに伝えると──アーシアは頰ほおを赤く染めて大喜びしている様子だった。


「はい！　うれしいです！……うれしいです、本当に……」


　くじを大切そうに抱だいて、涙なみだぐんでいた！　おおっ、ここまで喜んでくれるとは、俺も恥はずかしくなっちゃうぜ！　まあ、ここの仏さまは俺とアーシアの仲を保証してくれたわけだ。ありがとうございます！　もう一度拝んでおいた。


「よかったな」


「ええ、よかったわ」


「私もなんだか安心したわ」


　横でゼノヴィア、イリナ、桐生がうれしそうにうんうんうなずいていた。やめてくれよ、マジ恥ずかしいんだから。


「……俺たち、蚊か帳やの外じゃね？」


「泣くな、松田よ。ホテルに帰ったらイッセーを殴なぐればいい」


　ああ、男二人が隅すみでどんよりした空気をかもし出している！


　俺たちはその後、寺を一回りし、記念の品を手軽く買うと、バス停に歩を進めた。


「次は銀閣寺。パパッと行かないと時間なんてすぐに過ぎてしまうわよ」


　時計を見ながら桐生が先導する。確かにいつの間にか午前十時を過ぎていた。あと二か所回るなら、桐生の言うように足早で向かわないとダメだな。


　次は銀閣寺だ！　銀閣寺行きのバスに乗り、俺たちは清水寺をあとにした。








「銀じゃない!?」


　銀閣寺に着き、寺を見たゼノヴィアが開口一番に叫さけんだのがそれだった。


　ま、まあ、銀閣寺は銀じゃないよね。ゼノヴィアのショックっぷりは尋じん常じようじゃなく、開いた口が閉じないほどだった。


「……ゼノヴィアさんはお家うちでも『銀閣寺が銀で、金閣寺が金。きっとまぶしいんだろうな』って瞳ひとみを輝かがやかせて言っていたものですから」


　アーシアがゼノヴィアの震える肩かたを抱きながら、そう言った。


　そうか。よほど、幻げん想そうを抱いていたんだな。


「建設に携たずさわった足あし利かが義よし尚ひさが死んだから銀ぎん箔ぱく貼はるの止やめたとか、幕府の財政難で中止になったとか、諸説あるけど、銀箔じゃないわね」


　桐生がそう説明をくれる。いやー、メガネ女子は事前に情報を調べてきたのか、名所について詳くわしいね。


　しかし、伏ふし見み稲荷いなりでも思ったけど、京の山は木々が秋模様でキレイだ。秋に修学旅行で良かったぜ。いや、冬も冬景色で風流なのかな？


　銀閣寺も一通り回ると、近くのお店で昼食を済ませて、次の金閣寺へ向かった。もちろん、境内で関連グッズも買ったぜ。








「金だっ！　今度こそは金だぞ！」


　金閣寺に着き、寺を見たゼノヴィアは開口一番に叫んだのがそれだった。


　先ほどと違ちがい、えらいはしゃぎようだった。いやー、チョー喜んでる。


「金だぞぉぉっ！」


　両手をあげてゼノヴィアがお顔を輝かせるほど、金閣寺はすんごい金ピカだ！　テレビで見たことあるけど、実際に見るとその輝かしさに圧あつ倒とうされるわ。


　他の生徒たちも来ていて、皆みんな撮さつ影えいしていた。うちの松田も夢中でパシャパシャとカメラで撮とってるもんな。俺も記念に写メしておこうっと。駒王学園にいる他のメンバーに送信送信。


　見て回ったあと、お土産みやげを買い、休きゆう憩けい所──お茶屋で一休みすることに。


「どうぞ」


　和服のお姉さんが淹いれたての抹まつ茶ちやを運んできてくれた。和わ菓が子しも添そえてね。


　口にしてみると──思っていたほどの苦みはなかった。むしろ、和菓子と共にいただくと風味も感じられてちょうどいいぐらいだ。


「うん、悪くないわね」


　イリナも気に入っているようだった。


「少し苦いです」


　アーシアはちょっとダメか。でも、ちょびちょび飲んでいるから、嫌きらいってほどでもないか。


「……金ピカだった」


　ゼノヴィアはいまだ覚めぬ夢のなかのようだ。よほど金閣寺を見た感動がデカいみたいだね。目が爛らん々らんと輝いてるし。お茶どころじゃないか。


　つーか、今日のゼノヴィアは見たことのない側面ばかりで見ていておもしろい。案外、学生生活を満まん喫きつしているのはゼノヴィアかもしれないな。


「ゼノヴィア、記念に祈いのっておきましょう！」


　イリナの提案にゼノヴィアはうなずく。


「そうだな」


「私もお祈りします！」


　アーシアも続き、「「「ああ、主よ！」」」ってトリオは天にお祈りしていた。どういう記念だろうか……。


　あ、もう午後二時を回る。かなり早足で観光地を回っているんだけど、目を奪うばわれるばかりで時間の経過がおそろしく早く感じるな。


　そういや、金閣寺入ってすぐに鐘かね突つきするのに全員で並んだりしたし、案外時間かかっているか。


「キャー、痴ち漢かん！　変態！」


　あ、女性の声だ。気になってお茶屋を出てみると、男性が係の人に取り押さえられていた。


「お、おっぱいを！　おっぱいをくれ！」


　金閣寺で痴漢かよ。ったく、せっかくの観光気分が台なしだ。


　同じく休憩所から顔を出している松田がつぶやく。


「痴漢かー。そういえばさ、朝のテレビニュースでもやってたぜ、痴漢報道。祗ぎ園おんのほうで痴漢があったらしいぞ。昨日の駅のことといい、ちょっと多いな」


　そう言う松田に元浜がメガネをくいっとあげながら物申す。


「おまえが何を言う松田よ。行きの新幹線で俺に襲おそいかかってきたくせにな」


　そんなこともあったな。


「いや、なんだかさ、あのときは寝ねぼけていたというか、意識がおかしかったというか、やたら乳に触さわりたかったんだよな。なんだろう、あの感覚」


　首を傾かしげる松田。まあ、男子たるもの乳のひとつぐらい常にもみたいと思うわな。


「それは青春だな」


　元浜がそう言うと松田も「若さゆえの過あやまちかー」とうんうんうなずいていた。でも、男の乳はカンベンだ。


　そんなふうに俺もうんうんうなずいていると──ふいにケータイが鳴った。


　あらら、朱あけ乃のさんからだ。何だろうか？


「はい、もしもし。どうしたんですか、朱乃さん？」


『もしもし、イッセーくん。いえね、大したことではないのだけれど……。ちょっと気になったことを小こ猫ねこちゃんが言っていたの』


「気になること？」


『さっき、写メを送ってくれたでしょう？』


「ええ、金閣寺を写したやつですよね。それが何か？」


　訝いぶかしく思う俺に朱乃さんは言う。


『その写真にね。写っているらしいのよ』


「写っている？」


『ええ、風景に狐きつねの妖よう怪かいが何体か写っているみたいなの。何か起こっているの？　狐の妖怪自体は京都では珍めずらしくないのだけれど……』


　朱乃さんの少し心配げな声音。


　俺は朱乃さんに電話をもらい、ちょっと悪寒を感じてしまった。


「いえ、だいじょうぶですよ。あ、ちょっとアーシアが呼んでいるみたいなんで、またあとで」


『……何かあったら連れん絡らくをくださいね？』


「はい」


　そのやり取りをして、電話を切った。……アーシアに呼ばれたってのはウソだけどさ。


　先ほどの写メを確認。普ふ通つうの金閣寺を写した風景にしか見えないが……。俺にはわからん。心しん霊れい写真の類たぐい？　まあ、猫ねこ又また──小猫ちゃんだからこそわかるものがあるのだろう。


　とりあえず、朱乃さんからの電話をアーシアたちに伝えたほうがいいな。


　と、お茶屋のほうを振ふり返かえると──松田、元浜、桐生が眠ねむりこけていた！　疲つかれからの眠りじゃないよな……。俺が電話に出ていた少しの間に三人が眠るなんてあり得ない。


　現にアーシアたちは起きている。てか、ゼノヴィアが女性店員を怖こわい顔でにらみつけていた。


　怪け訝げんに思い、女性のほうに視線を送る。……なるほど、ゼノヴィアが警けい戒かいするわけだ。


　頭部に獣耳が生えてるもんな。尻尾しつぽも出てるし。……人間じゃないね。見れば、周囲はいつの間にか獣耳の方々ばかりだ。普通の観光客は皆みんなその場で倒たおれ込むように寝ている。


　……ハハハ、有名な観光地ならさすがに襲しゆう来らいしてこないかと高をくくってたら、これだもんな。金閣寺も妖怪さんの縄なわ張ばりですか。


　ゼノヴィアがバッグから素早く聖なる短たん剣けんを取りだし、アーシアを背後に隠かくした。


　俺も左手を構え、籠こ手てを出現させようと──。


「待ってください」


　聞き覚えのある声に俺たちはそちらに顔を向けた。そこには──ロスヴァイセさん！


「ロスヴァイセさん！　どうしてここに？」


　俺の問いにロスヴァイセさんは息を吐つきながら言う。


「ええ、あなたたちを迎むかえに行くようアザゼル先生に言われました」


「先生に？　何が起こっているんですか？」


　俺が周囲に目を配らせながら訊きくが……思ってみれば昨日襲いかかってきたときのような敵意を妖怪たちから感じない。


「停戦です。というか、誤解が解けました。──九尾のご息そく女じよがあなたたちに謝りたいと言うのです」


　ロスヴァイセさんがそう言う。


　あらら、停戦？　誤解が解けた？　じゃあ、もう狐さんたちが襲ってくることはないと？


　疑問の残る俺たちに獣耳のお姉さんが一人、前に出て深く頭を下げてくる。


「私は九尾の君に仕える狐の妖あやかしでございます。先日は申し訳ございませんでした。我らが姫ひめ君ぎみもあなた方に謝罪したいと申されておりますので、どうか私たちについてきてくださいませ」


　ついてきて欲しい？　どこに？──と訊く前に狐の妖怪というお姉さんが続けた。


「我ら京の妖怪が住む──裏の都みやこです。魔ま王おうさまと堕だ天てん使しの総そう督とく殿どのも先にそちらへいらっしゃっております」


　どうやら、俺たちが観光している間に上が誤解を解いてくれていたようだった。





　　　　─○●○─





　俺たちが足を踏ふみ込んだのは──異界ともいえる場所だった。


　江え戸ど時代の町並みのセットのごとく、古い家屋が建ち並び、扉とびらから窓から通り道から、面めん妖ような生き物たちが顔を覗のぞかせていた。


　金閣寺の人気のない場所に設置してあった鳥居。そこを潜くぐると一転して別世界だった。


　薄うす暗ぐらい空間。独特の空気。先ほど説明した古い家屋群。そして、そこの住人たちが俺たちを迎えてくれた。……一つ目の大きな顔の妖怪、河童かつぱらしき頭部に皿のある妖怪、立って歩く狸たぬきなどなど、お話で聞いていたような生物がたくさんいる。


　皆、好こう奇きの視線を向け、俺たちを見ていた。


　狐の姫さまがいるという場所まで狐のお姉さんの案内で歩く俺たち。薄暗いなか、唯ゆい一いつの光源ともいえる灯ともし火びが道の先まで点々と続いている。


「うきゃきゃきゃ」


　うおっ！　ビックリした！　提ちよう灯ちんに目と口が現れて突とつ然ぜん笑いだしたよ！　いまの有名な提灯お化けか？


「すみません。ここの妖怪たちはイタズラ好きで……。害をなす者はいないと思いますが……」


　と、先導の狐のお姉さんが歩きながら謝ってきた。


「ここは妖怪の世界なんですか？」


　俺の問いだ。この空間が京都と繫つながっているってことはわかるんだけどね。


　狐のお姉さんが答えてくれる。


「はい、ここは京都に住む妖怪が身を置く場所です。悪あく魔まの方々がレーティングゲームで使うフィールド空間があると思いますが、あれに近い方法でこの空間を作りだしていると思ってくれてかまいません。私たちは裏うら街まち、裏京都などと呼んでおります。むろん、ここに住まず表の京都に住む妖怪もおりますが」


　裏の京都か。なるほど、悪魔のゲームフィールドに近いのね。


「……人間か？」


「いんや、悪魔だってよ」


「悪魔か。珍しいなや」


「あのキレイな外国の娘むすめっ子こも悪魔か？」


「龍りゆうだ、龍の気配もあるぞ。悪魔と龍……」


　妖怪たちの話し声が聞こえてくる。悪魔が珍しい感じだ。まあ、ここは妖怪の領域だし、仕方ないのかな。


　家屋が建ち並ぶ場所を抜ぬけると、小さな川を挟はさんで林に入る。そこをさらに進むと巨きよ大だいな赤い鳥居が出現した。


　その先にデカい屋や敷しきが建っている。古さと威い厳げんを感じさせる佇たたずまいだ。


　あ、鳥居の先にアザゼル先生と着物姿のレヴィアタンさまがいる！


「お、来たか」


「やっほー、皆☆」


　妖怪の世界に来ても二人は変わらないな。


　二人の間に金きん髪ぱつの少女がいた。俺を襲ってくれた女の子。九尾の娘さんでいいんだよね？


　今日は巫み女こ装束ではなく、戦国時代のお姫さまが着るような豪ごう華かな着物に身を包んでいた。


　あー、こう見ると確かに小さなお姫さまだ。


「九重くのうさま、皆みなさまをお連れ致いたしました」


　狐のお姉さんはそれだけ報告すると──ドロンと炎ほのおを出現させて消えてしまった。……あれか？　狐きつね火びってやつ？


　お姫さまは俺たちのほうに一歩出てきて口を開く。


「私は表と裏の京都に住む妖怪たちを束ねる者──八や坂さかの娘、九重と申す」


　自己紹しよう介かいをしたあと、深く頭を下げてきた。


「先日は申し訳なかった。お主ぬしたちを事情も知らずに襲ってしまった。どうか、許して欲しい」


　と、謝ってもらったわけだけど……。俺は困り顔で頰ほおをかいていた。


「ま、いいんじゃないか。誤解が解けたのなら、私は別にいい。せっかくの京都を堪たん能のうできれば問題ないよ。もう二度と邪じや魔まをしないならね」


　ゼノヴィアはそう言う。京都でまで戦いたくないって心境もあるんだろうな。


「そうね、許す心も天使に必要だわ。私はお姫さまを恨うらみません」


　イリナも続く。アーシアもニッコリ笑顔で言った。


「はい。平和が一番です」


　三人がそう言うなら俺が断る理由もない。てか、先に言われちまって、男として情けない限りだぜ。


「てな感じらしいんで、俺も別にもういいって。顔あげてくれよ」


「し、しかし……」


　うーむ、あのときのこと、俺たち以上に気にしてるみたいだな。俺はひざをつき、少女──九重に目線を合わせて言う。


「えーと、九重でいいかな？　なあ、九重、お母さんのこと心配なんだろう？」


「と、当然じゃ」


「なら、あんなふうに間ま違ちがえて襲しゆう撃げきしてしまうこともあるさ。もちろん、それは場合によって問題になったり、相手を不快にさせてしまう。でも、九重は謝った。間違ったと思ったから俺たちに謝ったんだよな？」


「もちろんだとも」


　俺は肩かたに手を置き笑顔で続けた。


「それなら俺たちは何も九重のことを咎とがめたりしないよ」


　九重は俺の言葉を聞き、顔を真っ赤に染めてもじもじしながらつぶやいた。


「……ありがとう」


　うん、これでＯＫだろ。もう誤解は解けた。


　立ち上がる俺にアザゼル先生が小こ突づいてくる。


「さすがおっぱいドラゴンだな。子供の扱あつかいが上じよう手ずだ」


「ちゃ、茶化さないでくださいよ。これでも精せい一いつ杯ぱいなんですから！」


「いやいや、さすがおっぱいドラゴンだ」


「はい、さすがです！　感動しました！」


「本当、見事な子供の味方よね」


　照れる俺にゼノヴィア、アーシア、イリナがうんうんうなずきながら賛辞をくれた。


　キミたち、マジで恥はずかしいからやめておくれ！


「ちょっと見直しました。教師として鼻が高いです」


　ロスヴァイセさんのなかで俺の評価が少し上がったようだ。……現状、どれだけ低いのだろうか？　百均について語り合えば評価が上がりそうだけどさ……。


「ま、負けていられないわ！　こんなところでまでおっぱいドラゴンの布教だなんて！　魔ま女じよっ子テレビ番組『ミラクル☆レヴィアたん』の主演としては負けていられないんだから！」


　レヴィアタンさまに変な対たい抗こう意識を燃やされているーっ!?　ったく、本当に悪魔は平和だよね！


　九重は照れながら俺たちに言った。


「……咎とががある身で悪いのじゃが……どうか、どうか！　母上を助けるために力を貸してほしい！」


　それは少女の悲痛な叫さけびだった。








　この京都を取り仕切る妖よう怪かいのボス──九尾の狐きつねこと『八や坂さか』は、須しゆ弥み山せんの帝たい釈しやく天てんから遣つかわされた使者と会談するため、数日前にこの屋敷を出たという。


　ところが、八坂さんは帝釈天の使者との会談の席に姿を現さなかった。不ふ審しんに思った妖怪サイドが調査したところ、八坂さんに同行していた警護の烏からす天てん狗ぐを保護した。瀕ひん死しの状態だったそうだ。


　その烏天狗が死の間際、八坂さんが何者かに襲撃され、さらわれたことを告げたらしいんだ。


　で、京都にいる怪あやしい輩やからを徹てつ底てい的てきに捜さがしていた、と。俺たちはそのとき襲撃を受けたことになる。


　その後、先生とレヴィアタンさまが九重たちと交こう渉しようし、冥めい界かい側の関かん与よはないことを告げ、手口から今回の首しゆ謀ぼう者しやが『禍の団カオス・ブリゲード』の可能性が高いと情報を提供した。


「……なんだか、えらいことになってますね」


　今回の経けい緯いについての説明を受けての、俺の意見だった。


　俺たちは屋敷に上がらせてもらっていた。大広間で九重を上座にして座っている。


「ま、各勢力が手を取り合おうとすると、こういうことが起こりやすい。オーディンのときもロキが来ただろう？　今回はその敵役がテロリストどもだったわけだ」


　先生が不ふ機き嫌げんそうにそう言う。平和な日常を願う先生は、テロリストを絶対に許さない姿勢だもんな。きっと腹のなかは煮にえくり返かえっていると思う。


　九重の両りよう脇わきには先ほどの狐のお姉さんと山やま伏ぶし姿で鼻の長いじいさん。じいさんのほうは天てん狗ぐの長おさで、古くから九尾の一族と親交が深いそうなんだ。今回もさらわれた八坂さんと娘の九重を心底心配している様子だった。


「総そう督とく殿どの、魔ま王おう殿、どうにか八坂姫ひめを助けることはできんのじゃろうか？　我らならばいくらでも力をお貸し申す」


　と、天狗のじいさんもそう言ってくれる。


　天狗のじいさんが一枚の絵画を見せてくれた。巫女装束を着た金髪のキレイなお姉さんが描えがかれていた！　頭部にピンと立った獣耳！　ま、まさか……。


「ここに描かれておりますのが八坂姫でございます」


　マジか！　おっぱいチョーデカいじゃん！　巫女装束の上からでもその存在がわかるほどだよ！　こ、こんなデカ乳の狐きつね姫ひめをさらってテロリストどもは何を……。ひ、卑ひわいなことをしていたら俺が許さん！


「八坂姫をさらった奴やつらがいまだにこの京都にいるのは確実だ」


　先生はそう口にした。


「どうしてそう思うんですか？」


　俺の疑問だ。先生はうなずきながら説明をくれる。


「京都全域の気が乱れていないからだ。九尾の狐はこの地に流れる様々な気を総そう括かつしてバランスを保つ存在でもある。京都ってのはその存在自体が大規模な力場だからな。九尾がこの地を離はなれるか、殺されていれば京都に異変が起こるんだよ。まだその予兆すら起きていないってことは、八坂姫は無事であり、さらった奴らもここにいる可能性が高いってわけだ」


　きょ、京都ってそんな事情のある都市だったんですか！　知らんことばかりだな……。


　でも、八坂さんが無事なら助けられる可能性も高い。


「セラフォルー、悪魔側のスタッフはすでにどれぐらい調査をおこなっている？」


「つぶさにやらせているのよ。京都に詳くわしいスタッフにも動いてもらっているし」


　先生が俺たち眷けん属ぞくを見み渡わたすように視線を向ける。


「おまえたちに動いてもらうことになるかもしれん。人手が足りなさすぎるからな。特におまえたちは強者との戦いに慣れているから、対英えい雄ゆう派の際に力を貸してもらうことになるだろう。悪いが最悪の事態を想定しておいてくれ。あと、ここにいない木場とシトリー眷属には俺から連れん絡らくしておく。それまでは旅行を満まん喫きつしてていいが、いざというときは頼たのむぞ」


『はい！』


　先生の言葉に俺たちは応じた。


　結局、旅行どころじゃなくなってきたな。まあ、今日のうちにめぼしいところを回っておいて正解だったか。


　九重が手をつき、深く頭を下げる。両脇の狐のお姉さんと天狗のじいさんも続く。


「……どうかお願いじゃ。母上を……母上を助けるのに力を貸してくれ……。いや、貸してください。お願いします」


　──っ。


　こんな小さな子が頭を下げ、声を涙なみだで震ふるわせている。


　お姫さまな言こと葉ば遣づかいをしているけど、まだお母さんに甘えたい歳としだろう。


　……俺は心の底で少しずつ怒いかりが込み上がっていた。


　何が目的か知らないけど、『禍の団カオス・ブリゲード』の奴ら、会ったら絶対にとっ捕つかまえてやる！　あんな乳の大きいお姉さんをさらうなんて絶対に許されない！


　そして思った！　助けたらきっと八坂さんが何かご褒ほう美びをくれるんじゃないかって！


『うふふ、お主が赤せき龍りゆう帝ていか？　わらわを助けてくれたようじゃな？　さて、どんな褒美をくれようか……。なんじゃ、わらわの体ばかり見おって……。そうか、お主はわらわの体を所しよ望もうするか。ふふふ、よかろう、極上の喜びを教えてやるぞ？』


　たらり……。エロ妄もう想そうをしていて鼻血が出てしまった。着物を妖よう艶えんにはだける九尾のお姉さんが脳内で大変なことになってます！　乳が！　乳がぁぁぁあっ！


「……イッセーさん、エッチなこと考えてませんか？」


　アーシアがジト目で俺を見ている。アーシアちゃん、こういうことに関してたまに勘かんが鋭するどい！


　俺は頭を振ふって切きり替かえる。いかんいかん。幼いお姫さまの懇こん願がんなんだぞ！


　気持ちを新たに決意し、旅行中の戦せん闘とうを覚かく悟ごした。


　しかし、俺の出ていった可能性はどこに行ったのか……。いまだ帰ってくる気配はなかった。京都にいるのかな……？


　なんとなく、そんな遠くにいるような感じでもないんだが……。





　　　　─○●○─





「うあー、いろいろありすぎだ」


　夜、俺は部屋の布団に転がっていた。夕飯も済んで、風ふ呂ろにも入った。いやー、バイキング最高だね。しかもどれもこれも高級そうなのばかりだった。


　……妖怪の世界で過ごしたあと、再び俺たちは金閣寺に戻もどった。寝ねていた松田たちを起こして、そのまま観光を再開。お土産みやげを買ったりして、帰き還かん時間まで金閣寺周辺で楽しんだんだ。


　ホテルに帰ってから、木場とシトリー眷属を加えて今後についても話し合った。


　明日あしたは、予定通りの観光地巡めぐりをする。ただし、ホテルにいつでも戻れる転移用魔ま方ほう陣じんの携けい帯たい簡易版を持っていく。俺たちを統とう括かつしているアザゼル先生からの連絡しだいで観光を中止してホテルに戻らないといけない。


　正直な話、観光どころじゃない雰ふん囲い気きになってきているんだが……。明日は嵐あらし山やま方面を攻せめる予定だったんだけど、そこで九重が観光の手伝いをしてくれるそうなんだ。


　初日に襲しゆう来らいしてきたときの謝罪という意味合いもあっての観光案内らしい。俺たちはもう気にしてないからそういうのはいいと断ろうとしたんだが、あちら側がぜひともというので好意を受けることにした。ていうか、受けとけと先生に言われたんだ。


　これも冥界と妖怪の協力態勢の第一歩だそうです。相手は妖怪の総大将の娘むすめ、超ちようＶＩＰだ。それとの交流を俺たちに一任か……。明日は失礼のないようにしようっと。


　……部長は何をしているかな。朱乃さんは……小猫ちゃんは……。あ、ギャスパーもいたっけ。と、駒王学園に残ったメンバーに想いを馳はせてみたり。


　俺たちが『禍の団カオス・ブリゲード』の件に巻き込まれているなんて露つゆほども思っていないんだろうな。今回の件はまだあちらに対してかん口状態だしな。


　……うぅ、部長のおっぱいが恋こいしい。帰ったらあの胸に飛びこむぜ！


　さて、就しゆう寝しん時間までどうしたものか。松田と元浜が女風呂の覗のぞきに挑ちよう戦せんするとかで部屋を飛びだしていったようだが……。俺は今回パス。いや、ロスヴァイセさんとシトリー眷属の強力な布ふ陣じんの突とつ破ぱに挑戦してもいいんだけど……うーん、どうしたものか。


　女風呂覗きをするか否か悩なやんでいるときだった。


　コンコン。


　部屋の扉とびらがノックされる。


「はい」


　返事をすると──。


『イッセーさん、私です』


　アーシアの声だ。どうしたんだろうか？


「どうぞ」


　扉を開けて入ってきたのは寝ね間ま着き姿のアーシア一人だった。


「どうした、アーシア？」


「はい、遊びに来ました。あとでゼノヴィアさんとイリナさんも来ますよ。桐生さんは他のクラスの女子と京都について情報交こう換かんするそうで来られないそうですけど」


　マジか！　美少女三人が俺の部屋に遊びに来る！　最高じゃないか！　何をしようか？


　そ、そうだ！　こ、ここはひとつ野球拳けんでも……ぐふふ！　こういうときのイベントのお約束だよね！


　などとスケベなことを企たくらんでいると──。


『イッセー！』


『ついに見つけたかもしれないぞ！』


　──っ！　廊ろう下かから松田と元浜の声！　俺の部屋に入ってくるつもりか！


「ア、アーシア！　こっちだ！」


「え？　イ、イッセーさん？」


　俺は──なぜだかこの場面を野や郎ろう二人に見られたくないと感じて困こん惑わくしているアーシアを連れて押し入れのなかに逃にげ込んだ。


　なかから引き戸をしめて、暗がりのなか、戸と惑まどうアーシアに静かにするようシーッと指を立てた。


　少しして、部屋の扉を開けて入室してくる足音がふたつ。


『あら、イッセーいねぇじゃん』


『もしかしたら、あいつも女風呂を覗けるという例のスポットに気づいたのかもしれん』


『なに!?　それは大変だ！　あいつめ、先に女体を拝むつもりか！』


『ああ、そうに違ちがいない！　行くぞ、松田！』


『おう！』


　ドタドタ。今度は部屋を勢いよく飛び出して行く足音。どうやら、二人とも部屋を出ていったようだ。


　ていうか！　女風呂を覗ける例のスポットだと!?　なんだ、それは！　そ、そんなところがあったのか……。クソ！　めっちゃ気になる！　どうしたものか……！


　二人が残していった言葉に脳みそを支配されかけている俺の腕うでをアーシアがぎゅっとつかんできた。


　アーシアのほうに目をやれば──何かを言いたそうな雰囲気だった。そして意を決したように口を開く。


「……イッセーさん、リアスお姉さまと東京駅のホームで……キスしてましたよね？」


　──っ。み、見られてたのか。気になって、一度俺と部長のもとに戻ってきて偶ぐう然ぜん見かけたとかかな？　どちらにしてもあの場面をアーシアに見られてしまったようだ。


「あ、あれは別れのキスで……」


「……そ、そうですか。そんなに親しくキスをできるように……そうですよね、イッセーさんとリアスお姉さまは……。でも、私だって、イッセーさんのことを──」


　アーシアが俺の顔を正面から見る。表情に艶つやがあるように思えた。


「私とも……キスしてくれますか？」


　アーシアはそう告げてくると──俺に顔を近づけてきた。


　二度目のキスだった。


　自然と──。本当に自然にお互たがいの唇くちびるが重なった。エッチな気分でも、勢いに身を任せたわけでもなく、お互いにお互いが大切だからこそのキス──。


　唇を重ねた瞬しゆん間かん、愛いとしい気持ちと共に驚おどろくほど安あん堵どに包まれる自分がいた。こんなにも大事で大切なんだと痛感させられる。


　アーシア──。


　俺のアーシア。絶対に一いつ緒しよにいよう。何百年、何千年、一万年経とうとも──。


　俺たちはずっと一緒だから。


　そんなふうにロマンチックな気分に浸ひたっていた刹せつ那な──。


　スーッと引き戸が開けられる！


「まっ！　あらら！　ちょ、ちょっと、ゼ、ゼノヴィア、すごいわ！」


　寝間着姿で髪かみをおろしたイリナが引き戸を開けてきて、俺と目が合った！


「どうした、イリナ。おおっ、貴重なアーシアのキスシーンだぞ。イッセーの部屋に遊びに行くとはこういうことか、アーシア。まったく、恐おそれ入いるな」


　今度は同じく寝間着姿のゼノヴィアも！


　俺とアーシアは──もろにキスをしていた！


　なんてことだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああっ！


　音もなく部屋に入ってきやがったのか、こいつら!?　そういや、あとで二人が来るってアーシアが言ってたな！


　完全に油断してた！　ムードが高まっていたから隙すきだらけだった！


　見られた！　もろに見られた！　俺とアーシアがぶちゅーってしてるところを！


　俺とアーシアが急いで唇を離はなす！　クソ！　唾だ液えきの糸がツーッと！　し、舌がちょろっと絡からんだところでタイミングよく押し入れを開けやがって！


「雰囲気から察するに初めてではないな？　ぬぅ……。アーシアはいつも私を超こえていく……」


「そうねそうね！　アーシアさんって、たまにとても大だい胆たんだからこういうのもスピーディなのよ！」


　当のゼノヴィアとイリナは興きよう味み津しん々しん、頰ほおを染めて盛り上がっていた！


　ボンッ！


　何かが爆ばく発はつするような音！　見ればアーシアが顔を最大にまで真っ赤にしていた！


「あ、あ、あうぅぅぅ、はふぅぅぅぅぅ……っ」


　あーっ！　アーシアちゃんがあまりの恥はずかしさに目をぐるぐるさせながら、その場で気を失っちゃったよ！


「アーシア！　おい、アーシアしっかりしろ！　恥ずかしいのは俺も一緒だ！　つーか、いまの状じよう況きようはアーシアに耐たえられるわけねぇか！」


「お邪じや魔まするぞ」


「じゃあ、わ、私も」


　アーシアを介かい抱ほうしていたら──ゼノヴィアとイリナも押し入れのなかに入ってきやがったぁぁぁぁぁっ!?


　しかもご丁てい寧ねいになかから戸を閉めやがってさ！


「すまん。イッセーの部屋に遊びに来たんだ。そしたら、いないからもしやと思って押し入れを開けたしだいだ」


　と、ゼノヴィアは特に悪びれた様子もなく淡たん々たんと説明してきた！


　俺の部屋は緊きん急きゆう時に使うはずだったのにとんだ緊急事態になっちまってますよ！


　──っ！　ゼノヴィアがのそのそと近づいてくる！


「な、なんだよ、ゼノヴィア？」


　怪け訝げんに思う俺にゼノヴィアは平然と答えた。


「アーシアの次は私だ。キスか、性的なことか。で、その次がイリナだ」


　な、なんですとぉぉぉぉぉぉぉっ!?　いつの間にそんな展開になっていたんだよ！


「え!?　私も!?　ウソ！」


　ゼノヴィアの言葉に目玉が飛び出るほどの驚きを見せるイリナ。想像もつかない状況に巻き込まれているようだ。


「いい機会だ、イリナ、おまえも男を知っておけ」


「知ったら私、堕天しちゃうんですけど!?」


「そこは気合で乗り切れ。案外、堕おちないで済むかもしれない」


「気合で!?　そ、そうなのかしら……。けどけど、ひ、卑ひわいなことしちゃったら、ミカエルさまのＡエースたる私は……！」


　ぶつぶつと独り言をつぶやきながらイリナが何かと格かく闘とうしていた。


　ゼノヴィアの説得が続く。


「イッセーはお買い得だぞ。いい男だ。あと赤龍帝だ。おまえが伝説のドラゴンの子を産めば天界的には戦力となるんじゃないか？」


「……イッセーくんの……赤龍帝の子供……。天界の戦力……」


　あああああ、イリナがついに悩みだした！　やっぱり、そこか！　そこに俺が生きる道があるのですか！


「さて、ではどうしたものか。この狭せまい空間に女三人に男一人だ」


「お、おい！　ゼノヴィア、外の先生はどうした？」


　そう、男女の接せつ触しよくは基本的に禁止。若い男女が同じ部屋で過ごすとなると何が起こるかわかったもんじゃないからね。


　階層ごとに男女の部屋を分けているから、先生たちが終始目を光らせている。就寝前の自由時間といっても定期的に部屋を見回ってくるからこんな場面を見られたら大変なことになるぞ！


「ああ、男性教きよう諭ゆか。天使と悪あく魔まの力でこの部屋に結界を張った。この部屋は誰だれが近寄っても何事も起きていないと感じるようにした。問題ない。ここで艶のある声を漏もらしても誰も来ないぞ」


「よくわからないけど、ここは神聖で魔ま力りよくに満ちあふれた空間よ！」


　ゼノヴィアとイリナが親指を立てて、そう言ってくる！　バカか！　この子たちは本格的にバカなのか！　なんでそういう行動力だけ無む駄だに強いんだよ、教会コンビィィッ！


　心の底から二人のはちゃめちゃぶりに突つっ込こむ俺だが、ゼノヴィアが俺との距きよ離りを縮めてくる！


「よし……。まずは……キスからか？」


　……うぅ、なぜだか、今日はゼノヴィアの唇が官能的に思えてしまう。さっき、アーシアとチューしたから、気分が高まっているせいもあるんだろうか？


「え!?　ゼノヴィア、もうキスをするの!?」


　イリナはまだ心の準備ができていない様子だった。


「ああ、そうだ。私はイッセーと子作りの練習をするぞ。修学旅行でそういうことをするのも乙おつだと桐生も言っていたじゃないか」


　桐生ぅぅぅぅぅぅっ！　あのエロの匠たくみめ！　余計な知識をこいつらに教えるなと言っているじゃないかぁぁぁっ！　でも、ありがとうございます！　このままいけばゼノヴィアとできますか!?　エッチなことがやれちゃいますか!?


「そ、そ、そうだけど！　これは確かにイベント的だわ！　けれど、私は天使でミカエルさまの配下で……クリスチャンなのよ！　エ、エッチなことは……」


「では見ていてくれ。天使に見られながらの子作り。ふふふ、天に選ばれた子供が作れるとは思わないか？　イリナ、そこで貴重な悪魔の子作りを見守っていてくれ。できれば聖なる演出を賜たまわりたい」


　ゼノヴィアが寝ね間ま着きを脱ぬぎだしたっ！　徐じよ々じよに肌はだが露ろ出しゆつしていく。……うぬぬ、無駄のない完かん璧ぺきなボディラインはいつ見ても惚ほれ惚ぼれする！　俺たち悪魔だから暗がりのなかでも目が利く。そのせいか、丸見えなんだよな！


　ゼノヴィアの一言を受けて、イリナは天使の翼つばさと頭の輪っかを出現させた。気分を盛り上げる程度の光量を発してやがる！　便利だな、天使の力って！


「──っ。任せて！　私、ガブリエルさまみたいに生命の神秘の瞬間に立ち会いたいと思っていたの！　ああ、これも三大勢力、天界への、主への信しん仰こうに繫つながるんだわ！」


　天への祈いのりまでしだしてますよ、この天使さん！　天使が見守るなかでの悪魔のエッチとかどんな状況だよ！


　ぶるんっ！


　そうこうしているうちにゼノヴィアがブラジャーを外しやがった！


　ぶばっ！　俺の鼻から血が噴ふき出る！　こいつもおっぱいあるよな、ちくしょう！


　倒たおれるアーシアを尻しり目めにゼノヴィアが俺に抱だきついてくる！　ああああああ、おっぱいの感かん触しよくが俺の体に伝わってくるよ！　やわらかすぎて脳みそが麻ま痺ひしちゃう！


「せっかくだ。アーシアが気づいたら同様に抱いてやるんだぞ。おまえとアーシアが初めて同士ではおまえの不慣れな扱あつかいでアーシアが大変だろう。まずは私で女に慣れろ。そしてその上でアーシアを抱け。これでアーシアは安全だ」


「ああ、ゼノヴィア！　自己犠ぎ牲せいの精神ね！」


　無茶苦茶言っとるわ、この二人！　と、ゼノヴィアが俺の服を脱がしながら俺の体に指を這はわせていく。ゾクゾクしちゃうよ！　ふ、太ももで俺の手を挟はさみやがった！　太もものスベスベむにゅむにゅ具合に思考が飛びかける！


　さらにゼノヴィアは口から艶っぽいものを漏らす。


「……ぁふ……やはり、男の肌は──おまえの肌は心地よいな。触ふれているだけで自分が女なのだと思える」


　ダラダラ。


　鼻から血が止まらない。こ、こいつ、天然で男を言葉で殺す術を身につけてやがるよ！


　こ、こうなったら、覚かく悟ごを決めるしかないのか!?　ゼノヴィア、アーシアとこの押し入れですんごいことをするしかないんだな！


　生なま唾つばを飲み込んで息を整えたあと、俺はゼノヴィアを抱こうと──。


「う、うーん……、あれ、私……」


　アーシアが気づいた！　のろのろと起き上がる。俺とゼノヴィアがいままさに横になろうとしている場面で目が合う！　俺たちを見て、アーシアは目を丸くしていた！


「おー、アーシア。起きたか。ちょうどイッセーから遺伝子をもらうところだったんだ」


　ゼノヴィアは淡々とそう口にする！　い、遺伝子って、お、おまえな！


「い、い、い、いでんし……っ！」


　アーシアも状況を理解して、声を上ずらせていた！


「少し分けてもらうだけだ。安心しろ、全部占せん有ゆうするつもりはない。何回か分けてもらえれば子供もできるかもしれないだろう？」


　ゼノヴィアァァァァァッ！　もう少し女の子的な物言いをしようぜ！　すんごいことを口にしてるよ、おまえは！


「ダ、ダメですぅぅ！　イッセーさんとの……それはダメなんですぅ！」


　アーシアは涙なみだ目めで頰を膨ふくらませて言い返す。


「むっ。少しぐらいいいじゃないか」


　ゼノヴィアも片眉まゆを吊つり上げ、怒いかり気味になっていた。


　二人が言い合い始めた！


「そ、そういう問題じゃありません！　それを得るってことは……そ、そういうことをイッセーさんとすることになって……だからダメです！」


「アーシアも詳くわしくなったな。コウノトリが赤あかん坊ぼうを運んでくると思う時期も卒業か」


「ちゃ、茶化さないでください！　わかりました！　ゼノヴィアさんがそのつもりなら私だってここで宣言します！」


　俺に抱きつき、アーシアが大きな声で言った。


「私がイッセーさんの子供を産みます！」


　…………。俺もゼノヴィア、イリナもアーシアの大胆な発言に一いつ瞬しゆん驚おどろいた。しかも寝間着まで取とり払はらって！　雪のように白い肌が現れる！


　一いつ拍ぱくあけて俺の鼻から血がドバーッと流れていった！


　あ、当たり前だ！　アーシアが俺の、俺の、こ、こ、こ、子供を産むだなんてことを言うなんて……ッ！　自分でも顔が最大にまで真っ赤になるのがわかった！


「すごいわ……異性の遺伝子を巡めぐる女の戦いよ。すごいわ……っ！」


　ハラハラしながら見ているイリナ。おまえ、ちったぁ止めろよ！　天使でしょ！


「イッセーさん。ずっと一いつ緒しよにいるのですから、子供の一人はいて当然ですよね？」


　アーシアが俺にそう問う。俺はもう何がなんだかわからなくなって、曖あい昧まいに発した。


「そ、そうなのかな……？　そういうもの……か？」


「というわけでゼノヴィアさん、私がイッセーさんの子供を授かります！　もうたくさん産んじゃいますから！」


　ゼノヴィアも俺の腕うでをつかんできた。ち、乳ちちが俺の腕にぃぃぃぃっ！


「いや、だからこそ、一回ぐらい遺伝子をくれ。私も子供が欲しいんだ。女だぞ、一度ぐらい出産を体験したい。子育てだってしてみたいんだ」


　う、うぅ！　なんだ、この展開は……？　うれしいんだけど、この息苦しさはなんだろうか？　この押し入れは狭い上にすごく空気が薄うすいんだ！　これは……旅行に出かける少し前、部長、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃんが俺の部屋でひと悶もん着ちやく起こしたときと同じ状態だ……！　女の子って、俺にはわからないことが多すぎるよ！


　にらみ合うアーシアとゼノヴィア。俺はなんとか二人から抜ぬけ出て、目をぐるぐるさせながらも距離を取ろうとして、「ゴツン！」と棚板に頭をぶつけた。


　いってぇ……。狭いからちょっと体勢を変えただけでどこかにぶつかる……。頭を打った勢いで体勢が崩くずれ、前方に体が──。


　もにゅん。


　何やら、俺の手に極上のやわらかな感触が……。


「…………わ、私、イッセーくん……」


　──っ。俺の目に顔を真っ赤にしたイリナの姿が映るっっ！　体勢を崩した衝しよう撃げきでイリナのほうに倒れ込んで──。俺の格好はイリナを押おし倒す格好だった！


　チラリと見ると──寝間着がはだけて、白い乳ち房ぶさが丸見えだった！　お、大きいな、イリナのも！　すっげぇっ！　これが天使の乳首！　ぷっくりした先せん端たんが！　つーか、片手で片乳をもろにもんでるしぃぃぃぃぃっ！


　押し入れの狭い空間だからこそ、こういうハプニングになっちまうんだな！


　イリナの乳、すっげえやわらかくてもっちりしてる！　触さわり心ごこ地ちも触った手全体が自然と乳房にそのまま沈しずんでいくほどだ！　瑞みず々みずしくて、もにゅんもにゅんとつきたてのお餅もちのように弾だん力りよくもしっかりある！


　朱乃さんに負けないスベスベのモチモチ具合だよ、イリナァァァァァッ！


　あ、天使の羽が白黒で点てん滅めつしてる！　堕おちるか堕ちないかの瀬せ戸と際ぎわのようだ！


「……私、初めてだから……こういうとき、わからないよ、イッセーくん……。……わ、私を堕とす気なのね……？」


　普ふ段だん見せない女の顔のイリナ！　これはいかん！　天てん真しん爛らん漫まんのイリナがこんな顔をしたら、全身にすごいものが駆かけ巡るほどの威い力りよくだよ！　しかも髪かみをおろしているせいか、艶つやっぽさによる破は壊かい力も増していた！


「ゴ、ゴメン！」


　とりあえず、謝ってその場を退どこうとしたのだが──ガゴンッ！……再び上の棚板に頭を激しくぶつけてしまった……。……痛い。


　衝撃で下に顔を突っ伏ぷした。──そこにはもちろん。


　もにゅん。


　イリナの乳があった。顔面に伝わる最高の弾力。……ああ、イリナのおっぱいもなかなかに大きくてやわらかでモチモチだったよ……。これが天使の抱き心地ってやつ？


　あ、目がかすんで意識がもうろうと……。


　きっと、頭を打ちすぎたのと、この状じよう況きようで鼻血を流しすぎて……。


「イッセーさん！　だいじょうぶですか!?　イッセーさん！」


「おい、イリナを最初に抱いて気絶というのは私的に納得できな──」


「私、堕ちちゃう……。ああ、主よ、この私をお許しに──」


　三人の声が遠のいていった──。


　教会トリオ、そのチームプレイは凄すさまじいものがあった。





　　　　─○●○─





　次の朝。俺たちの班はホテルを出て京都駅に向かっていた。


（あー、すんげえ夜だった……）


　俺はいまだ覚めぬ夢のなかのような状態だ。昨夜、教会トリオと押し入れのなかでエロエロ体験。死ぬほどうれしい場面でもあり、空気の薄い空間だった……。


　大量の鼻血を噴き、頭をぶつけたショックで気を失った俺だが、朝、目を覚ましたら布団のなかだった。どうにもあのあとロスヴァイセさんが来てくれたようで三人を部屋に帰し、俺を介かい抱ほうしてくれたようだ。ロスヴァイセさん、面めん倒どう見みいいなぁ……。


　しっかし、昨夜アーシアに「子供が欲しい」と言われてドキッとした。けど、うれしかったなぁ……。心底うれしかった。複雑だけど、本当に感動したんだよ！


　そういう体験をするたびに思う。なんていうか、俺は肝かん心じんなところで不ふ甲が斐いない。それは自分でも理解しているんだ。でも、あと一歩踏ふみ込めない。……失しつ恋れんの痛手が心の底で俺を縛しばっているのかな。踏み込んだ先で、彼女たちに嫌きらわれてしまったらと考えてしまうと恐ろしくなってしまう。


　──いまの生活は最高だ。


　そう思ってしまうからこそ、その状況を壊こわしたくないと思ってしまう。


　こんなことじゃ、ハーレム王になんてなれない！　それもわかっている！


　……それにいまのままじゃ、いつまで経っても部長との仲は……。高たか嶺ねの花はな、手の届かない存在。それでもいい。俺は部長のことを──。


　……何か切きっ掛かけがあれば、勇気を持って踏み込めるのかな。


　──次のゲーム。


　サイラオーグさんに勝ったら、俺、部長に──。


「おい、イッセー。何、難しい顔してんだ？」


　松田が俺の顔を覗のぞき込みながら訊きいてくる。


「い、いや、べ、別に……。って、おまえと元浜もすげー顔だよな……」


「まあな」


「名めい誉よの負傷だ」


　俺が言うように松田と元浜は顔が腫はれ上がっていた。バンソーコーなども大量に顔に貼はっている。


　こいつら、昨夜、女風ぶ呂ろを覗けるという例のスポットとやらに行ったらしいんだが、そこはすでに生徒会──シトリー眷けん属ぞくに押さえられていた。それでも突とつ貫かんしたみたいで、ボコボコにされたようだ。


　……シトリー眷属の女子に勝てるわけねぇだろ……。そのあと、俺にも嫌けん疑ぎがかけられたんだが、先ほど言った通りロスヴァイセさんが部屋を見に来てくれたおかげでアリバイは成立した。


　その代わり、今朝、俺と教会トリオはロスヴァイセさんに呼びだされて怒おこられたけどね。


　本当、ロスヴァイセさんは俺たちのいいお姉さん役だ。迷めい惑わくかけて申し訳ないです。


　つーか、アホ二人が勝手に動くと俺にまで嫌疑がかかるんですね！　エロ三人組だから仕方ないのか！　普段からエロエロなせいでそっち方面ではまったく信用されてないぜ。


　と、まあ、その話題はこれ以上いいや。


　さて、気を取り直して観光だ。今日は嵐あらし山やま方面を攻せめる。まずは天てん龍りゆう寺じ！


「天龍寺までは？」


　俺が桐生に訊たずねると、予定表を見ながら答えてくれる。


「えーと、京都駅から嵐山方面行きに乗って、最寄りの駅で降りるわ。そこから徒歩で到とう着ちやくね」


「了りよう解かい。じゃあ、駅まで行くか。部長も言ってたけど、本当、各所への移動はバスと電車なんだな」


「まあ、観光地ってそんなもんじゃね？」


　俺の意見に松田がそう言う。確かに。そういうもんか。


　俺たちは京都駅で嵐山方面行きの電車に乗り、目的地を目指した。


「到着か」


　到着したあとは、天龍寺まで徒歩。看板が出ているから迷うことはないや。


　んでもって、ついに天龍寺に到着。趣おもむきのある門が俺たちを迎むかえてくれる。


「天龍寺か。天龍に由来があるのかな」


『どうだかな。過去、京都でそういう戦いをしたようなしていないような』


　ドライグ、記き憶おくが曖昧なのか。やったとしても相当むかしにやったんだろうから、ここの風景も違ちがっているだろう。わからなくなっても仕方ないのかも。


　大きな門を潜くぐり境内を進んでいく。受付で観光料金を払っていたときだった。


「おおっ、お主たち、来たようじゃな」


　聞き覚えのある幼い声。振ふり返かえれば巫み女こ装束姿の金きん髪ぱつ少女が立っていた。──九重だ。


「九重か」


「うむ。約束通り、嵐山方面を観光案内してやろうと思うてな」


　今日は獣耳と尻尾しつぽを隠かくしているんだな。当然か、俺たち以外に一いつ般ぱんの人間もいるわけだし。


　松田と元浜がちっこい金髪少女を見て驚おどろいていた。


「はー、かわいい女の子だな。なんだ、イッセー、おまえ現地でこんなちっこい子をナンパしてたのか？」


　失敬な、このハゲめ。いろいろあったんだよ。一方、元浜のほうは──。


「……ちっこくてかわいいな……ハァハァ……」


　危険な息づかいになってるー!?　失念していた！　こいつは真性のロリコンだ！


　九重なんてこいつにとってみればどストライクゾーンじゃないか！　メガネが危険な輝かがやきを放っていた。その元浜を吹ふっ飛とばし、抱だきつく者がいた。桐生だ。


「やーん！　かわいい！　何よ、兵藤、どこで出会ったのよ？」


　抱きついて頰ほおずりとかしてる！　桐生、ちっこい子好きなのか。


「は、離はなせ！　馴なれ馴れしいぞ、小こ娘むすめめ！」


　嫌いやがる九重だが、桐生はいっそう喜ぶだけだ。


「お姫ひめさま口調で嫌がるなんて、最高だわ！　キャラも完かん璧ぺきじゃないの！」


　……ダメだ、このメガネ女子。俺は嘆たん息そくしながら、桐生を九重から離し、話題を再開した。


「こちらは九重。俺やアーシアたちのちょっとした知り合いなんだ」


「九重じゃ、よろしく頼たのむぞ」


　えっへんと堂々とした態度の九重。さすがお姫さま。態度が若干ふてぶてしい。


「あ、グレモリー先せん輩ぱい繫つながり？　それならわかるかも。あのホテルだって先輩の親おや御ごさんが経営している会社と関係あるって話だし」


「ま、まあ、そんなところだ」


　桐生が違う意味で鋭するどくて幸いだった。ちょいと説明に困ったところだったし。


　と、九重の紹しよう介かいも済んだ。これで十分だろう。


「それで、九重。観光案内って、何をしてくれるんだ？」


　俺が訊くと、九重は胸を張って自信満々に答える。


「私が一いつ緒しよに名所へついて回ってやるぞ！」


　…………そ、そうか。それはありがたいような……。


　ま、これも異文化交流だ。


「じゃあ、さっそくこの天龍寺を案内してくれよ」


「もちろんじゃ！」


　俺がそう言うと九重はパァッと笑顔を輝かせた。








　そんなわけで九重に案内されて、天龍寺を回る。誰だれかに教えられたらしい知識を自信満々に話す様子はかわいらしいものだった。


　でも、一いつ生しよう懸けん命めい京都を紹介しようとしている姿は微笑ほほえましい。


　大だい方ほう丈じよう裏うらの庭園は見事なものだった。色づいた秋の山々を背景にして、和の庭園も秋模様で、見る人を魅み了りようしてくれる。この風景のなか、池で泳ぐ鯉こいもポイントだよな。


「ここの景色は絶好じゃ。何せ世界遺産じゃからな」


　と九重が言う。世界遺産！　すげえ、だからこんなに見事なのか。しゃ、写メしておこう！


　庭園も見て回り、最後に法はつ堂とうに案内された。堂内に入り、天てん井じようを見上げた瞬しゆん間かん──俺の目に飛びこんできたのは大迫はく力りよくの龍りゆうの絵！　体が長い東洋タイプのドラゴンだ！


　凄まじい眼力でこちらをにらんでいるように天井に描えがかれていた。


「これは雲うん龍りゆう図ず。どこから見てもにらんでいるように見える『八はつ方ぽう睨にらみ』じゃ」


　九重が言うようにどこから見ても俺たちのことをにらんでいるように見える！


　へー、こりゃすげえや。なあ、ドライグ、東洋のドラゴンはこんな感じなのか？


『そうだな。だいたいこのような姿だ。龍りゆう王おうの「玉龍ウーロン」を思いだすな』


　そうか、玉龍ウーロンさんはこんな感じか。西洋のドラゴンと違って、怖こわいというイメージよりも神秘的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。「龍りゆう神じん」ってフレーズは東洋タイプのドラゴンにピッタリな印象なんだが、実際はそれだけじゃないのかな。


　雲龍図は撮さつ影えい禁止らしいから、カメラに収められないのが残念だ。


　天龍寺も一通り回ったあと、俺たちは外に出る。


「さて、九重。次はどこだ？」


　俺が訊くと九重はいろいろな方向に指をさしながら楽しそうに言った。


「二に尊そん院いん！　竹林の道！　常じよう寂じやつ光こう寺じ！　どこでも案内するぞ！」


　おー、張り切っていらっしゃる。こうして見てみると年ねん齢れい通りの女の子だね。


　こうして俺たちは九重先導のもと、嵐山観光に歩みでた。





　　　　─○●○─





「いやー、回った回った」


　息を吐つくのは松田だった。俺たちは九重の薦すすめで、湯ゆ豆どう腐ふ屋で昼食を取っていた。


　俺たちはあのあと、九重の案内で嵐山を見て回ったよ。釈しや[image: ]か如によ来らい像ぞうと阿あ弥み陀だ如によ来らい像を祀まつった二尊院も見たし、人力車に乗って竹林の道も通ってきた。竹林の道、葉音が風流だったなぁ。


　人力車も初体験だけど、楽しかった。車夫さんが話し上手で観光先にてガイドしてくれながら人力車を引いてくれた。何よりも人力車から見える秋模様の嵐山の風景が最高だったぜ。いやー、秋に来て良かったよ。


「ほら、ここの湯豆腐は絶品じゃ」


　九重が俺たちに湯豆腐をすくって器に入れてくれる。ハハ、ここでも仕切ってるな。九重は心底楽しそうだ。これが普ふ段だん見せている笑顔なのだろう。その分だけ、頭を下げて俺たちに懇こん願がんしてきた九重の姿を痛々しく思う。


　……早くお母さんを取とり戻もどせればいいんだけど……。


　ととと、九重にすくってもらった湯豆腐を食べないと。……うん、やっぱり京都の豆腐はうまいな！　ここのはホテルのよりもさらにおいしい！　豆腐はできたてが一番というからこれもできてからあまり時間が経っていないんだろうな。


「和の味がする。悪くない」


「はい、いつも食べているお豆腐とは違って風味が新しん鮮せんでおいしいです」


「お豆腐いいわよねぇ……」


　ゼノヴィア、アーシア、イリナもご満まん悦えつの様子。と、イリナと目が合うが──。


「…………」


　イリナが赤面してしまった！　今日は目を合わせるたびにこんな感じだ。さ、昨夜のことが影えい響きようしているんだろう。当然か。あんなことがあれば教会関係者であり天使のイリナにとっては大事件のはずだ。清く生きてきているからこそ、俺に乳を触さわられたのは大変なことなのかもしれない……。


　……でも、イリナのおっぱいの感かん触しよくは鮮せん明めいに手に残ってる。も、もっちりしてた。指が乳に吸いつくように……。


　一言で表すなら『天使のおっぱい』だ。なんだか、何かの商品名のようなフレーズだが、表すならそれしかない。


　イリナ、ごちそうさまでした。心中でイリナにお礼を言っていたときだった。


「あ、イッセーくん」


　突とつ然ぜんの声。この声は──。


「おおっ、木場か。そういや、今日はおまえのところも嵐あらし山やま攻せめるんだったな」


　隣となりの隣の席に木場の班が同じく昼食を取っていた。


「うん。天龍寺行ってきたのかい？」


「ああ、見事な龍が天井にあったぜ」


「僕もこれから渡と月げつ橋きようを見てから午後は天龍寺に行こうとしていたところなんだ。楽しみだな」


「渡月橋か。俺たちもこれ食べたら行くぜ」


　などと話していたら、「秋の嵐山、風流なもんだぜ」という聞き覚えのある声が聞こえた。


「おう、おまえら、嵐山堪たん能のうしているか？」


　アザゼル先生だった！　しかも真っ昼間から日本酒飲んでるし！


「先生！　先生も来てたんですか？　って、教師が昼酒はいかんでしょう」


　俺が非難すると、「その通りです」と先生の対面の席に座る女性が同意した。


　──ロスヴァイセさんだった！


「その人、私が何度言ってもお酒を止めないんです。生徒の手前、そういう態度は見せてはならないと再三言ってはいるのですが……」


　額に青筋を立てて、怒おこっていらっしゃった！


「まあ、そういうな。嵐山方面を調査したあとでのちょっとした休きゆう憩けいだ」


　先生、嵐山で『禍の団カオス・ブリゲード』の調査をしていたのか。


「だがな、ロスヴァイセ。ちったぁ、要領よくいかないとよ。そんなだから、男のひとりもできないんだぜ？」


　バンッ！　先生の一言に真っ赤になってテーブルを叩たたくロスヴァイセさん！


「か、か、彼氏は関係ないでしょう！　バカにしないでください！　もう、あなたが飲むぐらいなら私が！」


　あ！　先生の杯を奪うばって、呷あおりだしたぞ！


　ぐびっぐびっ、と見事な飲みっぷり……。


「ぷはー。……だいたいれすね、あなたはふだんからたいどがダメなんれすよ……」


　よ、酔よっぱらってるーッ!?　早っ！　すでに言語が怪あやしいし！


「い、一いつ杯ぱいで酔っぱらったのか？」


　驚く先生だが、ロスヴァイセさんは二杯はいめの酒をつぎ、再び豪ごう快かいに飲み干した。め、目が座ってる。ロスヴァイセさんが先生に絡からむ。


「わらしはよっぱらっていやしないのれすよ。だいたいれすね、わらしはおーでぃんのクソジジイのおつきをしてるころから、おさけにつきあっていたりしててれすね。……だんだん、おもいだしてきた。あのジジイ、わらしがたっくさんくろうしてサポートしてあげたのに、やれ、おねえちゃんだ！　やれ、さけだ！　やれ、おっぱいだって！　アホみたいなことをたびさきでいうんれすよ。もうろくしてんじゃないかってはなしれすよ！　ヴァルハラのほかのぶしょのひとたちからはクソジジイのかいごヴァルキリーだなんていわれててれすね、やすいおきゅうきんでジジイのみのまわりのせわしてたんれすよ？　そのせいれすよ！　そのせいでかれしはできないし、かれしはできないし、かれしはできないんれすよぉぉぉぉぉぉぉ！　うおおおおおおおおんっ！」


　…………。


　だ、大号泣しちゃってるよ……。俺たちも、そしてアザゼル先生もどうしたらいいかわからなくなっていた……。


　先生は頭をポリポリかきながら言う。


「わかったわかった。おまえの愚ぐ痴ちに付き合ってやるから、話してみな」


　そう言うとロスヴァイセさんはパァッと明るい表情になった。


「ほんとうれすか？　アザゼルせんせー、いがいにいいところあるじゃないれすか。てんいんさーん、おさけ、じゅっぽんついかでー」


　まだ飲むの!?　こ、これは大変だ……。まさか、ここまでロスヴァイセさんが酒さけ癖ぐせ悪いとは思わなかった。


「おまえら、さっさと食って他に行け。ここは俺が受け持つからよ」


　先生がため息混じりにそう言う。


　俺たちは顔を見合わせ、先生の言う通りにすることにした。昼食をソッコーで平らげて、店をあとにした。


「ひゃくえんショップ、サイコーれすよー！　アハハハハ！」


　店を出る寸前、酔ったロスヴァイセさんの爆ばく笑しようが背後から聞こえてきた。








　店を抜ぬけ出て、渡月橋を目の前にした俺たち。


「ロスヴァイセちゃん、すごいことになってたな」


「ああ、あれは相当酒癖が悪いぞ」


　松田と元浜も若干引いていた。ロスヴァイセさん、男女問わず生徒に人気あるもんだから、ああいう姿を見ちゃうと男子は困こん惑わくするだろうな。俺もビックリした。


「きっと、ロスヴァイセちゃんも若いながらに苦労してんのよ。相手があのアザゼル先生じゃ、溜たまったものをぶつけたくもなるわね」


　桐生はうんうんうなずいて同情していた。原因はアザゼル先生だけじゃないんですけどね。元雇やとい主ぬしも相当なエロジジイだったからさ。ヴァルハラじゃ、オーディンのじいさんのお付きになるまで窓際だったらしいし……。案外、苦労人だよね。


「お主たちの眷けん属ぞくは大変なのが多いのか？」


　九重にそう訊きかれてしまう。


「……ちょ、ちょっとな」


　そう返すしかなかった。グレモリー眷属って、良い人多いけど、癖くせが強いのも確かか。


　ま、まあ、ロスヴァイセさんのことは置いておいて。次は渡月橋ですよ。店を出て数分ほど観光街を歩くと目の前に桂かつら川がわが姿を現す。


　あの歴史を感じさせる古風な木造の橋が渡月橋か。つーか、ここから見える山の風景が絶景だ！　赤々としていて秋を感じさせてくれる！


「知ってる？　渡月橋って渡わたりきるまでうしろを振ふり返かえっちゃいけないらしいわよ」


　桐生がそう言ってくる。アーシアが聞き返す。


「なんでですか？」


「それはね、アーシア。渡月橋を渡っているときに振り返ると授かった知ち恵えがすべて返ってしまうらしいのよ。エロ三人組は振り返ったら終わりね。真の救いようのないバカになるわ」


「「「うるせえよ！」」」


　俺、松田、元浜が異口同音に桐生の言葉に返した。


　気にする素そ振ぶりすらない桐生は追加情報もくれた。


「あと、もうひとつ。振り返ると、男女が別れるって言い伝えもあるそうね。まあ、こちらはジンクスに近いって話だけど──」


「絶対に振り返りませんから！」


　桐生の説明を遮さえぎって、アーシアが涙なみだ目めで俺の腕うでにつかまってきた。


「だ、だいじょうぶだよ、アーシア。言い伝えだって」


　そう俺が言うものの、アーシアは首を横に振って「絶対に嫌いや」と俺の腕に強くつかまってきた。かわいいなぁ、もう！　さすがアーシアちゃん！　いやー、俺、幸せだわ。


　そんなわけで渡月橋を渡ることに。少し前方に木場もいた。


　渡っている最中、アーシアは頑がんとして振り返らなかった。


「クソ。イッセーとアーシアちゃん、もろカップルじゃないか……！」


「悔くやしいところだが、あれはすでにバカップルの領域に入りつつもあると思うぞ」


　松田と元浜が背後からそんなことを言ってくる。くっ！　バカップルだと！　振り返って一発殴なぐってやりたいが、ここは我が慢まんだ。振り返ったらアーシアが泣いちゃう！


「気にせんでいいと思うのじゃが……。男女の話は噂うわさに過ぎんのじゃ」


　九重もそう言ってくれるんだけどね。アーシアは純じゆん粋すいなんだよ。


　無事に渡りきり、反対岸に到とう着ちやく。アーシアも大きく息を吐はいて落ち着いたようだが、帰りも渡るんだぜ？　アーシアの冒ぼう険けんはまだ終わらない！


　さーて、反対側はどう攻こう略りやくしていくのか。そんなふうに風景をぐるりと一望したときだった──。


　突然、ぬるりと生暖かい感触が全身を包み込んでいった。





　　　　─○●○─





　…………。


　……なんだ、いまの……？　訝いぶかしく思い、周辺を見み渡わたすと──俺、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、九重、そして離はなれた位置にいる木場しかこの周辺に人がいなかった。


　松田も元浜も桐生も、他の観光客も突然まるっきりいなくなっちまった！


　なんだ、これ!?　何が起きた!?


　俺と同様に眷属の皆みんなもこの現象に驚おどろき、身構える。……周囲を警けい戒かいするが、怪しい奴やつは近くに誰だれもいないか。


　少しして、俺たちの足あし下もとに霧きりらしきものが立ちこめてきていた。


「──この霧は」


　霧を見て驚いていたのはアーシアだった。


「……この感じ、間ま違ちがいありません。私がディオドラさんに捕つかまったとき、神しん殿でんの奥で私はこの霧に包まれてあの装置に囚とらわれたんです」


「──『絶霧デイメンシヨン・ロスト』」


　木場が俺たちのほうに歩み寄りながらそう言う。


「神滅具ロンギヌスのひとつだったはずだよ。先生やディオドラ・アスタロトがそれについて話していただろう？　おそらく、これが……」


　木場はその場で屈かがみ、足下の霧を手で触さわるようにしていた。神滅具ロンギヌス……。俺やヴァーリと同じすんごい神器セイクリツド・ギアのことだ。それがここで発生しているってのか？


「おまえら、無事か？」


　空からの声。顔を上げれば黒い翼つばさを羽ばたかせてアザゼル先生が空を飛んできていた。


　俺たちのいるところに降り立つと翼をしまいながら言う。


「俺たち以外の存在はこの周辺からキレイさっぱり消えちまってる。俺たちだけ別空間に強制的に転移させられて閉じ込められたと思って間違いないだろう。……この様子だと、渡月橋周辺とまったく同じ風景をトレースして作りだした別空間に転移させたのか？」


　マジかよ。転移させられる前兆なんてなかった。生暖かい感かん触しよくを体が感じたと思ったときにはこの現象──この空間だったぞ。


「ここを形作っているのは悪あく魔まの作るゲームフィールドの空間と同じものですか？」


　俺が先生に訊く。どうにも似ているように思えてならなかった。


「ああ、三大勢力の技術は流れているだろうからな。これはゲームフィールドの作り方を応用したんだろう。──で、霧の力でこのトレースフィールドに転移させたというわけだ。『絶霧デイメンシヨン・ロスト』の霧は包みこんだものを他の場所に転移させることができるからな。……ほとんどアクションなしで俺とリアスの眷属を全員転移させるとは……。神滅具ロンギヌスはこれだから怖こわいもんだぜ」


　と、先生はそう言う。そっか、やっぱこの空間はゲームフィールドの応用か。再現の具合が悪魔に引けを取らないな……。


　横の九重が震ふるえる声で口を開く。


「……亡くなった母上の護衛が死ぬ間際に口にしておった。気づいたときには霧に包まれていた、と」


　じゃあ、この現象は……。それにこれを使える奴は確か──。


　俺の嫌な予感は当たってしまった。


　渡と月げつ橋きようのほうから、複数の気配が現れる。薄うすい霧のなかから人ひと影かげがいくつも近づいてきて、俺たちの前に姿を現す。


「はじめまして、アザゼル総そう督とく、そして赤龍帝」
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　あいさつをくれたのは学生服を着た黒くろ髪かみの青年だった。


　学生服の上から漢かん服ふくらしきものを羽織っていた。あれ、漢服ってやつでいいんだよな？　中学時代、歴史の授業で先生が中国の歴史に詳くわしかったから服についても教えてくれたんだ。民族衣装のひとつだったはず。


　手には槍やりを持っていた。……不気味なオーラを感じる。ただの槍じゃないな。


　黒髪の人、若い。見た目だけなら、俺とひとつかふたつぐらいしか違ちがわないんじゃないか？　いや、外見だけで判断しちゃならないか。


　青年の周囲には似たような学生服を着たのが複数人いる。若い男女ばかりだ。俺たちと歳はそう変わらないと思う。


　……異様なプレッシャーを放ちやがる。悪魔やドラゴンとも違う雰ふん囲い気きと気配。


　先生が一歩前に出て訊く。


「おまえが噂の英えい雄ゆう派を仕切ってる男か」


　先生の問いに中心の青年が肩かたに槍の柄えをトントンとしながら答える。


「曹そう操そうと名乗っている。三国志で有名な曹操の子孫──いちおうね」


　曹操──。曹操……？　って、三国志だと!?　仰ぎよう天てんする俺が先生に訊たずねる。


「先生、あいつは……？」


　先生は視線を相手から外さずに皆に向けて言った。


「全員、あの男の持つ槍には絶対に気をつけろ。最強の神滅具ロンギヌス『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』だ。神をも貫つらぬく絶対の神器セイクリツド・ギアとされている。神滅具ロンギヌスの代名詞になった原物。俺も見るのは久しぶりだが……よりにもよって現在の使い手がテロリストとはな」


『──ッ!?』


　先生の言葉に仲間全員が酷ひどく狼ろう狽ばいした。男の正体よりもあの槍に驚きの視線を向けていた。


「あれが天界のセラフの方々が恐おそれている聖せい槍そう……っ！」


　イリナが口元を震わせながらそう口にする。ゼノヴィアも低い声で続ける。


「私も幼い頃ころから教え込まれたよ。イエスを貫いた槍。イエスの血で濡ぬれた槍。──神を貫ける絶対の槍っ！」


　そ、そんなにすごいものなのか！　そういや、以前部長もあの槍のことを話してくれたな。キリストさんを貫いた伝説の槍だって。か、考えてみりゃ、イリナやゼノヴィアが所属していた宗教の大おお本もとの事件に関わったわけだし、教会関係者からしてみれば、まさに究極の存在のひとつと言っても過言じゃないのかも。


「あれが聖槍……」


　隣となりのアーシアがうつろな双そう眸ぼうで槍を見つめていた。まるで槍に魅み了りようされて、意識が吸い込まれていくような──。


　バッ。


　先生が素早くアーシアの両目を手で隠かくした。


「アーシア。信しん仰こうのある者はあの槍をあまり強く見つめるな。心を持っていかれるぞ。聖せい十じゆう字じ架か、聖せい杯はい、聖せい骸がい布ふ、聖せい釘ていと並ぶ聖遺物レリツクのひとつでもあるからな」


　九重が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで槍を持つ青年──曹操に叫さけぶ。


「貴様！　ひとつ訊くぞ！」


「これはこれは小さき姫ひめ君ぎみ。なんでしょう？　この私ごときでよろしければ、なんなりとお答えしましょう」


　曹操の声音は平然としているが、明らかに何かを知っているふうな口調だ。


「母上をさらったのはお主たちか！」


「左様で」


　あっさり認めやがった。やっぱり、こいつらか！


「母上をどうするつもりじゃ！」


「お母上には我々の実験にお付き合いしていただくのですよ」


「実験？　お主たち、何を考えておる？」


「スポンサーの要望を叶かなえるため、というのが建たて前まえかな」


　それを聞き、九重は歯をむき出しにして激げき怒どしていた。目にはうっすらと涙を溜ためている。よほど、悔しいのだろう。母をさらわれたあげく、実験などというわけのわからないことまでされそうなのだから。


「スポンサー……。オーフィスのことか？　それで突とつ然ぜんこちらに顔を見せたのはどういうことだ？」


　先生が問とい詰つめる。


「いえ、隠れる必要もなくなったもので実験の前にあいさつと共に少し手合わせをしておこうと思いましてね。俺もアザゼル総督と噂の赤龍帝殿どのにお会いしたかったのですよ」


　……ふざけたこと言ってやがるぜ、この野や郎ろう。


　つーか、俺ってそこまで有名人？　あ、旧魔ま王おう派の幹部を『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』状態で倒たおしたんだっけな。俺、その場面を覚えてないんだけどさ。


　先生が手元に光の槍を出現させた。


「わかりやすくてけっこう。九きゆう尾びの御大将を返してもらおうか。こちとら妖よう怪かいとの協力提てい携けいを成功させたいんでね」


　先生の構えを見て、俺たちも戦せん闘とうの態勢を整える。俺も籠こ手てを出現させて、「禁手バランス・ブレイカー」のカウントを始めた。と、アスカロンを出現させて──。


「ゼノヴィア！」


「すまない！」


　ゼノヴィアもアスカロンを受け取り前方に構えた。


　……そういや、ロスヴァイセさんがいない。


「せ、先生、ロスヴァイセさんは？」


　俺の問いに先生は嘆たん息そくした。


「あいつもこちらに転移してるが、店で酔よいつぶれて寝ねてる。いちおう強固な結界をあいつに張っておいたからそうそう酷いことにはならんだろう」


　そ、そうですか……。ま、まあ、酔った状態で戦闘に参加されても大変なんでそれが一番かもしれませんね。しかし、先生、サポートが行き届いてます。


　俺たちが構えてもあいつらは一向に構える様子はなかった。


　……余よ裕ゆう？　それとも何か隠した手があるのか？　相手の英雄派って神器セイクリツド・ギアを持った人間の集まりなんだよな？　神器セイクリツド・ギアを相手にするのは正直嫌いやだ。能力が特異なのがたまにあるから戦ってて何が起こるかわからなくて怖いんだ。


　とにかく、隙すきは見せられない！


　──と、曹操の横に小さな男の子が並ぶ。曹操がその男の子に話しかけた。


「レオナルド、悪魔用のアンチモンスターを頼たのむ」


　それだけ頼むと、男の子は表情もなく、こくりと小さくうなずいた。──途と端たん。男の子の足下に不気味な影かげが現れて広がっていく。


　……背筋を冷たいものが走った。なんていうか、言い知れない戦せん慄りつをあの影から感じてしまった。


　影はさらに広がり、渡月橋全域を包むほどになった。すると、その影が盛り上がり、形を成していく！


　腕うでが、足が、頭が形成されていき、目玉が生まれ、口が大きく裂さけた──。一いつ匹ぴきだけじゃない！　十……いや、百は超こえてる！


「ギュ」


「ギャッ！」


「ゴガッ！」


　耳みみ障ざわりな音──声を発して、そいつらは影から現れた！……影からモンスターが出てきたよ！　出てきたってよりも生まれたっていうか、「創られた」って表現が一番妥だ当とうかもしれない！　二足で立つ黒い肌はだのモンスター。全身がぶっとく、肉厚だ。爪つめも鋭するどく、牙きばもむき出しだった。それが大量にずらりと前方に並ぶ。


　……な、なんだ、あの男の子の能力は……？


　生なま唾つばを飲み込みながら、男の子の力に驚きよう愕がくする俺だが、先生がぼそりとつぶやいた。


「──『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』か」


　アナイアレイション……？　メーカー？　メーカーってことは「創る」……？


　曹操が先生の言葉に笑んだ。


「ご名答。そう、その子が持つ神器セイクリツド・ギアは『神滅具ロンギヌス』のひとつ。俺が持つ『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』とは別の意味で危険視されし、最悪の神器セイクリツド・ギアだ」


　神滅具ロンギヌス──。その子も神器セイクリツド・ギア所有者で、神滅具ロンギヌス使いってことか……？


　うあ、なんだ、これ！　神滅具ロンギヌスの見本市か？　俺は自分のとヴァーリのぐらいしかまともに知らないから、こう連続で出てくると頭がこんがらがって……。


　と、カウントが終わったんで素早く禁手化バランス・ブレイク！　赤いオーラが俺を包み、鎧よろいを形成させた。


　これでまともに戦える。しかし……。


「せ、先生、何がなんだか……」


　混乱する俺が先生にそう言うと、先生が説明をはじめてくれた。


「あの男児が持っている神器セイクリツド・ギアはおまえのと同じ『神滅具ロンギヌス』だ。神滅具ロンギヌスは現時点で確認されているもので十三──。グリゴリにも神滅具ロンギヌスの協力者がいるが……。その神滅具ロンギヌスのなかでもあの神器セイクリツド・ギアは性質──能力が赤龍帝の籠手や白龍皇の光翼よりも凶きよう悪あくなんだよ」


「お、俺のよりも強いんスか？」


「直接的な威い力りよくならおまえとヴァーリの神器セイクリツド・ギアのほうが遥はるかに上だ。ただ、能力がな……。木場の『魔剣創造ソード・バース』、あれはいかなる魔剣も創りだせる能力だった。それはわかるな？」


「は、はい」


「『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』がそれと同様だ。いかなる魔獣をも創りだすことができる。たとえば、怪かい獣じゆう映画に出てくるような全長百メートル、口から火か炎えんを吐はく怪かい物ぶつ。それを自分の意志でこの世に生みだすこともできる。自分の想像力で好きな怪物を生みだせるとしたら、最悪極まりないだろう？　そういう能力だ。使い手しだいじゃ、一気にそんなバケモノを数十、数百の規模で創りだせるんだよ。『絶霧デイメンシヨン・ロスト』と並ぶ、神器セイクリツド・ギアシステムのバグが生んだ最悪の結果とも言われている。『絶霧デイメンシヨン・ロスト』も能力者しだいでは危険極まりない。霧を国家規模に発生させて、国民すべてを別空間──次元の狭はざ間ま辺りに送り込めば一いつ瞬しゆんで国をひとつ滅ほろぼすなんてことも可能だろうからな」


　──っ！　そ、それって……どう考えても！


「どっちも世界的にヤバい神器セイクリツド・ギアじゃないですか！」


　先生も俺の言葉に苦笑した。


「まあ、いまのところ、どちらもそこまでの事件は前例がない。何度か危ない時代はあったけどな。しかし、『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』、『絶霧デイメンシヨン・ロスト』、『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』。……神滅具ロンギヌスの上位クラス四つのうち、三つも保有か。それらの所有者は本来、生まれた瞬しゆん間かんに俺のところか、天界か、悪あく魔まサイドが監かん視し態勢に入るんだが……。二十年弱、俺たちが気づかずにいたってのか……。それとも誰だれかが故意に隠したのか……。確かに過去の神滅具ロンギヌス所有者に比べると、現所有者はほぼ全員、発見に難航している面が目立つな」


　俺のほうに視線を送る先生。


　……そういや、俺も当初「危ない神器セイクリツド・ギアを持つから殺す」→「実は違ちがった」→「いや、やっぱり神滅具ロンギヌス所有者だった！」って感じに何度も覆くつがえったな。


　それと関係していることがあるのかな？　先生のつぶやきは続く。


「……何か、現世に限って因果関係があるのか？　もともとの神滅具ロンギヌス自体が神器セイクリツド・ギアシステムのバグ、エラーの類と言われているからな……。ここにきてそれらの因果律が所有者を含ふくめて独自のうねりを見せて、俺たちの予想の外側に行ったとかか？　それはカンベン願いたいところだが……、イッセーの成長を見ていると、現世の神滅具ロンギヌス全体に変調が起き始めていると感じてしまっても不思議はないな……。バグ、エラーの変化、いや、進化か？　どちらにしろ、神器セイクリツド・ギア研究や神器セイクリツド・ギアシステムを司っているわりに俺も含め、お互たがい甘いよな、ミカエル、サーゼクス」


　先生が自問自答を始めると長いからな……。


　しかし、怪獣を思いのまま好き放題出せる神器セイクリツド・ギアなんてどう考えてもおかしいだろ！


　そりゃ、俺の神器セイクリツド・ギアよりも危険だって言われるわ！　つまり、使い手しだいでは龍りゆう王おう──タンニーンのおっさんやフェンリルみたいなのを量産もできるってんだろう？　滅ぶ！　世界が消えるわ！


「先生、その凶悪神器セイクリツド・ギアの弱点は？」


　俺が訊きく。俺やヴァーリのにも弱点があるんだから、あるよね？


「本体狙ねらいだ。──まあ、本人自体が強い場合もあるが、神器セイクリツド・ギアの凶悪さほどじゃないだろう。それに『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』は現所有者がまだ成長段階であろうってのも大きい。やれるならとっくに各勢力の拠きよ点てんに怪獣クラスを送り込めているはずだからな。──倒すなら成熟していない今だ」


　そっか、本体狙いね。あの男の子自身は弱く、まだ神器セイクリツド・ギア能力の修行中かもしれないってことか。


　先生の言葉を聞いて、曹操が苦笑いした。


「あららら。なんとなく、『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』を把は握あくされた感があるかな。その通りですよ、堕天使の総そう督とく殿どの。この子はまだそこまでの生産力と想像力はない。──ただ、ひとつの方面には大変優れてましてね。相手の弱点をつく魔ま物もの──アンチモンスターを生みだす力に特化しているんだな、これが。いま出したモンスターは対悪魔用のアンチモンスターだ」


　曹操が手を──フィールドに存在するお店のひとつに向けた。


　モンスターの一匹が口を大きく開け──。


　ビィィィィィィィィッ！


　一条の光が発せられた！　刹せつ那な──。


　ドオオオオォォォォンッ！


　お店が吹ふっ飛とび、強きよう烈れつな爆ばく発はつを巻き起こす！


「光の攻こう撃げき──。こいつは！」


　爆ばく風ふうのなか、先生が叫さけんだ！


「曹操、貴様！　各陣じん営えいの主要機関に刺し客かくを送ってきたのは俺たちのアンチモンスターを創りだすデータもそろえるためか！」


「半分正解かな。送り込んだ神器セイクリツド・ギア所有者と共に黒い兵隊もいただろう？」


　いた！　あの黒い戦せん闘とう員！　倒たおすと霧む散さんする不気味な奴やつら！


「あれはこの子が創った魔物だ。あれを通じて、各陣営、天使、堕天使、悪魔、ドラゴン、各神話の神々の攻撃をあえて受け続けた。雑ざ魚こ一いつ掃そうのために強力な攻撃も食らったが、おかげでこの子の神器セイクリツド・ギアにとって、有益な情報を得られた」


「──あの黒い怪かい人じんでデータを収集していたのか！」


「禁手バランス・ブレイカー使いを増やしつつ、アンチモンスターの構築もおこなった。おかげで悪魔、天使、ドラゴンなど、メジャーな存在のアンチモンスターは創れるようになった。──悪魔のアンチモンスターが最大で放てる光は中級天使の光力に匹ひつ敵てきする」


　神器セイクリツド・ギア所有者の禁手バランス・ブレイカー使いを増やすのと同時にアンチモンスターを創りだすためデータを収集していた。


　……用よう意い周しゆう到とうというか、計算高いというか、こいつら、厄やつ介かい極まりないぞ！


　憎にく々にくしげににらむ先生だが、一転して笑みを作りだした。


「だが、曹操。神殺しの魔物だけは創りだせていないようだな？」


「…………」


　先生の一言に曹操は反論しなかった。


「どうしてわかるんですか？」


　俺が訊くと先生はにやけながら答える。


「やれるならとっくにやってる。こうやって俺たちに差し向けてくるぐらいはな。各陣営に同時攻撃ができた連中がそれを試さないわけがない。それに各神話の神が殺されたら、この世界に影えい響きようが出てもおかしくないものな。──まだ、神殺しの魔物は生みだせていない。これがわかっただけでも収しゆう穫かくはデカい」


　な、なるほど！　アンチ神モンスターはいないってことね！　あ、でもいるよね。俺の脳裏に大きな狼おおかみが過よぎった。


　曹操は槍の切っ先をこちらに向けた。


「神はこの槍で屠ほふるさ。さ、戦闘だ。──はじめよう」


　それが開戦の言葉となった──！


『ゴガァァァァァッ！』


　不気味な鳴き声をうならせてアンチモンスターが大挙してこちらに向かってくる！　木場とゼノヴィアが前線に立つ！


「木場、悪いが聖せい剣けんを一ひと振ふり創ってくれ」


「了りよう解かい。キミは二刀流のほうが映えるからね」


　木場が素早く手元に剣を一振り創りだすと、駆かけだしたゼノヴィア目め掛がけてそれを放り投げる。


　空中で聖剣をキャッチしたゼノヴィアは、アスカロンとの二刀流で敵てき陣じんに突つっ込こんでいった！


　ゼノヴィアの豪ごう快かいな斬ざん戟げきを受けて、アンチモンスターが大量に難なく消えていった！　さすがパワータイプの『騎士ナイト』だ！　あり得ない突とつ貫かんの威力だぜ！


　あ──、アンチモンスターの一いつ匹ぴきが大きく口を開けて光を放とうと──。


　ビィィィィッ！　バジィィィィッ！


　発射された光は、ゼノヴィアの前方に入った木場の聖せい魔ま剣けんによって弾はじかれていく。弾かれた光線が離はなれた位置にある建物に突き刺ささり崩ほう壊かいさせた。


「このぐらいの光なら、当たらなければ問題じゃない」


　決めてくれるイケメン『騎士ナイト』！　そうですね！　神速の木場は当たらなければ何も問題じゃねぇやな！


「いや、当たる前に倒せばいいだけだ」


　聖剣二刀でアンチモンスターを切きり払はらいながらゼノヴィアはそう返した。


　同じ『騎士ナイト』でも戦うスタイルは違うってことだな！　どちらもらしいぜ！


「曹操、おまえは俺がやらしてもらおうか！」


　先生が龍りゆう玉ぎよく──ファーブニルの宝玉を取りだして、素早く人工神器セイクリツド・ギアの黄金の鎧を身にまとった！　十二枚の黒い翼つばさを展開すると、高速で曹操に向かっていく！


「これは光栄の極み！　聖書に記されし、かの堕天使総そう督とくが俺と戦ってくれるとは！」


　曹操は桂かつら川がわの岸に降り立つと不敵な笑みで槍をかまえた！──槍の先せん端たんが開き、光ひかり輝かがやく金色のオーラが刃やいばを形作る！


　先端が開いた瞬間、この空間全体の空気が震ふるえていった！


　……なんて、神こう々ごうしさだよ！　見ているだけで体が締しめ付つけられるほどのプレッシャーを感じる！　あの槍、信しん仰こうのない者でも見ただけで影響を与あたえるんじゃないか？


　ドウゥゥゥゥゥゥンッ！


　先生の光の槍と曹操の聖槍がぶつかり、強大な波動が生みだされた！　その衝しよう撃げきで桂川が大きく波立ち、舞まい上がった水しぶきが周囲に飛び散っていく！　渡と月げつ橋きようを中心に川の水が雨のように降り注いでいった。


　先生と曹操は攻せめ合いながら、川の下流のほうへ向かって岸を駆けていく！


　曹操は先生にお任せするとして、残った相手は俺たちでやるしかない！


　まずはチームの要かなめ、回復のアーシアの壁かべ役を作ることが最優先！　いつもチームにいる司し令れい塔とうの部長と部長のサポート兼けん後方からの掩えん護ご攻こう撃げきの朱乃さん、そして打だ撃げき＋サポートの小猫ちゃん、索さく敵てき＋サポートのギャスパー、魔法攻撃の砲台役であるロスヴァイセさんがここにはいない。


　超ちようがつくほどの攻撃役である先生と天使のイリナがいるとはいえ、五人もいないのはチームとしてバランスが崩くずれてしまう。一から組み立てないといけない。


　それに九重も死守しなければ。ここでは俺たち以上に大切な存在だ。アーシアのさらに後方に下げたほうがいいだろう。


　ゼノヴィアが前衛に行っちまったが──。


　……考えろ考えろ考えろ！　「わからない」、「できない」のままじゃ、いつまで経っても『王キング』になんてなれやしない！　部長ならどうする？　こういうとき、あの人ならどうするんだろうか？　考えろ！


　ぬぅぅぅぅっ！　足りない脳みそで導きだしたものを俺は発する！


「ゼノヴィア！　おまえはアーシアと九重の護衛！　それと聖なるオーラを飛ばす攻撃でこちらに近づく敵を倒してくれ！」


　俺はゼノヴィアに指示を飛ばした！　俺、部長じゃないけど、ゼノヴィア、頼たのむから言うことを聞いてくれよ！


「──っ。了解だ！」


　おおっ！　ゼノヴィアが応じて、素早く後方に下がり、アーシアの護衛に入った！


　もっと考えろ！　部長なら、こういうときどうする？　襲しゆう撃げきを食らったとはいえ、これは実戦！　ここにいる二年生だけでなんとかしないといけないんだ！


　容量の少ない脳みそをフル回転で動かす！


　ブッ！　考えすぎて鼻血が噴ふき出た！……へへっ、鼻血って、エロいこと以外でも出るもんだな！


　相手は悪あく魔まに対するアンチモンスターで仕し掛かけてきてる。いくら俺たちが攻撃を弾こうともまともに当たればダメージはデカいだろう。


　そのとき、ふいに木場の能力が脳裏を過ぎった。


「木場！　おまえ、光を食う魔ま剣けんが創れたよな？」


「え？　うん。──そうか！」


　俺の問いに木場はすぐに理解を示してくれた！　さすが木場！


　木場はレイナーレとの一戦のときに対フリードで使った闇やみの剣を足下に何本か創りだした！　それを仲間の悪魔たちに放り投げる！


「その剣は普ふ段だん、柄つかのみだ！　闇の刀身を出したいときは剣に魔ま力りよくを送ってくれ！」


　と、木場からの補足説明！　俺からも追加指示を送る！


「ゼノヴィア、危なくなったらそいつを盾たて代わりに光を吸え！　アーシアも不慣れかもしれないが、そいつを持っているんだ！　ないよりマシだ！」


「やるな、イッセー！」


「は、はい！」


　ゼノヴィアもアーシアも応じてくれた！　ゼノヴィアは柄のみの闇の剣をスカートのポケットに入れていた。危なくなったら使ってくれ！


　俺は──木場からもらった剣を手に握にぎる。


「なあ、ドライグ。この剣の能力を籠こ手てに与えることはできないか？」


『無理をすれば命を削けずる可能性が高いが……この場限り、時間を限定すれば無理なくやれないこともないだろう。だが、多用は禁物だ』


「それでいい。アスカロンが抜ぬけた籠手の穴にこいつをハメこむぜ！」


　俺はアスカロンが収納されていた部分に光を食らう闇の剣を入れた！　刹那──、左籠手に闇の盾らしきものが出現する。──成功だ！


　これで俺の防ぼう御ぎよはなんとかなりそう。あとは──。


　──天使のイリナ！


　俺はイリナに振ふり返かえり指示を送った。


「イリナ！　悪いがゼノヴィアの代わりに木場と前線に立ってくれ！　天使のおまえなら光は弱点じゃないよな？」


「じゃ、弱点じゃないだけでダメージは受けるんだけど、悪魔ほどの傷はもらわないわ。──わかった！　私、やってみるよ！　ミカエルさまのＡエースだもん！」


　イリナは純白の翼を羽ばたかせてゼノヴィアのいた前衛ポジションに行ってくれた！


　光の剣を出現させたイリナは空中を飛び回ってモンスターをかく乱し、隙すきを見つけて一気に屠っていった。


　……よし！　雑な戦術かもしれないが、全員に指示を出せたぞ！　伊だ達てに部長のそばであの人の戦いを見ていたわけじゃないんだ！　次は俺だ！　木場たち前衛とアーシアのいる後衛の中間──中衛として戦わせてもらう！


「『僧侶ビシヨツプ』にプロモーションするぜ、アーシアッ！」


「はい！」


　宣言とアーシアの合意を得て、俺は『僧侶ビシヨツプ』となる！　俺の拙つたない魔力が底上げされた。『僧侶ビシヨツプ』になった理由はドラゴンショットにのみ集中したいからだ！


　俺が魔力でできることなんて知れてるが、それでもやらせてもらう！　不器用の結けつ晶しようである単純な魔ま力りよく攻こう撃げき──。威い力りよくだけなら結構なもんだと思うぜッ！


「いくぜ、ドラゴンショット乱れ撃うち！」


　ドゥ！　ドウン！　ドゥ！


　俺は闇の盾をかまえつつ、右みぎ腕うでから中規模の魔力の塊かたまりをアンチモンスター、英えい雄ゆう派の奴やつら目掛けて乱れ撃ちでぶち込んだ！


　英雄派の奴らは避よけていくが、モンスターのほうは俺の攻撃を受けて大量に消え去っていく！　同時に闇の盾が敵からの光の攻撃を吸ってくれる！　よし！


　九重のほうに放たれた光線もドラゴンショットで弾く！


「九重！　もう少し、後方に下がれ！」


「す、すまん」


　京都のお姫ひめさんにケガさせたら大問題だし、小さな女の子なのだから戦せん闘とうに参加させるわけにはいかない。


　後方からゼノヴィアが放つ聖剣の波動も加わり、前方にいる大量のアンチモンスターを狙ねらい撃ちにした！


　俺とゼノヴィアの攻撃を食らって、アンチモンスターの群れは難なく霧む散さんしていく。


　しかし、例の少年が足下の影かげから何度も何度もモンスターを生みだしていった！　クソ！　キリがねぇか！　でも、諦あきらめない！　これだけの大量生産だ、集中力や体力に必ず限界がくるはず！　しかも子供ならそれも早いと思うんだ！


　大量のアンチモンスターが放つ攻撃は、たまに俺たちに打ち込まれるが、すかさずアーシアが回復のオーラを飛ばしてくれるので大事に至っていない！


　やっぱり、アーシアは俺たちの生命線だ！　マジ、最高だぜ、アーシアちゃん！


　……アンチモンスターが動くだけで、いまだ攻撃の姿勢を見せず、回かい避ひ行動だけの英雄派の連中が不気味でしょうがない。モンスターに攻撃をやらせて、高みの見物か？


　──と、ドラゴンショットを繰くりだす俺のもとに襲しゆう来らいする影が複数！　制服姿の女の子が数名！　あの服装は英雄派のユニフォームなのか？


「赤龍帝の相手は私たちがします！」


　槍やり──あるいは剣けんを携たずさえて、数名が俺に突貫してくる。


「──っ。やめておけ、女性では赤龍帝には勝てないよ！」


　腰こしに何本も帯たい剣けんした白はく髪はつの優やさ男おとこが叫さけぶ。


　ふふふ、その通りだ。女の子では俺には勝てん！　俺は素早く脳みそに魔力を送り込んだ！　俺ができる数少ない魔力のひとつ──。


「乳ちちよ、その言葉を解放しろッ！　『乳語翻訳パイリンガル』ッッ！」


　俺は女の子たちに向かって魔力を解き放った！　瞬しゆん間かん、俺を中心に謎なぞの空間が広がっていく！　技は完かん璧ぺきに入った！


「さあ、お嬢じようさんのお乳たち！　俺に心の内を話してごらん！」


　乳が俺とドライグだけにしか聞こえない声を話してくれる！


『動きで翻ほん弄ろうしたあと連れん携けい攻こう撃げきで一気にたたき込むのよん』


　なるほど、連携攻撃するつもりだったのか。


『私は右から攻めるぞな』


　そちらは右！


『こちらは正面からなんだな』


　そっちは正面からか！


　くわっ！　俺は乳の声を聞いたあと開眼する！　ふふふ、手の内胸の内は読ませてもらったぜ！


「よっ！　ほっ！」


　相手の攻撃を全部避けてやった！


「バカな！　私たちの動きが把は握あくされている!?」


　女の子の一人が驚きよう愕がくしていた！


「読まれるはずがない！　私たちの連れん携けいは完璧なはずだ！」


　驚おどろく女の子たちに俺は不敵な笑みを見せた。


「読んだのさ！　否、しゃべってくれた！　あんたたちのおっぱいがな！　そして食らえ！　『洋服崩壊ドレス・ブレイク』ッッ！」


　俺はもうひとつの技を叫ぶ！　そう、避けると同時に触ふれていたのさ、キミたちの制服に！


　バババッ！　女の子たちの服がものの見事に弾はじけ飛とんでいく！


「い、いやぁああああああああっ！」


「魔ま術じゆつで施ほどこされた服が……まるで役に立たないなんて！」


　女の子たちが悲鳴をあげて自身の裸ら体たいを手で隠かくす！　ううむ！　皆みんな、鍛きたえているのか良いプロポーションしてるぜ！　鼻血もついつい出ちまう！


　女の子たちは恥はずかしさのあまり、素早く近くの家屋に逃にげ込んでいった。


　ふふふ、相手が女の子なら、俺の妄もう想そうと手は止まらない！　ここまで見事に技が決まると気持ちいいことこの上ないぜ！　パイリンガルとドレス・ブレイクのコンボは無敵だ！


「さ、最低な技じゃな。こんなに酷ひどい技を見たのは生まれて初めてじゃぞ……」


　九重が俺の攻撃に呆あきれていた。ちっちゃな子にそう言われるとちょっとへこむ。


「やはり、女では赤龍帝には勝てないか。恥ち辱じよくにまみれても戦い抜く鋼はがねの精神が必要になるけど……若い女性ではなかなか厳しいね。さすがだよ、おっぱいドラゴン。噂うわさの乳技を見させてもらった。男には通じないけどね」


　優男がそう言う。れ、冷静に分ぶん析せきされると恥ずかしい。


「誰だれが男にやるもんかよ！」


　俺がそう返した！　男にやって何が楽しいってんだ！


　優男はニッコリ笑んだあと、他の英雄派のメンバーに言う。


「皆も気をつけてほしい。彼は赤龍帝。歴代で最も才能がなく、力も足りないが──。その強大な力に溺おぼれず、使いこなそうとする危険な赤龍帝だよ。強大な力を持ちながら、その力に過信しない者ほど、恐ろしいものはないね。あまり手を抜かないように」


　…………。


　若干、こそばゆい感じを得てしまった。


「……敵にそんなことを言われるなんてな」


　そうさ、敵にそんなふうに評価らしきものをもらったのは初めてだった。いや、評価ではないか。注意かもしれないが……それでもその手のものを受けたのは初めてだ。


　俺の言葉に優男は少し首を傾かしげる。


「そうかな？　キミはキミが思っている以上に現赤龍帝の存在は危険視されるに値するものだと僕たちは認識しているけどね。同様にキミの仲間の眷けん属ぞくと──ヴァーリも」


　……や、やっぱり、むず痒がゆい！　なんだろう、こんなの初めてだぜ！　サイラオーグさんも俺のこと評価してくれていたけど、テロリストにまでそのようなことを言われるなんて……。


　俺を見下さない連中って、すっげえやりづらいぜ！


「さて、僕もやろうかな」


　優男が一歩前に出た。腰に携えていた鞘さやから剣を解き放つ。


「初めまして、グレモリー眷属。僕は英雄シグルドの末まつ裔えい、ジーク。仲間は『ジークフリート』と呼ぶけど、ま、そちらも好きなように呼んでくれてかまわないよ」


　優男──ジークフリートの顔をずっと怪け訝げんそうに見ていたゼノヴィアが、何か得心したようだった。


「……どこかで見覚えがあると思っていたが、やはり、そうなのか？」


　ゼノヴィアの言葉にイリナがうなずく。


「ええ、だと思うわ。あの腰に帯刀している複数の魔ま剣けんから考えて絶対にそう」


　…………？　どういうことだ？　白髪だから、どうしてもあいつ──フリードを思いだしてしまうけどさ。


「どうした、二人とも？　あのホワイト木場みたいなイケメンに覚えがあるのか？」


「ホワイトって……酷いよ、イッセーくん」


　まあそういうな木場よ。物のたとえだ。


　俺の問いにゼノヴィアが答える。


「あの男は悪あく魔ま祓ばらい──私とイリナの元同どう胞ほうだ。カトリック、プロテスタント、正教会を含ふくめて、トップクラスの戦士だ。──『魔帝カオスエツジジーク』。白髪なのはフリードと同じ戦士育成機関の出だからだろう。あそこ出身の戦士は皆白髪だ。何かの実験の副作用らしいが……」


　──っ！　悪魔祓い！　教会関係者か！　つーか、フリードの上位互ご換かんってこと？　あいつを思いだして嫌いやな気分になっちまったぞ。


「ジークさん！　あなた、教会を──天界を裏切ったの!?」


　イリナが叫ぶ。ジークフリートは愉ゆ快かいそうに口くちの端はしを吊つり上げた。


「裏切ったってことになるかな。現在、『禍の団カオス・ブリゲード』に所属しているからね」


　それを聞いて、イリナはちょっとお冠かんむりになった。


「……なんてことを！　教会を裏切って悪の組織に身を置くなんて万ばん死しに値しちゃうわ！」


「……少し耳が痛いな」


　ゼノヴィアはぽりぽりと頰ほおをかいていた。まあ、デュランダルの持ち主たるこの娘むすめも破れかぶれで悪魔になったしね。


　クスクス小さく笑うジークフリート。


「いいじゃないか。僕がいなくなったところで教会にはまだ最強の戦士が残っているよ。あの人だけで僕とデュランダル使いのゼノヴィアの分も十分に補えるだろうし。案外、あの人は『御使いブレイブ・セイント』のジョーカー候補なんじゃないかな？──と、紹しよう介かいも終わったところで剣けん士し同士やろうじゃないか、デュランダルのゼノヴィア、天使長ミカエルのＡエース──紫し藤どうイリナ、そして聖せい魔ま剣けんの木場祐ゆう斗と」


　剣士──否、教会関係者だった三人に対して宣戦布告するジークフリートは、手に持つ剣にオーラをまとわせた。


　……あまり良くない波動を放つ剣だな。魔剣か？　木場の創りだす剣に雰ふん囲い気きが似ている気がした。


　──っ！　そうこうしているうちに神速で木場が聖魔剣で斬きり込む！


　ガギィィィィンッ！


　聖魔剣を真っ正面から受けてなお、不気味なオーラを微み塵じんも衰おとろえさせないジークフリートの剣──。


「──魔ま帝てい剣けんグラム。魔剣最強のこの剣なら、聖魔剣を難なく受け止められる」


　つばぜり合う両者。……木場とつばぜり合う奴やつなんて、久しぶりに見たぜ！


　二人ともすぐに飛び退き、体勢を立て直したあと、再び火花を散らしながら壮そう絶ぜつな剣けん戟げきを繰り広ひろげ始めた！


「……木場と互ご角かく……いや！」


　木場が徐じよ々じよに押されてる。木場の表情が少しずつ厳しいものになっていくのが見て取れた！　神速で動く木場の動きが──捉とらえられている！　目で追えないほどのスピードで斬りかかっても相手はそれを当然のように受け止めていた。あの速度が見えるのか……ッ！


　フェイントを入れての攻こう撃げきでもジークフリートは木場のフェイントに騙だまされない！


　逆に相手は最小の動きだけで木場の攻撃をいなし、自身の魔剣を繰りだしていた。木場も避よけるだけで精せい一いつ杯ぱいになり、カウンターも取れない！


　……禁手バランス・ブレイカーになってる木場が押されるなんて……！


　驚愕する俺に英えい雄ゆう派の一人が言う。


「うちの組織では、派は閥ばつは違ちがえど『聖せい王おう剣けんのアーサー』、『魔ま帝てい剣けんのジークフリート』として並ならび称しようされている。聖せい魔ま剣けんの木場祐斗では相手にならない」


　──っ。


　あのアーサーと同格ってことか？　あいつ、フェンリルの子供相手に結構余よ裕ゆうで戦ってたぞ！　じゃ、じゃあ、いまの木場では──。


　心配をする俺だが、二人の剣戟に参戦する者がいた。──ゼノヴィアだった。


　横からジークフリートに斬りかかり、木場の加勢をした。


「ゼノヴィア！」


「木場！　おまえ一人では無理だ！　悔くやしいかもしれないが、私も加勢する！」


「──っ。ありがとう！」


　木場はこの場での剣士としてのこだわりを捨て、ゼノヴィアとの同時攻撃に乗った。


「私も！」


　そこにイリナも参戦し、三対一のバトルとなる！


　ゼノヴィアの二刀流、木場の聖魔剣、イリナの光の剣、三人の同時攻撃っ！


　剣の切っ先が見えないほどの剣速による斬戟が四者の間で当然のように起こった。……三人相手でもジークフリートは剣一本でいなしていき、数をものともしてない！


　木場が神速で分身を生みながら、かく乱させて相手の死角から攻撃を加える技の構えを取り始めた。ゼノヴィアは上空から強大なオーラをまとった聖剣で斬りかかった！　さらにイリナが空を滑かつ空くうしながら、背後から光の剣で突つき刺さそうとする！


　この同時攻撃なら──！


　勝利を確信した俺。だが、ジークフリートは背後からのイリナの攻撃を、後ろ手に剣を回して防いでしまう！　振ふり返かえらないでイリナの攻撃を防ぎやがった！


　さらに空いた手で腰こしの帯たい剣けんを一本抜ぬき放はなった。


　カギィィィン！


　銀光を走らせながら──上空から斬りかかっていたゼノヴィアの剣を一本破は壊かいする！


　あれは木場が創りだしたほうの聖剣だ！　まるでガラスを砕くだくように儚はかない音を立てて壊こわされてしまった！


　ジークフリートが余裕の表情で言う。


「──バルムンク。北ほく欧おうに伝わる伝説の魔剣の一ひと振ふりだよ」


　──っ！　また魔剣か！　だが、まだ木場の死角からの攻撃は終わってない！　確実に捉えている！　避けられる術はない！　両手は魔剣でふさがっている！　横なぎの一いつ閃せんがジークフリートの横腹に入る、寸前──。


　ギィィィィンッ！


　金属音が鳴なり響ひびく。


　木場の聖魔剣は──ジークフリートが新たに鞘から抜いた魔剣によって受け止められていた！


「ノートゥング。こちらも伝説の魔剣だったりする」


　三本めの魔剣！　い、いや、それよりも驚おどろくべきことが起こってる！　すでに二刀であるジークフリート。三本めの剣を持てるはずがない。両手が塞ふさがっているからだ。


　だが、背中から生えた三本めの腕うでが魔剣を握にぎり、木場の聖魔剣を受けていたんだ！


　……な、なんだ、あの腕は!?　銀色で、鱗うろこのようなものに包まれた腕だ！　まるでドラゴン化したときの俺の左ひだり腕うでそっくりだ！


　それがジークフリートの背中から生えている！


　驚く俺たちにジークフリートは笑みながら言う。


「この腕かい？　これは『龍の手トウワイス・クリテイカル』さ。ありふれた神器セイクリツド・ギアのひとつだけれど、僕のはちょいと特別でね。亜あ種しゆだよ。ドラゴンの腕みたいなものが背中から生えてきたんだ」


　──『龍の手トウワイス・クリテイカル』！　聞いたことあるぜ！　俺のブーステッド・ギアの下位神器セイクリツド・ギアであってるよね？　籠こ手てタイプだったはずなんだが……亜種か！　背中から腕が生えてくるのかよ！


　ジークフリートは両手に魔剣を持ち、背中の腕でもう一本携たずさえる。……三刀流！


　それを知り、木場の表情がより厳しいものになった。


「……同じ神器セイクリツド・ギア使い。けれど、あちらは剣の特性どころか、その神器セイクリツド・ギアの能力すら、まだ出していない、か」


「ついでに言うなら、禁手バランス・ブレイカーにもなっていないけどね」


　──っ。残ざん酷こくなほどのジークフリートの報告！　そうだよな、実験を繰くり返していた英雄派の構成員が禁手バランス・ブレイカーになれないはずがない。


　ほぼ素の状態で木場とゼノヴィア、イリナ、三人を圧あつ倒とうしていたのか!?　とんでもねぇよ！


　バサッ。


　困こん惑わくする俺たちの前に──先生が降り立った。同様に英雄派の中心に曹操が戻もどってくる。


　二人とも攻撃を繰り返しながら、再びここまで帰ってきたのかな？　ちらりと二人が攻撃をしながら向かった下流方面を遠目に見やると──煙けむりを上げて、荒あれ地ち、焦しよう土どと化していた！


　うわぁぁぁあああっ！　さっきからドッカンドッカン鳴っていたから、相当なことが起きていると思っていたら、嵐あらし山やまの景観がまるで変わっちまってるーっ！


　先生、ここが創られた空間と知っていたから、極太の光の槍やりとか容よう赦しやなく打ち込んだんだろうな……。


　先生の鎧よろい、所々壊れてる……。黒い翼つばさもボロボロで酷ひどいことになってるよ。


　曹操のほうも制服や羽織っている漢服が破れた箇か所しよがあった。……俺は曹操のほうがすごいと思ってしまった。伝説の存在でもある堕天使総そう督とくと一戦やって、あれだけなのか！……こ、これが英雄派……。英雄。『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』か。


「……心配するな、イッセー。お互たがい本気じゃない。ちょっとした小こ競ぜり合いだよ」


　と、先生が言うけど、小競り合いで下流の地域が崩ほう壊かいしているんですけど！


　曹操は首をコキコキ鳴らしながら言う。


「いい眷けん属ぞく悪あく魔まの集団だ。これが悪魔の若手でも有名なリアス・グレモリー眷属か。もう少し、楽に戦えると思ったんだが、意外にやってくれる。俺の理論が正しければ、このバカげた力を有すグレモリー眷属を集めたのは兵藤一いつ誠せい──キミの力だ。身体機能と魔ま力りよくの才能はないかもしれないが、ドラゴンの持つ他者を惹ひきつける才能は歴代でもトップクラスだと思うけどね。ほら、ドラゴンは力を集めるっていうだろう？　キミの場合は良くも悪くもその辺が輝かがやいていたってことだよ。連続する名うての存在の襲しゆう来らい、各龍王との邂かい逅こう、そして多くに支持される『おっぱいドラゴン』が良い例だ。そして『王キング』なき眷属をこの状じよう況きようで誰だれよりも冷静に対処できた。まだ稚ち拙せつで穴だらけともいえる手配だが……手慣れたら怖こわくなるかもしれない」


「…………ッ」


　そんなこと、考えたこともなかった。いままでの出来事が……全部俺によって？


　曹操が俺のほうに槍の切っ先を向けてくる。


「だから、俺たちは旧魔ま王おう派のように油断はしないつもりだ。将来、キミは歴代のなかでも最も危険な赤龍帝になると確信している。そして、眷属も同様。いまのうちに摘つむか、もしくは解かい析せき用のデータを集めておきたいものだ」


　お、俺──いや、俺たちのことをそんな目で見ているのか？　た、確かに俺たちのことを小こ馬ば鹿かにしていたという旧魔王派とは本質的に違うような気がするよ。


　……まいったな。この手の相手は不慣れすぎる！　いままでは俺のことをバカにした相手ばかりで、その隙すきをついて戦ってきたからさ……。


　先生が曹操に改めて問う。


「ひとつ訊ききたい。貴様ら英雄派が動く理由は何だ？」


　曹操が目を細めながら答える。


「堕天使の総そう督とく殿どの。意外に俺たちの活動理由はシンプルだ。『人間』としてどこまでやれるのか、知りたい。そこに挑ちよう戦せんしたいんだ。それに悪魔、ドラゴン、堕天使、その他諸々、超ちよう常じようの存在を倒たおすのはいつだって人間だった。──いや、人間でなければならない」


「英雄になるつもりか？　って、英雄の子孫だったな」


　曹操は人差し指を青空に真っ直ぐ突き立てた。


「──よわっちい人間のささやかな挑戦だ。蒼そう天てんのもと、人間のままどこまでいけるか、やってみたくなっただけさ」


　──人間、か。


　……人間のまま、どこまでいけるのか……。それがこいつらの目標？


　い、いや、他にも何か企たくらんでいそうだけどさ。


　先生が嘆たん息そくしながら俺に言う。


「……イッセー。油断するなよ。こいつは──旧魔王派、シャルバ以上の強敵だ。おまえを知ろうとする者はこれから先、すべて強敵だと思え。特にこいつはそのなかでヴァーリと同じぐらい危険性が抜きんでている」


　ヴァーリと同じぐらい……。底が知れない雰ふん囲い気きだけならヴァーリよりもありそうなんだけどね……。


　最強の聖槍を持っているだけでも相当な脅きよう威いだと思う……。


　先生がそろったことで、俺たち陣じん営えい──相手陣営も改めて身構えた。いまだアンチモンスターは生みだされる。キリがないぜ、まったく。そのうえ、英雄派の構成員はほとんど動いていない。


　だが、今度は相手もかまえた。──次の第二波で本格的な戦せん闘とうとなりそうだ。相手には神器セイクリツド・ギア所有者が多いんだろう？　しかも禁手バランス・ブレイカーになれる奴が多い。


　本当、俺ってこういうピンチばかりだ。たまには救いの女神でも現れてくれないもんかね？　い、いや、乳ちち神がみさまには当面加護をもらいたくないけどさ……。


　心中でそう思っているときだった──。


　パァァァアアアッ。


　俺たちと英えい雄ゆう派の間に魔ま方ほう陣じんがひとつ、輝きながら出現する。……知らない紋もん様ようだ。


「──これは」


　先生は知っている様子だった。誰？　堕天使？　怪け訝げんに思う俺たちの眼前に光と共に現れたのは──魔ま法ほう使つかいの格好をした、かわいらしい外国の女の子だった。


　……お、女の子？　呆あつ気けに取られる俺。


　魔法使いが被かぶるような帽ぼう子しに、マント。まさに魔法使いな格好だ。歳は……中学生ぐらいか？　小こ柄がらだ。


　女の子はくるりとこちらに体を向けると、深々と頭を下げてきた。


　ニッコリ笑顔で俺たちに微笑ほほえみかけてくる。


「はじめまして。私はルフェイ。ルフェイ・ペンドラゴンです。ヴァーリチームに属する魔法使いです。以後、お見知りおきを」


　──ッ！　ヴァ、ヴァ、ヴァーリチームゥゥゥゥ!?　なんで、ヴァーリの仲間がこんなところに!?


　先生が女の子──ルフェイに訊く。


「……ペンドラゴン？　おまえさん、アーサーの何かか？」


「はい。アーサーは私の兄です。いつもお世話になっています」


　あの残ざん酷こく紳しん士しの妹さんか！　こんなにかわいい妹がいたのね！


　先生があごに手をやりながら言う。


「ルフェイか。伝説の魔ま女じよ、モーガン・ル・フェイに倣ならった名前か？　確かにモーガンも英雄アーサー・ペンドラゴンと血けつ縁えん関係にあったと言われていたかな……」


　ルフェイが目を爛らん々らんと輝かせながら、俺に視線を送っている。


「あ、あの……」


　俺に近づくと手を突つきだしてくる。


「私、『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』のファンなのです！　差し支えないようでしたら、あ、握あく手しゆをしてください！」


　…………。


　え、えっと……。


　俺は突とつ然ぜんのことに間の抜けた状態になり、反応に困った。こ、こんな緊きん迫ぱくした戦場でそんなことを言われても……。


　とりあえず、「ありがとう……」とだけつぶやいて握手をしてあげる。


「やったー！」


　すっげえ喜んでる……。う、うーん……、この子、何しに来たの？


　曹操側も呆気に取られて、どう出ていいものか、当とう惑わくしていたり……。だが、頭をポリポリかきながら曹操が息を吐はく。


「ヴァーリのところの者か。それで、ここに来た理由は？」


　曹操の問いにルフェイは屈くつ託たくのない満面の笑顔で返した。


「はい！　ヴァーリさまからの伝言をお伝え致いたします！　『邪じや魔まだけはするなと言ったはずだ』──だそうです♪──うちのチームに監かん視し者を送った罰ばつですよ～」


　ドウゥゥゥゥゥゥゥゥンッ！


　ルフェイがかわいく発言してすぐ、大地を揺ゆり動かすほどの震しん動どうがこの場を襲おそう！


　な、なんだ、この揺れ！　地じ震しん？　立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだ！　アーシアや九重は体勢を崩くずして尻しりもちをついていた。


　ガゴンッ！


　何かが割れる音！　そちらに視線を送れば、地面が盛り上がり、何か巨きよ大だいなものが出現する寸前だった！　地を割り、土を巻き上げながら地中から姿を現したのは──！


『ゴオオオオオオオォォォォォオオオッ！』


　雄お叫たけびをあげる巨きよ人じんらしき巨大な物体だった！


　な、な、な、ななななななななななな、なんだ、このでっかい巨人みたいな物体はぁぁぁぁぁあああっ!?　石？　岩？　なんの素材でできているかわからないけど、無機質なもので創られたようなフォルムだ。腕うでも脚あしも太い！


　十メートルはあるぞ！　先生が巨人を見上げて叫さけぶ！


「──ゴグマゴグか！」


　先生の言葉にルフェイがうなずく。


「はい。私たちのチームのパワーキャラで、ゴグマゴグのゴッくんです♪」


　ゴッくんです♪　って、そんなかわいらしく呼ばれてるのあれが!?


「先生、あの動く石巨人的なものは……」


　俺の問いに先生が説明をくれる。今日は説明ばかりしてもらってすみません、先生！


「ゴグマゴグ。次元の狭はざ間まに放置されたゴーレム的なものだ。稀まれに次元の狭間に停止状態で漂ただよってるんだよ。なんでも古いにしえの神が量産した破は壊かい兵器だったらしいが……。全機が完全に機能停止だったはずだ」


　ゴーレム！　な、なるほどね！　だから無機質な感じなのか！


「あんなのが次元の狭間にいるんですか!?　機能停止って、あれ動いてますけど！」


「ああ、俺も動いているのを見るのは初めてだ。問題点が多すぎたようでな、機能停止させられて次元の狭間に放置されたと聞いていたんだが……動いてるぜ！　胸が躍おどるな……ッ！」


　あー、先生が子供のようにお目々を輝かせておられる……。先生ってこういう神の創つくったものとか古代兵器とか好きっぽいもんな。


　しかし、ハッと気づいて先生はつぶやく。


「そうか。ヴァーリが次元の狭間でうろついていたのはグレートレッドの確認だけじゃなかったんだな」


　先生の意見にルフェイが答えた。


「はい。ヴァーリさまはこのゴッくんを探していたのです。オーフィスさまが以前、動きそうな巨人を次元の狭間の調査で感知したことがあるとおっしゃっておられまして、改めて探たん索さくしたしだいです」


「な、なあ、まだあいつのチームはこういうのいるの……？」


　俺がルフェイに訊く。孫そん悟ご空くう、フェンリル、ゴーレムの他にまだいるなら、俺、あいつとの将来の戦いがちょいと不安なんですけど……。


「えーと、いまのところ、ヴァーリさま、美び猴こうさま、兄のアーサー、黒くろ歌かさん、フェンリルちゃん、ゴッくん、私の七名です」


　そ、そうか。七名か。これで全部なのね。それにしても濃こすぎる！　あいつ、とんでもないメンツを集めたもんだな！


「しかし、先生、次元の狭間ってあんなのやグレートレッドがいるんですね……」


「次元の狭間は、ああいう処分に困ったものが行き着く先でもある。グレートレッドも次元の狭間を泳ぐのが好きなだけで実害はないぞ。各勢力でもグレートレッドはブラックリストや各種ランキングに入ることはない。あれは特例だ。つつかず自由に泳がせておけばいいものを……」


　先生がそうつぶやくなか、ゴーレム──ゴグマゴグが英雄派に向かって、巨大な拳こぶしを振ふり下ろした！


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴォォォォオオオオオオンッ！


　バカでかい破は砕さい音と共に、ゴーレムの一いち撃げきが渡と月げつ橋きようを破壊してしまったぁぁぁっ！


　ああああああ！　嵐あらし山やまの名物がぁぁぁぁっ！　ここが嵐山を模した空間で良かった！


　ゴーレムの一撃は大量のアンチモンスターを屠ほふった。英雄派の構成員は全員その場から飛び退き、橋のあちら岸に退たい避ひした。


「ハハハハ！　ヴァーリはお冠かんむりか！　どうやら監視していたのがバレたようだ！」


　曹操は愉ゆ快かいに高笑いしながら、槍やりをゴーレムに向ける！


「伸のびろっ！」


　ギュゥゥゥゥン！


　槍の切っ先が伸びて、ゴーレムの肩かたに突き刺ささる！


　ズズゥゥゥゥンッ！


　巨大なゴーレムがその一撃で体勢を崩されて、その場に倒たおれていった！　うわっ、なんて震動だ！　あのゴーレム、相当な重量だな！　倒れた衝しよう撃げきだけで震動が巻き起こり、辺りを大きく揺らす！


　あの槍、一撃だけでデカいゴーレムを転ばしやがった！　伸びたり、光の刃やいばを発生したり、多機能だな！


　しかし、橋が壊こわされてしまった。飛んで向こう岸に行くしかないのか？


　次の一手を考えていたときだった。俺の視界に向こう岸をゆらりゆらりとおぼつかない歩き方で英雄派に近づく者が映る。


　銀ぎん髪ぱつの女性──ロスヴァイセさんだ！


「……ういー。ヒトが気分良く寝ねているところにドッカン！　バッタン！　チュドーンって！　うるさいんれすよ！」


　──まだ酔よってる!?　しかも怒おこってる！


　酔っぱらいの登場に英雄派の面々も間の抜ぬけた表情となっていた。だが、相手がグレモリー眷けん属ぞくの者と認識するやいなや、攻こう撃げきの態勢を取りだしていた！


　マ、マズい！　酔った状態じゃ、ロスヴァイセさんが危険だ！


　た、助けに行かなきゃ！──と、俺たちが飛びだそうとしたのだが。


「なんれすか？　やるんれすか？　いいれすよ。元オーディンのクソジジイの護衛ヴァルキリーの実力、見せてやろうじゃないれすかっ！」


　ロスヴァイセさんは大きく叫んだあと、自身の周囲にあり得ない数の魔ま方ほう陣じんを展開し始めた！　十や二十じゃきかない数だぞ！


「全属性、全精せい霊れい、全神しん霊れいを用いた私の北ほく欧おう式フルバースト魔ま法ほうをくらえぇぇぇぇぇえええええッ！」


　ズドドドドドドオォォォォォォッ！


　驚おどろくほどの数の魔方陣から凄すさまじい量の魔法が縦じゆう横おう無む尽じんにぶっ放されて、空中で幾いく重えも軌き道どうを変えながら、英えい雄ゆう派の陣じん営えいに雨のように降り注いでいく！


　う、うわぁぁぁああっ！　すげえことになってる！　炎ほのお、光、氷、雷いかずちなどなど、あらゆる属性の魔法攻こう撃げきが周囲の風景を豪ごう快かいに吹ふっ飛とばしながら、英雄派に襲いかかっていた！


　家屋も店も道路も電柱も一いつ瞬しゆんで塵ちりと化して、跡あと形かたもなく消え去っていく！


　…………かなりの魔法の使い手だと思っていたが、いやはや、町を軽く吹っ飛ばせるほどのヴァルキリーさんだったんですね！


　考えてみればロキ戦で大活かつ躍やくしてたわけだから、当然なのか。


　ぶ、部長、いい人材ゲットしましたね……。こりゃ、ゲームでも大活躍しますよ。


　俺の視界に霧きりが映り込んだ。攻撃はすべて英雄派に突き刺さっていると思ったが、制服の上にローブを羽織った青年が手元に霧を発生させて魔法を弾はじいていた。


　──っ！　あれが霧の使い手か！　あの魔法攻撃を防ぐなんて！


　霧使いは手元からさらに霧を発生させて、英雄派の全員を薄うすい霧で覆おおい始める。


　曹操が霧のなかから言う。


「少々、乱入が多すぎたか。──が、祭りの始まりとしては上々だ。アザゼル総そう督とく！」


　奴やつは俺たちに向けて楽しそうに宣言した。


「我々は今夜この京都という特異な力場と九尾の御おん大たい将しようを使い、二条城でひとつ大きな実験をする！　ぜひとも制止するために我らの祭りに参加してくれ！」


　霧が濃くなってきた。足下だけだと思った霧が俺たちの胸の位置、そして顔の位置にまで迫せまってくる。


　そして視界が全部、霧に包まれた。一いつ寸すん先も見えないほどだ。


「おまえら、空間がもとに戻もどるぞ！　武装を解除しておけ！」


　先生からの助言だ。本物の嵐山に戻るのか！　そ、それは大変だ！　俺はすぐさま鎧よろいを解除した──。








　…………。


　一いつ拍ぱくあけ、霧が晴れたとき──そこは観光客で溢あふれた渡月橋周辺だった。俺たち以外、何事もなかったように普通に橋を往来していく。


　……橋は壊れてない。無事にもとの空間に戻ってこられたんだな。


「おい、イッセー。どうした、すっげー険しい顔になってんぞ？」


　俺の顔を覗のぞき込む松田。そ、そうだ、俺たちは渡月橋を渡わたったばかりだった。


「…………いや、なんでもないよ」


　それだけ返し、俺は大きく息を吐はいた。他の眷属メンバーも表情が険しい。さっきまで戦せん闘とうしてたんだ、そう簡単に気持ちも切きり替かえられないだろう。


　……ルフェイがいない。デカいゴーレムも同様だ。霧が晴れたと同時に消えたのか。


　ガンッ！


　先生が電柱を横殴なぐりしていた。


「……ふざけたことを言いやがって……ッ！　京都で実験だと……？　舐なめるなよ、若造が！」


　うわ……、先生がマジギレしてる！　こんなに怖こわい先生を見たのは久しぶりかも。


「……母上。母上は何もしていないのに……どうして……」


　体を震ふるわせる九重。俺は頭を撫なでてやるぐらいしかできなかった。


　曹操の突とつ然ぜんの襲しゆう来らい。そして、二条城で実験をするという宣言。


　部長、どうやら俺たちの修学旅行は思いがけないクライマックスを迎むかえそうです。




　Life.4　決戦、グレモリー眷属VS英雄派！　in京都







「いやー、食った食った！　和洋中豪ごう華かな料理をバイキングなんて駒く王おう学園の生徒で本当に良かったぜ！」


「まったくだ」


　夕食後、風ふ呂ろにも入り、松まつ田だと元もと浜はまが満足そうに部屋でくつろいでいた。


　渡月橋での戦いを終え、俺たちは二条城を観光してホテルに帰ってきたんだ。


　俺はいま二人の部屋にいる。明日あしたは最終日だ。京都駅周辺を見て回ってお土産みやげを買うだけになる。そんなわけで三日間見て回った京都の景色をおさらいするため、部屋に備えてある薄うす型がたテレビでデジカメの撮さつ影えいデータを見ることになっていた。


「ちわー、風呂上がりの美少女四人が来たわよ、エロども」


　パジャマ姿の桐生きりゆうがアーシアたちを連れて部屋に入ってくる。


「おおおっ！　アーシアちゃんの風呂上がりパジャマ姿最高じゃん！　んじゃ、早めの観賞会といきますか！」


　テンション高くそう言いながら松田が再生ボタンを押して、最初の写真がテレビに写しだされた。


　新幹線発車から写真は始まり、京都駅、ホテルのなか、伏ふし見み稲荷いなり、清水寺と三日間巡めぐった京都の景色がテレビに一枚一枚写される。


「このとき、元浜が階段で転びそうになってたな」


「そういう松田こそ、茶ちや店みせの団子を一気に食べてのどにつまらせていたじゃないか」


「ていうか、あんたら、他校の女子が通りすぎるたびにエロい視線で見るんじゃないわよ。いやらしい顔を京都でまでさらして……学園の恥はじだわ」


　と、松田、元浜、桐生が思い出を語り、俺たちはそのたびに爆ばく笑しようしていた。


　──大切な修学旅行。


　俺は観賞会を楽しみながら、拳を静かに握にぎりしめていた。


　何があっても、俺は無事に明日を皆みんなと迎える。


　そして、皆で一いつ緒しよに帰ろう。駒く王おう学園へ──。








　観賞会も終わり、就しゆう寝しん時間を間近にして俺の部屋にグレモリー眷属＋イリナ、シトリー眷属、アザゼル先生、レヴィアタンさまが集まっていた。


　この部屋で今夜のことについて話し合うところだ。今夜のこと──二条城でおこなわれるという英雄派の実験とやらだ。


　……つーか、正直、部屋が狭せまい。立ち見がでてるぐらいだ。当然だよな、十人以上も八畳じよう一間の部屋にいるんだもん。


　ゼノヴィアとイリナなんて押し入れのなかから話し合いに参加していた。……そこ、気に入ったのか？


　昼間あれだけ酔っぱらっていたロスヴァイセさんは顔を真っ青にしながらも参加していた。……酔い覚ざましの薬を自分で調合して飲んだらしいから普ふ段だんのロスヴァイセさんに戻っているが、体調がよろしくなさそうだ。


　先生が皆を見回して口を開いた。部屋の中心に京都の全体図が敷しかれている。


「では、作戦を伝える。現在、二条城と京都駅を中心に非常警けい戒かい態勢を敷いた。京都を中心に動いていた悪あく魔ま、堕天使の関係者を総動員して、怪あやしい輩やからを探っている。京都に住む妖よう怪かいたちも協力してくれているところだ。いまだ英雄派は動きを見せないが、京都の各地から不ふ穏おんな気の流れが二条城を中心に集まっているのは計測できている」


「不穏な気の流れ？」


　木き場ばが先生に訊きく。


「ああ、京都ってのは古来、陰おん陽みよう道どう、風水に基づいて創られた大規模な術式都市だ。それゆえ、各所にいわゆるパワースポットを持つ。晴せい明めい神社の晴せい明めい井い、鈴すず虫むし寺でらの幸こう福ふく地じ蔵ぞう、伏見稲荷大社の膝ひざ松まつさん、挙げればキリがないほどに不思議な力を持つ力場に富んでいる。それらが現在、気の流れが乱れて、二条城のほうにパワーを流し始めているんだよ」


「ど、どうなるんですか？」


　匙さじが生なま唾つばを飲み込みながら訊く。


「わからんが、ろくでもないことは確かだ。奴らはこの都市の気脈を司っていた九尾の御大将を使って『実験』とやらを開始しようとしているんだからな。それを踏ふまえたうえで作戦を伝える」


　先生の言葉に皆がうなずいた。先生が改めて告げる。


「まずシトリー眷けん属ぞく。おまえたちは京都駅周辺で待機。このホテルを守るのもおまえたちの仕事だ。いちおう、このホテルは強固な結界を張っているため、有事の際でも最悪の結果だけは避さけられるだろう。それでも不ふ審しんな者が近づいたら、シトリー眷属のメンバーで当たれ」


『はい！』


　先生の指示にシトリーの皆が返事をする。


「次にグレモリー眷属とイリナ。いつも悪いが、おまえたちはオフェンスだ。このあと、二条城のほうに向かってもらう。正直、相手の戦力は未知数だ。危険な賭かけになるかもしれないが、優先すべきは八坂の姫ひめを救うこと。それができたらソッコーで逃にげろ。奴らは八坂の姫で実験をおこなうと宣言しているぐらいだからな。……まあ、虚きよ言げんの可能性も高いが、あの曹操の言動からするとおそらく本当だろう。──俺たちが参戦するのを望んでいるフシが多分にあったからな」


「お、俺たちだけで戦力足りるんですか？」


　俺の質問だ。オフェンスといっても、イリナ含ふくめても五人しかいないぞ。英雄派の戦力を考えるとまったく足りないって！


「安心しろ。テロリスト相手のプロフェッショナルを呼んでおいた。各地で『禍の団カオス・ブリゲード』相手に大暴れしている最強の助っ人だ。それが加われば奪だつ還かんの可能性は高くなる」


「助っ人？　誰だれですか？」


　木場が訊く。


「とんでもないのが来てくれることだけは覚えておけ。これは良い報しらせだな」


　先生が口くちの端はしを愉ゆ快かいそうに吊つり上げていた。先生がここまで言うなら相当な手て練だれが来るってこと？


　誰だ？　部長や朱あけ乃のさんじゃないよね？


　もしかして、魔ま王おう戦隊サタンレンジャー？……なわけないか。でも、こういうときにこそ来てくださいよ、サタンレンジャー！


「それとこれはあまり良くない報せだ。──今回、フェニックスの涙なみだは三つしか支給されなかった」


「み、三つ!?　た、足りなくないですか!?　いちおう、対テロリストなんですし！」


　匙が素すっ頓とん狂きような声をあげて、先生に問う。


「ああ、わかっている。だが、世界各地で『禍の団カオス・ブリゲード』がテロってくれるおかげで涙の需じゆ要ようが急激に跳はね上がってな。各勢力の重要拠きよ点てんへの支給もままならない状態だ。もともと大量生産ができない品だったもんでな、フェニックス家も大変なことになっているってよ。市場でも値段も高こう騰とうしちまってただでさえ高級品なのに、頭に超ちようがふたつはつきそうな代物に化けちまった。噂うわさじゃ、レーティングゲームの涙使用のルールも改正せざるを得ないんじゃないかって話だ。おまえたちの今後のゲームに影えい響きようが出るかもしれないことだけ頭の隅すみに置いておけ」


　……うわー、えらいことになってんな。だが、考えてみりゃ当然か。テロが多ければケガをするヒトも増える。それによって回復アイテムの涙の需要が高くなってもなんら不思議じゃない。むしろ、当然のことだ。


　先生が続ける。


「これは機密事じ項こうだが、各勢力協力して血ち眼まなこになって『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』の所有者を捜さがしている。レアな神器セイクリツド・ギアだが調査の結果、アーシアの他に所有者が世界に何人かいると発覚しているからな、スカウト成功は大きな利益になる。冥めい界かい最重要拠点にある医い療りよう施し設せつなどにはすでにいるんだが。スカウトの一番の理由は──テロリストに所有者を捕ほ獲かくされないためだ。優ゆう秀しゆうな回復要員を押さえられたらかなりマズい。現ベルゼブブ──アジュカも回復能力について独自に研究しているそうだが……。まあ、いい。それとグリゴリでも回復系人工神器セイクリツド・ギアの研究も進んでいる。実はアーシアに陰かげで回復の神器セイクリツド・ギアについて協力してもらっていてな。いい結果も出ている」


　先生の言葉にアーシアが照れていた。し、知らなかった！　機密ってぐらいだから俺にも内ない緒しよだったんだろうけど……。そっか、アーシアは陰で冥界のお役に立っていたんだな。なんてえらい子なんだろうか！　俺の自じ慢まんで誇ほこりだよ、マジで！


　アーシアもトレーニングを続け、切きっ掛かけがあればいずれ禁手バランス・ブレイカー使いになれるんだろうか？　そうなったときの効果がとても気になるところだぜ。


「てなわけでだ。この涙は──オフェンスのグレモリーに二個、サポートのシトリーに一個支給する。数に限りがあるから上手に使ってくれ」


『はい！』


　先生の指示に皆が返事をする。先生の視線が匙に移った。


「匙、おまえは作戦時、グレモリー眷属のほうに行け」


「お、俺っスか？」


　匙が自身を指でさしていた。予想外のオファーだったのだろうが、すぐに自分の役目が理解できたようだった。


「……龍りゆう王おう、ですか？」


「ああ、そうだ。おまえのヴリトラ──龍王形態は使える。あの黒い炎ほのおは相手の動きを止め、力まで奪うばうからな。ロキ戦のようにおまえがグレモリーをサポートしてやってくれ」


「そ、それはいいんですけど、あの状態って、意識を失いかけて暴走気味になりやすいんです」


「問題ない。ロキのときと同じようにイッセーがおまえの意識を繫つなぎ止めてくれるだろう。イッセー、そのときは匙に話しかけてなんとかしろ。──天てん龍りゆうなら、龍王を制せい御ぎよしてやれよ」


「は、はい！」


　まあ、一度やれたことだ。そのときになったら、俺が匙を助けるさ。


　イリナが手をあげる。


「あの、このことは各勢力に伝わっているのですか？」


　それは気になる。実際、どうなんだ？　俺は部長に伝えないようにかん口令を敷かれたけどさ。


「当然だ。この京都の外には悪魔、天使、堕天使、妖怪の者たちが大勢集結している。奴やつらが逃げないように包ほう囲い網もうを張った。──ここで仕留められるなら、仕留めておいたほうがいいからだ」


　先生の言葉にレヴィアタンさまが続く。


「外の指揮は私に任せてね☆　悪い子がお外に出ようとしたら各勢力と私が一気にたたみ掛けちゃうんだから♪」


　明るくおっしゃるレヴィアタンさまだけど、有事になったら大暴れしちゃうんだろうな……。


「それと駒王学園にいるソーナにも連れん絡らくはした。あちらはあちらでできるバックアップをしてくれているようだ」


　おおっ、会長と副会長もあちらで動いてますか！


　そうなると気になるのはうちのお姉さま方とかわいい後こう輩はいたちだが……。


「先生、うちの部長たちは？」


　俺の質問に先生は顔を少ししかめた。


「ああ、伝えようとしたんだが……タイミングが悪かったらしくてな。現在、あいつらはグレモリー領にいる」


「何かあったんですか？」


　俺の問いに先生はうなずいた。


「どうやら、グレモリー領のとある都市部で暴動事件が勃ぼつ発ぱつしてな。それの対応に出ているようだ」


　ぼ、暴動!?　まさか、『禍の団カオス・ブリゲード』か!?　部長たちだけで！　心配マックスの俺に先生が苦笑する。


「旧魔王派の一部が起こした暴動だ。『禍の団カオス・ブリゲード』に直接関かん与よしている輩でもないらしい。それでも暴れているらしくてな、あいつらが出ていったわけだ。いちおう、将来自分の領土になるであろう場所だからな。──それにグレイフィアが出しゆつ陣じんしたと報告を受けた。まあ、あのグレイフィアが出たとなると、相手の暴徒共もおしまいだろう。正確かどうかはわからないが、グレモリー現当主の奥方もその場にいるそうだ。──グレモリーの女を怒おこらせたら大変だろうさ」


　先生が若干体を震ふるわせながらそう言った。


　そ、そっか。グレイフィアさんどころか、部長のお母さんまで出ましたか！


　部長、部長のお母さん、グレイフィアさん、あのお三方なら安心と思えてしまうのは、グレモリーの女性が心強いと感じるからだろう。


「まあ、『亜あ麻ま髪がみの絶滅淑女マダム・ザ・エクステインクト』、『紅べに髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス』、『銀ぎん髪ぱつの殲滅女王クイーン・オブ・デイバウア』がそろっちゃうのね☆　うふふ、暴徒の人たち、大変なことになっちゃうわね♪」


　レヴィアタンさまが楽しげに不ふ吉きつ極まりない二つ名を連呼した！　絶ぜつ滅めつ、滅めつ殺さつ、殲せん滅めつって……なんですか、その「絶対に触さわっちゃいけない」を称しようしているような二つ名は！


　……グ、グレモリーの女性は、全員おそろしい二つ名を持っているんだな……。部長のお父さんもサーゼクスさまも私生活で奥さんに絶対に頭が上がらなさそうだ……。


「……おまえも将来大変だな」


　先生が俺の肩かたに手を置き、うんうんうなずいていた。


　……ど、どういうことでしょうか？　よくわかりませんが、部長を絶対に怒らせたりしませんよ？　た、たぶん……。


　先生が咳せき払ばらいをして、改めて皆みんなに告げる。


「と、俺からの作戦は以上だ。俺も京都の上空から独自に奴らを探す。各員一時間後までにはポジションについてくれ。怪あやしい者を見たら、ソッコーで相そう互ご連れん絡らくだ。──死ぬなよ？　修学旅行は帰るまでが修学旅行だ。──京都は俺たちが死守する。いいな？」


『はい！』


　全員が返事をして、作戦会議は終わった。








　戦う準備を終えて、ロビーまで来た俺。ここでアーシアたちと合流予定。


　まだ俺以外来ていないか。──と、ロビー横のテーブル席に先生とロスヴァイセさんが座っていた。


　俺を視認するやアザゼル先生が立ち上がる。


「イッセーか。ちょうどいい」


「はい？」


　何事？　怪け訝げんに思っていると、先生が懐ふところから何かを取り出す。──赤く輝かがやく宝玉みたいなものだった。先生が言う。


「さっきな、ホテルの外で痴ち漢かん騒さわぎがあったんだ。で、俺が偶ぐう然ぜん居合わせて女の乳ちちをももうとしていた男をとっちめたんだが……そうしたら、体からこれが飛びだしてきてな。もしかしたらと思うんだが……」


　……ち、痴漢から宝玉が……？　それでなんで俺に？　つーか、京都に来てから痴漢が多いような気がしてならない。


『その宝玉は──』


　ドライグが俺と先生に聞こえるように言葉を発した。


「どうした、ドライグ？」


　俺が訊きくとドライグが言う。


『ああ、それは新幹線でおまえのなかから飛びだしていった箱の中身だ』


　…………。


　な、な、な、なんですとぉぉぉぉぉおおおおっ!?　これが!?　この宝玉が!?


「やっぱりか。宝玉を解かい析せきしたら、おまえのオーラが検出できたんでな」


　先生は予想が当たっていたようでうなずいていた。


　神器セイクリツド・ギアのなかに潜もぐって体験してきたことは、先生に初日に報告済みだ。飛びだしたものは先生も独自のルートで探してくれていたが、見つからずじまいだったんだ。


　俺は先生から赤い宝玉を受け取る。


　…………うーん。


　……手にしてみて目立った変化はないが……？　どうなのよ、ドライグさん？


『うむ。間ま違ちがいない。俺とおまえの波動を感じるぞ。いや、待て。……なんてことだ』


　突とつ然ぜん、ドライグは落らく胆たんの声音となった。


「ど、どうした？」


　俺が訊くとドライグは低いテンションで衝しよう撃げきの事実を告げてくれる。


『……軽く宝玉の情報を調べてみたのだが……、箱の中身、おまえの可能性は……様々な人間の体を移りながら京都中を旅して回ったようだ。──相手の、ち、乳を触ることで』


　──っ！　な、なんだと……？


　あまりに意味の不明な言葉に俺は一いつ瞬しゆん我が耳を疑ったが、隣となりの先生は苦笑しながらも合が点てんがいった様子だった。


「あー、なるほどな。京都の各地で連日起こってた痴漢騒ぎは、おまえの可能性──この宝玉が人間を媒ばい介かいにして伝わっていたわけか。つまり、男女問わず、乳をもむことで京都中を駆かけ巡めぐっていたってことだな。この宝玉に触ふれてしまった者は、誰だれのでもいいから胸が触りたくって仕方なくなったのか」


「そ、そんなことが!?……なんてこった、京都で起こってた痴漢騒ぎは俺の可能性が起こしていたのか……」


　俺がおっぱいドラゴンだから、おっぱいが大好きだから、可能性という名の箱の中身も乳に関連したものになってしまったのか……。


　最初は松田に違ちがいない。あいつは俺の前の席にいたし、突然新幹線のなかで元浜の乳を触ろうとしていた。


　そこからいろんなヒトに飛び移り、京都を回って、ここにたどり着いた──と。


　いちおう、心の中で痴漢になってしまった加害者、被ひ害がい者しやの方々に詫わびよう。てか、加害者のヒトも被害者だよ、これ！


「それでドライグ、この宝玉の塩あん梅ばいはどうなんだ？」


　それだけのことをして俺の手元に帰ってきたんだ、何かあるんだろう？　何かを得て来たんだろう？　だが──。


『……まだわからん。力が高まっているのは確かなのだが……。し、しかし、この都市にいるいろいろな人間の胸を触って力を高めてくるとは……これでいいのか、おまえの可能性は……』


　言うな！　俺もどうしたらいいかわからんのだよ！　まさか、こんなことになっているとは誰しも露つゆほども思わないでしょうよ！


「……京都の方々に多大な迷めい惑わくをかけるなんて……。イッセーくんのせいで痴漢をしてしまった方々のフォローをあとでしておかないといけませんね」


　ロスヴァイセさんが冷静にそう言う。その通りだ。痴漢えん罪で捕つかまっているかもしれないから、その点は必ずフォローしておかないと申し訳ない！


「俺がなんとかしておく。しかし、イッセーの可能性は何か特異な力でもかき集めているのか？　乳力と書いて『にゅーパワー』と呼ぶようなものが魔ま力りよくやドラゴンの力以外にイッセーのなかにあるとか……？　イッセーを見ているとあり得そうでな」


　先生が首をひねりながらそうつぶやいていた。乳にゆー力パワーとか……。あ、あるのかな？


「まったく、他者を救ったり、他者に迷惑をかけたり、理解不能なことばかりですね、イッセーくんは。……うっぷ、吐はき気けが……」


　小言をつぶやきながらも口元に手をやり吐き気と戦うロスヴァイセさん。先生がため息をつきながら言う。


「おまえ、だいじょうぶか？　まあ、おまえも酔よっぱらって散々暴れたあげく、ホテルに帰ってきてから吐いてばかりだから、あまり人のことを言えないとは思うが……」


「あ、あなたには言われたくありません！　あなたがあんなところで昼酒をしているから……うっ、吐きそう……」


「ま、俺も悪かったと言っておこう。って、本当にだいじょうぶかよ？」


「……ちょっと、トイレ行ってきます」


　あらら、ロスヴァイセさんがついにトイレへ行ってしまった！　だ、だいじょうぶ？


「……ゲロ吐きヴァルキリーか。とりあえず、宝玉は持ち主であるおまえが持っていろよ、イッセー。何が切きっ掛かけで力が溢あふれてくるかわからないからな」


　と、先生は言う。……そ、そうですね、俺が持っていたほうがいいだろう。これ以上、京都の人たちに迷惑はかけられん！


　しかし、どうやったら、宝玉は応えてくれるのだろうか？　ドライグもわからないようだし。まずは所持しておくしかないか。おかえり、俺の可能性ちゃん。


　あ、そうだ。作戦前に先生に訊いておきたいことがあったんだった。


「あの、先生」


「なんだ？」


「曹そう操そうってどんな人だったんですか？　あ、三国志のほうの」


　あまり三国志は詳くわしくないからな。でも、相手が曹操の子孫なら、ちったぁ知っておく必要があると感じていた。


「おまえはどういう認識なんだよ？」


　先生に問い返され、俺は頰ほおをかきながら知っていることを口に出す。


「……えっと、劉りゆう備びのライバルで、悪役でしょうか」


　劉備がしようとすることを邪じや魔ましてくる敵の大将──。


　子供の頃ころに読んだ漫まん画がやテレビで観た人形劇では、そんな印象だった。


　先生がそれを聞いて苦笑する。


「まあ、そのイメージは『三国志演義』の影えい響きようだろうな。確かに曹操は虐ぎやく殺さつなどの悪行をおこなった。だが、当時としては画期的な政治をやったのも曹操だ。俺が個人的に一番と思うのは人材の発はつ掘くつか」


「人材？」


「ああ、曹操は才能があればどんな身の上の者でも使った。そのせいか、魏ぎは人材に富んだ国となったよ。皮肉なことに英えい雄ゆう派の曹操もまた人材に目を向けたようだ。あいつはあらゆる才能をかき集めているらしいからな。先祖と違う点もあるが。奴やつは人間を中心に人材を拉ら致ちに等しいやり方で集めている。人材は悪あく魔までも天使でもなく、あくまで人間。そこに英雄派のこだわり、目的が見みえ隠かくれするところだ。そして、目的のためならそいつらを洗脳してまで使い、テロに投入する。禁手バランス・ブレイカー使いの増加と魔獣造アナイアレイシヨン・メーカーのためにやった一連のテロはやり方としては実にえげつないところだ」


　人間、か。俺は悪魔で、相手は人間。その辺、案外割り切って戦っていたな俺。


『相手は人間で、俺は悪魔だけど、元人間だから人間と戦えないよ！』って、気持ちは案外薄うすい。


　悪魔になっちまったことは変わらない事実だし、その生き方に魅み力りよくを感じて突つき進すすんでいるのも俺なわけで。


　寿じゆ命みようが豊富だから、人間である家族や友人といつか別れなくてはいけないのは辛つらいけど、敵が人間だからといって戦えないわけじゃない。


　英雄派さんたちは、正義がどうたらとか、悪がどうたらとか、そこにこだわりを持って戦うタイプなのかな？　『英雄』って肩かた書がきがあるぐらいだし。


　うーん、難しいなぁ……。


　でも、テロはやっちゃいけないだろう。強制的に拉致して洗脳ってのもやり方としては非人道的すぎる。


　どんな理由があるにしても、俺としてはそこを「悪」だと感じるな。


　首をひねる俺に先生が訊いてくる。


「どうした？」


「いえ、人間がどうたらとか、悪魔がどうたらとか、俺らしくないことを少しだけ考えていました。……それと英雄。英雄派の正メンバーは英雄の子孫とかで形成されていて、身体能力が天使や悪魔に引けをとらないんですよね？　『英雄』ってなんですか？　あ、意味的なものじゃなくて、存在についてです」


　英雄がヒーロー、救世主的な意味合いなのはバカな俺でもわかる。だが、『英雄』という存在──彼らは普ふ通つうの人間とどう違うのか、それを知りたかった。


「英雄ってのは特別な力、能力を持ち、本来ならばそれを使い、人類にとって大きな功績を残したり、巨きよ悪あくを倒たおすことができる存在だ。ヒーローになれる力を持って生まれたといっていい。まあ、そういうのは神器セイクリツド・ギアを持って生まれた者がほとんどだ。神器セイクリツド・ギアってのは人々を救うために、一部の人間に神が与あたえたものなんだろうが……すべての神器セイクリツド・ギア所有者が英雄になれるわけではないし、幸せになれるわけでもない。『英雄になれる力を持って生まれた』ってのと、『英雄になった』というのは必ずしもイコールじゃないからな。なかには力をふるい、悪者として名を轟とどろかせた者もいた」


　ヒーローになれる力を持って生まれた存在──。すごいな。俺にとっちゃ、うらやましい限りだ。


「英雄、か。ヒーロー。人間だった頃、凡ぼん人じんだった俺にしてみれば羨せん望ぼうの的です。英雄との戦い……。まあ、俺は悪魔でドラゴンだから、ヒーローにしてみればいい悪役でしょうね」


「悪魔になった自分の存在と、英雄──人間という相手の存在について考えていたのか。……ったく。おまえは何になりたい？　何がしたい？」


　先生がそう訊きいてくる。俺は間かん髪はつ入れずに答えた。


「上級悪魔になってハーレム王！　というか、眷けん属ぞくや部長のためにがんばります！」


「それでいいじゃねぇか。それで突き進め。おまえはそれでいけるだろう？」


　噴ふき出しながら先生が言う。俺もそれでハッと気づいた。


「あ、それでいいのか。それともうひとつ。──九重くのうのお母さんを助けます！」


　そうさ。小さい女の子が理り不ふ尽じんな目に遭あって泣いてんだ。それを解決してやらなくちゃな！


　先生が俺の頭を手でくしゃくしゃ撫なでる。


「おまえがそれで良かったよ。しかし、おまえはいいが、アーシアたちは相手が人間だと、割り切れない部分もあるだろう。だが、おまえが突き進む限り、あいつらもついてくるはずだ。おまえはおまえのままでいろ。それが眷属の成長に繫つながる」


　なるほど、眷属の士気は俺にかかってますか。


「わかりました！　兵ひよう藤どう一いつ誠せい！　仲間と共に突とつ貫かんしてきます！」


　俺は先生にそう宣言し、ちょうどロビーに姿を現した仲間と合流した。








　ホテル入り口から出ようとすると、自動ドアの先でシトリー眷属が集まっていた。


「元げんちゃん、無理しちゃダメよ」


「そうよ、元ちゃん。明日あしたは皆みんなで会長へのお土産みやげ買うって約束なんだから」


「おう、花はな戒かい、草くさ下か」


「元げん士し郎ろう、テロリストにシトリー眷属の意地を見せてやるのよ？」


「わかってるよ、由ゆ良ら」


「危なくなったら逃にげなさい」


「足なら鍛きたえてるよ、巡めぐり」


　匙が仲間に激げき励れいをもらっているところだった。あいつんところも夏休み明けてから眷属同士でいっそう仲良くなったって話だったな。


　肝かん心じんの会長とはいまだ進展がないようだが……。ま、まあ、俺も似たようなもんか。


　ため息を吐く俺の肩かたに木場が手を置く。


「部長不在のいま、仮としての僕たちの『王キング』はイッセーくんだ」


　……な、なに!?　突とつ然ぜんの発言にビックリする俺！


「──っ！　マ、マジかよ！　俺が『王キング』!?　いいのか、それで!?」


　自身を指さしながら問い返すが、木場は怪け訝げんな様子だった。


「何を言っているんだい。キミは将来部長のもとを離はなれて『王キング』になろうとしている。それならこのような場面で眷属に指示を送るのは当然となるんだよ？」


「そ、それはそうかもしれないが……」


　俺に部長の代かわりがつとまるのか？　って疑問がまず最初に来てしまうよ。


　そんなふうに思う俺に木場は言う。


「昼間の渡と月げつ橋きようでの一戦、キミは土ど壇たん場ばの判断とはいえ、僕たちに指示を出した。それが最善だったか、良案だったかはわからないけれど、僕たちは無事にいまここにいる。だから、僕は少なくとも良い指示だったと思える。──だからこそ、今夜の一戦、僕たちの指示をキミに任せようと思うんだ」


　……木場。あのとき、俺が必死こいて出した稚ち拙せつな指示を評価してくれるのか……。


　横からゼノヴィアが言う。


「そうだな。私やイリナ、アーシアは指示を仰あおいだほうが動ける。昼のおまえは咄とつ嗟さとはいえ、部長の欠けたチームをうまくまとめたと思うぞ」


「うんうん。けど、イッセーくんは無茶して飛びだしすぎるのはダメよ？」


「そうです。無理は禁物です」


　と、イリナもアーシアも続く。


「このチームに入って間もない身なので、チームでは先せん輩ぱいのイッセーくんに任せます」


　ロスヴァイセさんまでそう言ってくれる……。ゲロ、だいじょうぶですか？


　……皆、俺のことをちゃんと見てくれていて評価してくれたり、心配してくれるんだな……。改めて眷属──仲間の良さを感じてしまった。


　ああ、部長！　俺はこのチームでこれからも共に困難を切り抜ぬけていこうと思います！


　ん？　ゼノヴィアが手に持つものに視線がいってしまった。……魔ま術じゆつ文字らしきものが記された布にくるまれた長い得物だ。──あ、なんとなく合点した。


　ゼノヴィアが俺の視線に気づき、長い得物を見せる。


「ああ、これか。先ほど教会側から届いたばかりだ。──改良されたデュランダルだよ」


　やっぱり！　行きの新幹線でデュランダルが教会側で改良されることを話していたからもしかしたらと思ったんだ。


「いきなり実戦投入だが、それも私とデュランダルらしくていいだろう」


　どれぐらい強化されたか、興きよう味み津しん々しんだ。ただでさえ、凶きよう悪あくな威い力りよくをほこるのにな。制せい御ぎよできるようになれば燃費や使いやすさが格段に良くなるだろう。


「わりぃ、少し話し込んじまった」


　匙が手で謝りながら合流してきた。他のシトリー眷属は「オフェンスお願いします」、「共に明日を迎むかえましょう」と激励をくれたあと、素早く京都駅のほうへ向かっていく。


　グレモリー眷属＋イリナ、そして匙。これが二条城に向かうオフェンス陣じんだ。


「よし、二条城に向かおう」


　こうして俺たちは一路、曹操が提示した場所、二条城へ──。





　　　　─○●○─





　ホテルを出て、京都駅のバス停に赴おもむく。


　ここからのバスに乗って二条城まで行く予定だ。いちおう、皆、冬服の制服姿。ゼノヴィアやイリナは例の教会製の戦せん闘とう服を下に着ているそうだ。いざとなったら、制服を脱ぬいで動きやすくするらしい。


「うっぷ……」


　ロスヴァイセさんが口を手で押さえて時折襲おそってくる吐はき気けと戦っていた。いまだ体調は優れないようだ。どんだけ、酒を飲んだんだ……？


　修学旅行に来てからロスヴァイセさんのいろんな側面を見られた気がする。あっちに帰ったら絶対にお酒を飲ませないようにしよう。


　──と、バス停でバスを待っているときだった。俺の背中に飛び乗る何か。


「赤せき龍りゆう帝てい！　私も行くぞ！」


　金きん髪ぱつの巫み女こ装束少女──九重だった。な、なんでこいつが？　妖よう怪かいのいる裏京都で待機しているはずじゃ？


「おい、九重。どうしてここに？」


　俺の肩に肩かた車ぐるまの格好で座る九重は俺の額をペチペチ叩たたきながら言う。


「私も母上を救う！」


　──っ！　お、おいおい！


「危ないから待機しているよう、うちの魔ま王おう少女さまや堕天使の総そう督とくに言われたろ？」


「言われた。じゃが！　母上は私が……私が救いたいのじゃ！　頼たのむ！　私も連れて行ってくれ！　お願いじゃ！」


　……そこまで言われるとな。先生に電話すればすぐに関係者がきて、九重を安全な場所に引っ張ってってくれそうだけど……。この子の気持ちもわからなくもない。


　この子の存在が九尾の御おん大将を助ける切きっ掛かけになるかも？


　よし、俺が責任を持って──と、意を決して九重の意志を尊重しようとしたときだった。


　──俺たちの足下に薄うすい霧きりが立ちこめてくる。


　同時にぬるりとした生暖かい感かん触しよくが全身を襲った。


　……ッ！　この感触は、昼間にも味わったぜ！


　そう、これは……ッ！──『絶霧デイメンシヨン・ロスト』ッ！


　この現象を把は握あくしたときには、霧は俺たちの全身を覆おおっていた。








　気づいたら、そこは地下鉄のホームだった。


『京都』って駅名プレートに書かれてるから、京都駅の地下ホームか。


　……つーか、また転移かよ！　今日は転移させられ放題だな！


　周囲に視線を配らせるが──人気はなし。俺以外──いや。


「……こ、ここは地下のホームか？」


　九重が俺の肩に乗っかっていた。どうやら、俺と一いつ緒しよに転移させられたらしい。


「ああ、どうやら、昼間の現象をまた食らったようだ」


「じゃ、じゃあ、ここも別の空間に創られた疑似京都なのか？　きゃつらの持つ技術は凄すさまじいのぅ」


　九重が言うとおりだ。前兆もなく俺たちを包み込む霧の使い方も驚きよう愕がくすべきだと思うけど、昼間に続いて京都駅周辺にも同様の疑似フィールドを創りだすなんてな……。


『～～♪』


　ケータイの着信音が鳴る。──木場からだ。あいつもこちらに来てるのか？　ってか、ケータイは通じるのかよ！


「もしもし、木場か？　いまどこだ？　この奇き妙みような空間に転移してるんだよな？」


『うん。こちらは京都御ご所しよ。ロスヴァイセさんと匙くんも一緒だよ。そちらは？』


「九重と一緒で、京都駅の地下ホームだ。ちょっと待て、いま地図を出す」


　俺は九重を肩からおろし、眷属全員に持たされた地図を懐ふところから出すとホームの床ゆかに広げる。……京都御所は……ここか！　二条城の北東。……てか、待てよ。


「このフィールド、まさか、広大か？　ちょうど、この二条城中心にした地図が範はん囲いじゃないか？」


『そうだね。二条城を中心に京都の町を広大に再現しているんだと思う。ゲームのフィールドでもこのぐらい広いのがあるから不思議じゃないけど、やはり、レーティングゲームのフィールド空間を徹てつ底てい的てきに研究しているようだ』


　ま、ゲームのいい修行になるかな。こういう広いフィールドを動き回れる機会は少ないからね。


「木場、合流は二条城でいいか？」


『うん。了りよう解かい。アーシアさんたちへの連れん絡らくはそちらが取るかい？　彼女たちもこちらに着ていると思うからね。僕たちは英えい雄ゆうの方々から招待されたようだから』


「ああ、こちらからかけてみる。そちらは外の先生たちに連絡を取ってくれ。ったく、唐とう突とつなご招待だぜ」


　木場との連絡はそこで終わり。その後、アーシアたちとも連絡が取れた。あちらは仲良く教会トリオで集まっていたようだ。アーシアの傍そばにゼノヴィアとイリナがいるなら安心だ。アーシアが一人だったら、こっちも気が気じゃなかったよ。


　そちらにも二条城での合流を伝える。


　さらに木場からもう一度連絡が届く。外の先生たちとは連絡が取れなかったらしい。こちらからもかけてみたが、繫つながらなかった。


　……おかしいもんだな。なかの俺たちはケータイで連絡取り合えるのに、外とは不可能なんだからよ。そういうふうにこのフィールドに特とく殊しゆな結界か、魔ま法ほうの術式をかけているんじゃないかってロスヴァイセさんが木場経由で意見をくれた。


　……フィールドの中だけＯＫってのも敵の意図が見みえ隠かくれするように思えてならない。


　ここでこれ以上あれこれ考えていても仕方ないか。まずは皆と合流だ。


　さて、俺も二条城に向かわないと。昼間の観光帰り、二条城からホテルに帰る手段として、二条城近くの地下鉄から電車に乗って京都駅に帰ってきた。ここから線路沿いに進めば地下から二条城前の地下鉄駅まで行けるな。


　と、移動の都合がついたところで籠こ手てを出現させ、禁手バランス・ブレイカーのカウントをスタート。ここは敵に招待されたフィールドだ。襲しゆう撃げきがあって当然だろう。


『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　赤い閃せん光こうに包まれ、オーラが鎧よろいの形に形成される。


　それを見ていた九重が感心するように言う。


「うむ。昼にも見たが天てん龍りゆうの鎧は赤く美しいな。これが伝説の龍なのだな」


　ペチペチと俺の鎧を手で叩いてみたり、新しん鮮せんのようだ。この辺の興味は、俺のファンの子供たちと何ら変わらないね。お姫ひめさま口調でもまだ子供なんだ。


　その子供からお袋ふくろさんを奪うばうなんてさ。どんな理由だろうと、何も悪いことしてないヒトを拉ら致ちするなんて許されないことだ。


「九重、俺がおまえのお袋さんをなんとか救うからさ。俺のそばを離れちゃダメだぞ？　九重のことは俺が守るからさ」


　その一言を聞き、九重は──顔を真っ赤にさせていた。


「う、うむ！　よきに計らえじゃ！」


　照れてる。かわいいもんだな。──と、他愛もない会話の最中、俺に敵意を送る誰だれかの気配。


　視線をホームの先に送ると、英雄派の制服を着た男性がこちらに歩を進めてきていた。


　……俺へ向けられた敵意。狙ねらいは完全に俺だろう。


　目と鼻の位置で足を止め、笑みを見せる。


「こんばんは。赤龍帝殿どの。俺のことは覚えてくれているかな？」


　…………いや、覚えはないな。


「若干、記き憶おくが……悪いな」


　俺の答えに男は苦笑する。


「まあ、そうだろう。あんたにとってみれば俺なんて記憶にも残らないほどの雑ざ魚こなんだろうさ。──けどな、あのときに得た力によって、俺はあんたと戦えるようになった」


　──っ。男の影かげが意志を持ったようにうねうねと動きだす。


　それを見て、ふと思いだした。黒いコートを着て、影を自在に操り、他の影から攻こう撃げきを転移させる所有者のことを──。


「思いだした。俺の町を襲撃してきた影使いの神器セイクリツド・ギア所有者か」


　俺の言葉に男は含ふくみ笑う。


「ご名答。俺はあのとき、あんたたちにボコボコにされちまった。でも、いまは違ちがう。あんたたちにやられた悔くやしさ、怖こわさ、自分への不ふ甲が斐いなさが俺を次の領域に至らせてくれた。見せてやるよ。本当の影の使い方を──」


　ズゥゥゥゥ……。


　言い知れない重圧を感じ、男の周囲にある柱、自じ動どう販はん売ばい機きなどの影が不気味に動きだした。そして男は低い声音で一言つぶやく。


「──禁手化バランス・ブレイク」


　ズズズズズッ……。


　男から放たれるプレッシャーが増し、周囲の影が男のもとに集まって体を包み込んでいく。影に全身をぐるぐる巻きにされていくが……徐じよ々じよにその影が形を成していき、男の体に鎧のようなものが形成されていった。


　……影で作った全身鎧プレート・アーマー、か。まるで俺の禁手バランス・ブレイカーと同じだ。


「──自分のような禁手バランス・ブレイカーだ。そうは思ったのかな？」


　俺の心を見み透すかしたように男は愉ゆ快かいそうにつぶやく。


「そう、あんたたちにやられたとき、俺はより強い防ぼう御ぎよのイメージを浮うかべた。あんたみたいな鎧が欲しいと感じたよ。それだけ赤龍帝の攻撃力は恐ろしくて力強くて感動的だった。──『闇夜の大盾ナイト・リフレクシヨン』の禁手バランス・ブレイカー状態、『闇夜のナイト・リフレクシヨン・獣皮デス・クロス』。さあ、赤龍帝、あのときの反はん撃げきをさせてもらうぜ？」


　影の鎧は生きているように各部位うねうね動いてる。顔まで影に覆われ、眼光だけ鋭するどくこちらに向けていた。一見、モンスターだな……。


　さてと……。アーシアがいないからプロモーションできないか。ったく、作戦開始そうそうついてないというか……。


　ま、これもいい修行だ。──プロモーションなしでやってみる！


　って、俺もだいぶ大だい胆たんになってきたもんだな。こういう実戦が多いせいか、もう極度の緊きん張ちようもなくなってきた。いや、緊張感は確かにあるし、震ふるえもある。


　だが、ビビッて戦えないわけじゃない。各種ゲーム、ヴァーリ、ロキ、強敵と戦ってきたせいか、相手が禁手バランス・ブレイカーでも怖おじ気けづいて飛び出せないってことはまったくないぜ。


　──何せ、俺の日ひ頃ごろの練習相手は禁手バランス・ブレイカーの、聖せい魔ま剣けんの木場だからな！


　ゴゥゥゥゥウウウッ！


　俺は拳こぶしを握にぎり、背中のブーストを噴ふかして相手に突とつ貫かんした！


　左拳を突つきだし、猛もうスピードで男に突貫攻こう撃げきを繰くりだすが──。


　ブワッ！


　相手の体を攻撃が通り過ぎちまった！　男の体が煙けむりのように霧む散さんしていき、インパクトの瞬間、当たった感触がない！　相手は何事もなかったかのようだ。……煙に突っ込こんだ感覚だった。


　俺はすぐさま振ふり返かえり、ダッシュして男の背後から跳とび蹴げりをかますが──。


　ブワンッ！


　やっぱり、攻撃が相手の体を通り過ぎる！　もとの位置に戻もどってきた俺は改めて体勢を取り直した。……相手に変わった様子はなし。


「この影の鎧に直接攻撃はおろか、どんな攻撃も無む駄だだ」


　男は嘲ちよう笑しようした口調でそう言う。


　なるほどね。影の鎧に包まれているおかげで実体への攻撃は無駄ってことか。


　そうはわかっても俺は直接攻撃専門なんでね！


　俺は手元から小規模のドラゴンショットを乱れ撃うちで男にぶっ放す！


　俺のドラゴンショットは男の体のなかに消えていった！　直ちよく撃げきはしていない。まさに、吸い込まれたかのように──。


　俺はすぐさま予感する。──こいつのもともとの能力は！


　気づいたときにはホーム内の物陰からドラゴンショットの乱れ撃ちが転移して、俺のほうに撃ちだされてきていた！


　ドゥ！　ドンッ！　ドゥンッ！


「クソッ！　こっちの能力も相変わらずか！」


　あの戦いでも俺たちの攻撃を全部影のなかに取り込んで、他の影から出していたものな！　俺は九重を脇わきに抱かかえると、襲おそいくるドラゴンショットを避よけたり、蹴け飛とばしたりしながらやりすごしていった！　自分の攻撃でやられていたら世話ないわ！


　ザワザワザワ……ッ！


　──ッ！　ホーム内の影が意志を持ったように俺のほうに向かってきた！


　鋭い刃やいばと化した影が俺を襲うが……あいにく、鎧は強固なんでね。このぐらいなら問題ない。てか、ただのパンチでこの鎧を破は壊かいしてくるサイラオーグさんの攻撃力がおかしいだけだ！


　と、思っていたら、影のひとつが逃にげる俺の左足をつかみ、ぐるぐると縛しばろうとしていた。そこに槍やりのように鋭いものを形作った影が大量に迫せまる！


「まだまだ！」


　俺はアスカロンの刃を籠こ手てから出現させて、足を縛る影を切きり払はらった！　後方に飛び退き、体勢を立て直す。


　……チッ。厄やつ介かいだな。テクニックタイプってところか。


　俺が最も苦手なタイプだ。わけのわからん攻せめ手で攻撃してくるし、防御面も直接攻撃が利かない場合があるしね。相手はその両方か。


「ハハハハ！　やるなぁ。さすが赤龍帝。けど、そちらの攻撃もこちらに利かない。持久戦になれば俺の勝ちだ！」


　おーおー、言ってくれるぜ。ま、正論だ。持久戦になったら、俺の鎧は解除されてしまう。どうしたものか。相性最悪だぜ。こいつの相手をするなら魔法の使えるロスヴァイセさんがいたほうが適切かもな。


「えいっ」


　ボオッ！


　脇に抱えていた九重が手を前に突きだして、男に火の球を繰りだしていた。小さな火の球だ。男は避けるアクションも見せずに手でつかんで握りつぶしてしまった。


「これは小さな狐きつねの姫さま。狐火ですかな？　この程度の熱量では、俺には無駄ですぞ？　熱さが足りない」


「お、おのれ！」


　嘲あざ笑わらう男。九重は悔しそうにしていた。


　…………。熱さが足りない？　それってつまり、あの鎧を装着していても熱さは感じるってことか？


　俺はなんとなく攻め手を見つけ、背中からドラゴンの翼つばさを生やして九重を包み込んだ。


「ドライグ、九重を翼でなんとか頼たのむ」


『それはいいが。相棒、どうするつもりだ？』


　訊きいてくるドライグ。俺は大きく息を吸い、胸むね一いつ杯ぱいに空気を溜ためる。そして、腹の中に小さな火種を作りだした。


　──勝つつもりだよ、ドライグッ！


　赤龍帝の力を高めて──腹の火種に譲じよう渡とする！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


『Transfer!!トランスフアー』


　俺は腹に生まれた大火力の炎ほのおを口から一気に噴き出した！


　ボオオオオオオオオオオオオッ！


　大質量の炎がホーム内を包み込み、地下を炎の息で埋うめ尽つくした。


「──炎だと！　こ、この熱量は……！」


　影で転移させようにもホームのすべてが炎だ。それにあんた自身が影の鎧に包まれてダメージがなくても、中身は熱を感じるんだろう？


「元龍王直伝の火か炎えんだ。熱さは保証付きだよ。──蒸し上がりやがれ」


「くそぉぉぉおおおおおおおっ！　赤龍帝ぇぇぇえええええっ！」


　炎が男の周囲に渦うず巻まく。男は炎の熱にやられ、その場で絶ぜつ叫きようをあげてのたうち回った。


　直接攻撃は受け流すことができても、ホーム全体を埋め尽くす炎の高熱までは受け流せないだろう。こちとら赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルだ。ドラゴンだから、熱には強くてさ。フェニックスの熱にも耐たえたほどだ。


「……龍りゆうの炎……」


　ドラゴンの翼に包まれる九重がぼそりとそうつぶやいていた──。








　プスプスと煙を上げる地下のホーム。いたるところ黒こげだ。この空間はスプリンクラーまで再現されていないようだ。


　ちょいとやりすぎたか。ここが本当の京都じゃなくて良かったぜ。


　煙をあげて倒たおれ伏ふす男。……影の鎧がすでに解除されている。全身にかなりの火傷やけどを負っていた。


　先ほどまで感じられたプレッシャーもない。もう禁手バランス・ブレイカー状態どころか、まともに戦えないだろう。


「……強い。禁手バランス・ブレイカーになっても……天てん龍りゆうには届かないというのか……」


　──っ。男が体を震わせながら立とうとする。


「まだやるのか？　それ以上やったらあんた死ぬぞ！」


　俺が忠告するが、男は何度も転びながらよろよろと立ち上がろうとした。


「……死んでもいい。あいつの……そ、曹操の下もとで死ぬのなら本望だ……」


　その叫さけびは心の底からのものだと一声でわかった。


「あんたは曹操に洗脳されていないのか？」


「ああ、そうだよ……。俺は俺の意志で曹操に付き従っている……。なぜかって？　くくくく……」


　男が苦しそうに息をあげながら話す。口のなかまで熱でやられているはずなのに、それでも男は話した。


「……神器セイクリツド・ギアを得た者の悲劇を知らないわけじゃないだろう？」


　それはわかる。アーシアもそれで悲しい目に遭あったからな。


「……神器セイクリツド・ギアを持って生まれた者は誰だれしもその力によって良い人生を送れたわけじゃない……。俺のように影かげを自在に動かす子供が身内にいたらどうなると思う……？」


　男は自じ嘲ちようしながら、続ける。


「気味悪がられ、迫はく害がいされるに決まってるだろう。俺はこの力のせいでまともな生き方ができなかったよ。……でもな、この力を素晴らしいと言ってくれた男がいた」


　──曹操か。


「この力を持って生まれた俺を才能に溢あふれた貴重な存在だと言ってくれた……。……英えい雄ゆうになれると言ってくれた……。いままでの人生をすべてなぎ払うかのような言葉をもらったらどうなると思う？──そいつのために生きたいと思っちまっても仕方ないじゃないか……ッ」


　絞しぼり出だすかのように男はそう独白した。……そこまで曹操のことを？　でも、あいつはテロリストだぞ。


　いまだって、九重のお袋ふくろさんを拉ら致ちして大変なことをしようとしている。


「利用されているだけかもしれないんだぞ？」


　俺の言葉に男は笑う。


「それのどこが悪い？　奴やつは、曹操は！　俺の生き方を、力の使いどころを教えてくれたんだぞ……？　それだけで十分じゃないか……ッ！　それだけで俺は生きられるんだ……ッ！　クソのような人生がようやっと実を得たんだぞ……ッ！　それのどこが悪いってんだよぉぉぉぉぉっ！　赤龍帝ッッ！」


　…………。


　ただ黙だまって聞く俺に男は涙なみだを流し、思いを吐はきだした。


「……クソのような扱あつかいを受けて、クソみたいな生き方を送ってきた俺たち神器セイクリツド・ギア所有者にとって、あいつは光だった……ッ！　俺の力が、悪あく魔まを、天使を、神々を倒す術に繫つながるんだぞ……ッ！　こんなすごいことが他にあるってのか……ッ!?　それにな……悪魔も堕天使もドラゴンも元々人間の敵だ……ッ！　常識だろうが！　そしてあんたは──悪魔でドラゴンだ！　人間にとって脅きよう威いでしかないッ！」


　脅威、か。そうだな、俺は人間にとってみれば怖こわい存在だろうな。


　曹操は──あの男は、神器セイクリツド・ギアによって悲劇的な人生を送っていた所有者に生きる道を与あたえたってことか。それはこの人にとって、人生の転機だったかもしれない。


　けど──。


　男が足をガクガクさせながらもついには立ち上がった。俺に向かってゆっくりと歩を進めてくる。敵意だけは消えていない。


「俺たち人間を舐なめるなよ……ッ！　悪魔……ッ！」


　そう叫んで少しずつ近づいてくる。


　そうだな。俺は悪魔だ。それは変わらん。


　俺は拳こぶしを握にぎりしめ、前方に歩を進めた。男の顔面にパンチを繰くりだす──。


「悪魔だよ、俺はッ！」


　ゴウッ！


　顔面から俺の一いち撃げきを食らった男は後方に大きく吹ふっ飛とび、ホームの柱に背中を強く打ちつける。そのまま気を失い、その場で突つっ伏ぷしてしまった。


　倒れる男に俺はつぶやいた。


「あんたのやってることで泣く奴がいる。どんな理由でも俺はそれを殴なぐり飛ばすだけだ」


　男を一いち瞥べつしたあと、俺は暗がりの線路の先に視線を向けた。


　あの先を進めば二条城前に出られる。行こう。皆みんなも刺し客かくを倒して進んでいるはずだ。


「九重、行くぞ」


「うむ！」


　俺は九重を背中に乗せ、ドラゴンの翼を広げて線路の先へ飛びだした。





　　　　─○●○─





　線路沿いに飛び、途と中ちゆう襲おそいかかってきたアンチモンスターを蹴け散ちらしながらたどり着いたのが二条城前の地下鉄ホーム。


　俺はそのまま九重を引き連れて、階段を上がりきり、外に出た。


　二条城の東ひがし大おお手て門もんに向かうと──他のメンバーが集まっていた。


「わりぃ、遅おくれた──」


　と、謝りながら近づくと──、


「おげぇぇぇぇ……」


　近くの電柱で吐いているヴァルキリーの姿をしたロスヴァイセさんが目に飛びこんできた！


　は、吐いてる……。匙が「だいじょうぶっスか？」って背中をさすってた。


　……百均ヴァルキリー、酔よっぱらいヴァルキリー、そしてゲロ吐きヴァルキリー。


　すごいよ、この人。京都来てから俺のなかで二つ名がどんどん増えてる……。


「いや、無事で良かったよ」


　木場は笑顔で迎むかえてくれた。困こん惑わくする俺だが、皆も無事で良かった。


　おおっ、皆も服が若干破れていたりするが、目立ったケガはなさそうだな。皆も襲しゆう撃げきを受けたようだね。


　いちおう、フェニックスの涙は俺と木場がそれぞれ一個ずつ預かっている。いまのところは使う必要ないみたいだ。


「アーシア無事だな」


「はい、ゼノヴィアさんとイリナさんが刺客の方から守ってくれました！」


「任せろ」


「逆に回復役がいて心強かったわ」


　と、すでに戦せん闘とう服姿のゼノヴィアとイリナも言ってくれる。


　離はなればなれになったときの唯ゆい一いつの心配も杞き憂ゆうで終わった。まあ、ゼノヴィアとイリナがいるからな。いらぬ心配だ。


　ゼノヴィアのデュランダル──装そう飾しよくされた鞘さやに入ってる！　鞘がついたのは印象的だな。攻こう撃げき的な聖なるオーラも溢れてないし、これで亜あ空くう間かんに隠かくさなくてもいいのかな？


「……それでロスヴァイセさんは……」


「うん。刺客と戦闘したんだけどね。激しく動き回ったせいか、たまらなくなったみたいでさ……」


　木場もどうコメントしていいかわからない様子だった。


　ゴゴゴゴゴゴ……。


　俺たちが合流したと同時に巨きよ大だいな門が鈍にぶい音を立てながら開いていく。開き放たれた門を見て、木場が苦笑した。


「あちらもお待ちしていたようだよ。演出が行き届いているね」


「まったくだ。舐めてんな」


　木場が皮肉を言い、俺も息を吐いた。


　全員、確認しあうと二条城の敷しき地ちへと歩を進めていった──。








「僕が倒した刺客は本ほん丸まる御ご殿てんで曹操が待っていると倒れる間際に言っていたよ」


　木場が走りながらそう言う。本丸御殿か。


　敷地内を進み、二の丸庭園を抜ぬけ、本丸御殿を囲む水みず堀ぼりが見えてくる。本丸御殿に続く『櫓やぐら門もん』という門を潜くぐった。


　たどり着いたのは──古い日本家屋が建ち並ぶ場所だった。キレイに整備された庭園も見える。それらがライトに当てられて闇やみ夜よの世界でも映えていた。


　英雄派の気配を探る俺たちに声が投げかけられる。


「禁手バランス・ブレイカー使いの刺客を倒したか。俺たちのなかで下位から中ちゆう堅けんの使い手でも、禁手バランス・ブレイカー使いには変わりない。それでも倒してしまうキミたちはまさに驚きよう異い的だ」


　庭園に曹操の姿を捉とらえる。……建物のあちらこちらの陰から構成員が姿を現した。全員、変わらずの制服姿だ。


「母上！」


　九重が叫んだ。九重の視線の先に──着物姿のキレイな女性が佇たたずんでいた。頭部に狐の耳、複数の尻尾しつぽも見える。この御ご仁じんが九きゆう尾びの御おん大たい将しようか。マジで美人だ！


「母上！　九重です！　お目覚めくだされ！」


　九重が駆かけ寄より声をかけても御大将──八坂さんは反応しない。瞳ひとみも陰かげり、無表情だった。


　九重が曹操たちを睨にらみつける。


「おのれ、貴様ら！　母上に何をした！」


「言ったでしょう？　少しばかり我々の実験に協力してもらうだけですよ、小さな姫ひめ君ぎみ」


　曹操はそう言うと、槍やりの石いし突づきで地面をトンッと叩たたく。刹せつ那な──。


「う……うぅぅ、うああああああああっ！」


　八坂さんが悲鳴をあげはじめ、様子が激変していく！　体が光ひかり輝かがやき、その姿を徐じよ々じよに変へん貌ぼうさせていった！　どんどんデカくなっていって、九つの尻尾も膨ふくれあがっていく！


　オオォォォォォォォンッ！


　夜空に向かって咆ほう哮こうをあげる巨大な金こん色じきの獣けもの──。俺たちの眼前に現れたのは、でっかい狐の怪かい物ぶつだった！


　デカい！　十メートルぐらいあったフェンリルと同じくらいか？　尻尾が九つの分、フェンリルよりも大きく見えるけどさ。


　これが伝説の妖よう怪かい──九尾の狐！　フェンリルの容姿もすらりとして獣らしい美しいフォルムだなって思ったけど、九尾の御大将の真のお姿も負けないぐらい見事だ。


　タンニーンのおっさんもドラゴン然としていてカッコイイし、伝説のモンスターって、皆みんな見み惚とれるほどに良いスタイルだよね。


　……どう見ても瞳は感情を映していない。操られてるってことだよな……。説得が通じるか否か。やっぱこの状態の八坂さんと戦わないとダメなのか？


　俺が曹操に問とい詰つめる。


「曹操！　こんな疑似京都まで作って、しかも九尾の御大将まで操って、何をしようとしている!?」


　曹操は槍の柄えを肩かたにトントンとしながら答え始めた。


「京都はその存在自体が強力な気脈で包まれた大規模な術式発生装置だ。名所と呼ばれるパワースポットが霊れい力りよく、妖力、魔ま力りよくに富んでいる。この都市を生んだ古き陰おん陽みよう師じたちが都そのものを巨大なひとつの『力』にしようとしたからだ。まあ、それゆえに様々な存在を呼び寄せてしまったわけだが……。この疑似空間は京都から極めて近く限りなく遠い次元の狭はざ間まに存在し、気脈のパワーはこちらにも流れ込んできている。そして、九尾の狐は妖怪でも最高クラスの存在。龍王クラスとも言われている。京都と九尾は切っても切り離せない関係だ。だからこそ、ここでおこなうことに意味がある」


　息を吐くと曹操はとんでもないことを口走った。


「──都市の力と九尾の狐を使い、この空間にグレートレッドを呼び寄せる。本来なら複数の龍王を使ったほうが呼び寄せやすいんだが、龍王を数匹拉ら致ちするのは神仏でも難なん儀ぎするレベルだ。──都市と九尾の力で代用することにしたのさ」


　──ッ！…………な、なんだと……？


「グレートレッド？　あのでっかいドラゴンを呼んでどうするつもりだ？　あいつ、次元の狭間を泳ぐのが好きで実害はないんだろう？」


「ああ、あれは基本的に無害なドラゴンだ。──だが、俺たちのボスにとっては邪じや魔まな存在らしい。故郷に帰りたいのに困っているそうだ」


　──オーフィスか。


　俺の脳裏にあの少女姿のオーフィスが思いだされる。テロリスト共のボス。三大勢力から見たらラスボス的存在だよな。


　……次元の狭間に帰りたいってあいつの思いを成就させるってのか？　でも、それをしたら各世界に悪あく影えい響きようが出るかもしれないんだろう？　冗じよう談だんじゃない！


「……それでグレートレッドを呼び寄せて殺すのか？」


　俺の問いに曹操は首をひねる。


「いや、さすがにそれはどうかな。とりあえず、捕とらえることができてから考えようと思っているだけさ。いまだ生態が不明なことだらけだ。調査するだけでも大きな収しゆう穫かくを得るとは思わないか？　たとえば『龍喰者ドラゴンイーター』がどれぐらいの影えい響きようをあの赤せき龍りゆう神しん帝ていに及およぼすのかどうか、とか。まあ、どちらにしろ、ひとつの実験だ。強大なものを呼べるかどうかのね」


　──ドラゴンイーター？


　初めて聞く単語に俺は訝いぶかしくなるが、どうせろくでもない代物だろうさ。


「……よくはわからねぇ。よくはわからねぇが、おまえらがあのデカいドラゴンを捕らえたら、ろくでもないことになりそうなのは確かだな。それに九尾の御大将も返してもらう」


　俺がそう言うと、ゼノヴィアが剣けんを曹操に向ける。


　──鞘ごとかまえたデュランダル。鞘の各部位がスライドしていき、変形していった。


　ズシュゥゥゥゥゥッ！


　激しい音を立てながら、鞘のスライドした部分から大質量の聖なるオーラが噴ふん出しゆつし始めた！　さらに刀身をオーラが覆おおい尽つくし、極太のオーラの刃やいばと化していく！


　これが新しいデュランダルか。攻撃的なオーラが辺りに影響を与あたえていない。刀身にまとまって聖なるオーラの剣となっている。


　傍そばにいるだけでも鎧よろい越ごしにビリビリと力強い波動を感じるぜ。そうか、鞘ごと含ふくめて新しいデュランダルなんだな。鞘がデュランダルの力をうまく制せい御ぎよしてくれているんだ。


「イッセーの言う通りだ。貴様たちが何をしようとしているのかは底まで見えない。だが、貴様の思想は私たちや私たちの周囲に危険を及ぼす。──ここで屠ほふるのが適切だ」


　ゼノヴィアの宣戦布告に木場がうなずく。


「意見としてはゼノヴィアに同意だね」


「同じく！」


　イリナも応じて光の剣を手に作りだした。


「グレモリー眷けん属ぞくに関わると死線ばかりだな……」


　嘆たん息そくしながら匙が言う。ゴメンね、匙。うちはこういうことばかりだから……。


「ま、学園の皆みんなとダチのためか──」


　その匙の腕うで、足、肩に黒い蛇へびが複数出現し、奴やつの体を這はいだした。全身に黒い蛇をまとわせていく。さらに匙の足下から黒い大だい蛇じやも出現し始めた。


　大蛇は匙の傍かたわらに位置すると黒い炎ほのおを全身から迸ほとばしらせて、とぐろを巻く。匙の左眼だけが赤くなり、蛇へびの目めのようになっていった。


　信じられないほどのプレッシャー！　先生、匙のこと強化しすぎでしょ!?　こ、こいつ、通常形態でも冥めい界かいで戦ったときと比べ物にならないほどパワーアップしてんぞ！


「……ヴリトラ、悪いが力を貸してくれ。兵藤がフォローしてくれるそうだからよ、今日は暴れられそうだぜ？」


　そうつぶやく匙の周囲にも黒い炎が巻き起こっていた。


　大蛇が低い声音でしゃべりだす！


『我が分身よ。獲え物ものはどれだ？　あの聖槍か？　それとも狐か？　どれでもよいぞ。我は久方ぶりの現世うつしよで心ここ地ちよいのだよ。どうせなら、眼前の者どもをすべて我が黒き炎で燃やし尽くすのもよかろうて』


　おおう、怖こわいこと言ってんな、あの炎の蛇。つーか、しゃべれるほどに意識が復活してんだな。あれが龍王の一角か。タンニーンのおっさんとは違ちがう重圧だ。こっちは不気味で怖いや。


　ヴリトラは相手を捕らえる力とかが得意と聞いた。とりあえず、九尾モードの八坂さんを捕らえて欲しいと言おうとした瞬しゆん間かん──。


　ズォォオオオオオオッ！


　ゼノヴィアが天高く掲かかげるデュランダルがオーラを大きく噴出させる音を発していた！


　ぶっというえに十五メートルはあろうかというほどに巨大に膨れあがった聖なるオーラの刀身が眼前に誕生していた！　天を突つこうばかりの勢いで！


　長ぇええええええっ！　ぶってぇぇええええええっ！　でっけぇぇえええええっ！


　以前、デュランダル＋アスカロンで生みだしていた、莫ばく大だいなオーラ。あのときはふたつの光の柱に見えるほどに波動が出現していたが、これはその比じゃないほどの太さだ！


　ただ、前ほど攻こう撃げき的なオーラは周囲に散らしていない。絶大なパワーがうまくまとまっているように見える。


　つーか、ゼノヴィアさん！　また初しよっぱなからフライングな攻撃態勢ですか!?


「──初手だ。食らっておけッ！」


　ゼノヴィアは俺の心中のツッコミなぞ吹ふっ飛とばすように十五メートル級の聖なるオーラの剣を──英えい雄ゆう派のほうに一気に振ふり下ろした！


　巨きよ木ぼくが横倒しになるように新デュランダルの一いち撃げきが曹操たちのほうに放たれていく！


　ザッバァァァァアアアアアアアアッ！


　ゼノヴィアが振り下ろした一撃は本丸御殿の家屋を丸ごと吹き飛ばす。その勢いはとどまらず遥はるか前方までオーラの波動が大波となって建物、公共物、風景を飲み込んでいった！


　地は真っ二つに裂さかれ、その衝しよう撃げきで生まれた震しん動どうに俺たちは足を取られて、その場でひざをつくしかなかった！


　攻撃が終わったあと、眼前は──ことごとく消しよう滅めつし、膨ぼう大だいなオーラの一撃は二条城の堀を越こえて、城外の建物や道路まで跡あと形かたもなくぶっ壊こわしていた！


　……バカげてる！　とんでもない攻撃力じゃないか！


「ふー」


　ゼノヴィアが肩で息いきをして、額の汗あせを手で拭ぬぐっていた。デュランダルは元の鞘さや状態に戻もどっている。


　ふー、じゃないぞ！　一仕事終えたみたいな顔しやがって！　いきなりオーバーキルめいた攻撃をかますんじゃない！　いや、結果的にＯＫかもしれないが！


「おい、ゼノヴィア！　一発めから飛ばしすぎだろ！」


　俺が興奮気味に言うが、ゼノヴィアは手でＶサインを作りながら返した。


「開幕の一発は必要だ」


「ロキのときもいきなりだったよね!?　おいおいおい……」


　こいつに何を言っても無む駄だか！


「安心しろ。これでもまだ威い力りよくを調整したほうだ。その気になればこの周辺を丸ごとなぎ払はらえてしまうからな。私としてはおまえの本気のドラゴンショットを目指しているんだが。なかなか難しい。うん。おまえのパワータイプな戦い方は私の理想だ」


「うん、じゃない！　俺はここまで破は壊かい魔まじゃないぞ！」


『騎士ナイト』なのにこいつときたら、パワーのみを追求しちゃってまあ……。木場とは本当に対照的だよな。『戦車ルーク』のほうが良かったんじゃないか？


　ゼノヴィアは新デュランダルをコツコツ叩く。


「この新しいデュランダルは錬れん金きん術じゆつにより、エクスカリバーと同化したものだ」


　──っ！　エクスカリバーと？　マジかよ！


　イリナが説明をし始める。


「私が説明するわ。大おお雑ざつ把ぱに言うと、デュランダルの刀身に教会が保有していたエクスカリバーを鞘の形で被かぶせたらしいの！　エクスカリバーの力でゼノヴィア使用時のデュランダルの攻撃的な部分を外へ漏もらさず覆う。そして覆っているエクスカリバーとデュランダルを同時に高めることでふたつの聖剣の力は相乗効果をもたらして……凶きよう悪あくな破は壊かい力を生みだすのよ！」


　イリナは破壊の跡あとに指をさして、そう言った。


「なるほど、エクスカリバーをデュランダルのオーラの受け皿にしつつ、エクスカリバーもデュランダルと共に高めるわけか。それによって、ふたつの聖剣はひとつとなって、これだけの強力なパワーを出せるってことね」


「そういうことよ、イッセーくん。デュランダルのオーラが他の聖剣にも効果を与えることから研究が始まったらしいのよね」


「あ、夏休みのゲームでゼノヴィアが亜空間にデュランダルをしまったまま、アスカロンにオーラを被せてたな。アーシア奪だつ還かんのときもアスカロンと相乗効果でオーラを高め合っていたし」


「そうそう、そこから新しいデュランダルの発想が生まれたみたいなの」


　イリナがうんうんうなずきながら言う。


　はー、エクスカリバーとデュランダルの合体聖剣か。でも、エクスカリバーって、七本のうち保有していたのは六本だよね？　六本だけであの鞘みたいな形にしたってことか。


　ゼノヴィアは剣をかざしながらつぶやく。


「──エクス・デュランダル。この聖剣をそう名付けよう」


　エクス・デュランダルね。まあ、無難なお名前ですな。ていうか、そのまんまだし、的確か。


「ま、初手で倒せるほどだったら苦労もないな」


　ゼノヴィアの視線が前を捉とらえている。


　……そういうことだよな。俺もいまの一撃で奴らがやられてくれるほど、甘いなんて思っちゃいなかったさ。


　ゴッ！


　何もなくなった建造物跡──地面から腕が突き出てくると、一気に土が盛り上がり下から複数の英雄派メンバーが現れる。彼らを薄うすい霧きりが覆っていた。


　全員、見た目は汚よごれているが──無傷っぽいな。あの霧が聖剣の力を防いだのか？


　最初に地面から腕を突きだした二メートルはあろうかという巨きよ軀くの男が首をコキコキ鳴らし、後方で曹操が槍やりで肩かたをトントンとやっていた。あの一撃で平気か。そのぐらいじゃないと各勢力に対してテロなんてしないよな……。


　曹操があごに手をやりながら笑む。


「いやー、いいね♪」


　本気で楽しそうな一言だった。


「キミたち、もう上級悪あく魔まの中ちゆう堅けん──いや、トップクラスの上級悪魔の眷けん属ぞく悪魔と比べても遜そん色しよくがない。魔ま王おうの妹君は本当に良い眷属を持った。レーティングゲームに本格参戦すれば短期間で二桁けた台──十数年以内にトップランカー入りかな？　どちらにしても、末すえ恐おそろしい。シャルバ・ベルゼブブはよくこんな連中をバカにしたものだね。あいつ、本当にアホだったんだな」


　曹操の言葉にジークフリートが苦笑する。


「古い尊厳にこだわりすぎて、下から来る者が見えなかった、といったところでしょ。だから、ヴァーリにも見放され、旧魔王派は瓦が解かいしたわけさ。──さて、どうするの？　僕、いまの食らってテンションがおかしくなってるんだけど？」


「そうだな。とりあえず、実験をスタートしよう」


　曹操が槍の石いし突づきで地面を叩たたくと──九尾の御大将が輝かがやきだした！　何事だ！


「九尾の狐きつねにパワースポットの力を注ぎ、グレートレッドを呼びだす準備に取りかかる。──ゲオルク！」


「了りよう解かい」


　曹操の一言に制服にローブを羽織った魔ま法ほう使つかい風の青年──ゲオルクとやらが手を突きだした。青年の周囲に各種様々な紋もん様ようの魔ま方ほう陣じんが縦じゆう横おう無む尽じんに出現した！　魔方陣に羅ら列れつされている数字や魔ま術じゆつ文字らしきものが物もの凄すごい勢いで動き回る！


　ロスヴァイセさんに負けないほどの魔方陣の量だ！


「……魔方陣から察するにざっと見ただけでも北ほく欧おう式、悪魔式、堕天使式、黒魔術、白魔術、精せい霊れい魔術……なかなか豊富に術式が使えるようですね……」


　ロスヴァイセさんが目を細めながらそうつぶやいた。


　相当な魔法使いか？　てか、あいつ、霧使いだよな？　神滅具ロンギヌス持ちであり、魔法の使い手か！


　御大将の足下に巨きよ大だいな魔方陣が展開する。あの魔方陣、ちょっと違うけど、紋様とかに少しだけ見覚えが……。そうだ、先生が巨大な龍王──ミドガルズオルムの意識を呼び寄せるときに描えがいた魔方陣に似てるんだ！


　オォォォオオオォォォンッ。


　九尾の御大将が雄お叫たけびをあげる。双そう眸ぼうが大きく見開いて危険な色を含ふくみ始め、全身の金毛が逆立っていた！


　異常な状態なのは一目でわかる！　このままだと相当危ないんじゃないか!?


　霧使いの魔法使いが言う。


「グレートレッドを呼ぶ魔方陣と贄にえの配置は良好。あとはグレートレッドがこの都市のパワーに惹ひかれるかどうかだ。龍王と天龍が一いつ匹ぴきずついるのは案外幸いかもしれない。曹操、悪いが自分はここを離はなれられない。その魔方陣を制せい御ぎよしなければならないんでね。これがまたキツくてねぇ」


　魔法使いの言葉に曹操は手を振って了りよう承しようしている様子だった。


「了りよう解かい了りよう解かい。さーて、どうしたものか。『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』のレオナルドと他の構成員は外の連合軍とやりあっているし。彼らがどれだけ時間を稼かせげるかわからないところもある。外には堕天使の総そう督とく、魔王レヴィアタンがいるうえ、セラフのメンバーも来るという情報もあった。──ジャンヌ、ヘラクレス」


「はいはい」


「おう！」


　曹操の呼び声に細い刀身の剣けんを持った金きん髪ぱつで異国のお姉ちゃんと、先ほどの巨きよ体たいの男が前に出た。


「彼らは英雄ジャンヌ・ダルクとヘラクレスの意志──魂たましいを引き継ついだ者たちだ。ジークフリート、おまえはどれとやる？」


　曹操の問いにジークフリートは抜ぬき放はなった剣の切っ先を──木場とゼノヴィアに向けた。


　それを見てジャンヌと呼ばれたお姉ちゃんとヘラクレスと呼ばれた巨体の男が顔を笑ませた。


「じゃあ、私は天使ちゃんにしようかな。かわいい顔してるし」


「俺はそっちの銀ぎん髪ぱつの姉ちゃんだな。随ずい分ぶん、気持ち悪そうだけどよ！」


　それぞれが視線を交わした。……木場とゼノヴィアがジークフリート、イリナがジャンヌ、ロスヴァイセさんがヘラクレス……。


「んで、俺は赤龍帝っと。そっちのヴリトラくんは？」


　曹操が匙に視線を送る。匙の炎ほのおが勢いを増すが俺は手で制した。


「……匙、おまえは九尾の御大将だ。なんとか、あそこから解放してやってくれ」


「俺は怪かい獣じゆう対決、か。……あいよ。兵藤、死ぬなよ」


「死ぬかよ、そっちも気張れ」


「これでもここに来る前、『女王クイーン』にいちおうプロモーションしてんだからさ。最初から気合は十分だッ！」


　そのやり取りを得て、匙の体が黒い炎に大きく包まれた。しだいに炎は広がり、巨大に膨ふくれあがっていく。


「──『龍王変化ヴリトラ・プロモーシヨン』ッ！」


　炎がいっそう盛り上がる！　漆しつ黒こくの炎は形をなしていき、体の長細い東洋タイプのドラゴンへと変へん貌ぼうしていった。


　ジャァァアアアアアアッ！


　巨大な黒いドラゴンが鳴く──。九尾の御大将と真っ正面から対たい峙じする。無事、匙が龍王に変化した。黒い炎が魔方陣を囲み、どんよりとした薄うす暗ぐらいオーラを放ち始める。異質な能力が多いというヴリトラ。悪神ロキ戦でも有効だった。種族は違ちがうけど、九尾の御大将にも効果があればいいんだが……。


　俺はアーシアに言う。


「アーシア、九重を頼たのむ」


「はい」


「九重、アーシアを頼めるか？」


「任せろ！　じゃが──」


「ああ、わかってる。おまえのお母さんは俺が──俺たちが助けるッ！」


　任せろと親指を立てて九重に応じた。同時に背中からドラゴンの両りよう翼よくを出す。俺の相手は──曹操。英えい雄ゆう派のリーダー格。最強の神滅具ロンギヌスを持つ男。


　ったく、なんで俺って最近こうボス的存在とばかり相対してんだろう？


「ま、いいか。おまえ、ヴァーリより強いのか？」


　俺の質問。曹操は口くちの端はしを楽しそうに吊つり上げ肩をすくめた。


「さあ。だが、弱くはないかな。よわっちい人間だけどね」


「噓うそこけ。先生とやり合った奴やつが弱いはずねぇだろ」


「ハハハハ、そりゃそうか。でもあの先生はチョー強かったけど？　俺もまだまだだと思うよ、おっぱいドラゴン」


　そう言い合いしたあと、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪れる。だが──。


　オオオオォォォォォンッ！


　ジャアアアァァァアアッ！


　匙と九尾の御大将が怪獣大決戦を仕し掛かけた！


　黒い炎が舞まい、九尾の御大将の周囲を完全に包囲した。炎が怪あやしげな揺ゆらめきをすると、九尾の御大将の全身からオーラが放出されていく。その現象に御大将は苦しんでいる様子だ。


　これはロキ戦でも見せた、相手のパワーを奪うばう技か？　このままいけば無傷で戦せん闘とう不能にできるかも！　なんて都合の良いことを思っていたら──。


　九尾の御大将が口から激しい火か炎えんを吐はきだした！　タンニーンのおっさんほどじゃないが、それでも相当な火力だ！　吐き出された炎の熱波が鎧よろい越ごしにも伝わってくるほどだぜ！　よほどの相手でもない限り、あれで消し炭になるだろう。


　ヴリトラと化した匙も口から黒い炎を吐きだし、ふたつの巨大な火炎が本丸御ご殿てんの空中でぶつかり大爆ばく発はつを巻き起こしていた！　それと同時に御大将を囲んでいた黒い炎が消し飛んだ。ロキ戦以来の大怪獣バトルが目の前で起こっとるよ！


『クソッ！　ロキのときみたいにうまく炎の結界が使いこなせない……！』


『集中しろ、我が分身よ。我の力は高い集中力が必要となる。……だが、それだけでもあるまいよ。都市の力を得た状態の九尾の膨ぼう大だいな妖力もそうだが、あの魔法使いが展開したこの魔方陣も怪しげな結界効果を発揮しているな。少々術式が複雑で厄やつ介かいだ……。これが大きく邪じや魔まをして我の炎を無効化しようとするようだが……。都市、九尾の力、神滅具ロンギヌスと魔術の混合か……。九尾の力を散らそうとしても都市から流れてくる力ですぐに復調してしまう。これではこちらのほうが保もたぬな』


　匙とヴリトラの会話がブーステッド・ギアを通して聞こえてくる。


　九尾の御大将、京都のパワースポットからの力、魔方陣、どれも厄介くさい。さすがにいっぺんに相手をするのはキツいか。


『俺の譲じよう渡と、必要か？』


　と、神器セイクリツド・ギアを通して俺が訊きく。もしかしたら俺の力を上乗せすれば匙の力で魔方陣を壊こわせるかなと思ったのだが……。


『いらぬ。我が分身が我の力を使いこなせていないこの状態で赤龍帝の力が加算されてしまえば暴走しかねぬ。実戦のなかで我が分身が力の特性を覚えていくしかあるまいて』


　ヴリトラさんにそう返されてしまった。


　了解。匙、気張れよ！　危なくなったら、できるだけ助けに入るからよ！


『……あいよ！　おまえもそいつらぶっ飛ばしてこいよ！』


　おう、任せろ！　と、神器セイクリツド・ギアで会話をしているなか、再びヴリトラと九尾の御大将が火炎を吐き合う！　二度めも大火力の炎同士が空中でぶつかり、大きく弾はじけていく！


　九尾の狐と龍王の火炎対決で爆ばく風ふうが起こり、周辺一帯は大きく吹ふき荒あれるがそれでもグレモリー眷けん属ぞくと英雄派メンバーはそれぞれにらみ合ったままそこを動かなかった。


　開幕は匙が受け持ってくれた。次は俺たちか！


「木場！　ゼノヴィア！　少し離れて戦ってくれ！　九尾の御おん大たい将しようからこいつらを少しでも離したい！」


『了解！』


　二人は応じて、駆かけ出だす。ジークフリートも二人を追う。


　ギィン！　ギィィンッ！


　銀光を走らせ、火花を散らし始める木場＆ゼノヴィアとジークフリート！


　三刀流のジークフリートが木場とゼノヴィアの剣けん戟げきを最小の動きだけで受け止め、鋭するどい突つきを繰くりだしていた！　ゼノヴィアのデュランダル、普ふ段だんの戦闘では鞘さやがスライドして、通常の刃やいば部分が露ろ出しゆつできるようになっているんだな。


「──一本だとどうにもな！」


　ゼノヴィアはエクス・デュランダルの鞘の一部に手をかけると──カシャッと仕掛けが動いて握にぎり部分が現れた！　それを手にして引きだすとエクス・デュランダルから取り外せた。柄つかと握りだけだと思ったが、刃が柄から生えてくる！　ど、どういうカラクリだ!?


　あのデュランダル、他にも刀とう剣けんが収納されているのか？　あれ、もしかしてエクスカリバーの一本？　ギミックが多すぎだろ！


　二刀流となったゼノヴィアが調子を上げて剣戟のスピードを上げた。それを見てジークフリートが笑む。


「おもしろくなりそうだね。よし、大サービスだ！」


　バッ！


　ジークフリートが大おお振ぶりに魔ま剣けんを振ふるう。二人がそれを避よけて、いったん後方に下がった。


　ぞくり……。


　ジークフリートから言い知れない重圧が解き放たれた……ッ！　背筋を冷たいものが走り抜け、殺気が膨らむ！


「──禁手化バランス・ブレイクッ」


　ズヌッ！　ジークフリートの背中から──新たに三本の銀色の腕うでが生えてきたぁぁぁあああっ！　うわっ、阿あ修しゆ羅らみてぇだ！　新しい腕は帯たい剣けんしてあった残りの剣を抜き放つ。──六刀流かよッ！


「魔剣のディルヴィングとダインスレイヴ。それに悪あく魔ま対策に光の剣もあるんだよ。これでも元教会の戦士だったからさ」


　六本の腕それぞれに剣を握る。その姿はまさに阿修羅だ。


「これが僕の『阿修羅カオスエツジ・とアスラ・魔龍の宴レヴイツジ』。『龍の手トウワイス・クリテイカル』の亜あ種しゆたる神器セイクリツド・ギアは禁手バランス・ブレイカーもまた亜種だったわけだね。能力は単純だよ。──腕の分だけ力が倍化するだけさ。技量と魔剣だけで戦える僕には十分すぎる能力だ。さて、キミたちはどこまで戦えるかな？」


　……木場、ゼノヴィア！


　と、二人を心配しているなかでイリナもジャンヌというお姉ちゃんと激戦を繰り広ひろげていた。


「光よ！　はっ！」


　イリナが純白の翼つばさを羽ばたかせて上空から光の槍やりをジャンヌ目め掛がけて幾いく重えにも放っていた。鋭い攻こう撃げきだ。太さも申し分ない。一いち撃げき食らえば人間や並の悪魔なら、体が四散するだろうな。


　けど、ジャンヌはそれを軽々と避けていく。あの姉ちゃん、かなりのスピードだ！　木場ほどじゃないが、姿をほとんど視認できないほどの動きを見せてる！


「いいね！　天使ちゃんは攻撃も素直でお姉さん感激！」


　なんだか、すごい喜んでるし！


　ジャンヌが細剣──レイピアでイリナの光の攻撃を弾はじいていた！


「じゃあ、これなら！」


　イリナが滑かつ空くうし、一気に詰つめ寄よった！　光の剣けんでジャンヌに斬きりかかる！


　だが、ジャンヌはそれを真っ正面から受けて立つ。


　キィィィンッ！


　金属音を打ち鳴らして二人はつばぜり合う！　均きん衡こうするせり合い！　ジャンヌが不敵に笑んだ！──何か企たくらんでる！


「──聖剣よ！」


　叫さけぶジャンヌの足下から剣が生えてくる！　イリナは驚おどろきながらもそれを、身をよじってなんとか避けていた！　そこにジャンヌの鋭い突きが襲おそいかかるが──翼を羽ばたかせて上空に退たい避ひした。


　空で息を切らすイリナをジャンヌはおかしそうに笑った。


「やるやる！　へぇ。見くびってたな。さすが天使ちゃん」


「こ、これでも天使長ミカエルさまのＡエースなんだから！　舐なめないで！」


「そっかー。ミカエルさんのねー。わかった。お姉さんもジーくんみたいに大サービスで見せちゃう」


　ウインクするジャンヌ。……ジーくん？　ジークフリートのことか？　って、大サービス？　まさか、ジークフリートのように──。


「お姉さんの能力はね。『聖剣造ブレード・ブラツクスミス』。そっちの聖魔剣のヒトが持つ神器セイクリツド・ギアの聖剣バージョン。どんな属性の聖剣でも創れるのよ？　でも、このままじゃ、本場の聖剣には勝てないわ。けれど、例外ってあると思わない？」


　ニッコリ笑むお姉さん。ジャンヌの神器セイクリツド・ギアは木場の聖剣バージョンか。そういうのがあるって知ってたし、木場も禁手バランス・ブレイカーになった影えい響きようでそちらもできるようになっていた。


　けど、例外……？　俺は嫌いやなイメージしかできなかった──。そして、それは当たる。


「──禁手化バランス・ブレイク♪」


　ドォォォオオオンッ！


　かわいく笑むお姉さんの足下から大量の剣──聖剣が生みだされ、すごい勢いで重なっていく！　聖剣が何か大きなひとつの物体を形作ろうとしていた！


　──ジャンヌの背後に創りだされたのは幾重もの聖剣でできあがった巨きよ大だいなドラゴンだった！


　聖剣で形作られたドラゴンかよ！　なんてものを創りやがったんだ、あの姉ちゃん！


「この子は私の禁手バランス・ブレイカー。『断罪ステイク・のビクテイム・聖龍ドラグーン』。ジーくん同様、亜種よ」


　微笑ほほえむジャンヌだが、イリナは厳しい表情をしていた。


「……聖ジャンヌ・ダルク……。聖人の魂たましいを引ひき継つぐ人と戦うなんて、天使としては複雑よね。けど、これもミカエルさまと皆みんなのため！　平和が一番！」


　おおっ、光の剣を掲かかげて気合を入れ直してる！　イリナも踏ふん張ばってくれよ！


　ドゴォンッ！　ドオオンッ！


　炸さく裂れつ音を何度も響ひびかせて爆ばく破は合戦に入っているのはロスヴァイセさんと巨きよ漢かんのヘラクレスだった。


「くっ！　魔ま術じゆつを受けてもモノともしないなんて！」


　縦じゆう横おう無む尽じんに魔ま法ほうを繰りだしているロスヴァイセさんだが、それらをまともに受けてもヘラクレスは狂きよう喜きして突っ込こんでいく！


「ハッハッハーッ！　いいねぇ！　いい塩あん梅ばいの魔法攻こう撃げきだッ！」


　──ッ！　笑ってやがる！　ロスヴァイセさんの北ほく欧おう魔術フルバーストを受けても平気で突っ込んでる！　いや、ダメージは受けてるぞ！　小さいが全身にケガを負っている。


　つーか、あの魔法攻撃を食らってあれだけのダメージだなんて、どんだけ頑がん丈じようなんだ！


　ドォォォンッ！


　ヘラクレスが拳こぶしを突きだすたびにその場が炸裂する！　まるで手に爆ばく弾だんでも握って拳を繰りだしているかのようだ！


　ロスヴァイセさんが軽やかに避け、ヘラクレスの拳が空から振ぶって後方の樹木に突き刺ささる。刹せつ那な──炸裂音と共に木が木こっ端ぱ微み塵じんに爆はぜた！


「俺の神器セイクリツド・ギアは攻撃と同時に相手を爆破させる『巨人の悪戯バリアント・デトネイシヨン』ッ！　このまま、あんたの魔法を拳で弾きながら爆発ショーをしてもいいんだけどよォ。どいつもこいつも禁手バランス・ブレイカーになったら、流れ的に俺もやっとかないとあとでうるさそうでな！　悪いが、一気に禁手バランス・ブレイカーになって吹っ飛とばさせてもらうぜ！　おりゃあああああああッ！　禁手化バランス・ブレイクゥゥゥゥッ！」


　男が叫び、その巨きよ体たいが光ひかり輝かがやきだした！　光が男の腕、足、背中で何かゴツゴツした肉厚のものに形成されていく！


　光が止んだとき、男──ヘラクレスは全身から無数の突とつ起き物を生やしていた！　あの突起物……まるでミサイルの形だ……。い、いや、まさか──。


「これが俺の禁手バランス・ブレイカーッ！　『超人によるデトネイシヨン・悪意のマイテイ・波動コメツト』だァァァァァァアアッ！」


　ヘラクレスの攻撃の照準が──ロスヴァイセさんにッ！　ロスヴァイセさんもそれを認識したのか、動いて距きよ離りを取る！


「このままでは、この場が……ッ！」


　苦く渋じゆうの表情でロスヴァイセさんが本丸御ご殿てんから少しでも遠くのほうへ移動しようと足を速めた！　ロスヴァイセさん、俺たちをあのミサイルから遠ざけようと──。


「ハッハッー！　いい女だぜ！　仲間を爆破に巻き込まないように俺の気を逸そらそうってか！　いいぜ！　乗ってやるよォォッ！」


　ヘラクレスは嬉き々きとして高笑いしていた。本丸御殿から離はなれたロスヴァイセさんは空中で振り向むき様ざま、魔ま方ほう陣じんを無数に展開し始めた！


　ヘラクレスのミサイルが発射の態勢になって、一気に撃うちだされて──。


　そうはいくか！　俺はヘラクレスのほうに左ひだり腕うでを突きだし、ドラゴンショットの態勢に入った！　ミサイルが撃ちだされた瞬しゆん間かんにこいつで少しでも多く撃ち落とす！


　ドラゴンショットを撃ちだそうとしたとき──。


「おっと、キミの相手は俺だ」


　左腕の先に曹操が瞬しゆん時じに移動してきた！　じゃあ、このままおまえが食らえッ！


　ドゥ！


　ドラゴンショットが俺の手から撃ちだされて──バンッ！　曹操が槍のわずかな挙動で俺の手を上に弾いた！　弾かれた手からドラゴンショットが撃ちだされ、あらぬ方向に飛んでいってしまった！


　その間にもヘラクレスから撃ちだされた無数のミサイルがロスヴァイセさんのもとへ──。


　ドッゴォォオオオオオオオオオオオオンッッ！


　無数のミサイルはロスヴァイセさんが展開する魔方陣に直ちよく撃げきした瞬間、空中で巨大な爆破を巻き起こした！　激しい爆ばく風ふうが辺り一帯を襲う！


　爆ばく煙えんのなかから人ひと影かげが！　見ればロスヴァイセさんがボロボロになりながらも地面にうまく着地していた！


　ロスヴァイセさんは『戦車ルーク』となったことで防ぼう御ぎよ力りよくが上がっている。そのうえ、防御の魔方陣も展開していたのに大ダメージを受けた。


　さらに言うなら、その気になれば町の風景を吹っ飛ばせるぐらいの威力があるロスヴァイセさんの魔法がヘラクレスにはあまり通らない様子だった。


　あの巨漢はロスヴァイセさんの能力を上回る攻撃力と防御力をしているのか！　それとも魔法や魔力に対しての攻守が優れている？


　何はともあれ、まずはロスヴァイセさんの回復だ。


「アーシア、回復だ！」


　俺がアーシアに指示を送る。


　パァ。


　ロスヴァイセさんのもとに緑色のオーラが届く！　アーシアがロスヴァイセさんに回復のオーラを送った。ロスヴァイセさんも「ありがとう」と親指を立てて応じてくれる。どうやら、回復できたようだ！　ナイス、アーシア！


「はっ！　回復か！　まあ、それもいいわなぁ！」


　ヘラクレスはロスヴァイセさんの回復も楽しそうに受け入れている様子だった。こいつもバトルマニアか。ヘラクレスがその場から駆かけだし、ロスヴァイセさんのほうに向かっていった！


　……クソ。どいつもこいつも禁手バランス・ブレイカー、禁手バランス・ブレイカーか！　俺の心中を見み透すかしたように曹操が愉ゆ快かいそうに笑った。


「いいだろ？　禁手バランス・ブレイカーのバーゲンセールってやつは。人間もこれぐらいインフレしないと超ちよう常じようの存在相手に戦えないんでね」


　槍をくるくると回し、俺からゆっくりと距離を取る。……一見、相手は隙すきだらけだ。攻撃を加えたいところだが、カウンター放ってきそうでさ。


　俺の勘かんだけど、こいつはテクニックタイプっぽいんだよな。


　俺が突つっ込んだら、さっきみたいに最小の動きで弾かれて、結果的に無む駄だな攻撃になりそうで怖こわい。


「おまえも奴やつらみたいにここで禁手バランス・ブレイカーになるのか？」


　俺がそう訊きくと、曹操は首を横に振ふった。


「いやいや。そこまでしなくてもキミたちは倒たおせる。だが、今日は十分に赤龍帝を堪たん能のうするつもりだよ」


「……こいつはまた舐められたもんだ。でも、俺をバカにしているようには思えないな」


「ああ、どうやればキミの力を引きだして戦いを満足できるか考えているところだ」


　まるでヴァーリだな。それのゆったり版。あいつは実力行使で俺の力を見計らおうとしていた。こいつは俺の行動ひとつひとつにまで興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしを向けてくる。


　曹操が人差し指を一本立てた。


「仲間がキミを倒せるある説を唱えた。時間を早める能力の神器セイクリツド・ギアでキミに攻撃する。禁手バランス・ブレイカーの制限時間がどんどん早まっていき、満足に戦えないまま鎧よろいは解除されてしまう。仲間が持つ能力にそういう制限時間のあるものに効果がある神器セイクリツド・ギアがあるのさ。時間の経過を一気に加速させて、浪ろう費ひさせることができる。ただ、それだけの能力だ。直接的な攻こう撃げき力も特異な効果もない。ただただ、制限時間を操作できるだけだ。しかし、時間制限のあるキミには決定的な打だ撃げきとなる。──だが、おそらくこれではキミを倒せない」


　……何が言いたい？　俺は曹操の会話の意図が見えないでいた。


「キミは神器セイクリツド・ギアを深く知ろうとしている。もし、自ら禁手バランス・ブレイカーを解除し、十秒ごとに倍化していく禁手バランス・ブレイカー前の神器セイクリツド・ギア能力にそれを付加しようとしたら……？　瞬時に倍化していく厄やつ介かいな存在と化すだろうな。もちろん、禁手バランス・ブレイカー状態で食らった攻撃が禁手バランス・ブレイカー前の神器セイクリツド・ギアにそういう影響を及およぼすかどうか不ふ透とう明めいだ。けれど、神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに潜もぐるキミなら、その可能性を叶かなえそうでね」


「何が言いたい？」


　俺が問うと、奴は肩かたをすくめるだけだった。


「案外、姑こ息そくな手よりもストレートな攻撃のほうがキミを無理なく倒せるんじゃないかって話さ。──キミはテクニックタイプを注意深く警けい戒かいしていて、そのタイプでは逆にやりづらいんじゃないかなってね」


　──っ。……おまえのほうがやりづらいぜ。ちょっとしか面識ないのに、俺のことを分ぶん析せきするんだもんな。怖いもんだ。


「だが、兵藤一誠。キミにも決定的な弱点がふたつある。──龍殺しドラゴン・スレイヤーと光だ。ドラゴン、悪あく魔ま、ふたつの特性を有するキミは凶きよう悪あくな分、自然と弱点も多くなってしまうわけだ。俺はこの弱点ってのに注目していてね。この世に無敵の存在なんていないという証明をしてみたいと感じてもいる。ま、この話はここまで。──さて、やろうか」


　曹操が槍やりの切っ先を俺に向けた。……てなわけで俺もバトル開始か。


　まずはプロモーションだな。……『騎士ナイト』？　それとも『僧侶ビシヨツプ』でドラゴンショットを強化するか？……いや、実戦での練習にこの土ど壇たん場ばでこだわってもな。一気に行くか。


「アーシア！　『女王クイーン』にプロモーションだ！」


「はい！」


　アーシアの同意により、俺は『女王クイーン』となった！　体に力が流れ込む！


　あれからもトレーニングはした！　実戦でもある程度各駒の特性を使えた！　ここで少し成果を出してみるぜ！　ドラゴンの翼つばさを展開し、背中のブーストを勢いよく噴ふん出しゆつさせる！


　ゴオオオオオォォォォオオッ！


『JET!ジエツト』


　拳を突きだしたまま猛もうスピードで曹操に一いち撃げきを繰くりだす！　あれこれ考えたが、やっぱり、まずは突とつ貫かんで様子見だッ！


　前方に猛もう進しんしていく俺！　曹操は槍をくるくると器用に回しながら、俺の拳が当たるすんでで身を軽やかに躱かわした！


　──ッ！　俺の突とつ進しんには対応できるか！　なら──ッ！


　俺はその場でブーストの軌き道どうを変えて、曹操の避よけた方向に二度めの突貫をかました！


　同時に両手に魔ま力りよくを集める！　曹操が避ける瞬間を見計らって、ドラゴンショットのダブルを野や郎ろうに──。


　ガッ！


　曹操は俺の右手を蹴けり上げ、槍の払はらいで左手を横に弾はじいた！　ドラゴンショットが先ほどと同じようにあらぬ方向に撃ちだされていってしまう！


　ちくしょう！　やっぱ、最小の動きだけで俺の攻撃をいなしやがる！


　ズンッ！


　悔くやしがる俺の腹部に何かが──。腹を見れば、曹操の槍が深々と刺さって──。


「ごふっ」


　腹から込み上がってきた大量の血が口から吐はきだされた。


　…………や、やられたっ！


「──弱くはないんだけどね。真っ正面からの戦いだとまだ隙が多いな」


　ズルリッ。


　曹操が槍を腹からゆっくりと抜ぬいていく。


　──瞬間、俺の腹部、否、全身に激痛が走り回った。傷口を中心に体のあちこちから煙も上がり始まる。


　……い、いてぇぇぇ……。こ、これは……聖せい剣けんと同じ痛み……。……傷口から煙が上がるのも似た現象だ……！


　そ、そうか、聖なる槍だから……痛みと効果が……。


　──マズい、意識が薄うすれて──。


「イッセーさんっ！」


　パァ。


　俺の体を緑色のオーラが包み込んだ。腹の激痛がしだいに緩かん和わしていく。


　……アーシアが回復のオーラを飛ばしてくれたのか。危なかった。いま、確実に意識が飛びかけたぞ。


　だが、まだ傷口が完全に塞ふさがらない。煙も少し上がっている。というか、再び傷が開こうとしているじゃないか！　遠えん距きよ離りからの回復だと心こころ許もとないってことか。アーシアの放つ遠距離型の回復オーラは応用が利くけど、直接触れておこなう回復よりも少しだけ効果が弱いもんな……。と言っても遠距離型でも十分なほどの回復能力があるんだが、聖槍のダメージはそれを超過したようだ。


　俺は懐ふところからフェニックスの涙なみだを取りだし、腹の傷にかけた。……傷がようやっと塞がっていく。さすがフェニックスの涙だ。


「いま、死にかけたのがわかったかい？　聖槍に貫つらぬかれて、キミは消しよう滅めつしかけたんだ。案外、すんなりと逝ゆくだろ？」


　軽く笑う曹操。


　……お、俺、いま死にかけた……だと？　マジか。あの一撃、確かに腹部に深々刺ささって致ち命めい傷しようだとは思ったが、あれぐらいなら過去にも経験があるし、まだ多少は動けると思ったんだ。カウンター狙ねらいで顔面にパンチでも入れようとしていた。


　──消滅しかけていただと？


　悪魔が聖なる攻撃を受けて、消えるっていうあれのことか？……俺が、いま、そうなろうとしていた？　か、体から煙がかなり出てたし、俺、存在が消えようとしていたのか……。


　そう感じたとき、ぶるっと震ふるえるものがあった。


　……そ、そりゃ、危ねぇわ。あれで死んだら部長やアーシアに会わす顔がねぇ！


　曹操が肩に槍をトントンする。あれ、こいつのクセか？　まあ、いまそれはどうでもいいか。


「よく覚えておくといい。いまのが聖槍だ。キミがどんなに強くなってもこの攻撃だけは克こく服ふくできない。──悪魔だからね。たとえヴァーリであろうとも悪魔である限り聖槍のダメージは絶対だ」


　よーく、わかりましたよ。あの槍には触ふれないほうがいいのね。……さて、どうしたものか。


　曹操が俺の反応を見て、きょとんしている。


「……あらら、ビビんないな。もっと怖がっておもしろい様を見せてくれると想像していたんだが……」


「あ？　怖いに決まってんだろう？　だけどよ、ビビってもいられなくてさ。おまえの顔に一発入れないとあとで皆みんなに怒おこられそうなんだよ。赤龍帝やってんのもけっこうキツいんだぞ」


「アハハハハッ！」


　曹操が突とつ然ぜん大笑いした。……なんだ、こいつ。さっきから表情がコロコロ変わりやがるぜ。


「いいな、それ。ヴァーリがキミを気に入る理由が少しわかった気がする。なるほど、これはいい。ヴァーリ、いいのを見つけたなぁ」


　笑い涙を指で拭ぬぐうと──曹操は槍の先せん端たんを開かせて光の刃やいばを作りだした！


「──やろう」


　ピリッ……。


　曹操からのプレッシャーが増した。ちったぁやる気になったってことか？　それはそれで余計怖いな。


　俺は右手を突きだし、ドラゴンショットを極大で撃うちだそうとした！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　ドンッ！


　どデカい一発を曹操に放った！


「そいつを生身にもらうのはマズいか」


　曹操が槍でそれを弾こうと──。俺はそれを予想していた。撃ちだした瞬しゆん間かんに背中のブーストを噴出させて、飛びだす！


　魔力の弾たまを弾いたところを横よこ殴なぐりにする！


　曹操が槍で勢いよく極大のドラゴンショットを──両断しやがった！　真っ二つですか！　まあいいさ！　槍を振るったところに右の拳こぶしを一いつ閃せん！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　増大した威い力りよくのパンチで曹操に殴なぐりかかるッ！


「パワーのなかのパワーを感じるよ！」


　曹操は嬉き々きとしながら、槍を素早く戻もどして俺の腕うでを払おうとする。──いまだ！　この右の一撃は大味のフェイントだ！　右の拳を相手の直前で止める！　曹操の払いが空を切った。


　俺は次に左の拳を突つきだす！　同時に籠こ手てのなかに収納しているアスカロンに力を譲じよう渡とした！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


『Transfer!!トランスフアー』


　アスカロンの刃を籠手から出現させ──俺はその場から飛び退いた！　飛び退き様にアスカロンから波動を繰りだす！


　バシュッ！


　アスカロンのオーラが曹操に向かった。こればかりは予想外だったらしく、避ける挙動を見せないでいる！


　ズシュッ！


　鈍にぶい音を立てて、曹操の左ひだり腕うでが宙を舞まった。アスカロンの一撃が奴やつの腕を切り落としたんだ！　やった！　フェイントに次ぐフェイントの先に生まれた攻撃！


　木場との修行がやっと身を結んだぜ。俺は心のなかでガッツポーズをしていた。そうさ、どんなに槍が強大で俺の弱点だろうと、あいつにだって弱点がある。


　──人間であるがゆえの生身。


　肉体の強度なら、ドラゴンで悪魔の俺のほうが上だと思う。曹操たち英えい雄ゆう派がいくら常人より遥はるかに頑がん丈じようでも、ヴァーリやロキほど硬かたいとは思えなかったんだよな。


　案の定だった。──勝てる、まではいかなくても戦える。


　曹操は槍を地面に刺し、上空から落ちてくる左腕を右みぎ腕でキャッチした。無表情のまま、左腕を脇わきに抱かかえると、懐から何かを取り出そうとしていた。怪け訝げんに思う俺に見知った小こ瓶びんが目に飛びこんでくる！


　──あれは。


　曹操は小瓶のふたを取とり払うと、なかの液体を傷口に振ふりかけ、左腕を切断面にくっつけようとした。左腕は傷口から煙けむりを立てながら──何事もなかったように元通りになってしまった！


　あの小瓶……中身も間ま違ちがいない！……フェニックスの涙！


「な、なんでおまえがそれを！」


　問とい詰つめる俺に曹操は笑んだ。


「裏のルートで手に入れた。ルートを確保し、金さえ払えば手に入るものさ。フェニックス家の者はこれが俺たちに回っているなんて露つゆほども思ってないだろうけど」


　……なんてこった。ただでさえ、貴重品になってきているっていう悪魔の大切な回復アイテムがよりにもよって、テロリストのもとに渡わたっているなんて……ッ！


　それがあれば、おまえらにやられて苦しんでいるヒトたちも助かるかもしれないってのに！


「……怒いかりでオーラが増した、か。感情でオーラが上下するのは時と場合では破は滅めつを生むぞ？　キミの場合はそれで一度『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』になっているんだから」


　大きなお節せつ介かいだぜ！　ちくしょう！　こいつら、本当になんでもござれだな！


　ガシャッ！


　そのとき、俺の鎧よろいが崩くずれていく！……なんだ、これ？


「キミが飛び退くとき、いくつか斬きった。少し時間差が生じたようだが、ちょっとした槍やりの攻こう撃げきでも赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルは壊こわせるようだ」


　……いつの間にか、攻撃を食らってたわけね。


　ドライグ、悪いが鎧を修復してくれ。


『……わかっている。だが、聖槍の効果だと思うが、ちょいと修復に手こずりそうだ』


　マジかよ。どんだけあの槍は俺に厄やつ介かいな代物なんだよ！


「いい攻撃だった。強い強い。こちらもギアをもう少し上げないとダメか」


　曹操の野郎、楽しそうだ……。でも、あいつの体がこれ以上頑丈になるとも思えないし、一いち撃げき入れば勝てるとは思う。もちろん、あいつの攻撃をまともに受ければ俺も一撃で死ぬ可能性が大きいけどさ……。


　これが弱点ってやつか。本当に怖こわいな、一発で形勢逆転だなんてよ。しかも相手は禁手バランス・ブレイカーになっていない。まだまだ強くなる要素がある……。


　俺が曹操の槍をどうしようか苦く慮りよしているときだった。


「イリナさん！」


　アーシアの悲鳴混じりの叫さけびが聞こえてくる！


「あら？　こちらはまだやってるんだ？」


　女の声──。視線を送ればジャンヌが……血まみれのイリナを抱えていた。


　──イリナ。


「ま、赤龍帝だからさ。彼らよりはやるんじゃないの？」


　ジークフリートの声。……奴が六本の腕で抱えていたのは同じく血まみれの木場とゼノヴィア。……お、おい……。


「俺が赤龍帝とやればよかったぜ」


　巨きよ体たいのヘラクレスが俺の眼前に何かを放り投げてきた。──銀ぎん髪ぱつを血に濡ぬらしたロスヴァイセさんだった。


　……み、皆……。噓うそだろ……？　やられちまったのか……？


『グオオオオオオッ！』


　咆ほう哮こうが聞こえる。──ヴリトラが九尾の狐きつねの九本の尾おに縛しばられ、苦痛の声を漏もらしていた！……匙まで……ッ！


　曹操が肩かたに槍をトントンとした。


「悪いな、赤龍帝。どうやら、フィナーレだ。強い。強いよ、キミたちは。悪あく魔まのなかでもなかなかのものだ。けど、まだその力では英雄の力を持つ俺たちに勝てない。それにな、悪魔や堕天使、ドラゴン、妖よう怪かい、人間の敵同士が協力したら怖いだろう？　人間にとって脅きよう威いと感じてしまうだろう？　なら立ち上がらないとさ。──人間が魔ま王おうやドラゴンを倒たおすのはごく自然なことだ。それが俺たち英雄派の基本的な行動原理さ。ま、俺やここにいるメンバーにとってみればそれは目的のひとつだけど。──さて、ゲオルク。魔ま方ほう陣じんはどうだ？」


　曹操の問いかけに霧きり使いがうなずく。


「もう少しだな。しかし、これでグレートレッドがくるかどうか」


「来ないなら来ないというデータを得られる。他の方法を試すだけだ」


「そうはいうが、これをするのにも大がかりな事をしたんだ。自分としては成功させたいよ」


「俺だってできれば良い結果が欲しい」


　…………。こいつら、俺たちのことを忘れて実験とやらに意識を移してやがる。


　ジャンヌもジークフリートもヘラクレスも俺の仲間をその場に置き去りにして、曹操と話し始めやがった。


「皆みなさん！」


　アーシアが皆のもとに駆かけ寄より、涙なみだを流しながら、回復を始める。


　…………。脳裏に、ここに来る前に皆で誓ちかったものが思いだされる。


　──京都は俺たちが死守する。


　先生……。俺……。まだ何もできてません……。


　倒れる木場に視線がいく。


　──部長不在のいま、仮としての僕たちの『王キング』はイッセーくんだ。


　木場、おまえはそう言ってくれたけど……俺は何もできていない……。


「母上！　目を覚ましてくだされ！　九重です！　九重はここにいます！　母上ぇぇぇえっ！」


　九重が泣なき叫び、お袋ふくろさんに語りかけるが──九尾の御大将は視線を合わせることすらしなかった。


　──おまえのお母さんは俺が──俺たちが助けるッ！


　何が助けるだ。俺、俺たち、何もできてないじゃないか……ッ！


「ゼノヴィアさん！　イリナさん！」


　アーシアは涙を流しながら治ち療りようを続けていた。


　……何してんだ、俺。……なんでこんな情けない様を見せてんだよ……。赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルが修復されても曹操たちは俺に視線すら向けなかった──。


　奴らは俺たちのことを強いというが、それでも現状を覆くつがえすほどの脅威とは感じていないんだろう。そう考えてしまうと、必死にここまで来た俺たちは──。


　最初から俺たちは、奴らにとって、実験の余興程度の相手だったんだと痛感してしまう……。


　……俺、赤龍帝なんだろう？　おっぱいドラゴンだって、はやしたてられてさ……。


　…………。──悔くやしい。


　俺は鎧のなかで震ふるえ、悔し涙を流し続けていた。……なんで俺は弱い？　肝かん心じんなときにいつもこれだ。


　どうしても一歩力が足りない。……努力しても努力しても、どうして手が届かない奴が多いんだよ……。


　これが俺の限界なのか……？　なんで俺は……。


　俺はその場にひざをつき、悔しさの余りに地面を叩たたいた。仲間が奴らにやられて、俺も曹操に勝てる見込みが……。九重のお袋さんを助けるチャンスすら……見つからない。


　九尾の御大将を助けて逃にげるって最低限の任務すら全うできそうにない悔しさ……。


　いや、諦あきらめたくない！　ここで終わりなんて嫌いやだ！　まだ俺は戦える！


　……でも、奴らに手が届かない……。それがたまらなく悔しくて……俺は……。


『泣いてしまうの？』


　──っ。俺の内に語りかける誰だれか。この声は──。


　……エルシャさん？


『ええ、そうよ。どうして泣いているの？』


　俺の内側から語りかけてきたのは神器セイクリツド・ギアの内部にいる先せん輩ぱいのエルシャさんだった。


　……俺、悔しくて……。どうしてこんなに自分が弱いのか……。肝心なときにまったく役に立てないんです……。


『そう、それは悔しいでしょうね。けれど、忘れたの？　以前、堕天使の総そう督とくが言っていたことを──。あなたは可能性の塊かたまりだと──』


　そのとき、アザゼル先生に以前言われたことが脳裏に蘇よみがえる。そう、あれはロキと出会う直前の頃ころだ。


《──俺はおまえの可能性を信じている。歴代の赤龍帝はどいつもこいつも力に呑のまれて死んでいった。おまえの才能は歴代最低かもしれない。だがな、女の乳ちちで禁手バランス・ブレイカーになり、女の乳で暴走から戻もどったおまえを俺は可能性の塊だと思っている》


　……可能性の塊。


《おっぱいドラゴン！　けっこうなことじゃねぇか。ドラゴンでそんな新しい二つ名を得られたのは随ずい分ぶん久しいことなんだぞ？　身体能力、魔ま力りよくがヴァーリや他の伝説のドラゴンに劣おとっていたとしても違ちがう側面からおまえだけの方法で赤龍帝の力を使いこなして強くなっていけばいい。これからも努力と根性、そして意外性から活路を見つけていけよ》


　そうだ、あのとき、先生はそう俺に言ってくれた。


　俺は、俺だけの側面から俺だけの方法で赤龍帝の力を使いこなす……。


　──俺はおっぱいドラゴンだから！


『そうよ、それがあなた。現赤龍帝であり、おっぱいドラゴン。私とベルザードが見た可能性！　さあ、今こそ解き放ちましょう！　あなたの可能性を！』


　カァァァアアアッ。


　俺の懐ふところから光が漏れる。取りだしてみると、宝玉が赤く光ひかり輝かがやいていた。


　こ、これは……。


『その宝玉を天にかざして。呼びましょう！』


　よ、呼ぶ？　怪け訝げんに思う俺にエルシャさんは高々と宣言した。


『そう、あなただけのおっぱいをッ！』


　刹せつ那な──、パアアアアアアアアアアアッ！


　宝玉がいっそう輝き、この一帯全体を照らすほどの光量となった！


「……なんだ？」


　曹操たちもその光に気づき、こちらに顔を向けていた！


　宝玉から光が照らされ、何かを映しだしていく。それはしだいに人の形を成していき、一人、二人と増えていった。


　な、なんだ、これ……。疑問に思う俺にエルシャさんが答える。


『その宝玉はこの京都で様々な人の間を巡めぐってきた。あれらはその者たちの残留思念が人の形になったものよ』


　つ、つまり、俺のせいで痴ち漢かんになった皆さんの残留思念ってことですか……？


　残留思念の皆さんは総勢千人は超こえそうな規模だった！　この宝玉はどんだけ京都で痴漢作用していたんだよ！　謝る人が多すぎるだろっ！


『おっぱい……』


『お、おっぱい』


『おっぱいーん』


『すごい、おっぱい』


『大変なおっぱい……』


　……残留思念が突とつ然ぜんおっぱいおっぱい口走り始めた。おいおいおいおい！　変態の見本市になってませんか!?


「「「「おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい」」」」


　残留思念の大群が呪じゆ詛そのようにおっぱいとつぶやきながら、のろのろとおぼつかない足取りで動きだしていく。何かの陣じん形けいを取っていった。


「「「「「「「「おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい、おっぱい」」」」」」」」


　これはひどいっ！


　それしか言えない異様な光景だった。おっぱいおっぱい言いながら残留思念が──儀ぎ式しきめいた様相で円形に並んでいく。


「……おっぱいゾンビか？」


　曹操がそうつぶやいた。そうですね！　ゾンビのようにも見えますね！　実際、宝玉によって痴漢になった人がおっぱいをもんだら、もまれた奴やつも乳がもみたくなるんだから、ゾンビの感染みたいだ。


　残留思念──おっぱいゾンビは円形を形作ると、今度は人の形を崩くずして地面に融とけていった。そして、円形に光が走りだし、中央に紋もん様ようが刻まれていく。広大なひとつの魔方陣となっていった。


　──おっぱいゾンビが魔方陣に！


　衝しよう撃げき的な出来事の連続で俺は何がなんだかわからなくなってきたが、エルシャさんが語りかけてくる。


『準備は整ったわ。──呼びましょう』


　な、何をですか？　もうわけのわからないことだらけで思考が麻ま痺ひしかけてます！


『──あなただけのおっぱいよ！』


　俺のおっぱい──。そう言われて最初に脳裏を過よぎったのは紅べに髪がみのお姉さま──。


『さあ、叫さけんで！　召喚サモン、おっぱい！──と！』


　さっきから状じよう況きようがぶっ飛びすぎてついていけないけど、叫ぶしかないのか！


「──召喚サモンッ！　おっぱいぃぃぃぃぃッ！」


　パァァァァァァアアアアアッ！


　魔ま方ほう陣じんが輝きだした！　紋様に刻まれた文字には「おっぱい」と書かれているし、おっぱいの形をした象形文字まで魔方陣に描えがかれている！


　呼びだすのか！　ま、まさか、いま俺が脳裏に思おもい描いたあの人を──。


　魔方陣の中央に何かが出現しようとする。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうのあと、魔方陣から現れたのは──紅髪の部長だった！


　ぶ、部長ぉぉぉぉおおおおおおおぉぉぉっ!?


　お着き替がえ中だったのか、上下下着姿だった。風景が変わったことに気づいたお姉さまは仰ぎよう天てんし周囲に目を配らせていた。すんごい驚おどろいてる！　当然だよね！


「な、何事!?　ここはどこ？　ほ、本丸御ご殿てん……？　きょ、京都？　あ、あら、イッセーじゃないの？　どうしてここにって、私がどうしてこんなところに!?　しょ、召喚されたの!?　え？　え？」


　物もの凄すごく狼ろう狽ばいしている部長！　俺もビックリして言葉もない。英えい雄ゆう派の皆さんも呆あつ気けにとられてどうしたらいいかわからないでいた。ゴメンなさい！　わけのわからないことが起きていて、俺も混乱してるんです！


　当とう惑わくしている俺へエルシャさんは真ま面じ目めに語りかけてくる。


『──つつきなさい』


「え……？」


　我が耳を疑った。いま、信じられない言動が聞こえてきた。


　しかし、エルシャさんは再び言う。


『彼女のお乳をつつきなさい』


「つ、つつくんですか？」


『そうよ。つつくの。いつものように。──ポチッと』


「ポチッと!?　いやいや、つついてどうするの!?」


　何言ってんですか、この人！　本当に女性で歴代最強の赤龍帝なの!?　このお姉さん、錯さく乱らんしているとしか思えないよ！


　驚きよう愕がくする俺なんておかまいなしにエルシャさんは続ける。


『あなたの可能性を開く最後の決め手。それがリアス・グレモリーの乳首なの。あれはスイッチ──。あなたの可能性という名の扉とびらを開くためのスイッチなの』


　ダメだ。頭がおかしい。この展開はさすがに俺の想像を超えている。エルシャさん、部長の乳首は決して俺の覚かく醒せいボタンってわけじゃないんですよ!?


『──いえ、覚醒ボタンだわ。理解なさい。私は近くで見ていて確信を得ているのよ』


　酷ひどい！　酷すぎる！　しかし、説得力があるのはなぜだ!?


　そう思っているのも束つかの間ま、突然、部長の体が金色に輝きだした！


「な、何なの!?　光が私を包んでいくわ！」


　部長も驚きの連続で困こん惑わくしている様子だった。だが、俺の視界にとてつもない光景が飛びこんでくる。


　パァァァァァァアアアアアア……ッ。


　キラ☆　キラ☆　キラ☆　キラ☆





　────部長のおっぱいが神々しい輝きを放っている────。





　……エルシャさん、あれは……？


『リアス・グレモリーのおっぱいはあなたの可能性に触ふれ、次のステージに進んだのよ』


　つ、次のステージ……？


『ええ、あのおっぱいは限界を超えたの。スイッチ姫ひめの限界を──。第二フェーズに突とつ入にゆうしたといっていいわ』


　ゴメンなさい。意味がわかりません。第二フェーズってなんですか!?　俺の理解不能なことが起こりすぎて涙なみだが出てくるんですけど！


『あれをつつくことであなたは変わる。劇的な変化を遂とげるわ。あなたのなかの「悪魔の駒イーヴイル・ピース」はあと一押しで力を解き放つ。その一押しが──』


　スイッチ──。乳首を──。


　ブバッ。


　鼻血が噴ふき出る。わかった。俺はやっと理解できた。この状況を飲み込んだよ。


　俺は部長のもとに歩み寄り、マスクを兜かぶとに収納して、微笑ほほえむ。


「……イッセー？」


　部長が怪訝な表情で首をかしげる。俺はそんな部長に真っ正面から言った。


「──部長、乳をつつかせてください」


「──ッ！」


　俺の告白に部長は──絶句した。


　けど、しばし、考えたのちに言う。


「……よくわからないわ。よくわからないけれど……わかったわ！」


　──すごい。


　言葉が通じた！　なんだ、この現状！　すんごいことになってんな！　俺は自分で言ったことにツッコミを入れてみたが、もうそれもどうでもよくなってきた！


　つつこう！　そうだ、つつこう！　京都でつつこう！　部長のおっぱいを！　部長の乳首を──ッ！


　他の野や郎ろうどもに部長の乳首を見せるのは癪しやくなので見えない位置に移動してから、部長がブラジャーを脱ぬぐのを待った。


　パチン。


　ホックが外れ、「ブルン！」と豊かな双そう丘きゆうが現れる！　俺は見知っているはずの乳首の変化を見て、驚いた。


　──ピンクの乳輪と乳首が淡あわい桃もも色いろの輝きを放っている。


　乳輪がピンク色に輝いてる！　なんてこった！　こ、これが第二フェーズの現象なのか!?　すげぇぇぇえっ！　なんだか、難しいことを考えるのがバカらしくなってきたぜ！


　こりゃ、つつくだけで御ご利り益やくがありそうだッ！


　そ、そっか、おっぱいって光るんだな……。


　俺は籠こ手ての指部分だけ鎧よろいを解いて、両手人差し指の照準を輝く乳首に向けた。


　……思いだすぜ。禁手バランス・ブレイカーになったときのことを。あのときもこの乳をつついて、俺は覚醒した。


　そしてまた俺はこの乳をつついて何かを得ようとしている。感かん慨がい深ぶかいものがあるよ。


　──すごい。部長の乳はすごい。どんなことでもこのおっぱいひとつでなんでも解決できるような気がしてきた。


　スイッチ。スイッチ姫！　部長もまた進化していたんだ！


　──本当のスイッチ姫になっていくのかもしれない！


　覚かく悟ごはいいか、ドライグ？


『うおおおおおおんっ！　うわぁぁぁぁぁああんっ！　うおおおおおおんっ！』


　……大号泣してる。もう泣くしかないんだろう。ゴメン！　ゴメンよ、相棒！　だけど、俺、つつくよ！　つつかなくちゃいけないんだッ！　つつかなければいけないものがあるんだよッ！


「いきます！」


　俺は宣言し、鼻血を噴ふん出しゆつさせながら、乳首をつついた。


　ずむずむっと。極上のやわらかさ、乳首のコリッとした感かん触しよく、指が乳に埋うまっていく光景。それらすべてが全身を駆かけ巡めぐり、脳みそに最高の快楽を与あたえてくれる。


　ああ、部長のおっぱいは最高だッ！


「……ぁふん……」


　最後にトドメの桃もも色いろ吐と息いきぃぃぃぃっ！


　カッ！


　部長の乳がまばゆい閃光を放ち始める！


「こ、これは……！　あ、ああああああああっ！」


　部長があまりの展開に声をあげる。


　部長は乳から輝かがやきを放ちながら天高く昇のぼっていき、この空間全体を桃色に照らしていった！


　……すげぇ。部長が、部長が天に昇っていく！　乳を輝かせながらっ！


　俺は涙をこぼしながら、自然と手を合わせていた。


　──ああ、乳よ！


　天高く昇っていった部長は、その後、光と共にこの空間から消えていった。同様に魔方陣も消えていく。


　あ、あの、エルシャさん。部長は？


『もとの場所に帰っていきました』


　マジで!?　こ、このためだけに京都に呼ばれましたか!?　なんてこったよ！　あっちに戻もどったら、土下座して謝らないといけないじゃないか！


「……なんだったんだ、あれは？」


　曹操たちも呆ぼう然ぜんとして、いまの現象にどうしていいかわからずにいた！　ですよね！　グレートレッドを呼びだそうかというところに部長が召しよう喚かんされてきたんだもんね！


　──ドクン。


　突とつ如じよ、胸が脈打つ。


　──ドクンッ。


　再び高鳴る。これは──。


『来たわね。さあ、行きましょうか！』


　エルシャさんが叫さけぶと、鎧の各部位にある宝玉から、赤い閃光が溢あふれ出るっ！……体の内側から熱くて……力強い何かが……湧わき上がってくる……ッ！


　抑おさえられない！　こんなにも神器セイクリツド・ギアの底に力が眠ねむっていた？　まさか、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』？


　いや、違ちがう。あれほどの戦せん慄りつも感じない。むしろ、いままでに感じたこともない力の波動だ。けど、どこか懐なつかしいものも感じる。ドライグ、これは──。


『ああ、俺も感じるぞ、相棒……。懐かしいものを思いださせてくれる。これは──本来の俺のオーラだ。激情に駆られ、「覇は」の力に身を任せたものじゃない。呪のろいでも、負の感情でもない。これは──俺が肉体を持っていた頃ころの気質だ。ただただ、白いあいつに勝ちたかった頃の──』


　ドライグの楽しそうな声音。


　何がドライグに起こったかわかりかねたが、赤いオーラが全身から迸ほとばしり、俺と周囲を包み込んでいった──。





　　　　─○●○─





　……気づくとそこは白い空間だった。


　……何かの現象か？　二条城の本丸御ご殿てんで戦せん闘とうしていたはずなのに。


　突とつ然ぜんのことに困惑する俺の眼前に二人の人物が現れる。


　エルシャさんと──ダンディな風体の男性だ。


　ここはブーステッド・ギアの内部……？　意識だけこちらに飛んできたのか？


　いまだハッキリと理解はできていないが、エルシャさんが微笑みながら言う。


『あなたの扉が開放されたわ。これで「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」とは違う道が用意された』


　エルシャさん……。さっきはありがとうございました。なんだか、大変な出来事でしたが、俺も驚おどろきの連続で勢いに身を任せた感はあったような気がします。


『それでいいのよ。私たちも勢いに任せたわ。──だって、あなたの求めたものがおっぱいだったんですもの』


　そ、そうですか。確かに俺は常におっぱいを求めてますけど……。


『これで私とベルザードも逝いけると思う』


　逝ける……？　それってまさか──。


『ええ、残留思念として残った私たちだったけれど、そろそろこの神器セイクリツド・ギアから解放されようと思うの』


　……死ぬってことですか？


『もともと死んでるわ、私たち。ここにいるのも私たちだった者の記き憶おくの断片に過ぎない。魂たましいとも言えない存在だったのよ。そんなの自然じゃないでしょう？　だから、もう消えようと思う』


　で、でも、俺はまだエルシャさんに訊ききたいことがあるし、アドバイスだってもっと受けたいです！


　そう言う俺にエルシャさんは首を横に振ふる。


『あなたには私たちは必要ない。──だって、私、おっぱいなんて本当は興味ないもの。あなたぐらいなものよ。女性の乳ち房ぶさでここまでの異常な現象を起こせるのは』


　そ、そうですね……。すみません、おっぱいドラゴンで……。


『ドライグと、仲間たちがいればもうだいじょうぶよ。行きなさい、現赤龍帝。いまだ赤龍帝の呪いは完全に解放されていないけれど、いずれそれも解決できる。あなたなら私とベルザード以外の残留思念も解き放ってくれるはず』


　エルシャさん……俺は……。感動と感謝と感激が入り交じり、俺は涙が溢れそうになった。歴代の先せん輩ぱいのなかにも俺のことをこんなにも心配してくれる人がいたんだ……。


『さあ、私たちはもう逝くわ。ベルザード、最期に彼に何かを語りかけてあげて』


　男性──歴代最強の赤龍帝とされるベルザードさんが俺に笑む。ありがたいお言葉、どうかお願いします。


　ベルザードさんはうなずき、手をこちらに向け、人差し指を突つきだしてきた。


『──ポチッと、ポチッと、ずむずむいやーん』


　──っ。


　…………俺は一いつ瞬しゆん、何を言われたかまったく理解できなかったが……。


『彼も満足したみたい。さあ、逝きましょうベルザード』


　と、エルシャさんが微笑みながらそう言う。


　ちょ、ちょっと待って！　いまのがベルザードさんの最期の台詞せりふですか!?　なんですか、そのすべてに満足したベルザードさんの満面の笑顔は!?


　ずむずむいやーんって！　そんなバカなことが！　「おっぱいドラゴンの歌」の歌詞じゃねぇかぁぁぁっ！


　ああ、白い空間とお二人が少しずつ消えていく!?　ウソん！　いまので歴代最強の先輩からのありがたいお言葉終しゆう了りようですか!?　二人とも別れの手を振ってるしぃぃぃっ！


　他に後こう輩はいに言うことあるだろぉぉぉぉぉぉおおおおおおッ！


　エルシャさんとベルザードさん、二人は俺のおっぱいっぷりに大満足し、消しよう滅めつしていった──。


　そうか。わかったよ。


　赤龍帝になる人って、変な人が多いんだ──。





　　　　─○●○─





「どうせ俺も変態ですよぉぉぉおおおおっ！」


　空間から意識が戻ってきた俺は開口一番にそれを叫んだ！


　もうやけくそだぁぁぁぁっ！


「いくぜぇぇぇぇぇええっ！　ブーステッド・ギアァァァアアアッ！」


　俺の気合に反応し、体を包む赤い閃せん光こうは極大のオーラを辺り一帯に解き放ち始めていく！


　──力が溢れてくる！


　底から、内から、神器セイクリツド・ギアから──。そうか、ドライグは本来こんなにパワーを持っていたんだ。それを『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と言われる暴走状態と共に負の感情が入り乱れて、あんなにも危険なパワーの出力をしていた。


　いまは違う。そんな負の感情は微み塵じんも感じない。意識も呑のみこまれない！


『ああ、そうだ。やっと思いだした。どうして忘れていたんだ……？　そうか、神か。俺とアルビオンを封ふうじたあの神が天てん龍りゆう本来の力を──』


　ドライグがそう言う。何かに気づいたような口調だが……その話はあとにしよう。


　まずは、目の前の奴やつらを吹ふっ飛とばすッ！


『そうだな。久しぶりに俺の力を見せつけてやろうではないかッ！』


「いこうぜッ！　赤龍帝をッ！　俺たちの力をッ！　グレモリー眷けん属ぞくの底力、とくとぶっ放してやるぜェェッ！」


『Desire!デザイア』


『Diabolos!デイアボロス』


『Determination!デイターミネイシヨン』


『Dragon!ドラゴン』


『Disaster!デイザスター』


『Desecration!デイシクレイシヨン』


『Discharge!デイスチヤージ』


　宝玉が数々の音声を鳴なり響ひびかせていき、壊こわれたかのように『Ｄデイー』を繰くり返かえし始めた！


『DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD!!!!!!!!!』


　──っ。俺の脳みそに神器セイクリツド・ギアから新たな力の使い方が流れ込んでくる。


　……はははっ、こりゃすげえ。


　ベルゼブブさま、あなたに調整された『悪魔の駒イーヴイル・ピース』、赤龍帝の力がその特性を取り込んで──。


　可能性。俺の、ドライグの、これからの俺たちの可能性を──ッ！


　いまの影えい響きようで『女王クイーン』がいったん解除されてしまっている。新たにプロモーションしなければならない！　けど、アーシアの確認はもういらないんだ！


　俺は高らかに叫んだッ！


「モードチェンジッ！　『龍牙ウエルシユ・のブラスタ・僧侶ビシヨツプ』ッ！」


『僧侶ビシヨツプ』にプロモーションッ！　むろん、ただの『僧侶ビシヨツプ』じゃないッ！


　その場で踏ふん張ばりを利かせると、俺の肩かたから背中にかけて赤いオーラが集まり形をなしていく。


　できあがったのは背中のバックパックと、両りよう肩かたに装着された大口径のキャノンッ！


　ブゥゥゥゥン……。


　静かな鳴動が始まり、赤龍帝のパワーがキャノンの砲ほう口こうに集まっていった。
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　……『僧侶ビシヨツプ』にプロモーションした影響で底上げされた魔ま力りよく。新たに目覚めたパワーも付加されて、とんでもない量のオーラがバックパックに溜たまっていった。膨ぼう大だいなエネルギーの一いち撃げきを作りだしていくッ！


「……あれは、マズいな……」


　曹操がぼそりとつぶやいた。どうやらキャノンに集まるパワーを察知したようだ。


　そうだ。これが直ちよく撃げきしたら、すべて吹っ飛ぶぜ？　そのつもりでパワーを集めているんだからよッ！


　──木場、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、匙。


　俺の大切な仲間たち。よくもやってくれたなッ！


　そして、よくも俺たちを無視しやがったなッ！　あのときの悔くやしさッ！　あのときに感じた俺の無力さッ！


　全部、まとめておまえたちにぶつけさせてもらうぜッ！


　キャノンにエネルギーが溜まった──。


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


「吹っ飛べェェェェェェェェェッ！　ドラゴンブラスタァァァアアアアアッッ！」


　ズバァァァアアアアアアアアアアッ!!


　肩のキャノンから極大の一発が放射されていくッ！　放射のあまりの勢いに踏ん張っていても後方に体が押されていってしまう……ッ！　放出されるのをなんとか持ちこたえているだけで体が精せい一いつ杯ぱいだぜッ！


　英えい雄ゆう派のほうへ放出されていく大出量のエネルギーッ！


「おもしれぇ、受けてやるぜ、伝説のドラゴンさんよォッ！」


　ヘラクレスが前方に立ちふさがり、俺の一発を受けようとするが──。


「受けるなッ！　避よけろッ！」


　曹操が叫さけび、槍やりの石いし突づきでヘラクレスをその場から吹っ飛ばした！　曹操たち他のメンバーも俺の一撃から素早く避けていく。


　外したキャノンの一撃は、奴らの遥はるか後方に飛んでいき──。


　ドォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　空間全体を震ふるわせるほどの大爆ばく発はつと共に背景の町並みが丸ごと巨きよ大だいなオーラに包み込まれていく！


　……エネルギーが広がって、町全体を激しい光が包んでいきやがるッ！


　光が止んだあとに残ったものは──何もなかった！　放たれた先の風景が消滅し、ゲームフィールドにまでダメージを与あたえたようで、空間が歪ゆがみだしていた！


「……町が丸ごと吹っ飛びやがった！　おい！　こんなのを立て続けに放たれたらこの空間が保たんぞ！」


　ヘラクレスは俺の一発の威い力りよくをようやっと理解したのか、驚きよう愕がくの声音を出していた。


「疑似空間の町が歪む、か。ここはかなり強固に創つくられているんだけどね。……なんて威力だよ」


　ジークフリートも笑みを止めて、目を細めていた。


　へへっ、とりあえず、一いつ矢しは報むくいたぜ。だが──。まだ終わらねぇっ！


「曹操ォォォォォォオッッ！」


　俺は奴の名を叫び、背中のキャノンをパージしたっ！　パージされたキャノンが淡あわい光となって霧む散さんしていく。


　次だッ！　まだこれからだぜッ！


　内で俺は『悪魔の駒イーヴイル・ピース』のシステムを変へん更こうさせるッ！──そう、今度は速さだ！　誰だれにも止められない速度ッ！　木場をイメージしろッ！　『騎士ナイト』の想像を膨ふくらませるんだッ！


「モードチェンジ！　『龍星ウエルシユ・のソニツクブースト・騎士ナイト』ッ！」


　バッ！


　俺はドラゴンの翼つばさを羽ばたかせて、曹操に向かうッ！　背中のブーストの数が倍に増え、盛大に魔力の火を噴ふん出しゆつさせるッ！　空気を震わせながら俺は空を切るように飛んでいく！


　まだだ──、こんな速さじゃ足りないッ！　あいつに捉とらえきれないほどの速度をッ！　音速を、高速を、神速をッ！


「──装そう甲こうパージッ！」


　俺が叫ぶと、赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルの各所がパージされていく！　胴どう体たいから、腕うでから、足から、頭部から厚い装甲が外れていった！


　余計なものを捨て、最低限の装甲だけで飛ぶ！　赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルはほっそりとした全身鎧プレート・アーマーと化していた。防ぼう御ぎよ力はこの際すべて捨て去る！　さらに鎧の形状が変化し、高速に対応できるスリムなフォルムと化した。


　望むのは神速ッ！　捉えきれないほどの速さッ！


　俺は体にかかるＧに吐はきそうになりながらも上空を神速で飛んでいく！


　これが木場やヴァーリが見ている世界──。


　……正直、まだ体が速さに慣れていないけど……。──いける！


「てめえに体当たりするぐらいなら問題ねぇよなァァァァッ！」
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　俺は曹操を捉え、正面から突つっ込こんでいく！


「──速いッ！」


　曹操が槍を前方に構えて俺を迎むかえる！　いいぜッ！　真っ正面からガチンコ勝負ッ！


　わかりやすいぐらいに俺向きだッ！


　ドンッッ！


　神速で正面から曹操に体当たりをかました！


「ごふっ！」


　曹操が軽く吐と瀉しやした。


　俺は曹操を捕つかまえた状態でそのまま飛び続けるッ！


「──やっと、捕まえたぜ。これなら、文句ねぇだろ？」


　俺がそう言うと、奴はうれしそうに笑った。


「──まったく、キミは正面から本当に突っ込んでくるんだなッ！　だが、その装甲の薄うすさで俺の槍は耐たえられないだろうッ!?　パワーアップ早々悪いが、これで終わりだッ！」


　そう、いまの俺の鎧の装甲だとおまえの槍を受ければ一発で終わりだ。触ふれた瞬しゆん間かんに消しよう滅めつしてしまうほどだろうな。


　──だけどよ、そんなのはわかってんだ。わかってんだよッ！


　俺は再び内で『悪魔の駒イーヴイル・ピース』のシステムを変更させる！


「モードチェンジッ！　『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルーク』ッ！」


　今度俺が必要なのは速さじゃない。圧あつ倒とう的てきな打だ撃げき力りよくと防御力だ。赤いオーラが俺を包み込み、パージした分の装甲を修復させていく。だが、オーラの形成はそれだけに留まらない。さらに鎧をぶ厚く、肉厚にしていく。


　俺の両りよう腕うでにも大質量のドラゴンのオーラが集結していき、通常の籠こ手ての倍──いや、五、六倍はあろうかという極太の様相を見せたッ！


　モードチェンジしたことで神速が止まり、空中で俺と曹操は宙に投げ出された。曹操の槍が俺を捉え、光の刃やいばが俺に向かってくる！


　ガシュッ！


　……俺は右のぶ厚い籠手を盾たて代わりにして、その槍の一撃を受けた。籠手に突き刺ささる聖槍。けど、槍は──俺の籠手を貫つらぬくことができずに途と中ちゆうで止まっていたッ！


「──もっと出力をあげないと、この鎧は壊しきれないというのかッ！　上級悪魔なら瞬しゆん殺さつできる出力なんだぞッ！」


　そう叫ぶ曹操に、俺はぶ厚く、大きくなった左の拳こぶしをかまえた。拳の照準は完かん璧ぺきだ。打ち損じない。


　いこうぜ、ドライグッ！　いこうぜ、皆みんなッ！


「おっぱいドラゴンなめんな、このクソ野や郎ろうォォォォォォォッッ！」
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　俺は極大な左の拳を曹操目め掛がけてぶっ放したッ！──瞬またたく間まに曹操が槍を籠手から抜ぬき放はなち、盾のようにしたが──。


「こんにゃろォォォォォッ！」


　ドンッッ！


　拳がインパクトした瞬間、籠手の肘部分に新たに生まれた撃鉄が打ち込まれる！　膨大なオーラを噴出させながら、拳の勢いが猛烈に増した！


　空中で地面に向けて、曹操をぶん殴なぐってやったッ！


　ドォォォォォン……ッ！


　曹操が俺の一撃を食らい、下へ勢いよく叩たたきつけられていった！


　──落下する寸前、一撃を食らった曹操の表情は、笑っていた。


　奴やつが落下した衝しよう撃げきで地が割れ、激しい土つち煙けむり、粉ふん塵じんが巻き起こる。


　空中での接近戦を終えた俺は、ぶ厚い鎧を装着したまま地に降り立った。


　……サァァァァ。


　このモードで厚くなった装甲分が霧散して、風に乗って消えていく。


「……はぁはぁ……」


　俺は息をあげ、その場でひざをついた。……疲ひ労ろう感かんが凄すさまじいな。


　──何より、消しよう耗もうが半はん端ぱない。


　この調子だと、あと少しで鎧の制限時間が尽つきる。


　俺が得た新しい能力。それは『王キング』の確認を取らなくても自分の意志で『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を自在に昇しよう格かくできること。さらにそこに解放された赤龍帝の力が搭とう載さいされ、驚おどろくほどの魔力、速さ、攻こう守しゆを手に入れた。


『僧侶ビシヨツプ』なら、魔力に特化し、ドラゴンショットの超ちよう強化版を放出させることができるようになった。


『騎士ナイト』は余分な装甲をパージして、鎧が高速仕様になる。そこに新たな赤龍帝の力が付加され速度が凄まじいまでに向上した。


　そして、『戦車ルーク』は『騎士ナイト』とは逆に装甲を厚くさせて、攻こう撃げきと防御に特化させているんだ。代わりにスピードは殺されてしまうけどね。


『騎士ナイト』、『戦車ルーク』、『僧侶ビシヨツプ』、それらの力を自在に使える三さん位み一いつ体たいの能力。しかもそれらの特性を極限まで特化させた。その分、他の能力が下がってしまうけどな。


　……この出力での『女王クイーン』はまだ無理。昇格したら、力が暴発するか、耐えられずにパワーが拡散するだろうな。


　ベルゼブブさまにいただいた『鍵かぎ』。赤龍帝──ドライグが本来持っていた力を蘇よみがえらせた。そこにあのとき受けた『悪魔の駒イーヴイル・ピース』へのひと工夫が合わさって、俺の新しい力を目覚めさせてくれたんだ。


　これが俺の可能性が解放された状態。……扉とびらは開いた。あとは突き進すすむだけだ。


　けど、この消耗は酷ひどいな……。これを使い続けるとソッコーでガス欠か？


『相棒。力の解放によって、禁手バランス・ブレイカーになるまでにかかる時間がさらに短縮され、禁手バランス・ブレイカー状態での制限時間も増えている。だが、それ以上にエネルギーの消費が激しすぎるのだ。特に連続で形態を変えたせいか、拍はく車しやがかかった。慣れれば消耗も軽減されていくとは思うが』


　そうかよ、ドライグ。まだまだ修行の余地があるってことね。まあ、覚かく醒せいしたてでここまでやれれば上出来と思うべきか？


　てか、これレーティングゲームで使えないな。『王キング』を無視した強制昇格だしさ。ベルゼブブさまもそんなことをおっしゃっていたもんな。


　ま、実戦なら問題ないし、どんどん使ってみようか。


　のろのろとようやっと立ち上がった俺の視界に──立ち上がる曹操の姿が映り込んだ。


　……野郎、まともに食らってまだ立てるのか……？　いや、すんでのところで槍やりを盾にしたから、それで耐えられたのか……。


　地面に叩きつけられた衝撃で生まれたクレーターから曹操が上がってくる。


　鼻と口から血を流していた。それを拭ぬぐい、首をコキコキ鳴らしながら言う。


「これは赤せき龍りゆう帝てい殿どの。先ほどは失礼した。驚くべき変化を遂とげたようだ。十分な強さを土ど壇たん場ばで得るなんてね。槍で守らなければ死んでいたよ」


　死んどけよっ！　クソッ！　さすがは最強の神滅具ロンギヌスってことか！　奴自身は生身だから、まともに受けていたら俺の勝ちだったはず！


「『悪魔の駒イーヴイル・ピース』のルールを逸いつ脱だつしたキミだけの新たな特性か……。まるでイリーガル・ムーブだな」


　…………？　俺は聞き覚えのない単語に首をかしげた。


「イリーガル・ムーブ？」


　俺が疑問を口にすると、曹操が答える。


「チェス用語さ。不正な手を意味する。その攻撃は明らかに『悪魔の駒イーヴイル・ピース』のシステムに不正するような手に見えたからね」


　不正な手か。確かにその通りだ。これ、ゲームじゃ使えそうにないもんな。


『俺としては「トリアイナ」だと感じたが』


　ドライグがそう漏もらす。トリアイナ？　どういう意味だ？


『トリアイナ、ギリシャの海神ポセイドンが持つ三みつ叉またの矛ほこのことだ。トライデントという名のほうが知られているかもしれんな。先ほどの三種の駒による連続攻撃が三叉の矛のような鋭するどさを感じた』


　イリーガル・ムーブ……トリアイナ……。


　いいな、その響ひびき。もらった。


「イリーガル・ムーブにトリアイナか。いいね。じゃあ、こいつは『赤龍帝イリーガル・のムーブ・三叉成駒トリアイナ』とでも名付けようかな」


　ちょっとそれっぽく名付けてみたぜ。『女王クイーン』になれるようになったら、それはそれで別に名前を考えればいい。


「怖こわいな。直接的な攻撃力は『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』なしのヴァーリにそろそろ匹ひつ敵てきするかな？　いや、彼も日々成長しているから、現在はわからないが……」


　そりゃどうも。俺としてはまだあいつに届いていないと思うけどね。あいつ、マジ天才だからさ。


「それと予想以上にスタミナとオーラを消耗する。使いこなすにはまだまだということかな。いや、使いこなせたとしてもその消耗は尋じん常じようではないか……。あと十分も禁手バランス・ブレイカー状態が保たないと見た」


　……正解ってところか。こいつに分ぶん析せきされちまった。まあ、残りの制限時間に関しては教えない。


　ギリギリまで戦ってみるさ。


　俺は息を吐はき、曹操に言った。


「あんた、やりにくすぎるんだよ。ちょっと俺たちのことを舐なめたかと思うと、今度は冷静に見てくるしさ」


「いや、キミを少しでも軽んじた俺が愚おろかだった。本当に済まなかった。強大な力に溺おぼれず赤龍帝の深奥を知ろうと動いているキミはやはり強敵だ。反省をしなければいけない」


　曹操は肩かたに槍をトントンとすると続ける。


「──楽しい。ヴァーリと個人的に一戦して以来の戦せん闘とう高こう揚ようかもしれない。やはり、伝説のドラゴンと戦うのは最高だな。俺が心底英えい雄ゆうの子孫だという証しよう拠こか」


　……楽しいか。バトルマニアばかりで嫌いやになる。俺がハーレムを築いて平和に生きられるのはいつになるのか……。


「あんた、このまま全勢力と激戦をするつもりか？」


　俺の問いに曹操は首を横に振ふった。


「冗じよう談だん。この戦力では長期戦に向かない。一人の力が強くても、さすがに各勢力が協力した兵力には勝てないさ。そちらに大損害は出せるだろうが、こちらは全ぜん滅めつだ。不意打ちを狙ねらった一点突とつ破ぱのほうが効率がいい。だからこの組織にいるのは割がいいわけさ」


　……そういう理由もあって、オーフィスの陣じん営えいに身を置いているってことか。食えないな。他にも理由はあるんだろうけどさ。


　バジッ！　バチッ！


　空間を振るわす音が鳴なり響く。この音には覚えがある。──空間を裂さく音だ。


　そちらのほうを見上げれば──空間に穴が生まれつつあった！


　こ、これは……ッ！　俺の脳裏に空間の裂け目めから現れた赤い巨きよ大だいなドラゴンが思いだされるっ！


「どうやら、始まったようだ」


　曹操がうれしそうに笑んだ。じゃ、じゃあ、やっぱり、グレートレッドが九尾の御大将を使った魔ま方ほう陣じんに呼び寄せられて……ッ！


「あの魔方陣、そしてキミの膨ぼう大だいなパワーが真しん龍りゆうを呼び寄せたのかもしれないな」


　曹操が皮肉げにそう言いやがった！


　……んだよ、俺がパワーアップした影えい響きようが出たってのか!?


「ゲオルク、『龍喰者ドラゴン・イーター』を召しよう喚かんする準備に取りかかって──」


　そこまで言いかけて、曹操は言葉を止めた。その目が細くなり、次元の裂け目を見て、疑問の生じた表情となる。


「……違ちがう。グレートレッドではない？……あれは、それにこの闘気……ッ！」


　オオオオォォォォォォン。


　空間の裂け目から姿を現したのは──十数メートルほどの、体が細長い東洋タイプのドラゴン。


　グレートレッドじゃないじゃないか！　な、なんだ、あのドラゴン！


　緑色のオーラを発しながら夜空を舞まう姿は幻げん想そう的だった。


　曹操が叫さけぶ。


「──西海龍童ミスチバス・ドラゴン、玉龍ウーロンかッ」


　玉龍ウーロン──ッ!?　た、確か、五ご大だい龍りゆう王おうの！


　曹操は東洋のドラゴンの登場に驚いていたが、その視線はすでにドラゴンではなく、ドラゴンの背に向けられていた。


　俺はそれにつられてそちらへ目を向けた。


　そこには──小さな人ひと影かげらしきものがひとつ。あ、人影がドラゴンの背から落ちる。いや、降りたのか？　あの高さから！


　小さな人影は高さなぞまるでなかったかのようにスッと地上に降り立った。


「大きな『妖』の気流、それに『覇は』の気流。それらによって、この都に漂ただよう妖よう美びな気質がうねっておったわ」


　小さな人影は年老いた男性の声音でこちらへ一歩一歩ゆっくりと近づいてくる。小さい。本当に体が小さい。子供……？　背せ丈たけは幼よう稚ち園えんの年長児ほどしかない。


　金色に輝かがやく体毛！　現れたのは法衣をまとった……猿さるのような人のような……。顔がしわくちゃだ。てか、黒い肌はだだ。……妖よう怪かい？　猿の妖怪か？


　手には長い棍こんのような得物。首には珠たまのひとつひとつが大きい数珠じゆず。しかもサイバーなデザインのサングラスしとる！　煙管キセルを吹ふかしながら、不敵な笑みを浮うかべていた。


「おー、久しい限りじゃい。聖槍の。あのクソ坊ぼう主ずがデカくなったじゃねーの」


　猿のじいさんが曹操にそう言う。曹操は目を細めて笑んだ。


「これはこれは。闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ殿どの。まさか、あなたがここに来られるとは。各地で我々の邪じや魔まをしてくれているそうですな」


「坊主、イタズラが過ぎたぜぃ。儂わしがせっかく天てん帝ていからの使者として九尾の姫ひめさんと会談しようと思っていたのによぉ。拉ら致ちたぁ、やってくれたもんだぜぃ。ったく、関かん帝ていとなり神格化した英雄もいれば、子孫が異形の業界の毒なんぞになる英雄もいる。『覇は業ぎようは一代のみ』とよく言ったもんじゃ。のぅ、曹操」


「毒、ですか。あなたに称しようされるのなら、大手を振って自じ慢まんできるものだ」


　……曹操が畏い敬けいの念をもって接しているように思える。英雄派の連中が猿のじいさんを見る目が厳しいぞ？　緊きん張ちようしているというか、重圧を感じているというか。


　てか、天帝……の使者？　天帝って、帝たい釈しやく天てんのことか？　じゃあ、九尾の御大将が会談する予定だった相手はこの猿のじいさん？　使者ってことはすごいお猿さんなのか？


「……誰だれだ、あの猿のような……じいさん？」


　俺が疑問の声を出すと、


「……おそらく、孫そん悟ご空くう。しかも初代だよ」


　治ち療りようの終わった木場が俺のもとに歩み寄りながらそうつぶやいた。って、な、な、な、な、なんだとぉぉぉぉぉっ！　俺は木場の発言に心底仰ぎよう天てんした！


「しょ、しょ、しょ、初代の孫悟空ぅぅぅぅうううっ!?　あ、あの猿のじいさんが西さい遊ゆう記きで有名な……ッ！」


　マジかよ！　すげえ！　そ、そうか、もしかして、先生が言っていた強力な助っ人っていうのは──。


　猿のじいさんが俺の視線に気づいたのか、しわくちゃな口元を笑ませる。


「赤龍帝の坊ぼうや。よーがんばったのぉ。いい塩あん梅ばいの龍の波動だ。だが、もう無理はしなくていいぜぃ？　儂が助っ人じゃい。あとはこのおじいちゃんに任せておきな。──玉龍ウーロン、九尾を頼たのむぜぃ」


　猿のじいさん──初代孫悟空が空を舞うドラゴンに指示を出していた。ドラゴン──玉龍ウーロンが大声で不満を漏らす。


『おいおい、来た早々龍使いが荒あらいぜ、クソジジイ！　オイラ、ここに入るだけでチョー疲つかれてんですけど！　てか、白はく龍りゆう皇こうの仲間の魔ま女じよっ子に手助けしてもらったんだけどよ！　おわっ！　つーか、ヴリトラだ！　おいおいおい、狐きつねと戦ってんのヴリトラだよ！　どれぐらいぶりだぁ？』


　……テンション高いな、あのドラゴン！


『変わらずだ』


　そ、そうなの、ドライグ……？


　初代は煙管を吹かしながら言った。


「あとで京料理をたらふく食わせる。それでよかろうて」


『ファッ○ンジジイ！　あとで絶対たらふく食わせろよい！　オラオラオラ！　龍王さまを舐めんなよ！　狐の姉ちゃん！　オイラは強ェェぞ！』


　文句たらたらに玉龍ウーロンが九尾の御大将と対たい峙じした！


「さてさて、赤いのには悪いがのー、てっとり早く曹操の子孫にお仕置きせんとなぁ」


　初代が──曹操たちに歩み寄る。ジークフリートが六本の腕うでを展開させながら、初代に突とつ貫かんしていった！


「ジーク！　相手にするな！　おまえでは──」


　曹操が制止させようとするが、ジークフリートは嬉き々きとして立ち向かっていった！


「お猿の大将！　あの孫悟空なら相手にとって不足は──」


「──伸のびよ、棒よ」


　ドンッ！


　初代が静かに漏らしたあと、手に持っていた棒が凄すさまじい速度で伸びていき、ジークフリートを難なく吹っ飛とばしていく！


「──ッ！」


　ドォォォォオンッ！


　ジークフリートは一発で瓦が礫れきのなかに吹き飛ばされてしまった！


　つ、強ぇぇえええええっ！　な、なんだ、あの猿のジジイ！　一いち撃げきであのジークフリートをやりやがった！　木場と新デュランダルを持ったゼノヴィアが二人がかりでも勝てなかったのによ！


「儂にとっては不足じゃったようだの。若い魔ま剣けん使い、腰こしが入っとらん。走り込みからやり直せぃ」


　初代は一いち瞥べつする。そこへ玉龍ウーロンが悲鳴をあげた。


『うおおおおおっ！　おい、クソジジイ！　この狐、強つえぇぞぉぉぉっ！』


　九つの尻尾しつぽに締しめ付つけられている玉龍ウーロン！


　く、苦戦してる！　つーか、やっぱり、テンション高いな、あの龍王！


「気張れい。龍王じゃろうが」


　嘆たん息そくしながら初代が言う。


『オイラは龍王のなかで一番の若手なんだぞ！　まだピチピチでい！』


「よく言うわな。その若手が目立った戦が終わった瞬しゆん間かんにいの一番で引退なんぞしおってからに。若さで乗り切れぃ」


『…………わかったよ、がんばりたい！』


　あ、それで了りよう解かいなんだ。なんだか、良いコンビを見た気がした。


　──と、霧きり使つかいの魔ま法ほう使いが九尾の御おん大たい将しようを捕とらえていた魔方陣を解き、初代に手を突つきだす。──グレートレッド召喚よりもあの猿のじいさんのほうをなんとかしないといけないってことか！


「──捕ほ縛ばくする。霧よッ！」


　初代を包み込むように例の霧が集まるが──。


「──天てん道どう、雷らい鳴めいをもって龍のあぎとへと括くくり通す。地へ這はえ」


　トンッ。


　初代が呪じゆ文もんをつぶやき、棒で地面を一度叩たたくと、霧が噓うそのように霧む散さんした！　あれだけであの霧を突破しやがった！


「まだ神器セイクリツド・ギアの練り方が弱いの。そこの赤い龍ウエルシユ・ドラゴンのように対話したらどうじゃい？」


　あ、褒ほめられた。うれしいかも！


「──ッ！　あの挙動だけで我が霧を……ッ！　神滅具ロンギヌスの力を散らすか！」


　魔法使いも仰天していた。だよな、神滅具ロンギヌスのなかでも上位ってのがまるで効かなかったんだからさ！


「槍やりよッ！」


　ギュゥゥゥゥンッ！


　隙すきを突いたかのように曹操が聖槍の切っ先を伸ばし、初代を奇き襲しゆうしようとするが──。


　初代は指先ひとつで槍を止めてしまう！　ウ、ウソだろ！　あの槍をあれだけで！


「……良い鋭するどさじゃわい。が、それだけだ。まだ若いの。儂の指に留まるほどでは他の神仏も滅めつせられんよ。──貴様も霧使いも本気にならんで儂にかかろうなどと、舐なめるでないわ」


　初代の一言を聞き、曹操は笑みを引きつらせていた。


「……なるほど、バケモノぶりは健在のご様子ですな……。周囲に広く認知されているのは若い頃ころの強さだと聞く。いまは如い何かほどですかな？」


　曹操の問いかけに初代は不敵に肩かたをすくめるだけだった。


　ジークフリートが瓦礫から立ち上がり、曹操に告げる。


「曹操。ここまでにしよう。初代孫悟空は『禍の団カオス・ブリゲード』のテロを何度も防いでいる有名人だ。これ以上の下へ手たな攻こう撃げきはせっかくの人材が傷つくよ。僕も甘かった。──強い」


　それを聞き、曹操も槍をおろした。


「退たい却きやく時か。見誤ると深手になるな」


　バッ！


　英えい雄ゆう派メンバーが素早く一か所に集結し、霧使いが足下に巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんを展開し始める。あれは転移用魔方陣！　逃にげる気か！　曹操が捨て台詞ぜりふを吐はく。


「ここまでにしておくよ。初代、グレモリー眷けん属ぞく、赤龍帝、再び見まみえよう」


　待て待て待て待て！──逃がすかっ！


　俺の、俺たちの修学旅行でこんなことしやがって！　しかも九重のお袋ふくろさんまで！


　俺はオーラを集め、左の籠こ手てにキャノンを生みだした。残ったパワーをこのキャノンに装そう塡てんして、一撃を練り込む！


　ブゥゥゥン……。


　静かに鳴動しながら、籠手のキャノンにエネルギーが溜たまった。巨大な一撃じゃなくていい。あいつに届くだけの鋭い一発でいい！


　俺の様子を見て初代が笑う。


「儂の役目、坊やがやるかぃ？　まあ、ええ。あの坊主にお仕置きしてみぃ。一時だけ、力が出るよう、おじいちゃんが手伝ってやるわい」


　初代が棒の先で俺の鎧よろいをコツンと軽く叩く。


　──途と端たん、体中からオーラが噴ふき出てくる！　仙術の応用かな？


　俺の体、まだこんなにオーラが残ってたのか？　いや、眠ねむっていた？


　ありがとう、猿のじいさんっ！　これなら一発分でも濃こいオーラを放てそうだぜ！


　俺は曹操にキャノンの狙ねらいを定さだめた！


「──お咎とがめなしで帰れると思うのか？　こいつは京都での土産みやげだッ！」


　バシュゥゥゥゥゥゥゥゥンッ！


　籠手のキャノンから濃のう縮しゆくされた魔ま力りよくの一発が撃うちだされる！


「しゃらくさい野や郎ろうだ！」


　曹操の盾たてになろうとヘラクレスやジャンヌが前に出るが──。ここだ！　俺は脳内でサーゼクスさまの魔力を思い描えがいていた。


　──あんなふうに縦じゆう横おう無む尽じんに撃ちだした魔力の一撃を動かせれば！


　いや、あんなに動かなくてもいい！　ただ軌き道どうが変われば！


「曲がれェェェェェッ！」


　俺は叫さけび、脳内のイメージを解き放った！　刹せつ那な、撃ちだしたキャノンの一撃が盾となるヘラクレスたちに当たる瞬間に軌道を変えて、奴やつらを飛び越こえていく！


　バシュンッ！


　不意打ちだったのか、その一撃は曹操の顔面を捉とらえた！


「ぐぅぅぅ……ッ」


　赤い煙けむりをあげながら、曹操が顔を手で覆おおった！


　曲がった！　俺の攻撃、曲がったぞ！　まだ改良の余地があるが、撃ちだしたドラゴンショットを動かす攻撃はやればできるんじゃないか？　サーゼクスさまとの戦いは無む駄だじゃなかった！


　曹操は右眼から鮮せん血けつを散らしながら、こちらに顔を向ける！


　──顔面が赤く染まっていた。


　奴は右眼を手で押さえながら狂きよう喜きに顔を歪ゆがませたっ！


「……目が……。赤龍帝ぇぇぇぇっっ！」


　槍をかまえると、力強い言葉──呪文のようなものを唱えだした！


「──槍よッ！　神を射い貫ぬく真なる聖槍よッ！　我が内に眠る覇は王おうの理想を吸いあげ、祝福と滅ほろびの──」


　ジークフリートが曹操の口と体を手で押さえた！


「曹操っ！　唱えてはダメだ！　『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』の禁手バランス・ブレイカー──いや、『覇輝トウルース・イデア』を見せるのはまだ早いッ！」


　その声に曹操は激情を収め、深く息を吐く。ジークフリートが言う。


「──退却だよ。『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』──レオナルドも限界の時間だろう。さすがにこれ以上の時じ間かん稼かせぎは外のメンバーでもできないだろうしね。各種調整についてもこれで十分データを得られるし、いい勉強になったよ」


　ジークフリートは初代を睨ねめつけていた。先ほどの攻撃をよほど根に持ったようだ。


　曹操が左眼で俺を捉える。鋭い視線。……なんて目つきだ。


「わかっているさ。初代殿どの、そして赤せき龍りゆう帝てい──否、兵藤一誠。ここいらで俺たちは撤てつ退たいさせてもらおう。まったく、ヴァーリのことを笑えないな。彼と同じ状じよう況きようだ。キミはなぜか土ど壇たん場ばでこちらを熱くさせてくれる」


　俺たちがヴァーリと駒王学園で戦ったときのことを言っているのか？


　魔方陣がいっそう輝かがやきを増した。曹操が消える間際に俺に言った。


「──兵藤一誠、もっと強くなれ。ヴァーリよりも。そうしたら、この槍の真の力を見せてあげるよ」


　それだけ言い残し、彼ら──英雄派はこの空間から消えていった。


　…………。奴らが消えた瞬間、疲つかれがどっと出た。もう鎧状態を維い持じしているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。


　英雄派、か。曹操……、最強の神滅具ロンギヌス……。わけのわからないことだらけだ。


　ただ、ひとつだけ言える。


　英雄派、特にあの男は強い以上に──不気味だ。








　英雄派が逃げたあと、残ったのは俺たちと助っ人である初代孫そん悟ご空くうと玉龍ウーロン。そして九尾の御大将だった。


『あー、しんどかった。ヴリトラいなきゃ、辛つらかった……』


　玉龍ウーロンが地に降り立って、大きく息を吐いていた。


　九尾の御大将は玉龍ウーロンと調子を戻もどした匙──ヴリトラのおかげで動きを止めた。匙は元の人間形態に戻ったが、気を失ってアーシアの治ち療りようを受けているところだった。お疲れ、匙。


　しかし、九尾の御大将が人間の形態に戻ることはなく、いまだ瞳ひとみは洗脳の色を浮うかべたままだった。


「母上！　母上！」


『…………』


　九重が泣きながら八坂さんを呼ぶが……反応は一切なかった。


「さて、どうしたもんかいの。仙術で邪よこしまな気を解いてもいいんじゃが、ここではちと時間がかかるのぉ」


　初代も煙管キセルを吹ふかしながら、思し慮りよしているようだった。──が、何かに気づき、俺のほうに視線を向ける。


「赤い坊ぼうや。おまえさん、女の胸の内を聴きける能力があったよなぁ？」


　なんで、知ってんの……？　俺の能力、けっこう有名？　あ、レーティングゲームのビデオを見ていたとしたら、知っていてもおかしくないか。


「え、ええ、ありますけど」


「そうか、儂わしが協力するんでな、そこの小さなお嬢じようちゃんとあの九尾の姫ひめさんに術をかけてくれんか？」


　パイリンガルを二人にかけろと？　もしかして、胸の内を探るつもりか？


　よくわからないけど、俺は残った魔力を駆く使しして、謎なぞの乳空間を生みだそうとする。


　脳みそにパワーを送り、妄もう想そうを最大にして、能力を解き放つ！


「いけぇぇぇっ！　『乳語翻訳パイリンガル』ッ！」


　俺は術を九重と八坂さん目掛けて展開した！　同時に鎧も解除されてしまった。これでもう俺はほぼガス欠です！


　それを確認すると、初代が棒をくるくると回して地面を叩いた。瞬しゆん間かん──、新たに妙みような空間が発生し、パイリンガルの空間を上書きしたように俺たちを包み込む。


　辺り一帯がうねうね動くような……。視界がぼやけた？


「赤い坊やの術の応用でな、心に直接語りかけられるようにしたぜぃ。小さなお嬢ちゃん、心のなかでお母ちゃんに語りかけてみな」


　初代が九重にそう言った。九重はうなずき、瞑めい目もくした。俺の心に声が聞こえてくる。


『……母上。……母上。聞こえますか、母上……』


　九重の声だ。心のなかに響ひびいてくる。


『母上……どうか、もとに戻ってくだされ……どうか、どうか……』


　しかし、まだ八坂さんは反応しない。


　九重は涙なみだ混じりに続ける。


『……もう、わがままは言いません。……嫌きらいな魚も食べます。夜中に京都に飛びだすことも止めます……。……だから、どうか、どうか、いつもの母上に戻ってくだされ……。九重を……許してくだされ……。母上……』


　……悲痛な願いだった。九重は何度も何度も謝り続け、八坂さんに語りかける。


　そのときだった──。


『…………く、の、う……』


　かすかだが、確かにその声は聞こえた！　九重が顔を上げ、再び心のなかで叫ぶ。


『母上！　九重はここです！　また歌を歌ってくだされ！　また舞まいを教えてくだされ！　九重は、九重は良い子になります！　また一いつ緒しよに母上と……京都を！　この都を歩きたいのです……っ！』


　パァァァァァ。


　やさしい光が九重を包み、八坂さんも淡あわい光に包まれていった。九尾の御大将の体は光を発しながら、徐じよ々じよに、徐々に小さくなっていく。


　そして、光が止んだとき、そこにいたのは人間サイズに戻った八坂さんだった。


　やった！　もとに戻った！　思わずガッツポーズ取っちまったぜ！


「……ここは？」


　八坂さんはふらりふらりと体がおぼつかない様子だが、おぼろげながらも意識が戻りつつあるようだ！


　九重が八坂さんに駆かけ寄よる。その胸に飛びこみ、泣なき叫んだ。


「母上ぇぇぇっ！　母上ぇぇぇっ！」


　八坂さんはやさしく九重を抱だき、頭をなでる。


「……どうしたのじゃ、九重。おまえは、いつまで経っても泣き虫じゃな」


　ちくしょう……。感動の場面に涙が溢あふれてきちまった。


「うぅ……九重ちゃん、良かった……」


　見れば皆みんなの治療を終えたアーシアもボロボロ泣いていた。


　ああ、感動のワンシーンだよな。良かったな、九重！


　それを確認した初代が締しめの言葉を言う。


「ま、何はともあれ、解決じゃい」


　こうして、九尾の御大将救出作戦はいろいろと巻き起こしながら幕を閉じることになった──。




　Maven.







　激げき闘とうを終え、俺たちは京都の疑似空間から元の世界に戻り、宿しゆ泊くはくしているホテルの屋上にいた。


　先生が俺の肩かたに手を置き言う。


「よくやったな、イッセー。おまえは休んでいろ。救護班！　グレモリー眷けん属ぞくとイリナ、匙を看みてやってくれ！　ケガはともかく、魔ま力りよくと体力の消しよう耗もうが激しい！」


　先生が他のスタッフにそう指示する。


　先生の言葉に甘えよう。正直……疲れた。今晩はもう禁手バランス・ブレイカーになれないぞ……。


　作戦は英えい雄ゆう派の撤退という形で終わっていた。京都を囲んでいた連合部隊も英雄派構成員と『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』のアンチモンスターとの激戦を終えて戦後処理となっているようだ。


　京都を囲んでいた連合部隊の包囲網から逃げていくなんてな……。それだけ英雄派は厄やつ介かいな相手ってことか。


　連合部隊と戦ってた『魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー』の少年が囮おとり用のアンチモンスターを大量に出現させて逃亡の隙を作ったそうだ。


　俺たちもこちらに帰ってきてからぶっ倒たおれてしまった。俺ももう立ててもフラフラだろう。疲ひ労ろう困こん憊ぱいっス……。


　アーシアも仲間の治療と戦せん闘とうの緊きん張ちよう感かんで疲ひ弊へいしてしまい、俺に身を寄せて眠ねむっていた。


　皆も治療を終えたけど、いちおうのために運ばれていく。


「ゴメン、イッセーくん。情けないけど、お先に」


　木場が謝りながら俺に言う。俺は手をあげて応えた。お疲れさん。


「元ちゃん！」


「元士郎！」


　担たん架かで運ばれる匙にシトリー眷属が付つき添そっている。心配そうに涙まで浮かべていた。


　匙は龍王変化の消耗が激しく、すべてが終わったあと、気を失ってしまった。俺が内側から話しかけて暴走を止めるってこともなく、なんとか力を使っていたように感じる。あいつも成長してるってことか。てか、匙、おまえも仲間に愛されてんな。


　あのあと、部長からも電話がかかり、事の顚てん末まつがあちらにも伝わった。京都から帰ってきてからじっくりと訊きくことがあるそうです。


　……俺、死ぬかな？


　そんなふうにどんよりしていたところに猿さるのじいさん──初代孫悟空さんが近づいてくる。


「赤の坊や」


「あ、はい！」


「おまえさんは独力で『覇は』の力とは違ちがう、えらいものを得ようとしているようじゃな。いいこった。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』は、ろくでもない。ただの力の暴走じゃい。暴力そのもの。それでは、死ぬ。おまえさん、大事な女がいるんじゃろ？　おっぱいドラゴンと呼ばれるほどじゃからな」


　ほ、褒ほめられた！　あの西さい遊ゆう記きの主人公格に褒められるなんて光栄の極みだぜ！　てか、女の話か！　初代がアーシアに指をさしていた。


「いや、ハハハハ。ええ、いちおう」


「なら、泣かすな。おまえさんは夢と女で強くなるタイプだぜぃ。それにな、赤龍帝と白龍皇はもともと力の塊かたまりじゃ。なんも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』にこだわらんでもいくらでも強くなれる。──だがの、おまえさんはまだ危ういか」


　俺の顔を覗のぞき込みながら初代はそうつぶやく。


「？」


　俺は真意まではわかりかねたが、初代は煙管を吹かすと笑う。


「それと、うちのバカが迷めい惑わくかけたようじゃな。それは謝るぜぃ」


　あ、美び猴こうのことか。うん、多大な迷惑でしたよ。うちの部長なんて『スイッチ姫』と名付けられてキレてたし。


　初代が俺の頭をなでる。


「……感情は『覇』を呼び込む。それだけは覚えておくとええ。最後の曹操への一いち撃げき、ええ攻こう撃げきじゃった。ああいう方向で精しよう進じんせぃ。イメージと努力だけは怠おこたるでない。──さて、天帝のおつかいが済んだらバカを捜さがしにいくかの。あやつめ、白龍皇とやんちゃしおって。共に仕置きじゃな。──それでは達者での。玉龍ウーロン、九尾のもとに行くぞ」


『あいよ、クソジジイ。じゃあな、ドライグ！』


　それだけ言い残し、初代と玉龍ウーロンは行ってしまった。


　……残された俺は震ふるえる手でグーパーした。……手が痺しびれる。疲弊している証しよう拠こか。


　──神器セイクリツド・ギアに眠っていた力と『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を組み合わせた俺の新しい力。


　まだ改善の余地は十分にある。また一から修行だな。


　……サイラオーグさん、ヴァーリ……そして、曹操。


　俺は負けないよ。絶対に強くなる。もっともっと。


　いつか、夢が叶かなうと信じて──。


　エルシャさん、ベルザードさん、酷ひどい別れ方だったけど、どこかで見ていてください。


　赤龍帝として、おっぱいドラゴンとして、やれるところまでやってみます。


　京都最後の夜、俺は夜空を見上げながら、新たな決意を固めた。




　New Life.







　修学旅行最終日──。


　前夜に大激戦をしたせいか、寝ねてもまるで疲つかれの取れなかった俺たちグレモリー眷属は、疲弊しきった体を引きずって、最終日のお土産みやげ屋巡めぐりを敢かん行こうした。


　……ぜーはーと息を切らしながら、京都タワーも見てきたぜ。


　お土産も買い、京都を離はなれるときが来た。


　京都駅の新幹線ホームで九重と八坂さんが見送りに来ていた。


「赤龍帝」


　九重が八坂さんと手を繫つなぎながら、笑顔で俺を呼ぶ。


「イッセーでいいよ」


　そう言うと、九重は顔を真っ赤にしてもじもじしながら俺に訊いてくる。


「……イッセー。ま、また、京都に来てくれるか？」


「ああ、また来るよ」


　ピピピピピ。


　発車の音がホームに鳴なり響ひびく。九重が俺に叫さけぶ。


「必ずじゃぞ！　九重はいつだっておまえを待つ！」


「ああ、次は皆で来る。今度は裏京都も案内してくれよ？」


「うむ！」


　それを確認すると八坂さんがおっしゃる。


「アザゼル殿どの、赤せき龍りゆう帝てい殿、そして悪魔、天使、堕天使の皆みな々みな、本当にすまなかった。礼を言う。これから魔ま王おうレヴィアタン殿、闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ殿どのと会談するつもりじゃ。良い方向を共に歩んでいきたいと思うておる。二度と、あのような輩やからによってこの京都が恐きよう怖ふに包まれぬよう、協力態勢を敷しくつもりじゃ」


「ああ、頼たのむぜ、御大将」


　先生も笑顔でそう言い、八坂さんと握あく手しゆを交わした。そこにレヴィアタンさまも手を重ねる！


「うふふ、皆は先に帰っていてね☆　私はこのあと八坂さんと猿のおじいちゃんと楽しい京都を堪たん能のうしてくるわ☆」


　レヴィアタンさまも楽しげだ。レヴィアタンさまはこのまま京都に残って妖よう怪かい側と改めて交こう渉しようするようだ。


　それだけのやり取りをして、俺たちは新幹線に乗車した。


　ホームで九重が俺に叫んだ。


「ありがとう、イッセー！　皆！　また会おう！」


　手を振ふる九重に俺たちも手を振った。


　プシュー。閉じる新幹線の扉とびら。発車しても九重は手を振り続けた。


　──京都。三泊ぱく四日の旅。


　出発から今日まで、短いけどいろいろありすぎた。清水寺、銀閣寺、金閣寺、嵐あらし山やま、二条城……。それ以外にもたくさんの思い出を得られた。


　また来よう。九重や八坂さんに会うために──。今度は部長や皆も連れて──。


　……あ。俺はそこで思いだした。


「八坂さんにお願いしてお礼のおっぱいを見せてもらうの忘れてたぁぁぁぁあっ！」


　そうだよ！　それも込みでがんばっていたのに！　いろいろ起きて初心を忘れてしまった！　クソ！　これも京都の空気が俺の調子を少しおかしくしたに違いない！


「うわぁぁぁんっ！　九尾のおっぱいぃぃぃぃぃっ！」


　俺は扉にかじりつき、無念の叫びを発したのだった──。





　　　　─○●○─





　京都から帰き還かんし、俺たちは兵藤家の一室で部長に怒おこられていた。


　正座をする俺たち。アーシア、ゼノヴィア、木場、ついでになぜかイリナも反省状態だった。ロスヴァイセさんは旅行疲づかれで帰還早々、自室で寝込んでます。相当、体調を崩くずされたようです。教員としても大変だったろうし、あと酔よって吐はいてたしな……。


　部長が半眼で問とい詰つめてくる。


「なんで知らせてくれなかったの？──と言いたいところだけれど、こちらもグレモリー領で事件が起こっていたものね。でも、ソーナは知っていたのよ？」


「は、はい……」


　説明はすべて済んでいる。でも、朱あけ乃のさんも小こ猫ねこちゃんも少々ご立腹のご様子だった。


「こちらから電話をしたときに、少しでも相談が欲しかったですわ……」


「……そうです。水くさいです」


「で、でも、皆みなさん無事で帰ってきたのですから……」


　ギャスパァァァァァッ！　庇かばってくれるのか！　おまえはいい後こう輩はいだな！


「まあ、イッセーは現地で新しい女を作ってたからな」


　椅い子すに座る先生が場を混乱させるようなことを口走る。いきなり、なんてことを！


「しかも九尾の娘むすめだ」


　九重のことか！　おいおいおい！


「そ、そんなのじゃありませんよ！　ったく、人聞きが悪いな、先生は！」


「でもよ、あの八坂を見た限りじゃ、将来相当な美人で巨きよ乳にゆうに育ちそうだぞ？」


　……九重の未来のビジョンを妄もう想そうする。う、うん、おっぱいはデカくなりそうだ。


「……そ、そうかもしれません。けど！　俺はちっこい子への趣しゆ味みはありませんって！」


　ドゴッ！　俺を殴なぐる小猫ちゃん！


「ぐふっ！……どうして……？」


「……なんとなくです」


　そ、そうなんですか……。小猫さまの心中は計りかねますな……。


「まあ、リアス。イッセーもあっちで劇的なパワーアップをしたんだから、大目に見てやれ」


　と、先生がやっとフォローをくれる。


　部長も息を吐きながら、そこはうなずいていた。


「それは、まあ、うれしいけれど……。けど、京都にいきなり召しよう喚かんされて、む、胸を……」


　部長は赤面してゴニョゴニョと口ごもってしまった。


　あの場面のことですね！　俺も驚おどろきですよ！　聞いた皆みんなも最初信じられない様子だったけど、ドライグも泣く泣く説明してくれたおかげでだいたい理解してくれたようだ。


　本当、信じられない展開でした！　部長のおっぱいはもとに戻もどっていた。輝かがやいてはいない。あの現象は驚くべきものだった……。おっぱいって光り輝くんだな……。


　余談だが、俺のせいで痴ち漢かんになってしまった方々にはきちんとフォローがされ、普ふ段だんの生活に戻っている。皆さん、本当にゴメンなさい！


　先生が俺に改めて言う。


「おまえの力の選せん択たくはいいと思うぜ、イッセー。おまえのライバル──ヴァーリは『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の力を極めようとしていて、本当の意味で覇は王おうの天てん龍りゆうになろうとしている。おまえがヴァーリと同じ道を選んでも旧魔王派襲しゆう来らいのときのように覇の力に飲み込まれるだけだろう。イッセー、おまえは覇道ではなく、王道でいけ。『王キング』を目指しているならちょうどいい」


　王道か。なるほどね。


　俺がヴァーリの真ま似ねをしてもあいつに追いつけるとは思えないしな。いまの調子で前に進むしかない。


　朱乃さんが思いだしたかのように手をポンと叩たたき、口を開く。


「そういえば、妖怪の世界でも『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』の正式な放送が決定したそうですわ。──また有名になりそうですわね、イッセーくん」


「マジっスか！　あー、なんだか、すげーことになってきてますねぇ……。実感わきませんよ」


　本当、とんでもないことになってんな、俺の特とく撮さつ番組。今度は妖怪の世界かよ。


　ゼノヴィアがうんうんうなずく。


「イッセーは、いずれは全世界の子供たちのヒーローかな。うん、出世や夢実現も間近かもしれないね」


　俺はゼノヴィアの意見に首をひねる。


「そうかぁ？　一向に女子たちにモテるような気配が感じられないんだが……。このままじゃハーレムじゃなくて、子供たちに囲まれそうだ」


　そう感じてしまう俺に先生が「あ」と何かを思いだしたようだった。


「そういや、学園祭前にフェニックス家の娘が駒王学園に転校してくるそうだぜ？」


　──っ！　部長と朱乃さん、小猫ちゃん、ギャスパー以外の全員がその一言に驚いた！


「レイヴェルがですか!?　マジっスか！」


　俺の問いに先生が続ける。


「ああ、リアスやソーナの刺し激げきを受けて日本で学びたいと申し出てきたらしい。学年は一年だったか。もう手続きは済みそうだって話だったな。小猫と同学年か。猫ねこと鳥でウマが合わなさそうだが……それを見るのも一興か」


「……どうでもいいです」
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　先生の一言に小猫ちゃんは不ふ機き嫌げんな声音だった。あれ？　小猫ちゃんはレイヴェルが嫌きらい？　そういや、話しているところ、見たことないか。同学年なんだから、仲良くね。


「でも、なんで急に転校してくるんでしょうね？」


　俺の疑問に先生は意味深ないやらしい表情でこちらを見てくる。


　な、なんスか、その顔は……。


「ま、そういうことだろうけどな。リアスは大変なもんだ」


　先生の一言に部長──だけじゃなく、女子全員が複雑そうな表情を浮うかべていた。


「……帰ってきても安心できないんですね」


　アーシアの声のトーンが低い！


「耐たえろ、アーシア。こいつに付き合うということは耐えることでもある。最近、私も覚えてきたぞ」


「そうね。……私も耐えなきゃダメなのかしら……？」


　ゼノヴィアとイリナも意味深なことをつぶやく！


「私は耐えるよりも攻せめるほうに専念しますわ」


　ニッコリと挑ちよう戦せん的な笑みを見せる朱乃さん！


　わ、わからん、何事ですか？　レイヴェルは悪い子じゃないんだけどな……。


　部長が嘆たん息そくし、苦笑した。


「まあ、いいわ。皆、無事に帰ってきたということでここまでにしておきましょう。詳くわしくはあとでグレイフィアを通じてお兄さまに訊きいてみるわ」


　ああ、ようやく機嫌を直してくれたようだ……。


　部長が改めて俺たちに向けて口を開く。


「さて、もうすぐ学園祭よ。あなたたちがいない間、準備も進めてきたけれど、ここからが本番よ。それに──」


　部長が真顔で続ける。


「サイラオーグ戦もあるわ。レーティングゲーム、若手交流戦では最後の戦いと噂うわさもされているけれど、絶対に気は抜ぬけないわ。改めてそちらの準備にも取りかかりましょう」


「「「「「「「「はい！」」」」」」」」


　部長の言葉に皆、大きく返事をした。


　そうだ、学園祭も大事だが、サイラオーグさんとの一戦も大事だ。


「イッセーくん、体力が復調したら、手合わせしてくれないかい？　京都で自分の不ふ甲が斐いなさを痛感したからね。キミの力を借りたい」


「ああ、木場。ゲームの日まで模も擬ぎ戦の繰くり返かえしだな」


　木場とのトレーニングも再開だな。


　この新しい力がどこまであのヒトに通じるのか、早く試してみたい。それにあの状態での『女王クイーン』にも目覚めないといけないんだ。課題は多いな。新しい力がゲームで使えるかどうかも問題だし……。


「でも、俺は部長と皆と共に必ず勝ってみせる！」


　俺は決意を新たにした。


　──必ず、サイラオーグさんに勝つっ！　勝ってみせるっ！




　Boss×Boss.







「サーゼクス、こちらで得た英えい雄ゆう派のデータをそちらに送る。神器セイクリツド・ギア──上位の神滅具ロンギヌスを三つも保有か。さらに禁手バランス・ブレイカー祭り。グレートレッドを呼び寄せようとしたり、まだ他にも計画と手札はあるようだ。テロリストどもめ」


『彼らには「悪あく魔まと妖よう怪かいの共きよう闘とう関係を壊こわす」という名目があったようだからな、アザゼル。中心メンバーの思おも惑わくはともかく、下の者たちにとって、これ以上にない「正義」の理由だ。結果、京都を包囲していた各勢力の部隊にも大きく被ひ害がいが出てしまった。「魔獣造アナイアレイシヨン・メーカー」のアンチモンスターもそうだが、相手に禁手バランス・ブレイカーの使い手が多かったのが想像以上に戦せん況きようを悪化させたようだ』


「人間から見てみれば悪魔、堕天使、妖怪などは敵──モンスターにしか思えないだろうからな。奴やつらの行動原理の切きっ掛かけは三大勢力の和平か。悪魔と堕天使の和わ睦ぼくだけで衝しよう撃げきだろうに、その上、天界まで悪魔や堕天使に協和するとなったら、『天まで寝ね返がえった』と危機感と憤ふん慨がいを感じる人間が出てもおかしくない。──それで妖怪との交こう渉しようは？」


『そちらはうまくいった。今度は堕天使側とも交渉したいそうだ』


「そうか、シェムハザが進めていた話し合いのテーブルに無事につけそうだな。それと帝たい釈しやく天てんが初代孫そん悟ご空くうと玉龍ウーロンを各地に派は遣けんしていたのは知っていたか？　今回も助っ人として来てもらったんだがな」


『天てん帝てい──帝釈天は聖書の神が死んだいま、ゼウスと並び、トップクラスの力を持つ神仏だ。単独で動いてうしろから聖せい槍そうで貫つらぬかれでもしたら各勢力のバランスが再び崩くずれる。テロリスト相手に初代を遣つかわすのは最良の手だろう』


「しかし、英雄──人間が俺たちの敵とはな。俺たちは勇者パーティに退治される予定のラスボスか？　それとも隠かくしボスか？」


『いつだって人間は儚はかなく怖こわい存在だよ』


「まあ、そうだな。──それと、イッセーたちが京都でまた戦果をあげたぞ。これで昇しよう格かくは確実か？」


『うむ。もう十分なぐらいだ。次のゲーム結果しだいで私から推挙するつもりだ』


「──サイラオーグ戦か。サイラオーグもテロ相手に戦果をあげていたな」


『若手でそのようなことができるのは現状バアル、アガレス、グレモリー、シトリーだけだが、敵の幹部クラスと相対できるのはサイラオーグとリアスの眷けん属ぞくだけだろう。それゆえに両者の眷属には大きな期待がかかっている』


「もうプロの上級悪魔と遜そん色しよくねぇか」


『ああ、本格的にゲームへ参加したら短期間でどちらもタイトルが取れるだろう。それにグレモリーの関係者のなかにはリアスだけではなく、すでに将来のイッセーくんのゲームプレイに期待している者も少なくない。義あ兄にとしては鼻が高くてね』


「さっそく義弟おとうと自じ慢まんか？　ったく、魔ま王おうとして、兄として、義兄として、おまえも複雑な身の上だな」


『私は楽しいよ。イッセーくんとリアスは私にとって希望なのだから。育っていく姿をこれからも見守っていきたい。しかし……』


「どうした？」


『……アザゼル、ひとつ問いたい。──リアスは、リアスの胸はいったい何なのだ？』


「リアスの乳ちちは今回の件で限界を超こえた。第二フェーズに突とつ入にゆうしたようだ。──ゆえにリアスは超スーパースイッチ姫ひめとなった」


『そうか……。おっぱいドラゴンのグッズ展開も次の段階に移行するべきだろうか……』


「おまえ、商しよう魂こんたくましくなったな……。で、イッセーの新能力はゲームで使えるのか？　あれを少し見たが、相当おもしろい能力だ」


『他の上役は別にかまわないとおっしゃっている。それも一興だそうだ。あとはサイラオーグしだいだが……。おそらくは彼は──』




　Vali Lucifer.







「──以上、私からの連れん絡らくは終わりです。ヴァーリさま」


『ああ、すまない、ルフェイ。初代孫悟空と玉龍ウーロンをよくあの空間に誘いざなってくれた。──それで兵藤一誠はどうだった？』


「はい！　憧あこがれのおっぱいドラゴンさんに会えて感激でした！」


『……そうか。それはまあ、良かったな』


「もうひとつだけ。初代さまはヴァーリさまと美猴さんを捜さがしているご様子でした」


『近いうちに接せつ触しよくするかもしれないな。初代を振ふり切るのはさすがに厳しい。……しかし、神器セイクリツド・ギアに潜もぐる、か。兵藤一誠は歴代の所有者と接触したか』


「ヴァーリさま？」


『説得は性しように合わないな。──歴代の先せん輩ぱい方を俺の支配下に置くほうが難易度も高くおもしろそうだ。曹操、やるならやれるときにやっておくんだな。──俺と兵藤一誠がおまえの手に負えなくなる前に』




　Bael.







「サイラオーグ、聞いた？」


「どうした、シーグヴァイラ・アガレス」


「リアス・グレモリーの赤龍帝がまた新たな力に覚かく醒せいしたって噂うわさよ」


「それは素晴らしい限りだ。そうか、ついにか。実に楽しみだ」


「けれど、ゲームをする場合、それは不正に近い能力だと聞いたわ」


「問題ない。俺は容認して臨む」


「アジュカ・ベルゼブブさまのご贔ひい屓きもあったとも言われているのよ」


「一向に構わない」


「相手はサーゼクス・ルシファーさまの義弟になるかもしれない男よ？」


「俺が拳こぶしを振るうのに相応ふさわしい相手だ」


「そして英雄派のリーダー格──あの聖槍と戦って生き残ったほどだわ」


「当然だ。俺との約束を違たがえてもらっては困る。なあ、そうだろう。兵藤一誠ッ！」




　Heros.







「京都での計画は失敗だったけれど、もうひとつの計画のほうは調整がまた進んだよ。近いうちにお披ひ露ろ目めできそうだね、曹操」


「そうか、それは何よりだ、ジークフリート」


「予定通り、ひとつは僕がもらうよ。──曹操も使うかい？」


「俺はこの槍で十分だよ」


「──で、赤龍帝にやられた目はどうだい？」


「……ダメだな、もう使い物にならない。ふふっ、やられたもんだ」


「フェニックスの涙をわざと使わないなんてね……。では代かわりの眼を用意しよう。いずれ眼の代だい償しようでも彼に払はらってもらうのかい？」


「まさか、三流の敵役でもあるまいし。いい勉強になっただけさ。この眼のキズは記念だ。──兵藤一誠とヴァーリは俺にとって最高の二に天てん龍りゆうだ。楽しいなぁ、まったく」






　あとがき







　今月で三み十そ路じになった石いし踏ぶみです。最近、食事の量も減へりました。歳とし、かな……。


　約九か月ぶりの丸々本編となった九巻でしたが、いやー、私もいろいろと溜たまっていたので吐はきだした感があります。筆が熱くなって本も厚くなっちゃいました。ついに英えい雄ゆう派と真っ正面から勝負！　バトル多おお目めで書いてて楽しかったです！


　京都への取材は一年前に行きまして。私、京都に行ったことがなかったんですよ。小中高と奇跡のように三連発で福島に修学旅行だったんです。そんなわけで京都へ行ってきたのですが、ご飯は美味しいし、観光名所は素晴らしいし、古都は良いところでした。





　第三章の始めである七巻が北欧神話編で、今巻は京都妖よう怪かい編でした。


　妖怪のボスとして、九きゆう尾びの狐きつねが登場致しました！　まあ、活躍としてはほぼ今回のみとなりそうですが……。このボスに関して少々変更やらがありました。本来、このボスに酒○童子さまを抜擢する予定だったのですが、「鬼おにはヤバい」と話を受けまして変えることに。本に鬼を出すと怖いことが起きると噂うわさで聞いていたものですから……。


　そこでＤ×Ｄの雛型となった企画で「陰おん陽みよう師じの主人公のもとに九尾のお姫さまが狐の嫁入りする」ってものがありまして。それを出そうかな、と。このネタもいろいろあって現在悪魔になりましたがここで元ネタを違う形で放出しちゃいました！





　禁手バランス・ブレイカー祭りとなった九巻。みやま零ゼロさんと担当さんとの三者面談の打ち合わせで「禁手バランス・ブレイカー祭りは可能だろうか？」と悩む私にお二人とも「Ｄ×Ｄならインフレでも突っ走れる！」と豪ごう快かいに肯こう定ていをくださいました。おかげで吹っ切れることができました。


　イッセーのほうもついにパワーアップ！　『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは違う自分だけの新たな赤龍帝の力に目覚め始めました。パワーアップもとの部長もえらいことになりました。光り輝かがやく生なま乳ちち！　第二フェーズに突入しました！　部長の乳って光るんですよ。


『赤龍帝イリーガル・のムーブ・三叉成駒トリアイナ』の『僧侶ビシヨツプ』バージョンであるキャノン砲はみやまさんのアイディアです。『僧侶ビシヨツプ』の姿が思い描えがき辛づらかったところに良案をいただきまして、キャノン砲を両肩に装備しました。イメージとしてはガン○ムＤダブルＸエツクスのサテラ○トキャノンでしょうか。


『戦車ルーク』の打拳はビッ○オーのサドンイ○パクトをイメージ。撃鉄を打ち込んで一撃の威力を上げております。


『騎士ナイト』は仮面ラ○ダーカ○トのキャストオフ→クロ○クアップ、またはビ○トビ○ガーのビクテ○ムビ○ク辺りをイメージ。


　力が解放された状態で『女王クイーン』になったとき、イッセーはどうなるのか？　歴代最強の赤龍帝二人からは認められましたが、いまだ他の先輩赤龍帝たちは耳も傾けず負の感情を抱いだいたままです。イッセーは彼らの呪のろいを解けるのか？　それは今後のお楽しみ！





　今回は教会トリオを中心に掘り下げてみました。アーシアはもちろん、ゼノヴィアもイッセーに迫り、ついにはイリナまでもが……！　信心深い彼女たちをものの見事落としていく我らがおっぱいドラゴンはどこまでいくのやら……。


　そして、ロスヴァイセも大活躍……していたはず！　だいぶ大暴れしておりましたが、彼女はリアスや朱あけ乃のとは違うお姉さんポジションなので、どうぞ愛めでてあげてね！　けっこう、苦労人なのでたまにハメを外すとああなってしまいます。厳しいけど、基本とても良いヒトなのですよ。


　ヴァーリチームのほうも魔女のルフェイとゴーレムのゴグマゴグが登場。これで白龍皇のチームが勢せい揃ぞろいしました。今回は顔見せという形で出しました。六巻でヴァーリが次元の狭間で行動をしていましたが、そのときにゴグマゴグ探しもしていた、と。


　キャラクターが増えてますが、基本的にグレモリー眷けん属ぞく、イリナ、ドライグ、アザゼル、サーゼクス、ヴァーリだけ把は握あくされていれば問題ないかと。だいたい彼らを中心に回っているので。あとはちょい役と敵のキャラクターばかりですから。





　さて、英雄派について。彼らは人間です。Ｄ×Ｄを書いていて、悪魔や堕天使、天使が協力態勢となるなか、そのことを一番脅きよう威いと感じるのはどこか？　と考えたとき、やっぱり、人間じゃないかなと。理由も知らずにただ「悪魔と堕天使がタッグを組んだ！」って聞くと怖いものですよね。ＲＰＧで言う魔王、ドラゴンを倒す勇者という王道の逆路線です。まあ、曹そう操そうたちの企みは他にもあるのですが……。そこにヴァーリも絡からんできます。


　英雄派も相当えげつないことをやっているので、修学旅行を邪魔されたイッセーたちが不ふ憫びんでなりません。しかし、なんだかんだでイッセーもパワーアップしたし、本人も京都観光が楽しそうだったので結果オーライなのかな？


　龍王のほうも初代孫そん悟ご空くうと共に五大龍王の一角──西海龍童ミスチバス・ドラゴンの玉龍ウーロンが登場！　彼は西さい遊ゆう記きで悟空一行と共に旅をしていた馬です。正体は原作同様に龍でございます。


　十三種存在する『神滅具ロンギヌス』は全部出せるかどうかは未定。現状設定のみ。赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアと白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイングは攻守など総合的に見るとバランスが良い神滅具ロンギヌスです。絶霧デイメンシヨン・ロストと魔獣造アナイアレイシヨン・メーカーは使い手によっては世界レベルで危険な代物でいろいろと規格外です。


　黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌスについてはまだ秘密。槍はともかく、曹操くんは少々油断しがちですね。


　いやはや、九巻はふりがなルビばかりでした。神器セイクリツド・ギアの設定を掘り下げるにしてもネーミングにはだいぶ苦労しました。禁手バランス・ブレイカー状態の名前も考えないといけませんからね。


　劇中でも語ってますが神器セイクリツド・ギアには亜種も存在します。





　ここで謝辞を。みやま零さま、担当Ｈさま、今回もお世話になりました。


　読者の皆さま、応援ありがとうございます。漫画版一巻ももうすぐ発売されると思います。コミカライズ担当のみしま先生と共に漫画のほうもよろしくお願い致します！　漫画版でしか味わえないおっぱいもあると思います！　連載のほうもドラゴンマガジンからドラゴンエイジのほうに移籍となりました。毎月読めますよ！


　次回、サイラオーグ戦が開幕します。今回は悪魔の外側のお話でした。次は悪魔の内側のお話です。イッセーとサイラオーグによる意地の戦いをご期待ください。


　レイヴェルもついに駒く王おう学園に来るよ！　劇中の最後でも書かれていた通り一年生です。イッセーの後輩が増えます。　十巻は学園祭です。イッセーとリアスの恋にも注目してください！




ハイスクールＤ×Ｄ９


修学旅行はパンデモニウム





石いし踏ぶみ一いち榮えい






[image: ]


平成23年9月29日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2011 Ichiei Ishibumi, Miyama-Zero/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/KA.png
hn





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P317.jpg
o





OEBPS/images/K004.jpg
ek
RTINS v_/.w,mﬁ,.\ :
=510 :ﬁmw&@@.ﬂ%@

L






OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/P361.jpg





OEBPS/images/P013.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
PG Nork 2infNiVioNRed:





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P091.jpg





OEBPS/images/P161.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI.jpg
aE—%
OLILIHLERL

1981FEF N, ERDTFERR,
BRIRITIRC Y. TDlcH, HEER
AR IRITICTEE Ufee TN
NORBEZRITHHDFESA
DIHEDRICIENCSENTT, &,
48258(FFDEEATY . SET
30[CEDE T, KBV [EFF
EEVEDBIEASE TR/ OR
IDHFTE/FEET.

ASAN: HOFER
HANR=FTHAY : TREA

y /4





